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l 全開の新聞記事を10の分…ロ厳選収録

KS ・月刊切抜き速報@シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用していただきやすい形で提供し、幅広ざと
深さを兼ね備えた情報誌として 1970年の創業以来多くの方にご愛読いただいております。

日本の新聞女貴女新しい魅力、提案します。

~ ~ Kirinuki Sok 
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月刊切tãき速報@

社会版
政治・経済・法律、国際関係、歴史など、時事問題の

総覧と比較からニュースを深く理解し、より良い社会

を考える。 回佐穂回

帯主語包

囲~魅

月刊切抜き速報@

教育版
学校経営・運営、教喰員、学校安全、生徒指導、学習

指導など、学校・教員・子どもを取り巻く問題の、傾向

と対策。 回鮪回

目躍畏設

.毎月 10日配本

本体16，667円+税

月刊切銭き速報@

食と生活版

eA4判 196頁

・年間購読料

食の安全、食品流通や食の歴史・文化、食育、給食な

ど。 栄餐管理・指導や家庭科教育に携わる方、食品業

界の方にも。 田正耳目
D'~~ 

・A特IJ 196頁 .毎月9日配本 溝型陣~
.年間購読料本体16，667円+税 回~

eA4判 1168頁 .毎月28日配本

.年間購読料本体25，667円+税

月刊切妓き速報@

健康りてらしい
ζζろとからだの健康情報、医学基礎知識、生活習慣

改善、健康教育・保健指導など、セルフケアの実践に

向けて。 1!l~'C.困

戸ヨlV孟考古官
0<..-;通~ニ土司

因調掛

月刊切抜き速報@

保育と幼児教育版
保育行政、幼児教育の動き・実践から子育ての知恵

まで、保育士、幼稚園教諭はもちろん、子育て中の保

護者の方にも。
回幣回
F時!II;t"泊目

白否明海

eA4判 196頁 .毎月5目配本

・年間購読料本体16，667円+税

月刊切抜き速報@
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・年間購読料

.毎月14日配本

本体16，667円+税

月刊切妓き速報@

福祉ニュース高齢福祉編

eA4判 196頁

・年間購読料
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月刊コラム歳時記
聞コラム腕み比べ』 大晦日晶元日版付

全国の地方新聞・朝刊1面コラムを毎月200本厳選。

地縁の話題、心動かされる工ピソードや時事問題な

ど、幅広い話題を幅広い視点で。

eA附川頁削冊 ・毎月末日配本 勤
+読み比べ A5判1128頁/年1冊 観照3占

.年間賦読料本体14，989円+税 回設す

eA4判 196頁 .毎月20日配本

.年間購読料本体16，667円+税

月刊切抜き速報@

医療と安全管理総集版
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eA柑IJ 1120頁 .毎月29日配本

.年間購読料本体22，167円+税

eKS ・月刊切扱き速報 @ シリーズご購読者様限定サービスのご案内

継続購読でもらえる!保管に便利な専用ファイル
月刊切抜き速報@シリーズを継続購読いただいた方に 1 冊プレゼント!

索引検索/目次・索引ダウンロード
膨大な記事の中からキーワー ドで記事を簡単検索!

①専用ファイル概要

。本体907円+税/冊 0特別製作による題字銀文字表示

¥ ご精査Eの方は / 
1 必ず弊社まで f 
Uご連絡くだ古し、、/
、 ~ーー、、、 , 

②1冊あたりの収納容量

『教育版』 一一一一一一一一一一 6冊 (半年分)

『医療と安全管理総集版』 ー 6冊 (半年分)

その他 7銘柄 (rコラム艦時胞 を障く ) 12冊(1年分)

①索引検索

本誌掲載の記事を主なキーワードから
検索いただけます。

田沼均月 ②目次・索引ダウンロード

目次ダウンロードは、発刊日より 1 年以内
のみのご利用です。 ご了承くださいませ。

http://www.nihon-mic.co.jp/contents/download/index.html 
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KS・月刊切抜き速報.についての詳しい内容・最新情報は lhttp刷ww.nihon.mic.co.jp/

10 : 32452448 
パスワード: 5Sbi8kN9 

有効期筒

2018年 11月 ......2019年1月

10 : 
パスワード:

有効期間

2019年2月 ......2019年4月



CKUPTOPCS⑫ 
[今号の話題5選]

がん患者を支える対話@
思いをくみとるには
がん患者は治療方針や治療後の体調不良について不安を抱えつつも、医舗の様子に相談

しづらいと感じるととが多いようです。じっくりと時聞をかけた対話や、共感できるピアサ

ポーターの存在によって、やっと患者たちは悩みを吐き出せるのでしよう。心が元気になる

乙とで、身体も元気に。一人一人の思いをくみとることは、治療やその後の生活を支えるこ

とにつながります。

看護師の国際救援活動@
紛争地で苦しむ人々に寄り添い続ける看護師や、バングラ

デシュで看護技術を無償ボランティアで指導する看護師、

マダガスカルのお産を支える助産師であり修道女の女性な

ど。国際救援活動に取り組む看護師の記事を集めました。

服薬指導の今後 @ 
調剤薬局の機能について厳しい目が向けられています。医

師の処方婆に従うだけの薬局から脱却が求められ、在宅医

療への対応や、よりきめ細やかな服薬指導など、薬剤師なら

ではの役割は今後広がっていくでしよう。

身体拘束 @ 
根深い問題である病院や介護施設の身体拘束。患者の安全

のためとされていますが、心身への負担は大きいです。身体

拘束ゼ口に向けて奮闘する現場の記事、過去に身体拘束を

された患者の記事から読みとれることとは。

ゲノム編集と生命倫理 @ 
中国でゲノム編集をした受精卵から双子が誕生したと報道

され、強い批判が起きました。一方、日本でも4月からゲノム

編集を人の受精卵に施す研究が始まる見通しに。医療の発

展を願いつつ、踏み越えてはいけない倫理とは。

KEZOKU TOPCSe 
[継続トピックス/毎月知りたいキーワード]

医療従事者………………………………………46

養成・研修………………………………………50

技術・療法…………………………………………54

病院運営…・………………………………………58

地域医療を支える……………………………ー… 62

連携・ネットワーク .......................................64

患者・家族支援……………………………………70

移植医療…………………ー……………………74

ターミナルケア・緩和ケア……………ー…………76

精神医療………………………………………..82

救急医療…・…………………………………・…86

予防医療-…-……………………………………88

医薬品…・……一・…………… ・……………… 91

医療行政…………………………………………96

意見・社説……………………………………… 100

医療ニュース……・・…・……………………・… 101

医療事故・訴訟…・……・・…・……・…………… 102

医療安全………-…………………………… 104

医薬品の安全……………………一………… 1 1 1 

災害に備える…………………………………… 112

キーワードは随時入れ替わります

当社 HP (索引検索/目次 ・索引ダウンロード) のログイン ID ・ パスワードは表紙の裏 (表 2) をご覧ください。
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テ マをより深くお読みいただく ために 、
連載記事など一部縄載期間外の新聞記事も掲載いたします。NTENTS 
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:
:

連
載
・
安
心
の
設
計

身
体
拘
束

上

鶴
売
新
聞
(
東
京
)

介
種
施
股
「
縛
ら
な
い
」
徹
底

:
:
j
i
-
-
:
:
:
:

ロ
・
げ
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:

お

下

精
神
科
病
院
慣
碩
関
係
を
重
視

-
-
j
i
-
-
:・
:
:
ロ
・
叩

28 29 30 30 31 32 33 32 34 34 35 36 38 

歌
や
漫
画
で
思
い
を
吐
露

・

ロ
・
2

沖
縄
タ
イ
ム
ス
:

心
の
病
あ
り
の
ま
ま
に

基
礎
研
究
に
限
り
容
認

受
精
卵
ゲ
ノ
ム
編
集
来
春
解
禁
ヘ
ロ
・
5

日
本
経
済
新
聞
・
.

ゲ
ノ
ム
編
集
指
針
案
容
認

受
精
卵
で
基
礎
研
究

:
:
:

吃
・
昨
日
本
経
済
新
聞・

ゲ
ノ
ム
編
集
ベ
ビ
ー

京
大
「
禁
止
を
」
見
解
:
-
j
i
-
-

M
M・
叩
読
売
新
聞
(
東
京
)

ゲ
ノ
ム
編
集
応
用
側
に
特
許

基
礎
開
発
の
教
授
敗
訴

9

・

m
M読
売
新
聞
(
東
京
)

ゲ
ノ
ム
編
集
臨
床
応
用
に
是
非

:
:
-
j
i
-
-
--
J
J

・
-
:
吃
・
悶
朝
日
新
聞
(
東
京
)

[
風
]
ゲ
ノ
ム
編
集
の
論
じ
方
・:
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・
-
:
:
・ロ
・6
京
都
新
聞
:

[
見
上
げ
て
ご
ら
ん
]
人
ご
と
で
は
な
い
:
:
:
:
:
・
:
:
:
・
ロ
・3
毎
日
新
聞
(
東
京
)

・

望
み
通
り
の
子
ひ
そ
む
リ
ス
ク

:
:
:
j
i
-

-j
i
-
-
-
:

叩
-
m朝
日
新
聞
(
東
京
)

・

医
療
従
事
者

回
歳
ま
た
歩
け
た
医
学
博
士
自
ら
の
研
究
実
証

:
・

M
M
-
m毎日
新
聞
(
大
阪
)

医
学
貢
献
の
1
4
0

人
紹
介
:
:
:
:
:
:
:
:
・
・
:
:
:

ロ
・
2

佐
賀
新
聞
・
・

心
電
図
研
究
師
弟
の
集
大
成

:
:
:
:
:
:
:
・
:
・
:
・
:

ロ
・
ゆ
信
濃
毎
日
新
聞;

医
師
残
業
上
限
超
え
設
定

厚
労
省
案

:
・
:
:
:
:

ロ
・
6

南
日
本
新
聞
(
共
同
)

医
師
の
働
き
方
点
検

第
三
者
機
関
設
置
へ

m
M・
叩
読
売
新
聞
(
東
京
)

看
護
師
に
医
師
の
業
務
シ
フ
ト

・:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:

吃
・
引
朝
日
新
聞
(
東
京
)

養
成
・
研
修

看
護
の
道
へ
保
育
士
奮
闘

:
-J
J

・-
::
-
J
J

・
-
::
:
:

ロ
・
引
東
奥
田
報:

39 40 41 41 41 42 43 43 44 46 47 47 48 49 49 50 
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看
護
師
の
卵
と
S
N
S

指
針

看
護
の
道
日
本
で
歩
む

禁
止
で
な
く
適
切
利
用
学
ぶ
也
・
叩
琉
球
新
報

・

:
:
:
:
:
:

也
・
市
岐
阜
新
聞:
:
・

医
学
部
面
接
総
合
評
価
の
試
み

--J
J

・
--
:
・
:
:
:

也
・
2
朝
日
新
聞
(
東
京
)

血
管
縫
合
点
数
で
評
価

技
術
・
療
法

脊
髄
損
傷
で
初
の
実
用
化

医
師
の
技
能
向
上
図
る

:

:
ロ
・
2

福
島
民
報
:
:

来
春
に
も
保
険
診
療
に
:
:
:

也
・
お
北
海
道
新
聞・

世
界
最
小
の

心
肺
補
助
装
置

:
:
・j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:

吃
・
お
山
陽
新
聞
(
共
同
)

食
道
疾
患
内
視
鏡
で
切
除

2

人
に
施
術
圏
内
で
初

:

M
M・
市
中
国
新
聞:

[
ひ
と
]
「
大
分
産
」
の
医
療
・
介
護
機
器
の

P
R

に
力
を
入
れ
る
ロ
・
引
大
分
合
同
新
聞

:

が
ん
ゲ
ノ
ム
検
査
初
承
認

免
疫
療
法
の
治
験
、
全
国
で

広
が
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
」

病
院
運
営

保
険
適
用
で
負
担
減

:
:
・

吃
・
川
北
日
本
新
聞
(
共
同
)

難
治
性
の
醇
臓
が
ん
:
:

:
ロ
-
m紀
伊
民
報
:
:

実
績
や
症
例
数
な
ど
で
見
極
め
ロ
・
包
西
日
本
新
聞

:
:

患
者
支
援
で
「
便
利
屋
」
参
入
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

M
M・
-
北
園
新
聞

:

患
者
目
線
「
壁
を
取
っ
払
う
」

j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・

吃
・
ゆ
日
経
流
通
新
聞MJ
:
・

子
連
れ
で
の
来
院
実
現
・
:
:
-
J
J

・
-
:
:
:
・
:
:
:
:
:

ロ
・
8

宮
崎
日
日
新
聞

:

日
本
の
技
術
で
省
エ
ネ
を

増
え
る
外
国
人
悩
む
医
療
現
場

イ
ン
ド
の
病
院
で
実
証
実
験
也
・
氾
高
知
新
聞
(
共
同
)

2

病
院
の
取
り
組
み

刊
は
・
げ
西
日
本
新
聞

51 51 52 53 54 54 55 55 56 56 57 58 58 60 60 61 

地
域
医
療
を
支
え
る

住
民
が
守
る
地
域
医
療

講
演
、
パ
ネ
ル
討
論
:
:
・
:
:
:

吃
・
ゆ
岩
手
日
日:
:
j
i
-
-

[
ひ
と]
N
P
O
法
人
「
へ
き
地
保
健
師
協
会
」
代
表
・
:

ロ
・
幻
毎
日
新
聞
(
東
京
)
:
・

助
産
師
に
相
談
「
安
心
」

遠
隔
医
療
サ
ー
ビ
ス
も
拡
充
ヘ
ロ
・
剖
埼
玉
新
聞
:

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

健
康
長
寿
へ

医
療
・
介
護
連
携

デ
ー
タ
共
有
縦
割
り
見
直
し
吃
・
日
読
売
新
聞
(
東
京
)

オ
ラ
ン
ダ
医
療
×
l
C
T

カ
ル
テ
や
投
薬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
吃
・

8

朝
日
新
聞
(
東
京
)

・

脳
卒
中
治
療
で
連
携

画
像
デ
ー
タ
共
有
:
:
:
;

:
:
:
:

ロ
・
ゆ
茨
城
新
聞:
:

企
業
の
医
療
情
報
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化

j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-

M
M・
沼
産
経
新
聞
(
大
阪
)

・

5
G

で
遠
隔
高
度
医
療
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
:

吃
・7
日
刊
工
業
新
聞
:

サ
ン
プ
ル
少
数
で
も
函
像
診
断必
要
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
人
工
生
成
吃
・
吃
日
経
産
業
新
聞

:
:
:
・
:

患
者
・
家
族
支
援

広
が
れ
低
糖
質
自
販
機
・
:
:
:
:

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

ロ
・
4

西
日
本
新
聞
j
i
-
-
:
:

ふ
れ
合
い
効
果
実
証
研
究

・j
i

--:
:
:
・j
i
-
-
j
i
-
-

M
M・3
読
売
新
聞
(
東
京
)

ベ
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
闘
病
支
え

-

M
M・
-
京
都
新
聞
:

病
院
出
向
き
貸
し
出
し

入
院
患
者
向
け
評
判
上
々

刊
は・M
M信
濃
毎
日
新
聞

小
児
科
外
来
に
温
か
み
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
・
:
・
:
:
:
:

ロ
・
幻
静
岡
新
聞・:

ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
l

卜

気
持
ち
前
向
き
に
:
j
i
-
-
:
:
:
:

ロ
・
但
中
国
新
聞:
:
:
j
i
-

-

4 

62 62 63 64 66 67 68 68 69 70 71 71 72 72 73 



テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事など一部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします。NTENTS 

移
栂
医
療

あ
の
子
と

ど
こ
か
で

「
登
録
が
命
救
-
つ
」

ま
た
会
え
る
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:

ロ
-
U中
日
新
聞
:
:
:
:
:
:
:

「
骨
髄
パ
ン
ク
」
落
語
で
啓
発

:
:
:

ロ
・
お
大
阪
日
日
新
聞
:

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

尊
厳
死
公
正
証
書
で
宣
言

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:

ロ
・
川
北
海
道
新
聞・:
j
i

--
-

「
天
命
論
争
」
現
代
医
療
考
察
糸
口
に
:
:
:
・-
J
J

・-
-
:
ロ
・
は
京
都
新
聞:
j
i
-
-

寄
り
添
い
家
族
支
え
る

:
:
-
j
i
-
-
:
-
J
J
・
-
:
・
:
:
:
・
・M
M・
ゆ
山
形
新
聞
::

「
死
ぬ
権
利
」
は
あ
る
?

戸
惑
う
現
場

:
:
:
:
j
i
-
-
:

ロ
・
げ
日
本
経
済
新
聞ji
-
-

-

[
聴
診
記
]
自
分
の
最
期
は
自
分
で
決
め
た
い

-j
i
-
-
-
:

也
・
げ
西
日
本
新
聞:

終
末
期
ケ
ア
に

在
宅
の
看
取
り
考
え
る

精
神
医
療

円
滑
な
社
会
復
帰
へ
新
拠
点

「
刑
罰
で
な
く
治
療
の
場
」

江
戸
時
代
か
ら
の
松
林
保
全

救
急
医
療

救
急
車
出
動
最
多
更
新
へ

5
G

で
救
命
率
ア
ッ
プ

患
者
の
意
思
を
・
:
:
:
:
:
:
:
:
・

吃
・
7

徳
島
新
聞
:
:

新
潟
で
臨
床
研
究
会
:
:
:
:
:
:

ロ
・
吃
新
潟
日
報-J
J

・
-
:
:

「
長
期
化
」
解
消
へ
:
:
:

ロ
・
ω
北
海
道
新
聞
:

触
法
精
神
障
害
者
と
信
頼
関
係
吃-
m
長
崎
新
聞
:
:

3

万
坪
に
8
5
0
本
治
療
に
も
一
役
印
・
市
西
日
本
新
聞

・

7

月
の
猛
暑
日
幻%稼
働

刊
は
・
辺
産
経
新
聞
(
大
阪
)

搬
送
時
の
患
者
動
画
、
検
査
結
果
但-m
上
毛
新
聞
:

[
記
者
の
目
]
救
急
患
者
に
な
っ
て
み
て
:
:
:
:
:

・
:

吃
・
9

南
日
本
新
聞
:
・
:
:

74 75 76 77 78 78 80 80 81 82 84 85 86 87 87 

予
防
医
療

が
ん
探
知
犬
事
業
終
了

3

年
計
画
、
2

年
で
:
:
:
:
:
:

ロ
・6
山
形
新
聞

:
:
:
:
:

個
別
に
回
復
目
標
達
成
を
支
援

j
i
-
-
-
:
j
i
-
-j
i
-

-
m
M
・
6

日
経
産
業
新
聞
:
:
・

交
通
事
故
で
重
度
脳
障
害
専
門
病
床

-
J
i
-
-
j
i
-
-

-
m
M
・
5

毎
日
新
聞
(
東
京
)
:
・

リ
ハ
ビ
リ
記
録
「
甲
賀
流
」
で

行
動
範
囲
拡
大
に
効
果
ロ
・ω
京
都
新
聞
(
滋
賀
)

A

ー
使
い
心
臓
疾
患
解
析

検
査
減
、
患
者
の
負
担
軽
く
ロ-
m熊
本
日
日
新
聞

医
薬
品

リ
ハ
ビ
リ
効
果

薬
で
高
め
る
:
:
:
:
:

:
:
:
:
:

ロ
・
M
M日
経
産
業
新
聞
:

イ
ン
フ
ル
新
薬
で

撃
退

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

吃
・
引
毎
日
新
聞(東
京
)

・

が
ん
治
療
薬
全
臓
器
承
認

既
存
治
療
効
か
な
い
患
者

m
M・
お
北
海
道
新
聞
(
共
同
)

A
L
S

別
疾
患
薬
で
治
験

i
p
S

使
い
効
果
確
認

・
:

吃
・
3

読
売
新
聞
(
東
京
)

化
合
物
探
索
か
ら
臨
床
ま
で
機
能
集
積

最
先
端
の
研
究
環
境
吃
・
叩
大
分
合
同
新
聞

肝
炎
な
ど
の

新
薬
開
発
へ
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:

ロ
・
口
大
分
合
同
新
聞
:

[
社
説
]
富
山
産
学
官
事
業
体

薬
都
の
存
在
感
高
め
た
い
ロ
・
幻
北
日
本
新
聞
・

医
療
行
政

社
会
保
障
費
1
2
0
0

億
円
抑
制

叩
年
度
予
算
案:
:

吃
-
m毎
日
新
聞
(
東
京
)

妊
婦
加
算
当
事
者
ら
は
ど
う
見
る

:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
:
:
吃
・
3

朝
日
新
聞

(東
京
)

妊
婦
加
算
凍
結

1
月
か
ら

:
:
:
:
:
-
j
i

--
:
j
i
-
-:
:

也
-
m毎
日
新
聞

(東
京
)

オ
パ
マ
ケ
ア
「
無
効
」
判
決

・:
-
j
i
-
-・:
:
:
j
i

--
:
:・

吃
・
泊
朝
日
新
聞
(
東
京
)

88 88 89 90 90 91 92 92 93 94 94 95 96 98 99 99 
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意
見
・
社
説

[
風
向
計
]
::
:
:
:
:
:
-
J
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i

--
-
M
M・
川
西
日
本
新
聞・

[
体
温
計
]
病
を
得
た
医
師
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:

吃
-
m毎
日
新
聞
(
東
京
)

・

医
療
ニ
ュ
ー
ス

医
学
部
受
験
生
を
救
済

定
員
超
過
容
認
通
知

・
:
:
:
:

但
・
お
読
売
新
聞
(
東
京
)
・

医
療
事
故
・
訴
訟

女
性
の
結
核
見
落
と
し

肺
の
陰
影
気
付
か
ず
:
・
:
:
:
:
・
ロ
・7
埼
玉
新
聞
:
:
-j
i
-
-
:

患
者
と
接
触
は
1
2
8

人

カ
ル
テ
に
撮
影
記
録
な
し

・
:
吃
・7
埼
玉
新
聞
:

卵
巣
、
左
右
取
り
違
え
摘
出
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:・

吃
・
引
下
野
新
聞
:

が
ん
検
査
結
果
を
放
置

切
代
男
性
判
明
遅
れ
:
:
:

ロ
・

辺
熊
本
日
日
新
聞::
:
:
・

医
療
安
全

院
内
の
読
影
体
制
に
問
題

特
別
調
査
委
が
報
告
書
公
表
吃
・
リ
円
東
京
新
聞

:

画
像
診
断
書
「
未
開
封
」
4

割

主
治
医
の
確
認
形
骸
化
ロ-
m読
売
新
聞
(
東
京
)

悲
し
み
の
力
:
:
:
:
:
:
:
:
:

・:
j
i
-
-
-j
i
-
-
j
i
-
-

M
M・
引
産
経
新
聞
(
東
京
)・

[
論
説
]
千
葉
市

・

医
療
事
故
公
表
指
針
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
か
吃
・

3

千
葉
日
報
:

信
頼
回
復
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悩
み
語
り
合
い

福
岡
県
飯
塚
市
に
あ
る
カ
フ
ェ

「ブ
ル
1

ソ
フ
ァ
」
。飯
塚
病
院
(飯

塚
市
)
で
広
報
室
長
な
ど
を
務
め
て

い
た
萱
嶋
誠
さ
ん(伺
)が
、
今
年6

月
に
開
い
た
。

ラ
ン
チ
や
飲
み
物
な

ど
を
提
供
す
る

一方
、
毎
月2
回
、

店
内
で
患
者
や
家
族
が
集
ま
っ
て
語

り
合
う
サ
ロ
ン
を
催
す。

8

年
前
に
母
親
が
大
腸
が
ん
を
患

い
、
患
者
家
族
の
不
安
な
気
持
ち

を
理
解
し
た。
2
0
1
3

年
に
患
者

tW附 Sokuhou

擦と安全管理 総集版 2019年 3 号

が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

1

思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

がんの人が集えるカフェ|

、
食
の
情
報
も

や
家
族
が
交
流
す
る
病
院
の
サ
ロ

ン

「が
ん
コ
ミ
ュ」
の
開
設
に
も
携

わ
っ
た。
た
だ
、
病
院
に
は
治
療
と

い
う
本
来
の
役
割
が
あ
る
。

「
同
じ

種
類
の
が
ん
の
患
者
同
士
で
話
し

た
い
」
と
い
っ
た
要
望
に
応
え
る
に

は
限
界
が
あ
り
、
退
職
し
て
地
域
で

カ
フ
ェ
を
経
営
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

「手
術
前
は
不
安
で
、
聞
き
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
主
治

医
は
忙
し
そ
う
で:
:
:
」
「手
術
の

後
遺
症
か
、
抗
が
ん
剤
の
影
響
か
わ

か
ら
な
い
が
、
体
が
き
つ
い
」
|
|
。

7

日
夜
、
患
者
や
ソl
シ
ャ
ル
ワ
i

カ
l

、
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
の
経
験
者
ら

が
語
り
合
っ
た。
胃
が
ん
を
患
う
羽

歳
代
の
自
営
業
の
女
性
は「友
人
に

は
『気
を
使
わ
せ
て
し
ま
う
か
も』

と
思
っ
て
言
え
な
い
こ
と
が
多
い
。

気
兼
ね
な
く
病
気
の
こ
と
を
話
せ
る

場
が
必
要」
と
話
し
て
い
た。

萱
嶋
さ
ん
は
「
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
人
が
、
少
し
で
も
ホ
ッ
と
で

き
る
よ
う
、
お
手
伝
い
し
た
い」と

話
す
。

詳
細
は
店
の
ホ
1

ム
ペ
ー

ジ

(y
z
u
Rミ
当
当
者

b
p
Z
E

口
。

8
2

・0
O
B

G
で
確
認
で
き
る。

参
加
無
料
だ
が
、
飲
み
物
の
注
文
が

必
要。

。

福
岡
市
東
区
箱
崎
の「養
生
カ
フ

ェ
こ
と
ほ
ぎ」
は
、
乳
が
ん
患
者
ら

に
栄
養
価
を
考
え
た
食
事
を
提
供
す

る
。

栄
養
学
を
研
究
し
て
い
る
黒
木

美
紗
さ
ん
(お
)が
店
長
を
務
め
る。

も
と
も
と
父
親
が
隣
で
乳
腺
・
甲

状
腺
専
門
ク
リ
ニッ
ク
を
開
い
て
お

り
、
様
々
な
食
の
情
報
に
戸
惑
う
患

者
の
姿
を
見
て
き
た。
正
し
い
情
報

を
伝
え
、
闘
病
中
に
も
お
い
し
く
食

事
し
て
ほ
し
い
と
、
3

年
前
に
開
店。

店
で
は
、
野
菜
の
低
温
蒸
し
ゃ
、

日
替
わ
り
の
肉
、
汁
物
、
白
あ
え
、

無
農
薬
米
な
ど
の
料
理
を
提
供
す

る
。

肉
を
敬
遠
す
る
患
者
も
い
る
が
、

取
り
過
ぎ
な
け
れ
ば
問
題
な
い
と
の

デ
l

タ
か
ら
目
安
の
刊
号
を
使
う
メ

ニ
ュ
ー
も。
抗
が
ん
剤
治
療
で
味
覚

が
変
化
し
た
患
者
が
食
べ
ら
れ
る
よ

う
、
ソ
ー
ス
を
選
べ
る
な
ど
工
夫
を

す
る
。

一
般
の
利
用
客
に
も
好
評
だ
。

カ
フ
ェ
で
開
い
て
い
た
栄
養
学
講

座
は
休
講
中
だ
が
、
来
年
以
降
再
開

し
、
が
ん
と
栄
養
を
テl
マ
に
研
究

デ
l

タ
な
ど
を
紹
介
す
る
予
定
だ
。

「患
者
ゃ
そ
う
で
な
い
人
も
、
楽
し

く
食
事
を
し
て
、
元
気
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

正
し
い
情
報
を
発
信
す
る
場

に
し
た
い
」
と
話
す。
主
な
メ
ニ
ュ

ー
は
8
5
0
5
1
5
0
0

円
。

営
業

は
午
前
日
時
か
ら
午
後6
時
ま
で
。

目
、
水
曜
日
は
休
み。
問
い
合
わ
せ

は
同
店
(0
9
2

・
5
1
7

・
5
0

1
0

)
ヘ
。
(

後
田
ひ
ろ
え)

読

士
冗
(
福
岡)・
朝
刊

国
民
の2
人
に
1

人
が
が
ん
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
る
中
、
患
者
ら
が
気
軽
に
集
え
る
カ
フ

ェ
の
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
る

。

地
域

の
中
で
、
つ
ら
い
思
い
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、

学
ん
だ
り
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
8

年
刊
月
同
日
(
水
)
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が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話
(
)
思
い
を
く
み
と
る
に
は

j

力、ん と

と t L ご
唱し

生
涯
の
う
ち
に2
人
に
1

人
が
な
る
が
ん。

患
者
や
そ
の
家
族
の
悩
み
を
聴
き
、
心
の

痛
み
に
寄
り
添
う
「
が
ん
哲
学
外
来
」
を
続
切
る
病
理
医
で
順
天
堂
大
教
授
の
勝
一
即
興
舟

さ
ん
(
臼
)
が
、
日
本
対
が
ん
協
会
の
朝
日
が
ん
大
賞
に
選
ば
れ
た

。

賛
同
者
は
増
え
、
活

動
は
全
国
に
広
が
る
。

そ
の
一
つ
、
名
古
屋
の
高
校
生
の
団
体
は
協
会
賞
を
受
け
る

。

「哲学外来」で癒やす

「
今
日
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
?
」

東
京
都
内
の
教
会
で8
月
中
旬
に
あ
っ

た
「
が
ん
哲
学
外
来
」
。

コ
ー
ヒ
ー
に
ミ
ル
ク
を
入
れ
な
が
ら
樋

野
さ
ん
が
尋
ね
る
と
、
患
者
は
話
し
始
め

た
。

が
ん
と
わ
か
っ
た
と
き
の
シ
ョ
ッ

ク
、
自
身
の
気
持
ち
の
落
ち
込
み
:
:
:

。

白
衣
は
着
な
い
、
カ
ル
テ
も
な
い。

病

気
に
関
す
る
悩
み
を
聞
く
「
外
来
」
。

2

0
0
8

年
に
始
め
、
大
学
病
院
や
喫
茶
店

な
ど
様
々
な
場
所
で
開
き
、
約
3

千
人
の

患
者
や
家
族
ら
と
対
話
し
て
き
た
。

薬
を

処
方
す
る
代
わ
り
に
出
す
の
は
、
「
言
葉

の
処
方
筆
」。

「
八
方
ふ
さ
が
り
で
も
天

は
開
い
て
い
る
」
「
や
る
だ
け
の
こ
と
は

や
っ
て
、
あ
と
は
心
の
中
で
そ
っ
と
心
配

す
る
。

ほ
っ
と
け
症
候
群
」
。
自
の
前
の

人
が
自
身
の
人
生
と
向
き
合
え
る
よ
う
、

言
葉
を
か
け
る。

語
録
は
、
学
生
時
代
か

ら
愛
読
す
る
政
治
学
者
や
経
済
学
者
ら
の

著
作
か
ら
引
用
も
す
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)
が
原
因
の
中
皮

腫
患
者
を
専
門
に
診
る
外
来
を
担
当
し
て

い
た
侃
年。
治
ら
な
い
と
悩
む
人
の
思
い

を
受
け
止
め
、
主
治
医
と
患
者
の
隙
聞
を

埋
め
る
役
割
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

全国に広がり痛みに処方する言葉たち

に
な
り
、
病
院
外
に
も
出
向
く
よ
う
に
な

っ
た。島

根
県
の
無
医
村
で
生
ま
れ
た

。

幼
い

頃
は
体
が
弱
く
、
母
親
に
背
負
わ
れ
隣
村

の
診
療
所
ま
で
通
っ
た
記
憶
が
医
師
に
な

っ
た
原
点
だ。

し
か
し
な
ま
り
が
き
っ

く
、
人
と
話
す
の
は
苦
手
だ
か
ら
と
病
理

医
に
な
っ
た。

患
者
の
相
談
内
容
は
、
病
気
や
治
療
の

悩
み
が3
分
の
1

、
あ
と
は
家
族
を
中
心

と
し
た
人
間
関
係
の
悩
み
と
い
う
。

こ
の

m
年
間
で
、
職
場
で
異
動
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
な
ど
仕
事
の
悩
み
は
少
な
く
な
っ

た
。

だ
が
、
心
配
し
す
ぎ
と
か
冷
た
い
と

い
っ
た
、
主
に
家
族
に
不
満
を
抱
く
人
間

関
係
の
悩
み
は
減
ら
な
い
と
い
う
。

そ
ん

な
相
談
に
は
「患
者
を
支
え
よ
う
と
か
、

互
い
に
何
か
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
か
思
わ

ず
、
そ
ば
に
い
て
寄
り
添
う
だ
け
で
い

い
。

相
手
の
必
要
に
共
感
す
る
こ
と
が
大

事
」
と
答
え
る。

樋
野
さ
ん
の
活
動
に
賛
同
し
た
医
師
や

看
護
師
ら
が
集
ま
り
、
患
者
や
家
族
と
語

り
合
う
活
動
も
広
が
っ
て
い
る
。

敷
居
は

当
事
者
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る

日本対がん協会賞・団体の部の高校生

団
体
の
部
で
日
本
対
が
ん
協
会
賞

を
受
け
る
の
は
、
名
古
屋
市
の
高
校

生
4

人
が
中
心
で
運
営
す
る
メ
デ
ィ

カ
ル
カ
フ
ェ
「
ど
あ
ら
っ
こ
」
だ
。

代
表
の
中
村
航
大
さ
ん
(
日
)
は
小

学
2

年
の
時
に
鵬
臨
鱗
が
見
つ
か

り
、
団
年
に
再
発。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
頃
、
樋
野
さ
ん

と
出
会
っ
た。
後
に
、
一
緒
に
カ
フ

ェ
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
幼
な
じ

み
の
彦
田
栄
和
さ
ん
(
国
)
の
母
親
が

メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
を
開
い
て
い
た

こ
と
が
縁
だ
っ
た。

「
や
っ
て
み
た
ら
」
と
樋
野
さ
ん

彦
田
さ
ん
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
弓

削
響
輔
さ
ん
(
日
)
も
賛
同

。

入
院
中

だ
っ
た
中
村
さ
ん
に
代
わ
り
、
場
所

の
確
保
や
チ
ラ
シ
作
り
な
ど
の
準
備

に
駆
け
回
っ
た。

中
学2
年
だ
っ
た
げ
年2
月
、
名

古
屋
市
内
の
診
療
所
の
一
角
を
借
り

て
初
の
カ
フ
ェ
を
開
い
た
。

お
茶
や

お
菓
子
は
小
遣
い
で
賄
っ
た
。

高
校

進
学
後
に
は
寺
尾
拓
己
さ
ん
(
国
)
も

加
わ
っ
た。

若
い
世
代
に
も
が
ん
に
つ
い
て
知

っ
て
ほ
し
い
、
と8
月
に
は
却
歳
以

下
を
対
象
に
「
学
ぶ
会
」
を
初
め
て

高
く
な
く
、
お
茶
で
も
飲
み
な
が
ら
と
い

う
趣
旨
で
「
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
」
と
名

付
け
た。
現
在
、
全
国
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や

教
会
合
わ
せ
て
約15
0

カ
所
で
開
催
さ

れ
て
い
る。

カ
フ
ェ
を
企
画・
運
営
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
の
養
成
講
座
も
日
年

に
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
別
人
が
誕
生
し

て
い
る
と
い
う
。

圏
内
で
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
の
は
、
年

間
1
0
0

万
人
超。
悩
み
に
対
応
す
る
に

は
、
7

千
カ
所
の
「
カ
フ
ェ
」
が
必
要
だ

と
考
え
る。
哲
学
外
来
を
「
受
診
」
し
た

患
者
や
家
族
に
は
必
ず
こ
う
勧
め
る
。

「
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
、
あ
な
た
も
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
」

テ
ー
マ
に
し
た
小
学
生
も
い
る
。

中

村
さ
ん
は
「
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る

人
が
い
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
す

。

小
学
校
で
の
講
演
活
動
も
始
め

た
。

質
問
タ
イ
ム
で
「
な
ん
で
そ
ん

な
に
元
気
な
ん
で
す
か
?
」
と
問
わ

れ
、
「
考
え
込
ま
な
い
こ
と
が
自
分

の
個
性
だ
と
思
う
」
と
答
え
た。

「
が
ん
を
経
験
し
て
再
発
を
し
て

も
、
こ
ん
な
に
元
気
な
ん
だ
よ
と
、

治
療
し
て
い
る
人
に
も
知
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
」

(月
舘
彩
子
)

8 



気
づ
い
た。

侃
年
、
順
天
堂
医
院
で5
日
間
限
定
で

哲
学
外
来
を
開
く
と
、
予
約
で
い
っ
ぱ
い

心の

いわさき けんいち

岩崎賢一

ki Sokuhou 

被と安全管理総集版 2019 年 3 号

記者オ諭ォピニオン編集部

子
育
て
中
の
が
ん
患
者
の
女
性
が
語
り

合
う
場
、
「
が
ん
マ
マ
カ
フ
ェ
」
の
記
事

を
2

月
に
書
き
、
ま
も
な
く
日
カ
月
に
な

る
。

多
摩
ニ
ュl
タ
ウ
ン
の
住
宅
街
に
あ

る
カ
フ
ェ
で
、
月1
回
ひ
っ
そ
り
と
悩
み

や
不
安
を
吐
露
し
、
支
え
合
う。
そ
の

後
、
少
し
離
れ
た
地
域
か
ら
次
々
と
マ
マ

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
き
、
何
が

起
き
て
い
る
の
か
を
知
り
た
く
な
っ
た

。

記
事
は
、2
月
4

日
付
朝
刊
「
窓
」o

u
日
に
は
w
i
t
h
n
e
w
s

で
カ
フ
ェ

の
様
子
や
背
景
を
探
っ
た
記
事
が
ネ
ッ
ト

配
信
さ
れ
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た

。

始
め
た2
人
に
会
っ
た。
乳
が
ん
経
験

者
で
小
学
生
の
マ
マ
で
あ
る
井
上
文
子
さ

ん
(
ω
)は
、
「
記
事
を
読
ん
だ
夫
か
ら
L

I
N
E

で
『
こ
う
い
う
場
所
が
あ
る
よ
う

だ
よ
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
知

っ
た
、
と
い
う
マ
マ
が
何
人
も
い
ま
し

た
」
と
語
る。

カ
フ
ェ
を
提
供
し
、
治
療

中
で
も
あ
る
田
原
愛
子
さ
ん
(
侃
)
は
、

「
外
か
ら
店
内
を
の
ぞ
い
て
、
知
っ
て
い

る
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
入

っ
て
く
る
人
も
い
ま
す
」
と
話
す

。

が
ん
は
2

人
に
1

人
が
か
か
る。
医
療

者
や
患
者
支
援
者
は
「
隠
す
よ
う
な
こ
と

か
ら
提
案
さ
れ
、
中
村
さ
ん
は
「
自

分
の
経
験
が
役
立
て
ば
、
と
『
は

い
』
と
返
事
を
し
て
い
た
」
。

支えあい闘病も育児もがんママカフェ

開
く
と
、
小
学
生
ら6
人
が
参
加
し

た
。

参
加
後
に
「
が
ん
に
つ
い
て
知

ら
な
い
子
が
多
い
」
と
自
由
研
究
の

日
(
東
京
)
・
朝
刊

で
は
な
い
」
と
言
う
。

た
だ
、
不
安
や
副

作
用
、
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
(
ほ
て
り
)
、

浮
腫
で
ふ
さ
ぎ
込
み
が
ち
な
人
も
い
る

。

私
は
、2
0
1
6

年
か
ら
始
め
た
患
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
「
声
」
欄
の
投
稿
者
と

の
や
り
と
り
で
幼
人
ほ
ど
の
働
き
盛
り
世

代
、
子
育
て
世
代
に
話
を
聞
い
て
き
た

。

多
か
っ
た
の
は
孤
立
感
だ
。

病
院
を
一
歩

出
れ
ば
日
常
生
活
が
あ
る
。

カ
フ
ェ
で
語

ら
れ
る
話
題
も
、
夫
、
家
事
、
子
ど
も
が

多
い
。

「
夫
に
家
事
を
教
え
な
い
と
い
け

な
い
」
「
最
初
は
優
し
か
っ
た
の
に
・

・:
。

今
も
ホ
ル
モ
ン
療
法
で
し
ん
ど
い
の

に
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
」
「
入
院
や
通
院

中
、
子
ど
も
を
ど
う
し
よ
う
か
」
な
ど
だ

。

な
ぜ
、
が
ん
マ
マ
カ
フ
ェ
な
ら
気
持
ち

が
解
放
さ
れ
る
の
か
|
|
。

一
つ
は
、
患
者
会
は
、
比
較
的
年
齢
層

が
高
く
、
子
育
て
中
の
マ
マ
同
士
の
悩
み

を
語
り
合
え
な
い
と
感
じ
て
い
る
点
だ

。

ま
た
、
先
輩
患
者
に
諭
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
も
避
け
た
が
っ
て
い
る。

三
つ
目

は
、
病
院
内
や
公
共
施
設
な
ら
参
加
し
な

か
っ
た
と
い
う
人
も
多
い
と
い
う
点
だ

。

政
府
は2
0
0
7

年
か
ら
が
ん
対
策
推

進
基
本
計
画
を
た
て
、
計
画
的
な
対
策
を

が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

i

患
い
を
く
み
と
る
に
は

i

朝2
0
1
8

年
9

月
5

日
(
水
)

進
め
て
い
る。

患
者
や
家
族
が
抱
え
る
幅

広
い
分
野
の
相
談
を1
カ
所
で
応
じ
る
相

談
支
援
セ
ン
ター
の
充
実
や、
そ
の
人
材

育
成
を
図
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題

解
決
型
の
窓
口
の
重
要
性
は
分
か
る
が
、

カ
フ
ェ
を
訪
ね
て
く
る
人
が
絶
え
な
い
の

は
な
ぜ
か
も
考
え
て
欲
し
い
。

井
上
さ
ん
ら
は
今
、
家
族
の
接
着
剤
に

な
れ
れ
ば
と
考
え
、
パ
パ
側
の
気
持
ち
を

知
る
会
を
試
み
始
め
て
い
る
。

「
お
金
の

不
安
は
話
せ
な
い
」
「
フ
ォ
ロ
ー
の
仕
方

が
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
パ
パ
側
の
胸

の
内
も
、
他
人
の
話
な
ら
聞
け
る
と
い
う

が
ん
マ
マ
も
い
る
た
め
だ
。

私
た
ち
は
「
が
ん
と
と
も
に
」
と
簡
単

に
い
う
が
、
こ
う
し
た
小
さ
な
積
み
重
ね

や
家
族
の
修
復
作
業
が
と
て
も
大
事
だ
と

考
え
さ
せ
ら
れ
る。朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
1

日
(
土
)
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が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

i

患
い
を
く
み
と
る
に
は

j

が
ん
闘
病
「1
人
じ
ゃ
な

「1
人
じ
ゃ
な
い
よ
」
「
疲
れ
た
ら
休
も

う
」
。

が
ん
と
向
き
合
う
「
闘
病
中
の
あ
な

た
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
生
配
信
す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組

「
が
ん
ノl
ト
」
が
回
目
、1
0
0

回
を
迎
え

る
。

「
心
強
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

過
去
の
配
信
は1
万
回
以
上
再
生
さ
れ
た
も
の

も
あ
る
と
い
い
、
共
感
が
広
が
っ
て
い
る

。

N
P
O

法
人
「
が
ん
ノ
l

ら
れ
な
い
人
も
、
ベ
ッ
ド
の
上

ト
」
が
企
画
し
、20
1
4

年
で
ち
ょ
っ
と
で
も
ク
ス
ッ
と
笑

に
始
め
た。

6

年
前
に
座
細
胞
っ
て
ほ
し
い。

周
囲
へ
の
病
気

腫
療
の
診
断
を
受
け
た
代
表
理
の
伝
え
方
や
恋
愛
、
お
金
、
性

事
の
岸
田
徹
さ
ん
(
但
)
が
主
に
の
問
題
な
ど
、
繊
細
な
話
題
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
。

も
遠
慮
な
く
切
り
込
む

。

「
再
発
し
た
と
き
ど
う
だ
つ
「

前
を
向
け
た
」

た
?
へ
こ
む
と
か
な
く
?
」

「
(
何
度
も
手
術
が
あ
っ
て
)
が
ん
に
な
り
、
2

度
目
の
手

も
う
さ
す
が
に
手
術
い
や
だ
、
術
で
、
岸
田
さ
ん
に
は
射
精
障

と
か
な
ら
な
か
っ
た
?
」。

笑
害
と
い
う
後
遺
症
が
残
っ
た
。

い
を
交
え
、
岸
田
さ
ん
は
軽
妙
「
が
ん
を
告
知
さ
れ
た
時
よ
り

に
ト
l

ク
を
進
め
る。

外
に
出
も
シ
ョ
ッ
ク
で
、
ど
ん
底
ま
で

「心強L 、 」広がる共感
落
ち
込
ん
だ
」。
主
治
医
は

「
し
ば
ら
く
様
子
を
見
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
た
が
、
不
安
が
募

る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索

し
た
が、
ほ
し
い
情
報
は
み
つ

か
ら
な
か
っ
た。
探
し
続
け
、

似
た
状
態
に
な
っ
た
男
性
の
妻

の
ブ
ロ
グ
を
発
見。
連
絡
を
取

る
と
「
3

カ
月
で
自
然
に
治
り

ま
し
た
よ
」
と
言
わ
れ
た

。

い
よ
」

打、ん と

と tLご
キン

絶
望
し
か
な
か
っ
た
日
々
に

光
が
差
し
込
ん
だ
よ
う
だ
つ
た

と
い
う
。

「
同
じ
が
ん
で
も
治

療
法
や
副
作
用
の
出
方
が
違

う
。

伸
聞
が
い
る
、
治
る
か
も

し
れ
な
い
と
わ
か
り
、
前
を
向

け
た
」

患
者
会
や
イベ
ン
ト
で
出
会

っ
た
が
ん
経
験
者
ら
に
声
を
か

け
、
患
者
が
知
り
た
い
情
報
を

発
信
し
よ
う
と
始
め
た
。

月
2

回
程
度
、
日
曜
日
な
ど
に
配
信

し
て
い
る

。

約
1

時
間
半
の

聞
に
毎
回
約
3
0
0

人
が
視

聴
。

コ
メ
ン
ト
も
初5
初
件
ほ

ど
寄
せ
ら
れ
る。

「
視
聴
者
が

匿
名
で
質
問
で
き
、
同
じ
時
聞

を
過
ご
す
こ
と
で
少
し
で
も
孤

独
が
解
消
で
き
る
」
と
ラ
イ
ブ

配
信
に
こ
だ
わ
る。

番
組
あ
す
柳
田

出
演
後
、
亡
く
な
っ
た
伸
聞

が
い
た。

再
発
を
繰
り
返
し
て

も
「
笑
顔
で
い
れ
ば
幸
せ
」
と

-出演者が語った主な内容

・3併t女性子宮頚がん
手術入院の前日に家出。 母から

「とにかく生きなさし ìJ と長文のメ

ールが届いた。 つらかったとき、家

族の存在が大きかった。

~:" ，.，.-誕 :店長:~~r現実占的ばあきらめ遅
延てはいけないことはあるでも人生
棋あ考金魚t1-.いで、~~
・30代女性乳がん
妊娠する力を保つために卵巣や卵

子の凍結を検討したが、費用が少し

高いと感じる。妊娠率などの情報も

届げてほしい。
r;i. 

笑
み
を
絶
や
さ
な
い
人
も
い

る
。

患
者
数
が
少
な
い
希
少
が

ん
に
日
代
で
な
っ
た
男
性
が
出

演
し
た
後
に
は、
同
じ
病
を
持

つ
全
国
の
患
者
家
族
か
ら
連
絡

が
あ
り
、

メ
ー
リ
ン
ク
リ
ス
ト

が
で
き
た。

「
患
者
や
そ
の
家
族
以
外
の

人
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
も
の

に
し
た
い。

が
ん
に
対
す
る
認

識
が
広
が
れ
ば
、
患
者
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
な
る
と

思
う
」
と
岸
田
さ
ん。

1
0
0

回
目
は
日
日
午
後3

時
か
ら。

ゲ
ス
ト
に
は
、
昨
年

精
巣
腫
療
と
診
断
さ
れ
た
岸
田

さ
ん
の7
歳
年
上
の
兄
を
迎
え

る
。

当
日
の
生
配
信
や
こ
れ
ま

で
の
配
信
は
、
が
ん
ノ
1

ト
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
(
F
2
u
ω
一\
\
m
m
w

ロ
ロ
O
H
O
-。
。
呂
\
)
か
ら
無
斜

で
視
聴
で
き
る。

回
固
ま
で
の

配
信
は
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
、

が
ん
教
育
で
も
活
用
さ
れ
始
め

て
い
る
。
(
月
舘
彩
子

)

朝

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8
年
ロ
月
日
日
(
土
)

10 
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が
ん
と
闘
う
母
漫
画
に

比
治
山
大
短
大
部
の
村
中
さ
ん

比
治
山
大
短
期
大
学
部
(
広
島
市
東
区
)
美
術
科

1

年
の
村
中
幸
恵
さ
ん
(
日
)

H

東
広
島
市
高
屋
町
H

が
、
乳
が
ん
と
闘
っ
て
き
た
母
千
鶴
さ
ん

(
ω
)の
姿
を

4

こ
ま
漫
画
に
描
き
続
け
て
い
る
。

深
刻
な
病
状
や
薬
の
副
作
用
で
落
ち
込
み

が
ち
な
心
を
励
ま
す
よ
う
に
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
き
、
が
ん
患
者
仲
間
た

ち
に
共
感
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。
(

鈴
中
直
美
)

漫
画
は
、
千
鶴
さ
ん
が
抗
が

ん
剤
治
療
中
と
い
う
設
定
。

副

作
用
で
髪
か
抜
け
て
も
「
む
だ

毛
も
な
い。
脇
を
そ
る
必
要
も

な
い
」
と
笑
い
飛
ば
し
た
り
、

強
風
で
か
つ
ら
が
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
気
を
取
ら
れ
て
ス
カ
ー

ト
が
め
く
れ
た
り
す
る
姿
を
明

る
く
、
コ
ミ
カ
ル
に
描
く
。

幸
恵
さ
ん
は
小
学
生
の
時
か

ら
千
鶴
さ
ん
が
が
ん
と
闘
う
姿

を
見
て
き
た
。6
年
前
に
切
除

手
術
を
受
け
、
抗
が
ん
剤
治
療

も
続
け
、
今
も
が
ん
再
発
の
不

安
と
向
き
合
う
母
と
「
い
つ
も

冗
談
を
言
っ
て
笑
い
合
う
こ
と

で
乗
り
越
え
て
き
た
」
と
感
じ
、

漫
画
で
表
現
す
る
こ
と
に
し
た と

い
う
。

東
広
島
市
で
月1
回
開
く
サ

ロ
ン
「
こ
こ
ろ
の
駅
舎
」
の
会

報
紙
第1
1
5

号
に
連
載
中。

千
鶴
さ
ん
が
通
う
サ
ロ
ン
で
患

者
仲
間
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
描

く
こ
と
も
あ
る
。

連
載
は
サ
ロ
ン
の
運
営
ス
タ

ッ
フ
に
頼
ま
れ
た
の
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
が
、
「
母
の
日
常
を

通
じ
て
が
ん
の
こ
と
を
分
か
り

ゃ
す
く
伝
え
、
患
者
さ
ん
や
家

族
に
少
し
で
も
前
向
き
な
気
持

ち
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と

話
す
。
短
大
で
学
ん
だ
技
術
も

役
立
っ
て
い
る
。

肝
臓
が
ん
な
ど
を
患
っ
た
金

原
華
恵
子
さ
ん
(
竹)H東
広
島

患者仲間に笑顔広がる
市
H
は
「
う
ま
い
よ
ね
。

同
じ

よ
う
な
経
験
に
『
あ
る
あ
る
』

っ
て
思
わ
ず
笑
い
、
気
持
ち
が

軽
く
な
る
」
と
毎
号
楽
し
み
に

し
て
い
る
と
話
す。

娘
に
描
か
れ
る
立
場
の
千
鶴

さ
ん
は
「
抗
が
ん
剤
の
副
作
用

は
つ
ら
い
け
れ
ど
、
漫
画
が
病

気
と
上
手
く
折
り
合
い
を
つ
け

る
妙
薬
に
な
れ
ば
」
と
願
う
。

サ
ロ
ン
は
、
市
の
委
託
を
受
け

て
東
広
島
地
区
医
師
会
地
域
連

携
室
あ
ざ
れ
あ
が
運
営
。

毎
月

第
4

木
曜
に
芸
術
文
化
ホ
!
ル

く
ら
ら
で
開
い
て
い
る。
あ
ざ

れ
あ
宮0
8
2

(4
9
3

)
7

q
u広
u
n
u。中

国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
日
日
(
月
)

が
ん
患
者
ら
の
集
い
の
場
づ
く
り
に
励
む

が
ん
患
者
ら
を
支
援
す
る
日
出
町
の

N
P
O
法
人
「
クl
ナ

・
フ
エ
ゴ
」
で
、

2
0
1
6

年
の
創
設
時
か
ら
代
表
を
務

め
、
患
者
ら
が
憩
う
サ
ロ
ン
の
運
営
な

ど
に
力
を
注
ぐ
。
集
い
の
場
づ
く
り
に

と
ど
ま
ら
ず
、
パ
ス
旅
行
や
ア
ロ
マ
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
生
き
る

自
信
に
つ
な
げ
よv
?と
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
る。
「
多
様
な

悩
み
を
抱
え
る
串
箸
た
ち
が
気
軽
に
交

流
で
き
る
場
は
必
要
。
多
く
の
出
会
い

を
届
け
た
い
」
と
意
気
込
む。

自
身
も
が
ん
の
闘
病
経
験
が
あ
る
o

m
歳
の
時
、
検
査
で
血
液
の
が
ん
で
あ

る
悪
性
リ
ン
パ
腫
に
か
か
っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
治
療
で
現
在
は
症
状

が
な
い
状
態
だ
が
「
生
か
さ
れ
た
」
「運

良
く
残
っ
た
時
間
で
、
世
の
中
に
お
返

し
が
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
活
動
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
る。

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
県
内
約
加
の

が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

i

思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

谷E
口;

み
ち
の
り

道
徳
さ
ん

(九
)

多くの出会いを届けたい
サ
ロ
ン
を
つ
な
ぎ
、
交
流
や
情
報
交
換

で
き
る
体
制
の
構
築。
呼
び
掛
け
に
賛

同
す
る
サ
ロ
ン
は
多
い
が
、
地
域
に
よ

っ
て
は
「
個
人
情
報
を
表
に
出
し
た
く

な
い
」
な
ど
の
声
も
あ
る。
「
参
加
者

の
心
の
繊
細
な
部
分
に
触
れ
る
取
り
組

み
で
も
あ
る。
対
話
を
通
し
、
望
ま
れ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
を
考
え
た

い
」
と
力
を
込
め
る。

花
木
を
育
て
る
の
が
趣
味
で
「
色
や

香
り
に
ほ
っ
と
す
る」
と
い
う
。

植
物

以
上
に
楽
し
み
な
の
は
、
空
手
に
打
ち

込
む
中
学
生
の
孫
の
成
長
。
「
め
き
め

き
と
実
力
を
付
け
、
頑
張
る
姿
に
元
気

を
も
ら
え
る
」
。
町
内
大
神
に
妻
と2

人
暮
ら
し。

(
渡
辺
久典
)

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
ロ
日
(
水
)
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がん乗り越え ひたむきに、前向きに
が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

j

思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

が
ん
の
治
療
体
験
を
通
し
て
、
生
と
命
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
「
治
療
の
先
に
見
え
た
も
の

」
が
神
戸
市

内
で
開
か
れ
た。

が
ん
患
者
ら
の
グ
ル
ー
プ「ゆ
ず
り
は
」
(芦
屋
市
)
が
企
画
。
「
必
死
に
生
き
た
こ
と
で
気

付
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
、
同
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
告
知
か
ら
現
在
ま
で
の
心
の
変
化
を
あ
り
の
ま
ま
に
語
り
、

患
者
や
家
族
、
遺
族
ら
約ω
人
と
体
験
を
共
有
し
た。(

貝
原
加
奈)

患
者
グ
ル
ー
プ
が
神
戸
で
セ
ミ
ナ
ー

同
グ
ル
ー
プ
は1
9
9
6

年

3

月
、
「
地
域
ゃ
が
ん
の
種
類

を
限
ら
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き

る
が
ん
患
者
・
家
族
の
自
助
グ

ル
ー
プ」
と
し
て
発
足。
月
例

会
や
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
る
。

母
と
兄
を
が
ん
で
亡
く
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
西
宮
市

の
福
祉
情
報
を
紹
介
す
る
サ
イ

ト
を
つ
く
っ
た
N
P
O
法
人

「み
や
っ
こ
サ
ポ
ー
ト
」
の
中

島
恵
美
さ
ん(臼
)H
西
宮
市。

昨
春
、
自
分
に
も
乳
が
ん
が
見

つ
か
っ
た。
ス
テ
ー
ジ
1

の
小

さ
な
腫
痩
だ
っ
た。

「
早
く
見

つ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
う

半
面
、
軌
道
に
乗
り
始
め
た
仕

事
に
全
力
で
打
ち
込
め
な
い

こ
と
が
つ
ら
か
っ
た。
手
術

後
は
傷
痕
を
見
て
言
葉
を
失

っ
た。「

で
も
、
な
く
し
た
か
ら
こ

そ
分
か
る
こ
と
が
あ
る。
患
者

と
し
て
家
族
と
し
て
、
今
の
仕

事
は
、
自
分
の
使
命
」
と
力
を 込

め
た。

が
ん
友
が
支
え
に

「悔
し
い
け
れ
ど
、
病
気
と

も
巡
り
合
い
で
す
ね
」
と
語
り

始
め
た
の
は
、
同
グ
ル
ー
プ
副

代
表
の
藤
本
和
子
さ
ん(悦
)
H

大
阪
市。
7

年
前
、
兄
を
喉
頭

が
ん
で
亡
く
し
た2
日
後
に
自

身
の
肺
が
ん
を
知
っ
た。
「
5

年
仕
存
率
初
%
」
と
告
知
さ
れ
、

頭
の
中
は
そ
の
数
字
と
死
へ
の

恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
に。
右
肺
の

一
部
を
切
除
し
、4
カ
月
間
抗

が
ん
剤
治
療
を
続
け
た
。

闘
病
生
活
で
自
分
を
支
え
て

く
れ
た
の
は
、
入
院
中
に
知
り

合
っ
た2
人
の
ぷ
ん
友
u
だ

っ
た。

一
緒
に
買
い
物
を
し
た

り
、
食
事
を
し
た
り
し
て
励
ま

し
合
っ
た。
今
は
2

人
と
も
こ

の
世
を
去
っ
た
が
、
感
謝
し
て

い
る
と
い
う
。

病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
決
し

て
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
挑
戦

告知からの心の変化語り合う

し
た
い
と
、
た
ま
た
ま
手
に
取

っ
た
チ
ラ
シ
に
あ
っ
た
富
士
登

山
に
夫
を
誘
っ
た。

「
前
を
行

く
夫
の
背
中
を
見
て
感
謝
の
気

持
ち
が
あ
ふ
れ
た
」
と
い
う
藤

本
さ
ん。
夢
中
に
歩
き
続
け
、

目
標
を
か
な
え
た。

「
こ
れ
か

ら
も
巡
り
合
い
を
大
切
に
、
心

を
込
め
て
生
き
て
い
き
た
い
」

と
穏
や
か
に
話
し
た。

!
A

司
』
』V
-
-
-
-
-
'
'
、

副
U
R
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-
o、
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I
+
t
〈

同
グ
ル
ー
プ
代
表
の
宮
本
直

治
さ
ん
(日
)H
西
宮
市H
は
日

年
前
、
病
院
の
待A昼
エ
で
、
震

え
る
膝
頭
を
押
さ
え
た
自
分
を

静
か
に
振
り
返
っ
た。

「
ス
テ

ー
ジ
3

の
胃
が
ん。
リ
ン
パ
節

に
も
転
移
」。
告
知
後
の
記
憶

は
ほ
と
ん
ど
な
い。
医
師
の
説

明
も
耳
を
す
り
抜
け
た
。

術
後

は
食
べ
物
を
受
け
付
け
ず
、
下

痢
や
幅
吐
を
繰
り
返
し
た。
こ

ん
な
に
苦
し
い
も
の
か
と
、
経

験
者
を
探
し
て
足
を
運
ん
だ
の

が
ゆ
ず
り
は
だ
っ
た。

薬
剤
師
と
し
て
働
い
て
い
た

が
「今
、
人
生
が
終
わ
っ
た
ら 後

悔
す
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
」

と
考
え
た。
μ
歳
の
時
に
母
を

肺
が
ん
で
亡
く
し
て
か
ら
仏
教

に
興
味
が
あ
っ
た。
病
気
を
経

験
し
、
「真
剣
に
学
び
た
い
」

と
一
念
発
起。
3

年
か
け
て
僧

籍
を
取
得
し
た。
西
本
願
寺
で

お
勤
め
を
し
た
際
に
「こ
の
人

生
を
ど
う
歩
ん
で
い
く
か
が
私

に
与
え
ら
れ
た
課
題
」
。

自
然

と
そ
う
思
え
た。

講
演
を
聴
い
た
が
ん
患
者
ら

か
ら
は
「ま
だ
前
向
き
に
は
な

れ
な
い
が
、
気
持
ち
が
ど
う
変

化
す
る
の
か
を
楽
し
み
に
し
た

い
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

宮
本
さ
ん
は
「病
気
に
な
っ

た
事
実
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
そ
の
意
味
を
変
え
る

こ
と
は
で
き
る。

話
す
こ
と
で

気
持
ち
が
整
理
さ
れ
た
り
、
誰

か
の
言
葉
に
気
付
か
さ
れ
た
り

す
る
。

投
げ
出
さ
ず
に
次
の
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

ゆ
ず
り
は
事
務
局
宮

0
8
0

・

1
4
7
6

・

5
7
1

5

(市
立
芦
屋
病
院
総
務
課)
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若年性乳がん
初
代
や
初
代
で
乳
が
ん
に
な
っ
た
人
た
ち
が
交
流
す
る
「
お
し
ゃ
べ

り
会
」
が
札
幌
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
1

年
。

同
会
を
開
い
て
い

る
患
者
支
援
団
体
「pi
n
k
R
i
n
g

北
海
道b
r
a
n
c
h

(支
部
)
」
代
表
の
永
井
都
穂
美
さ
ん
(
日
)
H札
幌
市H
は
「
若
年
性

乳
が
ん
は
擢
患
者
が
少
な
く
、
患
者
や
体
験
者
の
出
会
い
、
交
流
の
場

が
少
な
い。
恋
愛
や
結
婚
、
妊
娠
や
出
産
、
子
育
て
、
仕
事
な
ど
若
い

世
代
特
有
の
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
で
も
、

1

人
じ
ゃ
な
い
、

仲
間
が
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
(
編
集
委
員
岩
本
進
)

参
加
者

「
体
験
聞
い
て
安
心
」

3

目
、
札
幌
市
西
区
の
札
幌

こ
と
に
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
会

場
に
、
全
道
か
ら
三
十
数
人
の

若
年
性
乳
が
ん
の
患
者
や
体
験

者
が
集
ま
り
ま
し
た。
札
幌
で

4

回
目
の
お
し
ゃ
べ
り
会
で

す
。

前
半
は
、
札
医
大
病
院
の

認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
宮

崎
幸
子
さ
ん
の
セ
ミ
ナ
ー
「
遺

伝
性
乳
が
ん
に
つ
い
て
」
。

正

し
い
知
識
と
最
新
の
情
報
を
学

び
ま
し
た
。

後
半
は
、
体
験
者

の
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会
。
里

代
の
仲
間
と
出
会
い
、
気
兼
ね

な
く
体
験
や
悩
み
を
分
か
ち
合

い
、
安
心
と
あ
す
か
ら
の
元
気

を
持
ち
帰
る
の
が
狙
い
で
す
。

• • • 
生
き
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
支
援
団
体
「p
i
n
k

R
i
n
g

」
と
永
井
さ
ん
は
、

札
幌
で
初
の
お
し
ゃ
べ
り
会
を

聞
き
ま
し
た
。

全
道
か
ら
お
人
の
患
者
や
体

験
者
が
集
ま
り
ま
し
た。
「
初

め
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
話
が
弾
み
、
最
後
は
み

ん
な
笑
顔
で
し
た。
仲
間
が
い

た
。

私
自
身
も
つ
な
が
り
を
感

じ
ま
し
た
。

体
が
温
か
く
な
る

不
思
議
な
安
心
感
に
包
ま
れ
ま

し
た
」
と
思
い
起
こ
し
ま
す
。

今
年
4

月
、
正
式
に
北
海
道

で
支
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

同
月
に
発
足
後1
回
目
、
7

月

に
は
2

回
目
と
、
ほ
ぽ
3

カ
月

に
1

回
、
お
し
ゃ
べ
り
会
が
訂
札

幌
で
開
い
て
い
ま
す。

• • • 

「
初
代
ま
で
に
発
症
す
る
の

は
乳
が
ん
全
体
の6
%
程
度
で

す
。

病
院
で
も
患
者
会
で
も
、

若
い
世
代
の
患
者
同
士
が
出
会

う
機
会
が
な
か
な
か
な
い
。

私

も
す
ご
く
落
ち
込
ん
で
、
孤
独

で
し
た
」。
永
井
さ
ん
も
、
出

歳
で
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
体

験
者
で
す。

が
ん
に
な
っ
て
約2
年
後
、

看
護
師
だ
っ
た
永
井
さ
ん
は
、

自
身
が
治
療
を
受
け
て
い
た
札

幌
こ
と
に
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

就
職
。

病
棟
看
護
師
と
し
て
多

く
の
乳
か
ん
患
者
と
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
日
月
、
夏
原
で
お
し
ゃ

べ
り
会
を
聞
く
な
ど
若
年
性
乳

が
ん
体
験
者
が
希
望
を
持
っ
て

が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

j

思
い
を
く
み
と
る
に
は

j

3

日
の
セ
ミ
ナ
ー
後
の
お
し

ゃ
べ
り
交
流
会
は
約2
時
間
、

続
き
ま
し
た。
自
己
紹
介
が
終

わ
る
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
弾
む

声
や
笑
い
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。

し
ん
み
り
と
話
し
込
み
涙

を
流
す
光
景
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
初
参
加
し
た
、
今
年
乳
が

ん
に
な
っ
た
と
い
う
女
性
(
初
)

H

千
歳
市H
は
「
同
世
代
の
乳

が
ん
体
験
者
と
初
め
て
出
会
え

た
。

出
産
や
子
育
て
が
不
安
で

し
た
が
、
先
輩
体
験
者
の
話
を

聞
い
て
安
心
し
、
『1
人
で
は

な
い
』
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た

。

や
は
り
初
参
加
で1
年
前
に

乳
が
ん
に
橿
患
し
た
女
性
(
お
)

H

札
幌
市H
も
「
乳
が
ん
と
告

知
さ
れ
た
が
、
周
り
に
同
世
代

の
患
者
が
い
な
か
っ
た
。

友
だ

ち
に
話
し
て
も
『
大
変
だ
ね
』

と
だ
け
で
、
共
感
し
て
は
も
ら

え
な
か
っ
た
。

で
も
、
同
じ
病

気
、
同
じ
世
代
で
、
つ
ら
い
こ

と
も
楽
し
い
こ
と
も
分
か
っ
て

も
ら
え
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

こ
の
1

年
間
の
活
動
を
振
り

返
り
、
代
表
の
永
井
さ
ん
は
「
こ う

し
た
墳
が
必
要
な
の
だ
と
あ

ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す。
こ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
天
切
に

し
て
続
け
、
今
後
は
札
幌
以
外

の
各
地
で
も
聞
き
た
い
。

若
い

乳
が
ん
患
者
に
正
し
い
情
報
を

伝
え
、
若
く
し
て
乳
が
ん
に
な

っ
て
も
力
強
く
希
望
を
持
っ
て

生
き
て
い
る
仲
間
が
い
る
こ
と

を
社
会
に
発
信
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す。。

「p
i
n
k
R
i
n
g

」

は
、
初
代
や
初
代
で
乳
が
ん
に

な
っ
た
人
や
若
年
性
乳
が
ん
特

有
の
悩
み
を
共
有
で
き
る
人
な

ら
ば
年
齢
を
問
わ
ず
参
加
で
き

る
。

北
海
道b
r
a
n
c
h

は

来
年1
月
初
日
に
札
幌
で
お
し

ゃ
べ
り
会
ノ
チ
(
ラ
ン
チ
交
流

会
)
を
、3
月
日
日
に
は
東
京

で
の
講
演
を
札
幌
な
ど
3

支
部

で
同
時
中
継
す
る「サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
く
。

問
い
合
わ
せ
は
、
北

海
道
b
r
a
n
c
h

の
メ
l

ル

Q
E
Wユ
ロ
m
-
y
o
r
r
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@
m

g

巳
一
・8
5
)
か
、
東
京
本
部

の
ホ
l

ム
ペ
l

ジ

(}
二
吾
一

\
\者
巧
巧

-
Eロ
}
{
ユ
ロ
m
-一
口
『
O
\)

へ。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
M
臼
(
水
)
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関E宙開請凋E明書事晋毘薄田sm

が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

i

思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

負
担
分
か
つ
仕
組
み
を

突護員員草案黒字芸居、筆喜きたぎだ有毒翌が
は富野署象院るが間是認寺号病京のをん

臨時iiirfifiiiii;
れE?て忠清詩鍔略語;24
4j 雲需品方雲ど弓議案 要か霊表護れム震勢

放射線延長も治療進行に伴い課題は変化

女た ら事にキかて時態り 社必をる が代

援ミ長老重罪与点害悪答量震男雪努霊議突民
議震空 E 美言語霊会きを三宮積雪課程密室法
喜望号書房長語;長言語誤差規定2
語表吉長男た宗室 Ea 建省省主妥長著菌; 鳥
類於喜。毒手よ?をと努菜室。警察暴露 英

退職まだ多く労務管理と社内研修進めて

射
に
伴
う
皮
膚
炎
や
倦
怠
感
、

夫
の
出
張
に
よ
る
家
事
増
加
と

い
っ
た
、
心
身
の
負
担
感
を
一
看
護

師
に
伝
え
た。
後
期
に
は
皮
膚

炎
が
悪
化
、
痛
み
が
激
し
い
時

は
軟
こ
う
を
追
加
す
る
よ
う
助

言
を
受
け
た
が
、
業
務
中
に
は

難
し
か
っ
た
と
い
う
。
女
性
は

「
治
療
後
に
2
カ
月
間
も
倦
怠

感
が
続
い
た
の
が
最
も
つ
ら
か

っ
た
」
と
も
打
ち
明
け
た
。

枚
岡
氏
は
「
治
療
の
進
行
に

伴
っ
て
課
題
は
変
化
す
る
こ
と

を
蚕
己
れ
た
事
忽ιっ
た
。
段

階
に
応
じ
た
こl
ズ
を
把
握
し

た
い
」
と
し
た
上
で
、
「
対
応

は
治
療
現
場
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
、
治
療
と
職
場
、
家
庭
を

つ
な
ぐ
役
割
が
看
護
師
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

生
命
保
険
会
社
で
産
業
医
を

務
め
る
和
田
学
氏
は
、
年
商
船

万
7
千
人
(
2
0
1
4
年
)
が

新
た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
る

中
、
就
労
支
援
は
社
会
的
子

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
観
点

で
発
表
し
た。

治
療
技
術
の
進
歩
で
髭
剛
か

ら
5

年
後
の
生
存
率
が
向
上
し

て
い
る
こ
と
や
、
患
者
の
3

人

に
1
人
を
加
歳
か
ら
悦
歳
ま
で

の
働
く
世
代
が
占
め
る
こ
と
を

デ
l

タ
で
示
し
、
「
死
の
病
か

ら
、
長
く
付
き
合
う
病
気
に
な

っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
仕
事
を

続
け
な
が
ら
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
た
」

と
語
っ
た
。

が
ん
患
者
の
初
%
が
診
断
後

に
依
願
退
職
し
て
お
り
、
解
雇

タ
l

の
名
称
だ
っ
た
2
0

1
4
年
日
月
、
病
院
よ
り

気
軽
に
訪
れ
ら
れ
る
場
所

と
し
て
出
張
相
談
室
を
開

設
。

日
年
凶
月
に
始
ま
つ 津

市
の
病
院
7
カ
所
に
あ

る
が
、
図
書
館
で
相
談
が

受
け
ら
れ
る
の
は
守
山
だ

け
と
い
う
。

出
張
相
談
は
個
室
で
実 な

ど
幅
広
く
相
談
を
受
け

付
け
る
。

毎
月
第2
、

4

金
曜
日

午
後
1
時
半13
時
半
。

1
人
1
時
間
以
内
で
無

が
ん
の
悩
み
相
談
室
再
開

守
山
市
図
書
館
看
護
師
ら
出
張
対
応

も
4
%
、
自
営
業
者
は
日
%
が

霊
と
い
う
厳
し
い
現
実
を
指

摘
し
た。
体
力
低
下
や
通
院
時

間
確
保
の
困
難
さ
と
い
っ
た
理

由
が
挙
が
っ
て
お
り
、
「
社
内

の
配
置
転
換2
ど
労
務
管
理
で

克
服
で
き
る
。

周
囲
が
応
分
の

負
相
手
}
し
て
支
え
る
こ
と
が
必

要
だ
」
と
し
た
。

患
者
の
心
理

的
負
担
に
つ
い
て
、
職
場
で
就

労
支
援
へ
の
理
解
を
広
げ
る
研

修
を
進
め
る
べ
き
と
し
た

。

労
働
者
へ
の
健
康
面
の
投
資

を
経
営
的
に
行
う
こ
と
で
、
意

欲
や
生
産
性
を
高
め
、
結
果
的

に
業
績
や
株
価
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
す
る
「
健
康
経
営
」
の

考
え
方
を
取
り
上
げ
、
就
労
支

援
は
「
事
業
者
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

(
鈴
木
雅
人)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
初
日
(
火
)

8
2
)
8
1
4
1
、
申
し

込
み
は
同
図
書
館
0
7
7

(
5
8
3
)
1
6
3
9
。

(
西
田
昌
平
)
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日
月
に
リ
ニ
ュl
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
守
山
市
図

書
館
(
守
山5
丁
目
)
で
、

が
ん
の
検
診
や
治
療
に
関

す
る
相
談
室
が
再
開
しl がん治療と仕事両立支援

た
。
隣
接
す
る
県
立
総
合

病
院
の
が
ん
相
登
文
援
セ

ン
タ
ー
が
遷
白
す
る
県
内

の
図
書
館
で
唯
一
の
出
張

相
談
室
で
、
「
誰
に
聞
け ば

良
い
か
分
か
ら
な
い
が

ん
の
悩
み
が
あ
る
時
、
利

用
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。

同
病
院
は
成
人
病
セ
ン た

同
図
書
館
の
建
て
替
え

に
伴
い
、
相
談
室
を
一
時

休
止
し
て
い
た
。

現
在
、
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
は
彦
根
市
や
大

が
ん
患
者
の3
劃
が
「
働
く
世
代
」(
m
i
M歳
)
と
い
わ
れ
、
仕
事
と
治
療
の

両
立
の
支
援
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
県
済
生
会
病
院
(
福
井
市
)
は
本
年
度
、

厚
生
労
働
省
の「が
ん
患
者
の
仕
事
と
治
療
の
両
立
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
病
院
に
北

陸
で
唯
一
指
定
さ
れ
た
。

全
国7
施
設
の
う
ち
の
一
つ
。

患
者
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
や

生
活
、
勤
務
情
報
を
総
合
的
に
把
握
し
「
両
立
プ
ラ
ン

」
を
策
定
、
診
断
初
期
の
段

階
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

。

(前
田
和
也)

県
済
生
会
病
院

国
モ
デ
ル
指
定

が
ん
の
治
療
は
、
進
行
度
合
い
や
部

位
に
よ
っ
て
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、

短
期
入
院
と
通
院
が
主
流
に
な
っ
て
お

り
、
治
療
を
受
け
な
が
ら
働
く
人
は
増

加
し
て
い
る。

一
方
、
放
射
線
治
療
な

ど
で
定
期
的
な
通
院
が
必
要
に
な
っ
た

り
、
副
作
用
で
体
調
に
不
安
を
抱
え
た

施
し
、
同
病
院
の
看
護
師

や
社
会
理
士
が
対
応
す

る
。
が
ん
患
者
を
持
つ
家

族
の
悩
み
や
、
が
ん
経
験

後
の
息
星
活
で
の
不
安

料
。
匿
名
で
受
け
付
け
、

内
容
は
秘
密
整
リ
す
る
。

利
用
前
日
ま
で
に
要
予

約
。
問
い
合
わ
せ
は
同
支

援
セ
ン
タ
ー0
7
7
(
5

た
、
病
気
の
従
業
員
の
負
担
を
軽
減
す

る
制
度
訟
の
る
企
業
も
少
な
く
、
仕
事

と
治
療
の
両
立
支
援
は
社
会
的
課
題
に

な
っ
て
い
る。

県
済
生
会
病
院
は
、
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
相
談
支
援
員

が
常
駐。
ハ
ロl
ワ
l

ク
や
福
井
産
業

保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

治
療
状
況
や
希
望
職
種
、
労
働
時
間
の

制
限
な
ど
を
記
載
し
た
就
労
相
談
表
を

独
自
に
作
成
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た。
今
回
の
指
定
は
そ
う
し

た
実
績
が
認
め
ら
れ
、
全
国
に
約

4
0

0

あ
る
「が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

の
中
か
ら
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中

央
病
院
(墓
尽)
な
ど
と
と
も
に
選
ば

吉
小
都
(
滋
賀
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
4

臼
(
火
)

個
々
人
の
「両
立
プ
ラ
ン」
を
た
て
て

支
援
す
る。

国
は
そ
れ
ら
の
効
果
を
把

握
し
て
今
後
の
政
策
に
生
か
す

。

約
2

年
前
に
が
ん
を
患
い
、
同
病
院

で
相
談
支
援
を
受
け
て
復
職
し
た
県
内

の
会
社
員
女
性(初
代
)
は
「
傷
病
手
当

金
の
手
続
き
や
今
後
の
仕
事
復
帰
の
見

通
し
に
つ
い
て
助
言
を
も
ら
え
、
精
神

的
に
楽
に
な
っ
た
」
と
振
り
返
る。
同

病
院
集
学
的
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
の
宗

本
義
則
セ
ン
タ
ー
長
は
「
医
療
者
は
就

労
の
こ
と
も
考
え
て
患
者
と
向
き
合
う

こ
と
が
大
事。

企
業
側
も
理
解
を
深
め
、

連
携
し
て
よ
り
よ
い
治
療
が
受
け
ら
れ

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

現
場
の
意
見
を
国
に
伝
え
、
施
策

の
充
実
に
つ
な
げ
た
い
」と
し
て
い
る。

北
陸
唯
一

患
者
に
合
わ
せ
プ
ラ
ン
策
定

り
す
る
場
合
が
あ
り
、
仕
事
と
両
立
で

さ
ず
に
退
職
す
る
人
が
全
体
の
患
者
の

3

割
超
に
上
る
と
の
調
査
も
あ
る

。

ま

れ
た。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
却
え

て
、
国
が
作
成
し
た「仕
事
と
が
ん
治

療
の
両
立
お
役
立
ち
ノ
l
ト

」を
活
用
、

が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

j

思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
訂
日
(
木)
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患者の意思決定支援ヘ
が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

i

思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

がんタウンミーティング |

看
護
師
同
席
の
説
明
要
望

第
幻
回
県
の
が
ん
対
策
に
関
す
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

(主
催
・

琉
球
大
学
医
学
部
付
属
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー

)
が

凶
日
、
浦
添
市
て
だ
こ
ホ
l

ル
多
目
的
室
で
聞
か
れ
、
が
ん

患
者
が
適
切
な
意
思
決
定
を
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
テ

ー
マ
に
、
患
者
や
医
師
、
支
援
者
ら
が
意
見
を
交
わ

し
た
。

約
初
人
が
来
場
し
た
。

問
項
目
の
制
度
化
提
案

幻
歳
で
血
液
が
ん
の
一
種

「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」
を
発
症
し
、

2

度
の
再
発
を
経
験
し
た
全
国

が
ん
患
者
団
体
連
合
会
の
天
野

慎
介
理
事
長
は
、
不
安
や
病
気

を
認
め
た
く
な
い
否
認
な
ど
の

患
者
心
理
を
説
明。
「
患
者
が

ど
ん
な
状
態
に
あ
っ
て
も
で
き

る
こ
と
は
あ
る
と
信
じ
て
い

る
」
と
い
う
主
治
医
の
言
葉
に 支

え
ら
れ
た
一
方
で
、
死
の
恐

怖
を
抱
え
る
天
野
さ
ん
に
対
し

「
根
性
が
な
い
」
と
言
わ
ん
ば

か
り
に
「
説
教
」
を
し
た
医
師

も
い
た
と
振
り
返
っ
た
。

そ
の

上
で
「
当
時
は
よ
く
分
か
ら
な

い
ま
ま
、
す
み
ま
せ
ん
と
謝
る

自
分
が
い
た
が
、
傍
ら
に
看
護

師
が
い
れ
ば
、
そ
の
医
師
を
制

し
て
く
れ
た
か
も
し
れ
な
い
」

が
ん
治
療
に
際
し
、
主
治
医
で
な
い
別
の
医
師
に

意
見
を
求
め
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
。
一
般
に
は

患
者
と
医
師
が
直
接
対
面
し
て
行
う
が
、
近
年
は
イ選択

ー
-・・・・・・・圃・・

現「
エノ

く
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

は
、
主
治
医
か
ら
提
供
さ

れ
た
書
面
や
画
像
検
査
結 し

て
医
師
か
ら
医
療
に
関

す
る
意
見
を
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
「
フ
ァ
イ
ン
ド

と
実
感
を
込
め
た。

国
が
指
{
歪
9

る
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
の
整
備
指
針
は
、

医
師
が
患
者
に
診
断
結
果
や
病

状
を
説
明
す
る
際
、
看
護
師
や

医
療
心
理
に
携
わ
る
専
門
職
な

ど
の
同
席
や
、
他
の
医
療
機
関

に
意
見
を
求
め
る
セ
カ
ン
ド
・

オ
ピ
ニ
オ
ン
の
提
示
な
ど
を
定

め
て
い
る。

し
か
し
、
琉
大
病
院
が
ん
セ

ン
タ
ー
長
の
増
田
昌
人
医
師
は

「
県
内
の
病
院
で
は
十
分
に
実

現
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
」

と
強
調。
看
護
師
な
ど
の
同
席

を
は
じ
め
、
病
状
や
治
療
方
針

を
説
明
し
患
者
の
同
事
官
得
る

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド・
コ
ン
セ
ン

ト
に
初
分
以
上
か
け
る
こ
と
な

ど
叩
項
目
の
制
度
化
を
提
案
し た

。

フ
ロ
ア
か
ら
は
「
医
療
者
が

い
つ
も
忙
し
そ
う
な
の
で
、
気

を
使
っ
て
し
ま
う
」
「
勇
気
を

出
し
て
医
師
に
セ
カ
ン
ド・オ

ピ
ニ
オ
ン
の
話
を
し
た
ら
叱
ら

れ
た
」
と
い
っ
た
体
験
談
が
寄

せ
ら
れ
た。
増
田
医
師
は
「
わ

れ
わ
れ
の
同
業
者
よ
り
も
、
県

民
や
患
者
の
声
が
何
倍
も
強

い
。

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
声

を
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
要
望

。

天
野
さ
ん
は
患
者
の
意
思
決
定

支
援
で
医
師
が
果
た
す
べ
き
役

割
を
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト

に
ま
と

め
る
な
ど
、
確
実
に
実
行
さ
れ

る
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
訴
え

た
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
朝刊

2
0
1
8

年
刊
月
同
日

(
水
)

亀
田
総
合
病
院
(
千
葉

県
鴨
川
市
)
は
今
年
2

月
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
介
し
て
、
腫
鹿
内

科
の
医
師
と
が
ん
患
者
が

対
話
し
な
が
ら
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

同
科
はm
w年
か
ら
患
者

ラ
イ
ン
診
療
ソ
フ
ト
を
使

う
こ
と
で
、
地
域
を
問
わ

ず
に
患
者
を
受
け
付
け
ら

れ
、
乙
れ
ま
で
に
四
園
地

方
な
ど
か
ら
の
利
用
も
あ

っ
た
と
い
う
。

患
者
は
事
前
に
主
治
医

か
ら
の
診
療
情
報
や
画
像

デ
l

タ
な
ど
の
資
料
を
郵

ラインで対話

16 
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ン
タ
l

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
も
の
ま
で
登
場
し
て
い

る
。
新
し
い
仕
組
み
と
使
用
の
際
の
注
意
点
を
ま
と

め
た
。
【
高
野
聡
、
五
味
香
織
】

必índMeフ
ア
イ
ン
ド
ミ
!
の
リ
ポ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ

インターネットを使った
セカンドオピニオンの流れ

-コントロール lafi由"'1)

相談投稿→医師名乗り→回答→治療法

時間的制約な• 地理的
果
な
ど
を
基
に
、
別
の
医

師
か
ら
病
気
の
症
状
や
治

療
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く

行
為
だ
。
日
本
で
は
、1

9
9
0

年
代
後
半
か
ら
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、2

0
0
6

年
に
は
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
の
た
め
主
治

医
が
診
療
情
報
を
提
供
す

る
と
診
療
報
酬
が
付
く
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め

専
門
外
来
を
設
け
る
病
院

が
増
え
る
な
ど
、
普
及
が

進
ん
だ
。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

に
は
公
的
医
療
保
険
は
使

え
ず
、
費
用
は
医
療
機
関

ご
と
に
異
な
る
。
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
の
場
合
、
約1
時
間
の

相
談
で4
万
3
2
0
0

円

か
か
る
。

医
療
I
T

企
業

し「
叩
l

ズ
ン
ホ
ワ
イ
」
(
塩
飽
哲

生
社
長
)
は
今
年4
月
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

ー
思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

ミ
l

」
を
開
始
し
た
。

と
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

同
社
が
大
規
模
病
院
勤
務

で
経
歴
凶
年
以
上
の
医
師

約
1
2
0
0

人
を
登
録
。

が
ん
患
者
が
相
談
を
投
稿

す
る
と
、
医
師
が
匿
名
で

名
乗
り
を
上
げ
る
。
患
者

は
、
医
師
の
履
歴
書
に
書

か
れ
た
経
験
年
数
や
論
文

数
、
専
門
医
資
格
な
ど
か

ら
依
頼
先
を
選
び
、
医
師

名
が
書
か
れ
た
リ
ポ
ー
ト

を
受
け
取
る
。

塩
飽
社
長
は
「
医
師
法

で
は
診
察
し
て
い
な
い
患

者
へ
の
診
断
、
治
療
、
薬

の
処
方
を
認
め
て
い
な
い

た
め
、
リ
ポ
ー
ト
の
情
報

は
、
病
気
の
概
要
と
一
般

的
な
治
療
の
選
択
肢
が
中

心
」
と
説
明
す
る
。

現
在
ま
で
の
利
用
者
は

数
百
人
。
璽
京
都
練
馬
区

の
会
社
員
、
川
口
拓
志
さ

ん
(
伍
)
は
今
年
5

月
、
人

医師からセカンド
オヒニオンの
リ水ー卜が扇く

。

と
対
面
で
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
し
て
き
た
が
、

房
総
半
島
南
部
に
あ
る
た

め
、
患
者
に
は
移
動
の
負

担
が
大
き
か
っ
た。
オ
ン

オン
間
ド
ッ
ク
で
初
期
の
食
道

が
ん
が
見
つ
か
り
、
と
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。

「
以
前
、
大
き
な
手
術
を

受
け
た
時
に
は
他
の
選
捉

肢
を
考
え
る
余
裕
が
な
か

っ
た
。
次
に
手
術
を
受
け

る
時
は
、
別
の
医
師
の
意

見
も
聞
い
て
み
た
か
っ
た

が
、
ど
の
医
師
に
聞
り
ば

い
い
か
分
か
ら
な
か
っ

た
」
と
語
る。

最
初
の
病
院
で
は
「
手

術
で
食
道
ご
と
が
ん
を
取

り
除
き
、
胃
で
食
道
を

形
成
す
る
」
と
説
明
さ
れ

た
。
そ
こ
で
相
談
を
投
稿

し
、
「
経
歴
泊
年
」
の
医

師
に
回
答
を
依
頼
す
る

と
、
手
術
の
ほ
か
、
内
視

鏡
で
の
切
除
や
放
射
線
治

療
な
ど
四
つ
の
選
摂
肢
を

示
す
リ
ポ
ー
ト
が
届
き
、

内
視
鏡
に
よ
る
切
除
を
選

ん
だ。川

口
さ
ん
は
「
い
ろ
ん

な
治
療
法
か
ら
選
べ
て
よ

か
っ
た。
対
面
の
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
で
は
、
医

師
に
無
言
の
圧
力
を
感
じ

て
し
ま
い
、
思
っ
た
通
り の

決
断
が
で
き
な
か
っ
た

と
思
う」
と
振
り
返
る
。

川
口
さ
ん
の
相
談
に
回

答
し
た
虎
の
門
病
院
分
院

(
川
崎
市
高
津
区
)
の
宇

田
川
晴
司
・
分
院
長
(
消

化
器
外
科
)
は
「
地
理
的
、

時
間
的
に
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
受
け
る
の
が
難

送
し
、
予
約
時
間
に
医
師

か
ら
連
絡
を
受
け
る
。
料

金
は
カl
ド
決
済
で
泊
分

2

万
1
6
0
0

円
。
問
分

3

万
2
4
0
0

円
。

17 

し
い
人
に
は
利
用
し
や
す

い
。

医
師
も
、
自
分
が
貢

献
で
き
る
範
囲
が
広
が
る

の
で
や
り
が
い
が
あ
る
」

と
語
る
。

相
談
料
金
は
カl
ド
決

済
で
、1
人
目2
万
9
8

0
0

円
。
2

人
目
か
ら
は

1

万
9
8
0
0

円
。

限
界
知
っ
た
上
で
利
用
を

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

を
活
用
す
る
が
ん
患
者
は

ま
だ
多
く
な
い。

が
ん
患
者
の
支
援
に
詳

し
い
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
の
若
尾
文
彦
・
が
ん

対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
長
は

「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

は
『主
治
医
を
変
更
す
る

た
め
に
受
け
る』
と
の
誤

解
が
あ
る。
本
来
は
主
治

医
の
説
明
で
納
得
で
き
な

い
患
者
が
、
別
の
医
師
に

異
な
る
視
点
か
ら
説
明
を

聞
き
、
納
得
す
る
た
め
に

あ
る
」
と
説
明
す
る
。

セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受

け
て
も
、
最
終
的
に
は
最 初

の
主
治
医
が
勧
め
る
治

療
法
を
選
ぶ
ケl
ス
が
多

い
と
い
う
。

ま
た
、
直
接
対
面
し
て

患
者
の
要
望
を
把
握
す
る

と
と
も
重
要
で
、
「
対
話

を
通
じ
て
患
者
の
疑
問
点

が
明
ち
か
に
な
る
こ
と
も

あ
る。
文
書
で
の
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
限
界
を

知
っ
た
上
で
の
利
用
が
必

要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
吃
月
間
団
日
(
水
)
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が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

ー
思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く

• 平
鹿
総
合
病
院
の
A
C
P

人
生
の
最
終
段
階
に
向
け
ど
ん
な
治
療
や
ケ
ア
を
望
む
の
か
、
患
者
が
あ
ら
か
じ
め
医

療
者
や
家
族
と
話
し
合
う
の
が
「
ア
ド
バ
ン
ス

・

ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」(
A
CP
)

だ
。

医
療
者
で
す
ら
認
知
度
が
低
く
、
厚
生
労
働
省
は
普
及
を
図
っ
て
い
る

。

県
内
で
、

再
発
乳
が
ん
患
者
ら
を
対
象
に
A
C
P
に
取
り
組
ん
で
い
る
横
手
市
の
平
鹿
総
合
病
院

・

乳
腺
外
科
外
来
を
紹
介
す
る
。
(

内
田
洋
子
)

病
院
側
で
中
心
的
な
役
割
を
担

う
の
が
、
乳
が
ん
看
護
認
定
看
護

師
の
武
石
優
子
さ
ん
(
必
)

。

患
者

が
記
入
し
た
質
問
票
に
目
を
通

し
、
症
状
や
悩
み
を
把
握
す
る
こ

と
か
ら
始
め
る
。

患
者
と
繰
り
返

し
面
談
し
、
治
療・ケ
ア
の
進
め

方
や
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
大
切

に
し
た
い
こ
と
な
ど
を
話
し
合

う
。

面
談
に
は
家
族
や
、
患
者
が

信
頼
を
寄
せ
る
人
に
も
積
極
的
に

入
っ
て
も
ら
う。

面
談
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、

患
者
の
生
活
に
即
し
て
考
え
る
こ

と
だ。
例
え
ば
、
医
師
が
「
安
静

に
」
と
指
示
し
た
場
合
は
、
「
こ

れ
は
や
っ
て
良
い
け
ど
、

こ
こ
ま

で
は
控
え
て
」
と
具
体
的
に
助
言

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

「
乳
が
ん
の
場
合
は
患
者
の
多

乳がん看護認定看護師

生活に即して助言

き
な
く
な
っ
た
ら、

ど
う
し
た
い

か
。

財
産
の
整
理
や
、
お
葬
式
の

段
取
り
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た

話
題
が
出
る
こ
と
も
あ
る
と
い

vつ
。面

談
で
は、
今
後
予
想
さ
れ
る

症
状
の
変
化
や
、
選
択
で
き
る
治

療
、

治
療
で
得
ら
れ
る
効
果
、

効

果
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
な
ど
も

率
直
に
伝
え
る

。

病
状
が
進
行
し
、

非
常
に
強
い
痛
み
な
ど
が
出
て
き

た
場
合
は
院
内
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
に
橋
渡
し
す
る
。

延
命
治
療
な

ど
に
対
す
る
考
え
方
は
寄
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
「
気
持
ち
が

変
わ
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
言
っ
て

ね
」
と
小
ま
め
に
声
を
掛
け
て
い

る
。武

石
さ
ん
は
、
日
本
看
護
協
会

が
2
0
0
6

年
に
初
め
て
認
定
し

り
に
寄
り
添
い
、
短
期
的
な
目
標

を
一
つ
ず
つ
一
緒
に
考
え
る
」
と

ご
し
て
い
き
た
い
の
か
、
周
囲
が

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
す

。

厚
労
賞
か
昨
年
ロ
月
に
実
施
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
A
C
P
を
「
実

践
し
て
い
る
」
と
答
え
た
の
は
医

師
幻
・

3
%
、
看
護
師
お・8
%

、

介
護
職
員
担・
8
%
。

医
師
と
看

護
師
の4
割
、
介
護
職
員
の
半
数 理

か
A
C
P
を
「
知
ら
な
い
」
と

答
え
た。

今
年3
月
に
は
、
厚
労
省
が
「人

生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
定
。

A

C
P

の
考
え
方
を
盛
り
込
み
、
普

及
を
促
す
方
針
を
打
ち
出
し
た

。

4

月
に
は
日
本
医
師A
Rか
、
A
C

P

の
意
義
や
留
意
点
を
示
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
国
の
会
員

医
師
に
配
布
。
導
入
す
る
医
療
機

関
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る。

「い
つ
も
気
に
掛
け
て
く
れ
て
、

心
を
そ
う
っ
と、

な
で
て
も
ら
っ

て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
」

。

県
南
部
に
暮
ら
す
女
性
(
日
)
は

、

武
石
さ
ん
の
存
在
を
こ
う
語
る

。

昨
年4
月
に
乳
が
ん
と
診
断
さ

れ
た。
ス
テ
ー
ジ
4

で
転
移
も
あ

り
、
既
に
手
術
が
で
き
な
い
状
態

。

主
治
医
か
ら
は
抗
が
ん
剤
治
療
を

勧
め
ら
れ
た。

独
身
で、

加
代
の
母
親
と2
人

暮
ら
し。
病
気
に
つ
い
て
調
べ
て

も
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な

っ
た。
そ
ん
な
時
、
外
来
を
受
診

す
る
た
び
に
武
石
さ
ん
が
面
談
し

て
く
れ
、
心
の
支
え
と
な
っ
た
。

当
時
は
「
仕
事
に
一
区
切
り
を
付

け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
か

っ
た。
そ
れ
を
か
な
加
え
る
選
択
肢

と
し
で
あ
っ
た
の
が
、
ホ
ル
モ
ン

療
法
だ
っ
た。

だ
が
、
結
果
は
思
わ
し
く
な
か

っ
た。

次
の
治
療
を
選
ぶ
段
階
で

がん患者の女性

面談が心の支えに

は
あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
け
ど
、
脱
毛
は
諦
め
て
」
と
明

快
だ
っ
た。
自
由
診
療
の
免
疫
療

法
に
す
が
り
た
い
気
持
ち
を
吐
露

し
た
際
も
、
「
ま
ず
は
話
を
聞
き

に
行
っ
て
み
た
ら
ど
う
」
と
否
定

性
は
「
最
終
的
に
自
分
な
り
に
納

得
し
、
抗
が
ん
剤
治
療
に
臨
む
こ

と
が
で
き
た。
今
は
、
人
生
を
全

力
疾
走
し
て
き
た
と
い
う
達
成
感

で
い
っ
ぱ
い
」
と
語
る

。

仕
事
を
辞
め
た
現
在
は
通
院
の

傍
ら
、
病
院
で
知
り
合
っ
た
ぷ

ん
存
と
ラ
ン
チ
や
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
む
こ
と
も
あ
る

。

そ
れ
で
も
、

病
気
の
先
に
何
が
あ
る
か
は
分
か

っ
て
い
る
と
い
う
。

「
最
期
ま
で
自
宅
で
」
と
望
ま

な
い
の
は
、
高
齢
の
母
に
負
担
差

掛
け
た
く
な
い
か
ら
だ
。

そ
の
時

が
近
づ
い
た
ら
入
院
し
、
痛
み
を

和
ら
げ
て
も
ら
い
な
が
ら
穏
や
か

に
過
ご
し
た
い
と
考
え
て
い
る

。

武
石
さ
ん
に
も
、
そ
う
伝
え
て
あ

る
。

「
自
分
の
望
み
を
く
ん
で
く

れ
る
人
が
い
る
か
ら
、
安
心
し
て

一
日
一
日
を
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
。

感
謝
し
て
い
ま
す
」

18 



く
が
女
性
で
、
仕
事
や
家
事
、
育

児
、
介
護
な
ど
に
悩
み
な
が
ら
も

家
庭
の
中
心
に
い
て
、
暮
ら
し
を

支
え
て
い
る。
そ
ん
な
暮
ら
し
ぶ充実途上

iﾍﾏﾌJki Sokuhou 

療と安全管理総集版 2019 年 3 号

がん緩和ケア
武
石
さ
ん。

不
自
由
な
く
体
を
動
か
せ
る
う

ち
に
、
や
り
た
い
こ
と
は
あ
る
か

。

病
気
が
進
ん
で
自
分
の
こ
と
が
で

た
「
乳
が
主
義
認
定
看
護
師
」

1
期
生
却
人
の
1
人
。

3

年
前
か

ら
A
C
P
を
実
践
し
て
き
た。
「患

者
が
最
期
ま
で
の
時
聞
を
ど
う
過 も

、
武
石
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
質

問
を
ぶ
つ
け
た。

抗
が
ん
剤
の
副
作
用
に
つ
い
て

聞
く
と
、
武
石
さ
ん
は
「
吐
き
気

終
末
期
、
体
に
苦
痛4
割

が
ん
患
者
の
約
4
割
が
、
亡
く
な
る
前
の
1
カ
月
間
、
身
体
の
苦

痛
が
あ
る
状
態
で
過
ご
し
て
い
た
と
す
る
調
査
結
果
を
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
が
ま
と
め
、
羽
田
付
で
発
表
し
た

。

全
国
規
模
の
調
査

は
初
め
て。
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
1
位
で
、
苦
痛
を
和
ら
げ
る
緩

和
ケ
ア
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
苦
痛
の
割
合
を
減
ら

せ
る
と
し
て
、
治
療
・
ケ
ア
の
充
実
を
は
か
つ
て
い
く
と
い
う

。

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
遺
族
調
査

2
0
1
6
年
に
亡
く
な
っ
た
患

者
の
遺
族
約
4
8
0
0
人
を
、
病

気
や
亡
く
な
っ
た
場
所
別
に
無
作

為
で
抽
出
し
、
四
年
2
5
3
月
に

郵
送
で
調
査
。
亡
く
な
る
前
の
患

者
の
苦
痛
の
状
視
な
ど
を
聞
い

た
。
有
効
回
答
は
2
2
9
5
人
で
、

が
ん
患
者
の
遺
族
は
こ
の
う
ち
1

6
3
0
人。
亡
く
な
っ
た
場
所
は

自
宅
お
%
、
介
護
施
設
・
老
人
ホ

ー
ム
却
%
、
病
院
幻
%
、
ホ
ス
ピ
ス

・
緩
和
ケ
ア
病
棟
5%
だ
っ
た
。

亡
く
な
る
前
の
1
カ
月
間
、
痛

み
や
吐
き
気
、
呼
吸
の
苦
し
さ
な ど

の
苦
痛
が
あ
っ
た
割
合
は
、
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
を
含
め
約
位

%
。
亡
く
な
る
前
1
週
間
に
ひ
ど

い
痛
み
が
あ
っ
た
の
は
約
幻
%
だ

っ
た。

ひ
ど
い
食
欲
不
振
、
体
重

せ
ず
に
受
け
止
め
て
く
れ
た
。

武
石
さ
ん
に
背
中
を
押
さ
れ
、

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
て

県
外
の
病
院
に
も
出
向
い
た
。

女

減
少
が
あ
っ
た
人
は
そ
れ
ぞ
れ
約

半
数
に
上
っ
た。

が
ん
患
者
の
約
8
割
が
病
院
で

亡
く
な
っ
て
い
る
現
状
と
比
べ
、

今
回
の
調
査
で
は
自
宅
や
介
護
施

設
で
亡
く
な
っ
た
遺
族
の
回
答
割

合
が
高
か
っ
た。

病
院
で
は
様
々

な
治
療
の
必
要
が
あ
る
患
者
が
多

く
、
痛
み
も
伴
い
や
す
い
た
め
、

も
っ
と
多
く
の
患
者
が
苦
痛
を
抱

え
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。セ

ン
タ
ー
の
加
藤
雅
志
・
が
ん

医
療
支
援
部
長
は
、
「
勤
め
る
場

所
を
問
わ
ず
、
医
師
ら
に
は
苦
痛

亡くなる前 1 カ月間、
身体の苦痛が少なく過
ごせた

全くそう思わない 7%  

そう恩わない 12% 

あまりそう思わない 11 % 

どちらともいえない 12%
(苦痛あり)計約41%

そう思う 48% 

亡くはる前 1 週間の痛み

とてもひどい 11% 

ひどい 17% 
計約27%

19% 

17% 

18% 

が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話
〈

J

思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

ベ 閥回酪答16回…3
|F国駐立川兜知センター調

もあり計100%にならない

を
和
ら
げ
る
ケ
ア
の
技
術
や
知
識

の
習
得
、
患
者
や
家
族
が
話
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
」
と
話
す。

日
本
在
宅
医
学
会

理
事
の
平
原
佐
治
一
時
・
梶
原
診
療

所
所
長
は
、
「
緩
和
ケ
ア
の
質
は

施
設
や
医
師
に
よ
っ
て
差
が
あ

る
。

死
を
間
近
に
し
た
患
者
の
症

状
の
変
他
は
大
き
く
、

き
め
細
か

な
治
療
・
ケ
ア
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
話
す。

一
方
、
亡
く
な
る
前
の
1
カ
月

聞
を
「
穏
や
か
な
気
持
ち
で
過
ご

せ
た
」
と
す
る
回
答
は
回%。
受

け
た
医
療
へ
の
満
足
度
は
低
く
な

く
、
「
医
師
は
患
者
の
身
体
の
苦

痛
を
和
ら
げ
る
よ
う
努
め
て
い

た
」
と
し
た
の
は
但
%
だ
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
は
来
月
以
降
、
が
ん

な
ど
で
亡
く
な
っ
た
患
者
の
遺
族

5
万
人
を
対
象
に
大
規
模
な
調
査

を
予
定
す
る。
苦
痛
が
と
れ
な
い

理
由
に
つ
い
て
も
詳
し
く
調
べ
て

い
く
。
(
土

肥
修
一
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
お
日
(
水
) 秋

田
魁
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
同
日
(
土
)
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| がんサロン 「かたらんね」 に参加 l 

が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

1

思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

複
雑
な
思
し口か
ら
あ
ふ
れ

今
や
国
民
の
2

人
に
1

人
が

か
か
る
「
が
ん
」。
数
字
上
は

あ
り
ふ
れ
た
病
気
に
見
え
る

が
、
い
ざ
自
分
や
家
族
が
告
知

を
受
げ
る
と
、
衝
撃
と
と
も
に

将
来
へ
の
不
安
や
死
の
恐
怖
に

母
亡
く
し
た
記
者

さ
い
な
ま
れ
る
。

昨
年
、
す
い

臓
が
ん
で
母
を
て
く
し
た
記
者

(
必
〉
も
そ
の
一
人
。

少
し
で
も

気
持
ち
の
整
理
が
で
き
れ
ば

と
、
が
ん
患
者
や
家
族
、
遺
族

が
語
り
合
う
「
が
ん
サ
ロ
ン
」

を
訪
ね
た。

(
田
中
仁
美
)

県
が
ん
患
者
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
が
ん・
パ
ッ
テ
ン
・

元
気
隊
」

が
主
催
す
る
「
元
気
隊
が
ん
サ
ロ

ン
『
か
た
ら
ん
ね
』
」

。

毎
月
第

3

日
曜
の
午
後1
時
半
か
ら
、
福

、

岡
市
中
央
区
荒
戸3丁
目
の
「
ふ

く
ふ
く
プ
ラ
ザ
」
で
聞
か
れ
て
い

て
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る

。

日
日
は
私
を
含
め4
組
5

人
が

参
加。
南
区
の
九
州
が
ん
セ
ン
タ

ー
で
研
修
を
受
け
た
「
が
ん
ピ
ア

サ
ボ
l

タ
1

」
8

人
が
参
加
者
に

寄
り
添
う。

ピ
ア
は
「
同
じ
体
験

を
し
た
仲
間
」
と
い
う
意
味

。

サ

ボ
l

タ
ー
に
は
元
患
者
、
抗
が
ん

剤
治
療
を
始
め
た
ば
か
り
の
人
、

再
発
や
う
つ
病
を
経
験
し
た
人
も

い
る
。

全
員
が
自
己
紹
介
し
た
後
、
患

者
、
家
族
、
遺
族
ご
と
の
グ
ル
l

プ
に
分
か
れ
た。

私
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
は
大
山
薫
さ
ん
(
必
)

。

2

0
0
9

年
に
乳
が
ん
を
発
症。

同

年
に
は9
歳
上
の
姉
、
今
年5
月

に
は
母
を
が
ん
で
亡
く
し
た
と
い

vつ
。

同
学
年
の
気
安
さ
か
、
気
付
く

と
私
も
自
分
の
こ
と
を
話
し
て
い

た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
母
と
折
り
合

い
が
悪
か
っ
た
こ
と

。

が
ん
の
再

発
や
転
移
に
苦
し
む
母
と
向
き
合

わ
な
か
っ
た
こ
と。

母
が
た
つ
た

一
人
で
完
壁
な
終
活
を
し
て
い
た

こ
と

。

い
ま
だ
に
遺言
書を
開
げ

な
い
こ
と
・
:
。

家
族
に
も
話
せ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
涙
と
と
も
に
後

か
ら
後
か
ら
あ
ふ
れ
で
き
た

。

「
元
気
隊
」
は
、
侃
年
の
博
多

ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
で
、
が
ん
患

者
や
医
者
が
「
が
ん
患
者
ど
ん
た

く
隊
」
と
し
て
パ
レ
ー
ド
し
た
の

が
始
ま
り
と
い
う。

代
表
は
、
医

療
倫
理
学
の
専
門
家
で
西
南
学
院

帰路苦しかった心少し軽く

大
非
常
勤
講
師
の
波
多
江
伸
子
さ

ん
(
叩
)
。

「
が
ん
患
者
が
社
会
の

片
隅
で
息
を
潜
め
て
い
る
の
は
お

か
し
い
と
感
じ
た
」
と
設
立
し
た

理
由
を
語
る。

「
か
た
ら
ん
ね
」
は
博
多
弁
の

「
参
加
し
よ
う
よ
」
と
「
語
ろ
う

よ
」
の
意
味
を
掛
け
た

。

「全
て

の
人
が
心
を
開
放
で
き
る
よ
り
ど

こ
ろ
に
」
と
睡
つ。

今
回
の
「
か
た
ら
ん
ね
」
は
予

定
の
2

時
間
を
少
し
過
ぎ
て
終
わ

っ
た。

終
了
後
は
毎
回
、
読
者

の
情
報
共
有
と
サ
ボl
タ
!
の
技

術
向
上
の
た
め
反
省
会
を
聞
く

。

自
分
の
こ
と
を
話
し
す
ぎ
た
り
、

意
見
を
押
し
つ
け
た
り
し
な
い
よ

う
、
先
輩
サ
ボl
タ
l

が
助
言
す

る
こ
と
も
あ
る
。

新
た
な
取
り
組

み
も
生
ま
れ
て
い
る

。

新
年
度
は
、

男
性
サ
ボ1
タ
l

が
中
心
と
な
り

男
性
対
象
の
「
か
た
ら
ん
ね
」
も

聞
く
予
定
だ。

あ
る
サ
ボ1
タ
l

の
こ
ん
な
言

葉
が
心
に
残
っ
た。

「
参
加
者
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る

の
は
私
た
ち
の
方
か
も
し
れ
な

い
」

帰
り
際
、
サ
ボl
タ
l

の
大
山

さ
ん
が
「
ま
た
来
て
く
だ
さ
い

。

う
ち
も
母
が
亡
く
な
っ
た
後
、
い

ろ
い
ろ
大
変
な
ん
で
す
」
と
声
を

掛
げ
て
く
れ
た

。

亡
く
な
っ
た
人
へ
の
複
雑
な
思

い
を
抱
え
な
が
ら
私
た
ち
は
懸
命

に
生
き
て
い
る。
母
に
対
す
る
心

の
整
理
は
ま
だ
つ
い
て
い
な
い

が
、「か
た
ら
ん
ね
」
に
参
加
し
て
、

苦
し
か
っ
た
心
が
少
し
だ
け
軽
く

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
る

。

口
口

「
か
た
ら
ん
ね
」
は
な
る
べ
く
事

前
申
し
、手
か
を。

5
0
0

円
事
務

局
の
三
谷
さ
ん
M
G
8
0
(
1
7

1
6
)
0
4
1
0
。

九
州
が
ん
セ
ン

タ
ー
で
も
毎
週
水
腫
午
後
1

時
か

ら
「
か
た
ら
ん
ね
」
を
開
い
て
い

る
。

セ
ン
タ
ー
の
患
者
以
外
も参

加
で
き
る。

無
料。

セ
ン
タ
ー
H
0

9
2
(
5
4
1
)
8
1
0
0

。

西
日
本
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
包
日
(
土
)
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人生デザイン病と向き合い
今
か
ら
1

年
前
、
加
歳
の
あ
る
女
性
が
乳
が
ん
で
亡
く

な
っ
た
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
広
林
依
子
さ
ん

(仮
名
)
。
若

い
旅
立
ち
に
人
は
不

幸
だ
け
を
見
が
ち
だ
が
、
依
子
さ
ん

は
ゴ
l

ル
の
直
前
ま
で
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
輝
い
て
生
き
た

。

、
か
ん
ス
テ
ー
ジ
4

「最
後
の3
カ
月
は
本
人
も
楽

し
か
っ

た
と
思
う」と
父
、
直
之
さ

ん
(引
)日
仮
名H
は
し
み
じ
み
話

す
。
「普
通
の
人
に
は
体
験
で
き
な

い
こ
と
が
で
き
た
」
と
母
の
紗
恵

子
さ
ん
(閃
)
リ同
H

も
う
な
ず

く
。依

子
さ
ん
は
幼
い
頃
から
芯
が

強
か
っ
た
。
「
人
の
言
う
と
と
は

聞
か
な
か
っ
た
」と
2

人
は
笑
う。

関
西
で
生
ま
れ
育
ち
、
美
術
系
の

大
学
に
進
学
す
る
た
め
上
京
。

卒

業
後
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
道

を
歩
み
、
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ
た

時
は
、
キ
ャ
リ
ア
アッ
プ
を
見
据

え
た
転
職
活
動
の最中
だ
っ
た
。

2
0
1
4

年
9

弓
胸
の
し
こ
り

に
気
づ
い
て
受診
し
た
。

-
受
診
時
骨
に
転
移
も

す
で
に
骨
に
転
移
が
あ
り
「
ス

テ
ー
ジ
4

」
。

そ
れ
で
も
初
め
は

治
療
を
す
れ
ば
治
る
と
信
じ
て
い

た
。

い
ざ
抗
が
ん
剤
治
療
を
始
め

る
と
、
副
作
用
で
み
る
み
る
体
重

は
落
ち
、
顔
が
黒
ず
む
。

病
に
つ

い
て
少
し
ず
つ
学
ぶ
中
、
再
発
転

か
ら
の

め

移
患
者
の
治
療
に
は
終
わ
り
が
な

い
と
と
を
知
っ
た。
死
が
視
界
に

入
っ
て
絶
望
し
、
依
子
さ
ん
は
と

う
と
う
治
療
を
放
棄
し
た
。

と
の
頃
、
思
い
が
け
な
い
再
会

が
あ
っ
た。
学
生
時
代
の
サ
ー
ク

ル
仲
間
、
高
田
直
樹
さ
ん
(叩
)
H

仮
名。
愛
称
の

un

く
ま
ち
ゃ
んH

は
依
子
さ
ん
が
名
付
げ
た
。

友
人

の
結
婚
式
で
再
会
し
、
そ
の
後
自

然
に
病
の
と
と
を
打
ち
明
け
た
。

「
治
療
が
で
き
る
の
に
し
な
い

の
は
自
殺
だ
と
思
っ
た
。

そ
れ
だ

け
は
止
め
た
か
っ
た
」
。

く
ま
ち

ゃ

ん
は
、
か
た
く
な
な
依
子
さ
ん

の
心
を
ほ
ぐ
し
、
病
院
に
付
き
添

っ

て
治
療
を
再
開
さ
せ
た
。

2

人

は
た
だ
の
友
だ
ち
で
は
な
い
が
恋

人
で
も
な
か
っ
た。
「
お
も
し
ろ

い
関
係
で
し
た
」
。

そ
う
笑
う
く

ま
ち
ゃ
ん
は
、
最
後
ま
で
依
子
さ

ん
の
良
き
伴
走
者
と
な
っ
た
。

依
子
さ
ん
は
、
が
ん
と
正
面
か

ち
向
き
合
う
よ
う
に
なっ
た
。

く

ま
ち
ゃ
ん
の
存
在
に
加
え
、
自
分

が
学
ん
だ
アl
ト
が
力
に
な
っ
た

と
後
に
ブ
ロ
グ
で
書
い
て
い
る
。

閉
じ
と
も
り
が
ち
だ
っ
た
日

が
ん
患
者
を
支
え
る
対
話

々
、
ふ
と
入
っ
た
近
所
の
美
術
館

で
、
あ
る
学
生
の
立
体
作
品
に
胸

を
射
抜
か
れ
た。
拙
い
な
が
ら
も

生
命
感
に
満
ち
、
依
子
さ
ん
は
そ

こ
に
、
未
来
に
向
か
っ
て
制
作
意

欲
に
燃
え
て
い
た
過
去
の
自
分
を

見
た。
現
実
を
受
け
入
れ
ち
れ
な

か
っ
た
自
分
が
そ
の
瞬
間
、
現
実

の
世
界
に
再
び
足
を
下
ろ
し
た
と

思
っ
た。
不
思
議
な
体
験
だ
っ
た
。

光
の
当
て
方
で
影
は
光
に
変
わ

る
。

乙
れ
も
アl
ト
か
ら
学
ん
だ

乙
と
だ
っ
た。

「
自
分
が
影
、
デ

メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た

と
と
は
、
実
は
メ
リッ
ト
だ
と
捉

え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い」

依
子
さ
ん
は
自
分
を
取
り
戻

し
、
世
界
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い

っ
た
。

茶
道
を
習
い
始
め
、
着
物

を
着
る
楽
し
み
を
知っ
た
。

あ
こ

が
れ
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
旅

し
た
。

町
を
歩
く
ニ
ュl
ヨ
l

カ

l

は
、
マ
イ
ノ
リ
ティ
l

の
人
た

ち
も

一人
一
人
が
り
ん
と
し
て
か

っ
と
い
い。
で
も
、
同
じ
く
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
若
年
の
が
ん

愚
者
も
、「選
ば
れ
た
人
に
し
か
で

き
な
い
と
と
を
経
験」し
て
い
る

価
値
あ
る
存
在
で
は
な
い
の
か
。

-
「が
ん
友
」
と
交
流

が
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
S
N

S
(
会
員
制
交
流
サ
イ
ト)で
が

ん
患
者
同
士
の
「
が
ん
友
」
を
増

や
し
た。
さ
ま
ざ
ま
な
出会
い
で

世
界
は
さ
ら
に
広
が
っ
た
。

「自
分
の
人
生
と
と
と
と
ん
向 き

合
い
、
自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
い」
。
ブ
ロ
グ
に

そ
う
書
い
た
時
は
し
か
し
、
依
子

さ
ん
は
医
師
か
ら
残
り
時
聞
が
あ

と
数
カ
月
と
告
げ
ら
れ
て
い
た

。

依
子
さ
ん
の
が
ん
は
容
赦
な
く

進
ん
だ
。
肺
や
皮
膚
に
も
転
移
が

広
が
り
、
胸
の
腫
揚
が
皮
膚
を
破

っ
て
出
血
す
る
と
と
も
あ
っ
た
。

「ぎ
り
ぎ
り
ま
で
言
わ
な
い
ん

で
す
」
と
母
の
紗
恵
子
さ
ん
は
た

め
息
を
つ
く。
国
年4
月
、
骨
の

腫
麗
が
原
因
で
圧
迫
骨
折
(
骨
が

も
ろ
く
な
り
つ
ぶ
れ
る
と
と
)
し
、

歩
け
な
く
な
っ
た
。

「S
O
S

が

来
て
上
京
し
た
の
に
、
放
射
線
治

療
で
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
途

端
、
『帰
っ
て』
と
言
わ
れ
て」

と
紗
恵
子
さ
ん
は
苦
笑
す
る
。

依
子
さ
ん
は
自
分
ら
し
さ
を
貫

く
た
め
、
璽
京
で
の
1

人
暮
ら
し

に
乙
だ
わ
っ
た。
「チ
l

ム
医
療
」

な
ら
ぬ
「チ
l

ム
患
者
」
と
称
し
、

く
ま
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
友
人

知
人
を
味
方
に
つ
け
た
。

日
年2
月
、
「
が
ん
性
リ
ンパ

管
症
」
を
発
症。
が
ん
細
胞
が
リ

ン
パ
管
を
ふ
さ
ぎ
、
呼
吸
困
難
な

ど
が
起
こ
る。
周
年6
月
、
「余

命
2

カ
月
」
と
告
げ
ら
れ
た
。

「
自
分
で
医
師
に
余
命
を
聞
き

出
し
た
の
に
、
怒
っ
て
い
ま
し
た

。

怒
り
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
余

命
を
1

カ
月
延
ば
し
た
の
か
も
。

最
後3
カ
月
の
駆
け
抜
け
方
は
す

ご
か
っ
た
」
と
く
ま
ち
ゃ
ん
。

最

初
は
抵
抗
し
た
緩
和
ケ
ア
も
、
次

第
に
「
生
き
る
知
恵
」
と
し
て
受

〈
ノ
思
い
を
く
み
と
る
に
は

i

国 国立がん研究セン
ターがん情報サービ

ス「がん登録 ・ 統計Jによる
と 201 3年、 20""'""30代でがん
に催患(りかん) した人は l
万9422人。乳がん (女) は20
代で323人、 30代で3620人
だった。
就職や結婚、出産など人

生の転機を迎えるとの時期
にがんを患うと、治療に加
え、仕事と両立できるか、
子供を残せるかなど特有の
悩みが生じる。近年、若い世
代のがん患者を fAYA世
代」 として、支援を進める
動ぎがある。 15""'"" 39歳を指
す場合が多い。

若い世代のがん
け
入
れ
、Q
O
L
(生
活
の
質
)

を
保
ち
な
が
ら
「
生
産
活
動
」
に

い
そ
し
ん
だ。

「
何
か
を
残
せ
ば

そ
れ
だ
け
私
を
知
る
人
が
増
え
、

死
ん
で
も
生
き
続
け
る
乙
と
に
な

る
」
。

そ
れ
が
持
論
だ
っ
た。

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
に
請
わ
れ
て

ブ
ロ
グ
を
始
め
た。
絵
も
ど
ん
ど

ん
描
き
、
ポ
ス
ト
カl
ド
を
作
っ

て
販
売
し
た。
が
ん
患
者
と
し
て

テ
レ
ビ
に
出
て
自ら
を
語
っ
た
。

げ
年6
月
か
ら
東
京
で父
母
と

暮
ら
し
、
在
宅
医
療
を
受
け
て
い

た
。

生
産
活
動
と
同
時
に
家
族
で

濃
密
な
時
聞
を
過
ご
す。
亡
く
な

る
叩
目
前
も
自
宅
で
テ
レ
ビ
収
録

に
応
じ
た。
メ
ー
ク
も
ネ
イ
ル
も

ぬ
か
り
は
な
か
っ
た。

-
早
め
の
「
人
生
卒
業
」

口
年9
月
5

日
。

最
期
は
病
院

で
、
依
子
さ
ん
の
兄
も
含
め
家
族

3

人
に
み
と
ち
れ
た。
苦
し
ん
だ

時
間
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
穏
や
か

な
死
だ
っ
た
。

依
子
さ
ん
のパ
ソ
コ
ン
に
は
、

家
族
へ
の
メッ
セ
ー
ジ
が
の
と
っ

て
い
た
。
「
病
気
に
な
っ
た
こ
と

は
不
幸
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と早め

に
人
生
を
卒
業
し
た
優
秀
な
生
徒

だ
と
思っ
て
て
く
だ
さ
い」
。
の

と
さ
れ
る
家
族
へ
の
依
子
さ
ん
ら

し
い
気
遣
い
だっ
た
。

く
ま
ち
ゃ
ん
は
、
依
子
さ
ん
が

話
が
で
き
た
ほ
ぼ
最
後
、「ま
ん

ま
と
誘
導
さ
れ
て」
プ
ロ
ポ
ー
ズ

を
し
た。
両
親
に
も
墾
口
し
、
病

院
の
ス
タッ
フ
に
も
「
皇
那
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
た。
ま
ま
ご
と
の
よ
う

な
最
期
だっ
た
。

同
じ
く
乳
が
ん
ス
テ
ージ4
の

記
者
は
げ
年7
月
末
、
ネッ
ト
テ

レ
ビ
出
演
で
依
子
さ
ん
と
出
会
っ

た
。
「今
が
一
番
幸
せ
」
。

そ
う
語

る
依
子
さ
ん
に
も
っ
と
話
が
聞
き

た
く
て
、
取
材
の
約
束
を
し
た
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

依
子
さ
ん

の
予
定
表
の
最
後
の
項
目
に
は
、

記
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
た

。

依
子
さ
ん
に「可
哀
そ
う」
と

い
う
言
葉
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

置
か
れ
た
状
祝
で
、
自
分
の
望
む

通
り
全
力
で
生
き
抜
い
た
。

【三
輪
晴
美】

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2

0
1
8

年
9

月
引
日
(
金
)
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f人の優し8信C た;

看
護
師
の
国
際
救
援
活
動

紛
争
地
に
赴
任
口
回

9

・

日
米
同
時
多
発
テ
口、怒
り
げ
年。
テ
ロ
や
紛
争
は
今
も
続
き
、
命
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る

人
々
が
い
る。
そ
ん
な
被室呈
官
の
命
を
救
お
う
と
、
「国
境
な
き
医
師
団
」
の
手
術
室
看
護
師
白
川

優
子
さ
ん
(
組
)
H東
松
山
出
身H
は
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
、
南スl
ダ
ン
な
ど
で
看
護
を
続
け
て
き
た

。

派
遣
は8
年
間
でげ
回
。

7

月
に
出
版
し
た
「
紛
争
地
の
尋
霧
器
削

」
(
小
学
館
)
に
は
現
地
の
過
酷

な
状
況
や
「
人
の
優
し
さ
を
信
じ
た
い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

。

(
菊
地
正
志
)

東
松
山
出
身
看
護
師
白
川
さ
ん

-
血
だ
ら
け
の
地
獄
図

到
着
後
に
戦
闘
が
始
ま
る

。

気

温
印
度
を
超
え
る
防
空
壕
で
や
む

の
を
待
ち
、
外
に
出
て
驚
い
た

。

「
血
を
流
し
道
路
に
放
置
さ
れ
て

い
る
市
民
か10
0

人
は
い
た。

ま
る
で
地
獄
図
。
次
々
に
血
を
流

し
て
い
る
人
た
ち
が
や
っ
て
き

た
」

日
万
人
が
難
民
と
な
っ
た
南
ス

l

ダ
ン。
政
権
内
の
抗
争
か
ら
石

油
利
権
も
絡
み
、
民
族
間
同
士
の

殺
り
く
へ。
白
川
さ
ん
は
政
府
の

病
院
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
任
務
で

2

0
1
4

年
2

月
に
派
遣
さ
れ
た
。

しらかわ ・ゅうこ 東松山市生ま
れ。川越商業高校(現市立)1 1越高校)、
坂戸鶴ケ島医師会立看護専門学校
卒。 県内の病院で外科、手術室、産
婦人科を中心』こ 7 年間勤務。 別3年
に豪州に渡り、オーストラリアン ・
カソリ ッ ク大学看護学部卒。 メルボ
ルンの医療機関で勤務。 10年に国境 :
なき医師団に参加。

国境なき医師団 1971年フランス:
で設立された国際的な民間の医療・
人道支援団体。 独立 ・ 中立 ・ 公平な i
立場で命の危機に瀕した人々に無償 i
で緊急医療援助を行う。 医師、看護 :
師などのスタ ッ フ計約 3 万 8 千人以 :
上が世界70の国 ・ 地域で活動。 日本 j
にも 100人以上のスタ ッ フがいる。
99年にノーベル平和賞を受賞。

車
で
駆
け
付
け
た
街
に
は
無
数

の
無
残
な
死
体
が
。

病
院
の
小
児

病
棟
は
破
壊
さ
れ
、
息
を
し
て
い

な
い
子
ど
も
た
ち
が
床
に
横
た
わ

っ
て
い
た。
そ
れ
で
も
生
存
者
を

運
び
、
国
連
か
ら
借
り
た
パ

ス
に

収
容。
「担
架
で
人
を
運
ぶ
の
は
初

め
て
の
経
験
。

き
つ
く
て
つ
ら
く

て
仕
方
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る

0

・
l
S

戦
闘
員
の
子
ど
も

「
イ
ス
ラ
ム
国(I
S

)
」
最

大
拠
点
の
イ
ラ
ク
の
モ
ス
ル
に
派

遣
さ
れ
た
の
は
昨
年
7

月
。

奪
還

宣
言
が
出
さ
れ
た
直
後
だ
っ
た
。

「
イ
ス
ラ
ム
の
教
え
」
を
強
制

し
たI
S

。

敵
対
す
る
者
に
は
首

切
り
や
火
あ
ぶ
り
で
処
刑
し
、
残

虐
な
支
配
で
世
界
を
震
え
さ
せ

た
。

3

年
間
の
恐
怖
が
続
き
、
「病

院
の
ス
タッ
フ
に
も
虐
げb
れ
た

人
は
大
勢
い
た」
と
い
う。

あ
る
日
、
病
院
に
I
S

戦
闘
員

の
子
ど
も
が
運
び
込
ま
れ
た

。

両

親
が
自
爆
テ
ロ
で
死
亡
、
少
女
も

ひ
ど
い
け
が
を
負
っ
た
。

そ
ん
な
少
女
を
イ
ラ
ク
人
ス
タ

ッ

フ
は
心
か
ら
優
し
く
看
病
し

た
。

パ
ン
やバ
ナ
ナ
を
口
に
運
ぶ

女
性
た
ち。
白
川
さ
ん
も
少
女
が

話
す
外
国
語
の
意
昧
を
ス
マ
ホ
で

調
べ
、
そ
の
一
冨
暴
が
ト
マ
ト
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
食
べ
さ
せ
て
少

女
を
喜
ば
せ
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
国
の
戦
争
を
見

て
き
た
が
、
争
っ
て
い
る
の
は
一

部
の
上
の
人
た
ち
。

多
く
の
市
民

は
戦
争
を
憎
ん
で
い
る

。

イ
ラ
ク

人
だ
け
で
な
く
人
間
本
来
の
姿
だ

と
思
つ。
園
、
国
籍
、
人
種
を
超

え
た
人
の
優
し
さ
を
信
じ
た
い

」

-
げ
歳
の
女
性
の
笑
顔

シ
リ
ア
で
は
病
院
が
空
爆
を
受

け
た。
血
を
流
し
、
毎
日
の
よ
う

に
運
ば
れ
て
く
る
市
民
た
ち

。

妊

婦
も
乳
飲
み
子
も
。
頭
や
腹
か
ら

血
を
流
し
て
苦
し
み
、
う
め
き
な

が
ら
運
ば
れ
た
。

「
安
心
し
て
勉
強
が
で
き
る
よ

う
な
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
、
銃

で
戦
争
と
言
っ
て
反
政
府
勢
力
の

戦
士
と
な
っ
た
元
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
青
年
も
い
た
。

薬
剤
師
を
目
指

す
大
学
生
で
し
た
」

「
医
療
で
は
戦
争
を
止
め
ら
れ

な
い
」
と
、
無
力
さ
に
悩
み
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
を
志
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
白
川
さ
ん
だ
っ
た
が
、
シ
リ

ア
で
出
会
っ
たげ歳
の
女
性
の
笑

顔
が
心
を
変
え
た
。

女
性
は
空
爆
の
被
害
者

。

両
足

は
砕
か
れ
、
も
う二度
と
歩
け
な

い
。

悲
し
み
、
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
い

た
。

1

カ
月
の
看
病
後
、
女
性
の

手
を
握
り
、
話
し
掛
け
る
と
初
め

て
笑
っ
た。
心
が
通
い
合
っ
た
瞬

間
だ
っ
た。

「
つ
ら
い
気
持
ち
の
患
者
の
支

え
に
な
る
こ
と
で
負
の
感
情
を
軽

減
さ
せ
、
憎
し
み
の
連
績
を
断
ち

切
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

人
々
に
笑
顔
と
希
望
を
与
え

る
看
護
師
で
あ
り
続
け
た
い
」

埼
玉
新
聞
・

朝
刊

2
0
1

8

年
9

月
ロ
日

(
水
)
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内
戦
の
地
イ
エ
メ
ン
南
部
に
2
3
9

月
、
国
際
医
療
団

体
「
国
境
な
き
医
師
団(
M
S
Fと
か
ら
派
遣
さ
れ
て

い
た
看
護
師
、
上
平
明
美
さ
ん
(
印
)

リ

岩
手
県
出
身H

が
帰
国
し
、
ハ
デ
ィ
暫
定
政
権
支
配
地
の
現
状
を
語
っ

た
。

紛
争
地
を
合
め
過
去
凶
年
、
叩
カ
国
以
上
を
渡
り
歩

い
て
来
た
が
、
病
院
の
対
応
に
不
満
を
抱
い
た
患
者
の
家

族
が
銃
を
持
っ
て
や
っ
て
来
て
、
支
援
活
動
が
停
止
に
追

い
込
ま
れ
た
の
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た

。

支援活動停止

i澈¥Jki Sokuhou 

と安全管理総集版 2019 年 3 号

病院に銃、
[暫定政権支配地、ィエメン南部アツダリ l 

と
も
あ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

ア
ッ
ダ
リ
の
市
場
で
買
い
物
を
し

て
い
る
の
は
男
性
ば
か
り
。

通
り
を

「
ジ
ャ
ン
ビI
ヤ
」
と
い
う
万
を
腰

に
差
し
て
民
族
衣
装
を
着
た
男
性
が

歩
い
て
い
る。
女
性
は
全
身
を
覆
う

服
を
着
て
、
男
性
が
い
る
時
は
「
顔

の
覆
い
の
横
か
ら
入
れ
て
食
べ
る
。

横
に
男
性
が
い
て
は
い
け
な
い
。
見

え
て
し
ま
う
か
ら
」
と
い
う
暮
ち
し

務
所
に
乗
り
込
ん
で
き
て
医
師
の
態

度
に
文
句
を
言
う
男
性
が
い
た
。

素

性
を
聞
い
た
ら
「
通
り
す
が
り
の
者

だ
」
と
平
然
と
語
る
。
赤
の
他
人
の

困
り
事
で
も
小
耳
に
挟
め
ば
見
過
ご

せ
な
い
。
こ
う
し
た
苦
情
や
注
文
は

四
六
時
中
で
「
良
く
言
え
ば
人
情
に

厚
い
人
た
ち
だ
っ
た
」
と
上
平
さ
ん
。

3

月
、
急
患
を
優
先
し
後
回
し
に

さ
れ
た
患
者
が
怒
っ
て
帰
宅
す
る

M
S
F

派
遣
の
看
護
師
、
現
状
語
る

東
京
都
内
のM
S
F
日
本
事
務
所

で
日
月
却
目
、
取
材
に
応
じ
た
。

派

遣
先
は
南
部
ア
ッ
ダ
リ
。
数
年
前
は

前
線
に
近
く
、
戦
傷
者
や
巻
き
添
え

の
住
民
の
搬
送
が
絶
え
な
か
っ
た

。

今
は
戦
闘
の
中
心
が
西
部
の
要
衝
ホ

デ
イ
ダ
に
移
動
。
少
し
平
穏
を
取
り

戻
し
た
が
「
戦
争
に
よ
る
患
者
さ
ん

は
週
に4
、

5

人
。
一
挙
に
来
る
。

み
ん
な
亡
く
な
っ
た
状
態
で
来
る
と に

驚
い
た。

女
性
が1
人
で
外
出
し
て
は
い
り

な
い
。

移
動
手
段
は
車
だ
が
、
圏
内

ど
と
へ
行
く
に
もη
時
間
前
、
暫
定

政
権
と
イ
ス
ラ
ム
教
シ
l

ア
派
系
武

装
組
織
フl
シ
派
、
さ
ら
に
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
当
局
に
も
連
絡
し
な
い
と

各
地
の
検
問
所
を
通
過
で
き
な
か
っ

た
。あ

る
日
、
大
変
な
け
ん
ま
く
で
事

上
平
明
美
圧
(
か
み
た
い
ら
・
あ
け
み
)
岩
手
県
出
身

。

2
0
0
7

…
年
か
ら
「
国
境
な
き
医
師
団(
M
S
F
)」に
参
加
し
、
ウ
ガ
ン
ダ
、

…
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
スl
ダ
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
南
ス

…
!
ダ
ン
、
シ
リ
ア
な
ど
毎
年
、
紛
争
地
や
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
て
き

…
た。
日
年
暮
れ
の
派
遣
先
、
南
スl
ダ
ン
で
は
内
戦
が
始
ま
り
、
凶
年

…
の
シ
リ
ア
で
は
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
ナ
デ
ィ
ア
・
ム
ラ

…
ド
さ
ん
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム

…
国
」
(
I
S
)に
よ
る
イ
ラ
ク
北
部
シ
ン
ジ
ャ
ル
襲
撃
に
際
し
、
国
境

…
を
越
え
て
脱
出
し
て
き
た
ヤ
ジ
ド
教
徒
の
保
護
に
携
わ
っ
た

。

看
護
師
の
国
際
救
援
活
動

と
、
そ
の
家
族
が
銃
を
持
っ
て
抗
議

に
来
た
。
「
イ
エ
メ
ン
人
は
な
ぜ
か

怒
る
と
一
度
家
に
帰
る
。

戻
っ
て
き

た
時
が
危
な
い
」
と
い
う
。

「
ス
タ

ッ
フ
の
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い
」
と

M
S
F
本
部
が
判
断。
4
、

5

月
と

ア
ッ
ダ
リ
で
の
活
動
は
停
止
に
追
い

込
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
再
開
さ
れ
た
が
、
上
平

さ
ん
が
帰
国
し
た
直
後
、
再
び
施
設

に
対
し
「
爆
発
物
に
よ
る
攻
撃
を
連

続
し
て
受
け
た
」
とMS
F
が
声
明

を
発
表。
日
月
7

日
、
ア
ッ
ダ
リ
か

ら
の
撤
退
をM
S
F
は
決
定
し
て
い

る
。

q
a

ハ
デ
ィ
酋
定
政
権2
0

・
E
U
1
2

年
の
イ
エ
メ
ン
暫
定
大

統
領
選
で
勝
利
し
た
ハ
デ
ィ
氏
が
率

い
る
内
戦
の
一
方
の
当
事
者
。
実
態

は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
か
い
ち
い
政
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@サヌア

ダ イエメン
O アッダ1)

アデン湾

m

ジ
ピ

m
M一
ウ
ラ

k
t
サ
ア

剣
@

権
。
国
土
の
南
部
や
東
部
が

一般
に

勢
力
圏
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
実
態

は
北
部
か
ら
迫
る
イ
ス
ラ
ム
教
シ
l

ア
派
系
武
装
組
織
フ
l

シ
派
に
反
発

す
る
各
地
の
有
力
者
の
連
合
体
で
、

ハ
デ
ィ

民
の
指
示
に
従
う
と
は
限
ら

な
い
。
南
部
ア
デ
ン
を
中
心
に
ハ
デ

ィ
民
に
反
旗
を
翻
し
た
政
治
勢
力

「
南
部
移
行
評
議
会
」
(
S
T
C
)も

南
部
に
は
存
在
す
る
。

ハ
デ
ィ
民
自

身
は
サ
ウ
ジ
に
半
軟
禁
状
態
と
伝
え

ら
れ
て
い
た
が
、
国
連
総
会
の

一般

討
論
演
説
を
行
う
た
め
9

月
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
姿
を
見
せ
た
。

岩
手
日
日
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
げ
日
(
月
)
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パンクラ看護支援30年
美唄出身のボランティア小林さん l

看
護
師
の
国
際
救
援
活
動

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
ッ
カ
の
病
院
で
、

2
0
1
2

年
か
ら
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取

り
組
む
日
本
人
費
護
師
が
い
る
。

美
唄
市
出
身
の
小
林
レ
イ
子
さ
ん
(
初
)

。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

と
の
つ
な
が
り
は1
9
8
9

年
か
ら
で
、
今
で
は
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
幅
運
と
在
住
日
本
人
の
看

護
に
情
熱
を
注
ぐ
。
地
元
で
は
「
ダ
ッ
カ
の
マ
ザ

l

・
テ
レ
サ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

(ダ
ッ
カ
で
堂
本
晴
美)

衛
生
管
理
、
患
者
と
の
接
し
方
指
導

「
顔
色
が
良
く
な
り
ま
し
た

ね
」
。

9

月
中
旬
、
小
林
さ
ん

が
山
形
ダ
ッ
カ
友
好
病
院
の
病

室
で
患
者
に
声
を
か
け
た
。

入

院
中
の
岡
林
邦
明
さ
ん
(
引
)
は

「
他
の
病
院
で
は
放
っ
た
ら
か

し
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
け
れ

ど
、
こ
の
病
院
は
患
者
優
先
。

レ
イ
子
さ
ん
が
い
る
お
か
げ
」

と
感
謝
し
た。

小
林
さ
ん
と
パ
ン
グ
ラ
と
の

出
会
い
は
ω
年
。

勤
め
て
い
た

山
梨
県
の
病
院
を
休
み
、2人

の
息
子
を
連
れ
て
バ
ン
グ
ラ
の

病
院
で1
カ
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
励
ん
だ。
貧
し
く
て
も
明

る
く
生
き
る
村
人
、
自
を
輝
か

せ
て
駆
け
寄
っ
て
く
る
子
供
た

ち
に
魅
了
さ
れ
た。
以
降
、
日

年
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
た
め
通
っ
た。
そ
の
数

は
約
初
回
に
及
ぶ。

移
住
を
決
意
し
た
の
は
日

年
。

日
本
に
賢
子
経
験
の
あ
る

医
師
が
開
い
た
山
形
ダ
ッ
カ
友

好
病
院
の
存
在
を
知
り
、
無
期

限
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出

た
。

エ
ク
ラ
ス
・

ラ
l

マ
ン
院

長
は
「
日
本
語
が
話
せ
る
人
が

い
れ
ば
喜
ば
れ
る
」
と
快
諾
。

ロ
年
、
「
骨
を
う
ず
め
る
覚
悟
」

で
ダ
ッ
カ
に
渡
っ
た。

小
林
さ
ん
の
主
な
業
務
の
一

つ
は
看
護
師
へ
の
指
導
。
看
護

師
不
足
の
バ
ン
グ
ラ
で
は
、
短

期
研
修
だ
け
で
現
場
に
送
り
出 さ

れ
る
看
護
師
も
多
い
。

「
手

の
消
毒
は
こ
ま
め
に
」
「
掃
除

は
朝
恩
暁
に
」。
手
製
の
紙
芝

居
も
使
い
、
衛
生
管
理
や
串
箸

と
の
接
し
方
を
教
え
て
い
る
。

日
本
人
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
。

バ
ン
グ
ラ
で
は
入
院

時
の
食
事
は
家
族
が
作
る
か
、

外
で
買
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
地
元
料
理
は
油
料
理

ば
か
り
。

小
林
さ
ん
は
毎
日
、

煮
物
や
お
か
ゆ
、
み
そ
汁
な
ど

を
作
っ
て
日
本
人
に
提
供
。

「
病

気
の
時
に
日
本
食
は
あ
り
が
た

い
」
と
の
声
は
多
い。

生
活
費
は
月
約8
万
円
。

日

本
の
年
金
だ
け
で
や
り
く
り

し
、
ラ
1

マ
ン
院
長
の
謝
礼
の

申
し
出
も
断
っ
て
い
る。

「
お

金
を
も
らv
?と
義
務
に
な
る。

も
ら
わ
な
い
方
が
気
持
ち
が

楽
」
と
小
林
さ
ん
。

息
子
た
ち

も
「
お
母
さ
ん
が
幸
せ
な
ら
」

と
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。

パ
ン
グ
ラ
を
初
め
て
訪
れ
て

か
ら
約
初
年。
公
用
語
の
ベ
ン

ガ
ル
語
は
今
も
苦
手
二
一
百
い
た

い
こ
と
が
伝
わ
ら
ず
悔
し
泣
き

す
る
こ
と
も
あ
る。

そ
れ
で
も

「
帰
り
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と

は
な
い
。
「
優
レ
く
、
い
つ
も

笑
顔
の
パ
ン
グ
ラ
の
人
た
ち
に

た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
っ

た
。

ま
だ
そ
の
恩
を
返
し
切
れ

て
い
な
い
」。
ほ
れ
込
ん
だd

ハ

ン
グ
ラ
の
た
め
に
、
小
林
さ
ん

は
き
ょ
う
も
病
棟
に
立
つ
。
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北
海
道
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2
0
1
8

年
間
月
引
日
(
日
)
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刀、
と

ゑ処笠

イラクから災害ボランティアに加わった看護師

「
世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
、
故
郷

の
日
本
に
心
を
寄
せ
て
い
た
い
」
。

N
P
O
法
人
日
本
イ
ラ
ク
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
ラ
ク
駐
在
員
と

し
て
現
地
の
病
院
支
援
に
携
わ
る
。

ん
胆
振
東
部
地
震
で
は
9

月
下
旬
の
一

大
」
時
帰
国
に
合
わ
せ
、
救
護
班
と
し
て

り
H
t
胆
振
管
内
安
平
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ζ
か
正
セ
ン
タ
ー
で
ス
タ
ッ
フ
の
け
が
や
体

J

辛
爪
調
管
理
に
取
り
組
ん
だ
。

秋
田
県
出
身
。
看
護
師
だ
っ
た
母

お
沢
の
影
響
で
「
困
っ
て
い
る
人
の
役
に

唯
ふ
区
立
ち
た
い
」
と
看
護
師
を
志
し
た
0

・
刀

'-
-

県
内
の
病
院
な
ど
に
勤
務
し
、
お
歳

で
米
国
に
留
学。
2
0
1
1

年
、
札

幌
市
内
に
住
む
妹
の
出
産
を
機
に
岡

市
内
の
病
院
に
勤
務
し
、
凶
年
ま
で

宗
谷
管
内
浜
頓
別
町
、
礼
文
町
で
も

働
い
た
。
「
北
海
道
は
第
二
の
故
郷
」

と
言
う
ほ
ど
思
い
入
れ
は
強
い
。

「
人
が
行
き
た
が
ら
な
い
と
こ
ろ

に
こ
そ
、
助
け
が
必
要
な
人
が
い
る
」

と
、
今
年4
月
に
同
法
人
で
働
き
始

め
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
以
降
、
同
国
で

は
子
供
の
白
血
病
が
多
発
。
米
軍
が

使
用
し
た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
放
射
能

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
。
戦
争
に

は
日
本
も
特
措
法
に
基
づ
き
自
衛
隊

を
派
遣
し
た。

「
遠
い
国
で
起
き
て

い
る
悲
し
い
出
来
事
も
自
分
た
ち
と

関
わ
り
が
あ
る
」
と
訴
え
る
。

イ
ラ
ク
の
現
状
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
目
に
し
た
被
災
地
の
様
子
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
会
員
制
交
流
サ
イ

ト

(
S
N
S
)な
ど
で
精
力
的
に
発

信
し
て
い
る
。
「
私
を
通
し
て
問
題

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
。

イ

ラ
ク
も
北
海
道
も
一
時
的
で
は
な

く
、
長
い
時
間
を
か
け
て
支
え
た

い
」
。
ク
ル
ド
人
自
治
区
の
中
心
都

市
ア
ル
ビ
ル
在
住
。H
U歳
。

(
斉
藤
千
絵
)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
目
月
間
日
(
金
)

モ
ロ
ツ

コ
派
遣
「
楽
し
み
」

室
蘭
市
出
身
の
佐
藤
優
否
さ
ん
(
お
)
が
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
(
J
I
C
A
)の2
0
1
8

年
度
(
平
成
鈎
年
度
)
第

3

次
隊
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
、ω
年
1

月
末
か
ら2
年
間
、
モ
ロ
ッ
コ
・
エ
ル
ジ

ャ
デ
ィi
ダ
県
エ
ル
ジ
ャ
デ
ィl
ダ
市
に
派
遣
さ
れ
る
。

佐
藤
さ
ん
は

回
目
、
室
蘭
市
役
所
を
訪
れ
、
青
山
剛
市
長
に
医
壁
文
援
活
動
へ
の
意

気
込
み
を
語
っ
た。

(
坂
本
綾
子
)

時
一
佐
藤
さ
ん
、
市
長
に
抱
負

佐
藤
さ
ん
は
知
利
別
小
学
校
、
国
聞

東
中
学
校
、
室
蘭
栄
高
校
を
卒
業
し
、

長
野
県
の
信
州
大
学
に
進
学
。

助
産
師

と
保
健
師
、
看
護
師
の
資
格
を
取
得

。

助
産
師
と
し
て
札
幌
市
内
の
病
院
で

4

年
半
勤
務
し
、10
0

人
を
超
え
る
新

生
児
を
取
り
上
げ
た
。

モ
ロ
ッ
コ
は
、
産
前
の
健
診
が
4

回

し
か
な
い
上
に
、
参
加
率
が
低
く

、
乳

幼
児
死
亡
率が
日
本
よ
り
も
高
い
の
が

現
状。
現
地
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

母
事
級
、
産
別
・
声
後
健
診
の
定
着
と

質
の
向
上
の
た
め
の
支
援
活
動
、
医
療

施
設
の
職
場
環
境
盤
講
の
啓
発
運
動
を

行
う
。

青
山
市
長
は
「
室
蘭
で
学
ん
だ
若
者

看
護
師
の
国
際
救
援
活
動

が
世
界
に
貢
献
し
てく
れ
る
の
は
う
れ

し
い
。

帰
国
し
た
ら
現
地
で
の
話
を
聞

か
せ
て
」
と
呼
び
掛
け
た
。

佐
藤
さ
ん

は
「
少
し
不
安
も
あ
るが、
楽
し
み
の

方
が
大
き
い。
力
を
付
け
て
日
本
に
帰

っ
て
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

1
9
7
3

年
度
(昭
和
特
年
度
)
か
ら

始
ま
っ
たJ
I
C
A

の
青
年
海
外
協
力

隊
員
お
よ
び
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア
の
室
蘭
市
出
身
者
は
、
佐
藤
さ
ん

で
幻
人
目
と
な
る。

室
蘭
民
報
・
夕
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
旧
日
(
水
)

医療支援活動に意気込み
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看
護
師
の
国
際
救
援
活
動

修
道
女
や
修
道
士
は
、
清
貧
(
私

有
財
産
の
放
棄
)
、
貞
潔
(
独
身
)
、

従
順
(神
へ
の
服
従
)
を
誓
っ
て
生

活
す
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
(
東
京
)

に
よ
る
と
、
国
内
に
は2
0
1
7

年

末
時
点
で
、
修
道
女
が
4
9
4
4

入
、

H修道女・修道士|

国
内
で
5

千
人
超

修
道
士
は1
7
4

人
。
「
少
子
高
齢

化
に
加
え
、
洗
礼
を
受
貯
る
か
ど
う

か
は
子
ど
も
の
意
志
に
任
せ
よ
う
と

す
る
親
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
修

道
生
活
に
入
る
人
は
減
っ
て
い
る
」

と
い
う
。

「
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
修
道
会
」
は
、
修
道
女
の
海
外
派

遣
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

会
の
一
つ
。
寄
付
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
は
、
同
会
日
本
管
区
本
部
、
電
話

0
3
(
3
7
0
9
)
6
7
7
1
0
 

筋
歳
の
助
産
師
・
修
道
女ア
フ
リ
カ
で
生
と
死
見
つ
め

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
東
に
浮
か
ぶ
島
国
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
暮
ら
し
、
四
半
世
紀
に
わ
た
り
医

療
支
援
を
続
け
る
日
本
人
が
い
る
。

助
産
師
で
修
道
女
の
牧
野
幸
江
さ
ん
(
筋
)

。

現
地
の
貧
困

と
格
闘
し
な
が
ら7
千
人
以
上
の
赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
て
き
た
。

多
く
の
生
と
死
を
見
つ
め

て
き
た
そ
の
歩
み
に
は
、
働
く
こ
と
の
意
味
や
幸
せ
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

。

多
く
の
修
道
会
が
高
齢
化

植
民
地
時
代
の
建
物
が
残
る

町
を
、
人
力
車
や三
輪
車
が
行

き
交
う。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
中
部

の
ア
ン
ツ
ィ
ラ
べ
。

通
り
に
面

し
た
修
道
院
の
敷
地
内
に
あ
る

「ア
ベ
マ
リ
ア
病
院
」
で
、
や

や
腰
が
曲
が
っ
た
牧
野
さ
ん

が
、
赤
ん
坊
を
あ
や
し
て
い
た
。

「
私
、
子
ど
も
が
大
好
き
で
、

す
ぐ
に
構
い
た
く
な
る。
で
も

最
近
は
腰
が
痛
い
し
耳
も
遠
く

て
、
も
う
大
変
」
と
笑
う
。

京
都
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
牧

野
さ
ん
は
、
ロ
歳
で
終
戦
を
迎

え
た
。

洗
礼
を
受
け
た
の
は
高

校
時
代。

「
戦
後
の
空
虚
感
も

あ
っ
て
か
、
あ
の
頃
は
受
洗
す

る
人
が
多
か
っ
た。
み
ん
な
何

か
を
求
め
て
い
た
ん
だ
と
思

う
。

た
だ
私
の
場
合
、
友
達
に

誘
わ
れ
て
軽
い
気
持
ち
で
し

た
」卒

業
後
、
看
護
師
と
助
産
師

の
資
格
を
取
得。
病
院
で
働
い

た
が
人
工
妊
娠
中
絶
の
手
術
が

多
く
、
「
や
り
た
い
仕
事
な
の

か
」
と
自
問
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系

の
病
院
へ
移
っ
た。
お
歳
の
と

き
、
周
囲
の
勧
め
で
そ
の
病
院

を
運
営
す
る
修
道
会
の
修
道
院

に
入
っ
た。
修
道
院
は
、
修
道

士
(
女
子
の
場
合
は
修
道
女
)

が
、
戒
律
に
基
づ
き
共
同
で
生

活
す
る
場
所。
主
に
カ
ト
リ
ッ

ク
系
の
教
会
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
い
る。

牧
野
さ
ん
は
、
修
道
会
の
要

請
を
受
げ
台
湾
の
無
医
村
や
圏

内
の
病
院
に
赴
い
た
後
、19

7
0

年
代
末
、
初
め
て
ア
ン
ツ

ィ
ラ
べ
へ。
薬
も
医
療
機
器
も

乏
し
く
、
麻
酔
な
し
の
手
術
は

日
常
茶
飯
事。
栄
養
失
調
の
母

子
や
、
次
々
と
命
を
落
と
す
未

熟
児
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

2

年
と
も
た
ず
「
怖
く
な
っ
て

日
本
に
逃
げ
帰
り
ま
し
た
」
。

だ
が
東
京
都
内
の
病
院
を
定

年
退
職
し
た
時
、
よ
ぎ
っ
た
の

は
ア
ン
ツ
ィ
ラ
ベ
の
貧
し
い
人

々
だ
っ
た。

「
今
度
は
力
に
な

り
た
い
」
と
例
年
に2
度
目
の

赴
任。
年
間
千
件
近
い
お
産
を

扱
い
な
が
ら
、
看
護
師
や
助
産

師
の
養
成
に
も
取
り
組
ん
だ
。

病
院
の
隣
で
は
、
仲
間
と
鶏
を

約
3

千
羽
飼
っ
て
卵
を
売
り
、

新
生
児
ら
の
薬
や
ミ
ル
ク
代
を

捻
出
す
る。

そ
ん
な
奮
闘
を
知
っ
た
日
本

人
か
ら
の
寄
付
も
あ
り
、
病
院

の
設
備
は
徐々
に
充
実
。
「
自

分
な
り
に
役
割
を
果
た
せ
た。

幸
せ
で
し
た
」
と
牧
野
さ
ん
は

半
生
を
振
り
返
る。
「
で
も
近

頃
、
多
く
の
修
道
会
は
高
齢
化

し
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
よ
う

で
す
」

牧
野
さ
ん
が
所
属
す
る「マ

リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

修
道
会
」
に
限
っ
て
も
、
戦
後

の
ピ
l

ク
時
に
4
0
0

人
を
超

え
て
い
た
修
道
女
は
、
昨
年2

2
9

人
と
減
る
傾
向。
同
修
道

会
日
本
管
区
の
広
報
担
当
、
織

田
協
子
さ
ん
は
「
変
化
が
激
し

く
人
生
の
選
訳
肢
も
多
い
現

代
。

何
か

一
つ
の
と
と
に
生
涯

を
懸
切
る
生
き
方
自
体
が
、
難

し
い
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん」
と
話
す。

(
共
同
通
信
〉

山
陰
中
央
新
報
・戟
刊

2
0
1
8

年
吃
月
U
日

(木
)
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ひと
ミャンマーの養育施設で子どもたちを守る看護師

さん(54)裕子太江田

い
つ
も
笑
顔
。
田
園
風
景
が
広
が
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
主
要
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
郊

外
に
あ
る
施
設
の
広
場
で
足
を
止
め
る

と
、
一
人
、
ま
た
一
人
と
、
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。

日
本
のN
P
O

が
運
営
す
る
養
育
施

設
「
ド
リ
ー
ム
ト
レ
イ
ン
」
で
、
た
だ

一
人
の
看
護
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

1
5
5

人
を
慈
し
む
。
親
の
病
気
や
貧

困
な
ど
で
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
全
員

の
顔
、
名
前
、
性
格
ま
で
わ
か
っ
て
い

る
。
「
本
当
に
み
ん
な
か
わ
い
い
」

。

や
ん
ち
ゃ
盛
り
は
ケ
ガ
が
絶
え
ず
、
だ

れ
か
が
風
邪
を
ひ
け
ば
施
設
中
に
広
が

る
。
一
時
も
気
が
休
ま
ら
な
い
。

看
護
師
に
な
り
た
て
の
初
代
の
こ
ろ

か
ら
学
習
会
に
通
い
、
人
身
売
買
や
児

童
虐
待
に
苦
し
む
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
に
胸
を
痛
め
た
。

「
手
を
差
し
伸
べ
た
い
」

兵
庫
・
尼
崎
の20
0

床
あ
る
病
院

で
担
歳
の
と
き
婦
長
に
な
り
、
す
べ
て

の
看
護
師
を
東
ね
る
管
理
職
に
な
っ
た

の
が
ω
歳
。
2

人
の
子
が
大
学
生
に
な

る
と
同
時
に
辞
職
、
日
本
を
出
た
。
必

歳
、
初
年
が
か
り
で
志
を
実
現
し
た
。

「
自
分
の
子
は
も
う
私
な
し
で
大
丈

夫
。
次
は
大
勢
の
子
の
未
来
を
切
り
開

い
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
カ
ン
ボ

ジ
ア
や
ラ
オ
ス
を
回
り
、
今
の
養
育
施

設
に
来
た
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
目
を
見
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
で
話
し
か

け
る
。
集
団
生
活
の
中
で
寂
し
さ
や
葛

藤
を
乗
り
越
え
て
く
れ
る
よ
う
に
。

「
あ
と
は
い
つ
も
笑
っ
て
い
る
こ

と
。
そ
う
決
め
て
い
る
ん
で
す
」

文
・
斎
藤
健
一
郎

|青森中央学院大・短大|

整
F弓

看
護
で
ア
三，P
ア
と
会と
Z荒

青
森
市
の
青
森
中
央
学
院
大
学
・

青
森
中
央

短
期
大
学
に
ア
ジ
ア
か
ら
視
察
交
流
の
た
め
、

関
係
者
が
相
次
い
で
訪
れ
て
い
る
。

日
月
初
日

は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
幼
児
教
育
の
関
係
者
が
、

タ
イ
か
ら
は
看
護
学
部
の
学
生
が
大
学

・

短
大

を
見
学
し
た。
(

増
田
菜
穂
子)

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
視
察
団
は

ハ
ノ
イ
、
ホl
チ
ミ
ン
で
私
立

幼
稚
園
の
経
営
を
担
う
計
叩

人
。

日
月
辺
日
か
ら
同
羽
田
ま

で
県
内
に
滞
在
し
、
短
大
で
受

講
し
た
り
、
付
属
幼
稚
園
を
見

学
し
た。
初
日
午
前
は
、
付
属

幼
稚
園
を
訪
れ
、3
1
5

歳
の

園
児
約1
0
0

人
が
自
由
時
間

を
過
ご
す
様
子
を
見
学
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
お
も
ち

ゃ
を
興
味
深
そ
う
に
見
て
い
た

幼
稚
園
園
長
の
ザ
ン
・
テ
ィ
・
フ

・

ハ
ン
さ
ん(必
)は
「日
本
の

幼
稚
園
で
は
、
自
分
で
作
っ
て

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
日
日
(
木
)

看
護
師
の
国
際
救
援
活
動

遊
ぶ
、
創
造
性
を
育
む
よ
う
な

お
も
ち
ゃ
を
上
手
に
取
り
入
れ

て
い
る
と
思
っ
た」と
話
し
た。

ま
た
同
日
は
、
タ
イ
の
サ
イ

ア
ム
大
学
看
護
学
部
の
学
生
ら

計
5

人
が
同
大
を
訪
問
し
た
。

学
生
ら
は
、
両
大
学
が
学
部
間

協
定
を
提
携
し
て
い
る
こ
と
か

ら
来
県。
お
日
か
ら
沼
田
ま
で

の
日
程
で
、
同
学
部
や
市
内
の

病
院
を
見
学
し
た。

初
日
は
、
二
戸
と
も
子
看
護

学
部
長
が
、
学
生
ら
に
日
本
の

看
護
教
育
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

3

年
生
の
ル
ン
ル
ア
ン
・

ジ
ッ
タ
ワ
ン
さ
ん(却
)は
「タ

イ
で
は
勉
強
す
れ
ば
看
護
師
と

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
が
、

日
本
は
試
験
に
受
か
る
必
要
が

あ
る
。

仕
組
み
が
違
っ
て
い
た」

と
話
し
、
関
心
を
寄
せ
て
い
た

。

今
回
の
視
察
に
つ
い
て
、
同

短
大
幼
児
保
育
学
斜
の
大
沢
陽

子
学
糾
長
は
「参
加
者
は
日
本

の
幼
稚
園
教
育
要
領
な
ど
に
つ

い
て
非
常
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
く
れ
た
し
、
私
た
ち
も
ア
ジ

ア
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
多
か
っ
た。
今
後
も
交

流
を
深
め
ら
れ
た
ら」
と
語
っ

た
。

東
奥
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
6

日
(
火
)
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今
や
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
と

も
さ
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
上
回
る
業
態
が
日

本
に
あ
る
。
医
師
の
処
方
を

も
と
に
医
薬
品
を
出
す
「
調

剤
薬
局
」
だ
。
コ
ン
ビ
ニ
よ

り
多
い6
万
店
弱
の
薬
局
は

地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
も

の
の
、
扱
う
医
薬
品
は
公
定

価
格
で
競
争
は
乏
し
い
。
厚

生
労
働
省は
在
宅
医
療
な
ど

の
新
し
い
施
策
に
対
応
で
き

る
薬
局
を
育
て
、
再
編
を
促

す
方
向
に
カ
ジ
を
切
る
。
医

療
費
の
抑
制
に
向
け
、
薬
の

イ
ン
フ
ラ
も
変
革
を
迫
ら
れ

て
い
る
。

病
院
で
医
師
の
診
察
を
受

け
、
受
付
で
処
方
筆
を
も
ら

う
。
ス
リ
ッ
パ
か
ら
靴
に
は

き
か
え
て
自
動
ド
ア
が
聞
く

と
、
小
さ
な
「
お
薬
屋
さ
ん
」

が
何
軒
か
自
に
飛
び
込
ん
で

く
る
。
誰
も
が
経
験
す
る
こ

ん
な
風
景
が
今、

批
判
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。

指
導
役
機
能
せ
ず

「
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割

を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
」
。8
日
に
厚
労
省

が
開
い
た
審
議
会
で
、
薬
剤

師
の
代
表
に
有
識
者
か
ら
の

厳
し
い
指
摘
が
続
い
た
。
こ

の
日
の
テ
1

マ
は
今
後
の
薬

局
や
薬
剤
師
の
役
劃
を
ど
う

再編の風圧薬局6万店
考
え
る
か
。
関
係
者
の
脳
裏

に
は
、
病
院
の
そ
ば
に
あ
る

「
門
前
薬
局
」
が
浮
か
ぶ
。

厚
労
省
は1
9
7
0

年
代

か
ら
、
も
う
げ
の
誘
惑
に
か

ら
れ
る
医
師
の
過
剰
な
投
薬

を
薬
剤
師
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ

る
「
医
薬
分
業
」
を
推
進
す

る
た
め
、
院
外
処
方
を
進
め

て
き
た
。

日
本
薬
剤
師
会
の
乾
英
夫

副
会
長
は
「
患
者
に
適
し
た

処
方
が
可
能
に
な
り
、
い
わ

ゆ
る
薬
漬
け
は
死
語
に
な
っ

た
」
と
語
る
。
国
は
調
剤
報

酬
を
手
厚
く
し
て
院
外
処
方

服
薬
指
導
の
今
後

を
進
め
、
で
き
あ
が
っ
た
の

が
門
前
薬
局
だ
。

圏
内
の
薬
局
は2
0
1
7

年
度
末
で
約5
方
9

千
店
あ

る
。
厚
労
省
の
サ
ン
プ
ル
調

査
で
は
常
勤
換
算
の
薬
剤
師

が
2

人
以
下
の
薬
局
が
半
数

弱
に
の
ぼ
る
。
口
年
度
の
薬

局
へ
の
技
術
糾
と
薬
剤
判
明
を

合
わ
せ
た
「
調
剤
医
療
費
」

は
、
処
方
筆1
枚
あ
た
り9

1
8
7

円
。
半
数
以
上
の
薬

局
は
特
定
の
病
院
の
処
方
筆

に
頼
り
、
少
数
の
薬
剤
師
が

調
剤
し
て
患
者
に
渡
す
だ
げ

の
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
つ

た
。

な
い
が
、
院
外
は
薬
剤
師
の

「
薬
局
大
国
」
の
足
元
は
技
術
に
対
す
る
報
酬
が
手
厚

危
う
い
。
薬
剤
師
に
求
め
ら
い
。
同
じ
薬
を
受
け
取
る
の

れ
る
役
割
は
、
患
者
の
ア
レ
に
病
院
か
ら
薬
局
へ
移
動
す

ル
ギl
や
過
去
の
副
作
用
を
る
と、
健
康
保
険
に高
い
請

把
握
し
た
う
え
で
の
服
薬
指
求
が
ま
わ
る
。
負
担
す
る
の

導
だ
。
だ
が
厚
労
省
が
調
べ
は
患
者
だ
。
臼
本
医
師
会
の

た
と
こ
ろ
、
電
話
な
ど
で
の
中
川
俊
男
副
会
長
に
よ
る
と

継
続
的
な
指
導
を
し
た
こ
と
「
院
内
で
す
べ
て
処
方
す
れ

の
あ
る
薬
局
は4
割
ほ
ど
。
ば
、
現
状
と
の
差
額
は
年
1

8

割
は
必
要
性
を
感
じ
て
い
兆
7

千
億
円
に
な
る
」
。
身

る
と
答
え
た
に
も
か
か
わ
ら
内
の
は
ず
の
医
師
か
ら
も
批

ず
、
半
数
以
上
は
で
き
て
い
判
が
出
る
。

な
い
。
厚
労
省
は
薬
局
に
あ
る
矛

薬
の
値
段
は
公
定
価
格
で
盾
の
解
消
に
動
く
。
過
去
の

院
内
で
も
院
外
で
も
変
わ
ら
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
門
前

手
厚
い
報
酬
関
わ
れ
る
機
能

17 
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(出所)庫労省、日本フランチヤイズチェーン協会

高度な薬局の要件を定めて移行を促す

-~..，長主主宰当三主主筆姐・・・

- 需要に応じた特殊な
薬剤の確保

-・・IJ軍軍害事司・・・

- 休日夜間の対応

薬
局
へ
の
調
剤
報
酬
を
下
げ

て
き
た
。
次
の
一
手
が
薬
局

の
機
能
を
高
め
、
事
実
上
の

再
編
を
促
す
施
策
だ
。

厚
労
省
は
社
会
保
障
費
の

抑
制
に
向
け
、
お
金
が
か
か

る
入
院
を
抑
え
て
自
宅
で
診

療
す
る
「
在
宅
医
療
」
へ
の

移
行
を
進
め
て
い
る。
在
宅

を
担
う
「
か
か
り
つ
け
医
」

に
あ
た
る
仕
組
み
と
し
て
、

「
地
域
密
着
型
」
の
薬
局
を

つ
く
る
。
休
日
や
夜
間
で
も

対
応
で
き
る
だ
げ
の
薬
剤
師

を
持
ち
、
患
者
を
訪
問
し
て

服
薬
を
指
導
す
る
。

質
の
良
さ
で
差

薬
局
に
差
も
付
け
る
。
特

殊
な
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
な

- プライバシーが確保
された個室

- 在宅訪問の実施

考
え
ら
れ
る
要
件

- 専門性の高い薬剤師

の配置
- 一定の研修を受講
した薬剤師の配置

(出所)厚労省

ど
に
つ
い
て
適
切
な
指
導
を

で
き
る
薬
局
を
「
高
度
薬
学

管
理
型
」
と
す
る
。
ゆ
年
の

通
常
国
会
に
医
薬
品
医
療
機

器
法
の
改
正
案
を
提
出
し
、

2

つ
の
薬
局
を
法
的
に
位
置

づ
け
る
。

そ
の
う
え
で
、
要
件
を
満

た
す
薬
局
は
加
年
度
に
も
調

剤
報
酬
を
増
や
す
方
向
で
議

論
す
る
。
厚
労
省
幹
部
は
「
し

っ
か
り
コ
ス
ト
を
か
け
た
質

の
良
い
薬
局
を
作
り
た
い
」

と
話
す
。

調
剤
医
療
費
は
口
年
度
に

7

兆
6
6
6
4

億
円
と
、5

年
前
の
ロ
年
度
に
比
べ
て
日

%
増
え
た
。
高
齢
化
に
伴
っ

て
薬
に
か
か
る
お
金
は
増
え

続
け
、
税
や
保
険
料
を
通
じ

て
国
民
の
負
担
に
な
っ
て
い

る
。コ

ン
ビ
ニ
は
顧
客
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
こ
と
で
市
場
を

作
り
出
し
て
き
た
。
街
角
の

薬
局
は
患
者
の
ニー
ズ
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
医

薬
分
業
が
も
た
ら
し
た
非
効

率
を
見
直
す
に
は
、
ニ
ー
ズ

を
満
た
さ
な
い
薬
局
に
は
市

場
か
ら
の
退
出
を
迫
る
と
い

っ
た
政
策
も
必
要
に
な
る
。

(
新
井
惇
太
郎
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
H
月
白
日
(
土)

28 
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背景に在宅医療への対応充実
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所
に
な
っ
た
も
の
の
「在
宅
業

務
の
時
闘
が
取
れ
な
い
」
な
ど

と
早
急
な
確
保
を
訴
え
る
声
が

あ
っ
た
。

県
医
療
・

保
険
課
の
金
涌
文

男
課
長
は
「
不
足
感
は
増
し
て

い
る
」
と
し
、
学
生
向
け
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
(
就
業
体
験
)

の
充
実
な
ど
で
確
保
を
進
め
る

と
し
た。

一
方
、
島
根
県
が
本
年
度
初

め
て
実
施
し
た
薬
剤
師
の
不
足

に
関
す
る
調
査
で
、
県
内
の
病

院
の
鈎
カ
所
中
お
カ
所
が
不
足

と
回
答。
特
に
県
西
部
や
隠
岐

で
目
立
っ
た。

29 
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取
締
役
に
在
宅
業
務
を
集
中
さ

せ
て
い
る。
特
に
が
ん
患
者
は

容
体
が
急
変
す
る
と
、1
日
に

何
回
も
足
を
運
び
、
新
た
な
薬

を
選
ん
だ
り
、
効
果
や
副
作
用

を
確
認
し
た
り
す
る。
今
月
に

入
り
、
1

人
に
対
し
て
週
日
回

訪
問
し
た
ケl
ス
が
あ
っ
た。

訪
問
を
始
め
た2
0
1
4

年

に
比
べ
「在
宅
医
療
を
受
け
た

い
人
は
増
え
て
い
る
」
と
大
谷

取
締
役
。

将
来
的
に
さ
ら
に
薬

剤
師
が
必
要
と
考
え
て
い
る。

鳥
取
県
医
療
・

保
険
課
が9

服
薬
指
導
の
今
後

山
陰
両
県
で
薬
剤
師
の
不
足
感
が
増
し
て
い
る
。

鳥
取
県
の
調
査
で
は
今
後

5

年
程
度
で
新
た
に
薬
剤
師
を
必
要
と
し
た
薬
局
が

2

年
前
と
比
べ
お
カ
所
増

の
回
カ
所
と
膨
ら
み
、
島
根
県
で
も
多
く
の
病
院
が
不
足
感
を
訴
え
る

。

住
み

慣
れ
た
地
域
で
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
を
国
が

推
進
す
る
中
、
服
薬
指
導
な
ど
の
在
宅
医
療
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
薬
局
が
増

え
て
い
る
の
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

(
原
田
准
吏
)

月
1

日
現
在
の
状
、
況
を
ま
と
め

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

と
、
2

年
前
の
前
回
並
み
の
対

象
薬
局
1
9
3

カ
所
中
、
部
カ

所
が
5

年
程
度
で
新
た
な
薬
剤

師
が
必
要
と
回
答
し
た。
こ
の

う
ち
、
白
必
の
位
カ
所
が
業
務

の
充
実
・

拡
大
の
た
め
に
確
保

が
必
要
と
答
え
、
在
宅
業
務
を

明
示
す
る
も
の
も
半
数
以
上
あ

っ
た
。

1

年
以
内
に
薬
剤
師
が
必
要

と
し
た
薬
局
は2
年
前
の
前
回

調
査
と
比
べ
日
カ
所
減
の
叩
カ

店
時
記
鳥
取
は
%
薬
局
に
増
加

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2

0
1
8

年
ロ
月
間
日

(
水
)

「
在
宅
はM
時
間
3
6
5

日

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」

ー
。

米
子
市
旗
ケ
崎5
丁
目
の

リ
ブ
調
剤
薬
局
で
、
大
谷
誠
司

取
締
役
(
叫
)
が
つ
ぶ
や
い
た

。

同
薬
局
が
現
在
、
在
宅
業
務

を
受
け
持
つ
患
者
は
日
人
。

が

ん
や
認
知
症
を
患
い
な
が
ら

も
、
自
宅
で
過
ご
す
人
た
ち
へ

の
服
薬
指
導
な
ど
を3
人
の
薬

剤
師
で
対
応
し
て
い
る。
日
月

は
計
臼
回
訪
問
し
た。

た
だ
、
薬
局
で
の
窓
口
対
応

と
兼
任
の
た
め
、
実
際
は
大
谷
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国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
を
使
っ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
」
が
福
岡
市
の
一
部
の
地
域
で

7

月
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
取
り
組
み
は
ほ
か
に
愛
知
県
な
ど

2

カ
所
で
、

九
州
・

山
口
で
は
唯
一
。
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、
次
世
代
の
医
療
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
国
も
対
面
の
服
薬
指
導
を
義
務
づ
け
て

い
る
医
薬
品
医
療
機
器
法
(
薬
機
法
)
に
例
外
を
設
け
る
形
で
の
法
改
正
を
検

討
し
て
い
る
。

【佐
野
格】

在
宅
患
者
に
オ

日
月
下
旬
、
福
岡
市
東
区
の
「
コ

コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
薬
局
奈
多
店
」

で
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

「
薬
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
す
」

と
薬
剤
師
の
宮
崎
美
世
さ
ん
(
担
)

が
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
向
け
て
薬
を

示
し
た
。
「
乙
の
漢
方
薬
は
飲
め

て
い
ま
す
か
」
と
の
問
い
掛
け
に

「
飲
め
て
い
ま
す
。
大
丈
夫
で
す
」
。

店
舗
か
ら
車
で
約
加
分
の
同
区
の

服
薬
指
導
の
今
後

だ
が
、
厚
労
省
に
よ
る
と
、
オ

ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
を
受
け
る
患

者
は
日
月
上
旬
の
時
点
で
、
全
国

で
も
6

人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

対
象
を
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
利
用

し
、
へ
き
地
や
離
島
に
居
住
す
る

患
者
に
限
定
し
て
い
る
た
め
だ
。

同
省
の
担
当
者
は
「
対
象
患
者
は

高
齢
者
が
多
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導

志
賀
島
に
住
む
、
重
藤
タ
エ
子
さ

ん
(
悦
)
と
長
女
の
小
園
則
子
さ
ん

(
U
W笑顔
で
応
じ
た
。

脊
髄
を
痛
め
、
東
区
の
病
院
に

通
っ
て
い
た
重
藤
さ
ん
は
9

月
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
診
療
と
併
せ

て
服
薬
指
導
も
受
け
始
め
た
。
同

居
す
る
小
園
さ
ん
が
同
店
で
薬
を

受
け
取
り
に
行
く
手
聞
が
は
ぶ

け
、
「
助
か
っ
て
い
る
。
ス
マ
ホ

だ
と
画
聞
か
小
さ
く
て
見
に
く
か

っ
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ら
画
面

も
大
き
く
て
い
い
」
と
小
国
さ
ん
。

一
方
、
薬
局
側
も
対
面
と
同
じ

よ
う
に
意
思
疎
通
が
図
れ
る
上
、

家
族
を
通
し
て
で
は
な
く
、
患
者

本
人
と
も
会
話
が
で
き
、
症
状
な

ど
が
よ
り
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
宮
崎
さ
ん
は
「
オ
ン
ラ

イ
ン
が
広
が
れ
ば
困
っ
て
い
る
多

く
の
患
者
さ
ん
を
助
け
る
は
ず

だ
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

末
な
ど
機
器
の
扱
い
に
慣
れ
て
い

な
い
と
と
も
大
き
い
」
と
課
題
を

指
摘
す
る
。

福
岡
市
が
と
う
い
っ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
医
療
に
積
極
的
な
の
は
、
「
団

塊
の
世
代
」
全
員
が
百
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
と
な
る
「
2
0
2
5

年
間
題
」
を
見
す
え
る
た
め
だ
。

市
の
担
当
者
は
「
在
宅
医
療
の
ニ

ー
ズ
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
と
と

が
予
想
さ
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

国家戦略特区の福岡市で

診
療
と
服
薬
指
導
を
受
け
、
郵
送

や
配
送
な
ど
で
薬
を
受
け
取
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
患
者
側
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
、
医
師
や
薬
剤

師
ち
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
」
と

意
義
を
強
調
す
る
。

厚
労
省
の
制
度
部
会
で
は
「
時

期
尚
早
だ
」
「
服
薬
指
導
は
対
面

が
原
則
で
バ
ー
チ
ャ
ル
な
調
剤
セ

ン
タ
ー
の
指
導
な
ど
は
不
適
切

だ
」
の
意
見
も
出
て
お
り
、
課
題

も
多
い
。
同
省
の
担
当
者
は
「
法

改
正
す
る
方
向
だ
が
、
対
象
地
域

は
へ
き
地
や
離
島
に
限
る
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
。
例
え
ば
職
場

で
も
服
薬
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
特
区
で
の
実
施

例
を
踏
ま
え
て
幅
広
く
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。

h一
時

日

(
福
岡
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
5
日
(
水
)

る
。
国
は
医
療
費
削
減
の
観

点
か
ら
も
高
額
な
費
用
の
か

か
る
入
院
期
間
を
短
く
し
、

家
で
療
聾
す
る
よ
う
に
促
し

て
い
る
。

だ
が
医
師
は
慢
性
的
に
不

子
育
て
中
の
母
親
が
医
師
の

診
療
を
受
け
や
す
く
な
る
と

い
っ
た
利
点
も
あ
る
。

初
年
度
に
は
同
意
を
得
た

患
者
の
健
診・
診
察
デ1
タ

を
医
療
関
係
者
が
共
有
で
き
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初
年
度
め
ど
在
宅
医
療
後
押
し

厚
生
労
働
省
は
患
者
が
自
宅
に
い
な
が
ら
処
方
薬
を
入
手
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る

方
針
を
園
め
た
。
テ
レ
ビ
電
話
で
の
診
察
は

4

月
に
解
魅
さ
れ
た
が
、
今
は
薬
を
受
け

取
る
に
は
薬
局
に
出
向
き
、
薬
剤
師
の
対
面
指
導
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
(
ス
マ
ホ
)
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
服
薬
指
導
(
き
ょ
う
の
こ
と
ぱ
)
を
全
国
で
認

め
る
。
将
来
は
診
察
か
ら
薬
の
受
け
取
り
ま
で
一
貫
し
て
在
宅
で
で
き
る
よ
う
に
し
、

な
る
べ
く
入
院
を
減
ら
し
て
膨
ら
む
医
療
費
を
削
減
す
る
一
助
と
す
る
狙
い
だ
。

ス
マ
ホ
で
服
薬
指
導

2
0
2
0

年
度
を
め
ど
に

す
る
。
今
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
で
は
患
者
は
紙
の
処
方
筆

を
医
療
機
関
に
送
っ
て
も
ら

い
、
薬
局
ま
で
出
向
き
対
面

で
薬
の
飲
み
方
を
教
わ
る
。

厚
労
省
は
ス
マ
ホ
な
ど
を

使
い
、
薬
剤
師
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
服
薬
指
導
す
る
こ
と
を

解
禁
す
る
方
向
だ
。
患
者
は

薬
局
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な

く
、
自
宅
に
処
方
薬
を
配
達

し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と

組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
自
宅
で

診
察
か
ら
薬
の
受
け
取
り
ま

で
完
結
で
き
る
よ
う
に
な

る
。高

血
圧
症
や
糖
尿
病
と
い

っ
た
慢
性
疾
患
を
抱
え
た
患

者
ら
が
こ
う
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
な
ど
に
切
り
替
わ
っ

て
い
白
ば
病
院
の
混
雑
は
緩

和
さ
れ
る
。
外
出
が
不
自
由

な
高
齢
者
も
在
宅
で
投
薬
ま

で
完
結
で
き
れ
ば
、
入
院
せ

ず
家
で
療
養
し
や
す
く
な

る
。診

察
か
ら
薬
ま
で
一
貫
し

た
在
宅
医
療
は7
月
か
ら
愛

知
県
、
福
岡
市
な
ど
国
家
戦

略
特
区
の
一
部
で
始
ま
っ
て

お
り
、
今
後
全
国
に
広
げ
る

。

2
0
1
9

年
の
通
常
国
会
に

医
薬
品
医
療
機
器
法
の
改
正

案
の
提
出
を
目
指
す
。

一
貫
し
た
在
宅
医
療
で

は
、
紙
で
は
な
く
電
子
デ
!

婆方処
信

子
送
電
後
②
 

タ
に
し
た
処
方
筆
が
必
要

だ
。
医
師
は
専
用
サ
ー
バ
ー

に
電
子
処
方
筆
を
登
録
。
患

者
が
病
院
か
ら
メl
ル
で
送

ら
れ
た
登
録
番
号
な
ど
を
薬

局
に
伝
え
る
と、
薬
剤
師
が

処
方
筆
の
内
容
を
確
認
し
、

調
剤
す
る
仕
組
み
だ
。

電
子
処
方
筆
の
発
行
そ
の

も
の
は
同
年3
月
に
認
め
ら

れ
た
が
、
今
ま
で
発
行
さ
れ

た
例
が
な
い
。
こ
の
た
め
厚 労

省
は
電
子
処
方
筆
の
ル
ー

ル
を
定
め
た
指
針
を
見
直
し

て
普
及
を
後
押
し
す
る
。

今
の
ルl
ル
は
電
子
処
方

筆
を
出
す
病
院
や
診
療
所
に

「
電
子
処
方
せ
ん
引
換
証
」

と
い
う
紙
を
同
時
に
発
行
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
患
者

が
電
子
化
に
対
応
し
て
い
な

い
薬
局
を
訪
れ
た
場
合
の
備

え
だ
が
、
病
院
や
薬
局
は
業

務
効
率
化
が
見
込
め
な
い
。

か
か
り
つ
け
の
薬
局
が
決
ま

っ
て
い
る
な
ど
一
定
の
条
件

を
満
た
す
患
者
に
つ
い
て
は

紙
の
引
換
証
を
出
さ
な
く
て

も
よ
い
仕
組
み
に
す
る
方
向

で
検
討
す
る
。

来
年3
月
ま
で
実
証
事
業

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
四
年
度
に
運
用
方
法

を
再
検
討
し
、
加
年
度
以
降

に
普
及
さ
せ
る
方
針
だ
。

診療から薬の受け取りまで在宅で完結
(イメージ)

服
薬
指
導
の
今
後

足
し
て
い
る
う
え
診
療
所
の

医
師
の
平
均
年
齢
は
同
年
末

時
点
で
約
印
歳
と
高
齢
化
が

進
む
。
医
師
や
薬
剤
師
が
患

者
の
自
宅
ま
で
移
動
す
る
手

聞
を
省
き
、
効
率
的
な
医
療

を
提
供
す
る
態
勢
の
整
備
が

不
可
欠
だ
。

ス
マ
ホ
診
療
が
広
が
れ
ば

高
齢
者
や
在
宅
患
者
だ
け
で

な
く
平
日
に
病
院
に
行
き
に

く
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ1
ソ
ン
や

電
子
処
方
筆
な
ど
の
一
連

の
対
処
は
今
後
増
え
る
在
宅

医
療
へ
の
備
え
に
も
な
る
。

厚
労
省
の
推
計
に
よ
る

と
、
在
宅
で
医
療
を
受
け
る

患
者
は
お
年
度
に
は
現
在
よ

り
約
加
万
人
多
い10
0

万

人
超
に
増
え
る
と
み
ら
れ

指導 継お

りに把握する利点 | 

同残薬解消 I 
患者の主体性の向上 阪商 弘、

次町内向匿コ | 

継続的な介入に課題

マ
薬
剤
師
は
患
者
に
処
方
薬
を
渡
す

際
に
、
薬
の
適
切
な
使
用
法
や
副
作
用

な
ど
の
情
報
を
対
面
で
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
薬
剤
師
法
な
ど
で
義
務
と

し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
薬
を
渡
す
時

だ
け
で
な
く
、
か
か
り
つ
け
の
薬
剤
師

と
し
て
服
用
期
間
中
の
患
者
に
継
続
的

に
か
か
わ
り
、
処
方
内
容
の
改
善
な
ど

j 

服薬

患者情報を継続自

, 
。

き
ょ
=
ワ
の る

仕
組
み
が
本
格
的
に
稼
働

す
る
。
た
だ
、
日
本
薬
剤
師

会
は
対
面
の
服
薬
指
導
が

「
安
全
な
薬
物
療
法
を
確
保

す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
」

と
し
て
い
る。
オ
ン
ラ
イ
ン

指
導
に
は
一
定
の
制
限
が
課

せ
ら
れ
る
方
向
だ
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
呂
田
(
火
)

に
も
つ
な
げ
て
い
る
。
残
薬
の
解
消
は

医
療
費
の
伸
び
の
抑
制
に
も
な
る
。

マ
・
・・
し
か
し
継
続
的
な
服
薬
指
導
が
十

分
に
で
き
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

調
剤
薬
局
を
対
象
に
し
た
厚
生
労
働
省

の
調
査
に
よ
る
と
、
薬
を
渡
し
た
あ
と

の
服
薬
指
導
に
つ
い
て8
割
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
る
も
の
の
、
実
施
し
て
い

る
の
は
4

割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る。患

者
宅
へ
の
訪
問
な
ど
を
す
る
薬
局
も
半

数
余
り
。
主
な
理
由
は
小
規
模
な
薬
局

が
多
い
こ
と
に
よ
る
人
手
不
足
だ
。

マ
:
服
薬
指
導
は
対
面
が
原
則
で
遠
隔

は
あ
く
ま
で
例
外
と
な
る
見
通
し

。

だ

が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
薬
剤
師
の
業

務
が
効
率
化
さ
れ
、
継
続
的
な
服
薬
指

導
を
し
や
す
く
な
る
。
処
方
薬
の
履
歴

な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
(
ス
マ
ホ
)

で
確
認
で
き
る
「
電
子
版
お
薬
手
帳
」

の
普
及
に
も
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

(;主)薬局による復数回

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
缶
日
(
火
)
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服
薬
指
導
の
今
後

県
薬
剤
師
会

利
用
呼
び
掛
け

理
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
と
い

-
っ。ス

マ
ホ
向
け
ア
プ
り
の
お
薬
手

帳
は
、
利
用
者
が
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
薬
局
を「お
気
に
入

り

」
に
登
録
し
て
い
れ
ば
調
剤
情

報
が
自
動
で
追
加
さ
れ
る
仕
組

し
、
よ
り
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
み

。

家
族
の
調
剤
情
報
の
管
理
、

を
受
け
る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
病
院
の
処
方
筆
デ
l

タ
を
事
前
に

も
の
。

紙
の
お
薬
手
帳
だ
と
、
手
薬
局
に
知
ら
せ
る
「調
剤
予
約」

帳
を
紛
失
し
た
り
持
っ
て
く
る
と
い
っ
た
機
能
が
あ
る

。

ス
マ
ホ

の
を
忘
れ
た
り
し
て
徹
底
し
た
管
を
持
っ
て
い
な
く
も
履
歴
が
追
加

県
薬
剤
師
会
は
、
薬
の
履
歴
を
記
す「お
薬
手
帳
」
を
電
子
他
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
げ

ア
プ
リ
「き
の
く
に
電
子
お
薬
手
帳C
A
R
A
D
A
(カ
ラ
ダ
)」
の
普
及
を
進
め
て
い
る
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
役
立
つ
と
い
う

。

ア
プ
リ
に
は
薬
の
自
動
登
録
や
家
族
の
情
報
を
一
括
管
理
す
る
機
能
が
あ
り
、
よ
り
質
の
高
い

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
コ
ン

テ
ン
ツ
配
信
事
業
会
社「エ
ム
テ

ィ
l

ア
イ
」
(
東
京
都
新
宿
区
)

に
開
発
を
委
託。

県
内
の
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
「
青洲
リ
ン
ク
」
の

サ
ー
バ
ー
手
}
利
用
し
、
2
0
1
6

年
日
月
に
運
用
を
開
始
し
た
。

お
薬
手
帳
は
、
薬
剤
師
が
患
者

の
服
薬
履
歴
や
他
の
薬
局
で
受
け

取
っ
た
薬
の
有
無
な
ど
を
把
握

。ぜ"組"・・"
一一

軸
-u
uu

:
!
 

伽
，

H
H
M

で
き
、
大
規
模
災
害
時
に
は
情
報

が
蓄
積
さ
れ
た「青
洲
リ
ン
ク」

の
サ
ー
バ
ー
か
ら
服
薬
の
状
況
を

調
べ
て
ス
ム
ー
ズ
な
調
剤
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る。

田
辺
薬
剤
師
会
管
内
(
田
辺
市
、

上
富
田
町
、
白
浜
町
、
す
さ
み
町
)

に
あ
る
保
険
薬
局
日
店
舗
の
う

ち
、
現
在
幻
店
舗
が
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
済
み。
田
辺
薬
剤
師
会

の
尾
原
崇
会
長(
羽
)は
「シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
薬
局
は
増

え
て
き
て
い
る。
多
く
の
人
に
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
呼
び
掛

医
療
機
関
で
長
時
間
待
た
さ
れ
た
挙
げ
句
、
薬
局

で
も
待
た
さ
れ
る
|
|
そ
ん
な
イ
ラ
イ
ラ
を
解
消
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
専
用
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
プ
経
由

で
、
薬
局
に
処
方
筆
を
事
前
送
信
し
て
お
け
ば
、
薬 フ

リ
l

ビ
ッ
ト
E
P
A
R

K

ヘ
ル
ス
ケ
ア
(
東京
・

渋

谷
)
が
提
供
す
る
の
は
「
E

P
A
R
K

く
す
り
の
窓
口
」
。

利
用
す
る
薬
局
は
全
国
約
1

+ 

。"
畠

⑤輔

~ 
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ

「
き
の
く
に
電
子
お
薬
手
帳
」

け
て
い
る。

ア
プ
リ
を
利
用
す
る
に
は
、
薬

局
が
管
理
し
て
い
る「患
者
番
号」

の
入
力
や
青
洲
リ
ン
ク
へ
の
参
加

同
意
が
必
要
に
な
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
県
薬
剤
師
会

(0
7
3

・
4
2
2

・

4
7
4
8
)

ヘ。

2 
0 

星|伊
12 
月
5 
日

水

紀

民

報

を
も
っ
親
が
薬
局
で
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
水
ぼ
う
そ
う

感
染
を
心
配
す
る
声
は
多

い
。
薬
局
で
の
滞
在
時
間
を

減
ら
す
こ
と
で
感
染
リ
ス
ク
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県
と
県
薬
剤
師
会
は
「
薬
と

健
康
の
週
間
」
(
口in
日
)

に
合
わ
せ
、
県
内
の
薬
局
を
健

康
相
談
で
気
軽
に
訪
れ
て
も
ら

う
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始

め
た
。

県
の
調
査
で
は
、
薬
局

を
処
方
薬
の
受
け
取
り
以
外
で

利
用
し
な
い
と
い
う
人
が
増
え

て
い
る
た
め
、
健
康
相
談
を
積

極
的
に
受
け
付
け
る
こ
と
を

宣
言
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
店
舗

に
掲
示
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。県

に
よ
る
と
、
日
日
現
在
、

県
内
の
薬
局
約
1
8
0
0

カ

所
の
う
ち
、9
3
9

カ
所
が
宣

言
の
ポ
ス
ター
を
掲示
し
て
い

る
。

健
康
相
談
に
関
す
る
官
奮

の
内
容
は
、
薬
局
ご
と
決
め
る

こ
と
が
で
き
る。

「
在
宅
医
療

や
介
護
に
関
す
る
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
」
「
管
理
栄
養
士
に

よ
る
食
事
面
の
サ
ポ
ー
ト
も

で
き
ま
す
」
「
相
談
タ
イ
ム
を

設
け
て
い
ま
す
」
な
ど
で
、
各

薬
局
の
宣
言
内
容
を
県
ホ
ー

ム
ペ
l

ジ
か
ら
も
確
認
で
き

る
。

県薬剤師会がミ宣言ミ

局
に
行
く
の
は
薬
を
受
け
取
る
時
で
よ
く
な
る
。
従

来
待
た
さ
れ
て
い
た
時
聞
を
買
い
物
な
ど
他
の
用
事

に
使
え
、
効
率
的
に
薬
を
受
げ
取
れ
る
。

県
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ

タ
ー

(5
7
2

人
)
を
対
象
に

し
た
7

月
の
調
査
で
は
、
薬
局

を
利
用
す
る
理
由
は
「
処
方
筆

を
も
ら
っ
た
と
き
」
が
悦
%
で

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

健
康
相

談
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
日

%
だ
け
で、
担
談
し
た
こ
と
の

な
い
倒
%
の
う
ち
、
白
%
は
相

談
で
き
る
こ
と
自
体
を
知
ら
な

か
っ
た。

県
薬
剤
師
会
理
事
の
河
西
き

よ
み
さ
ん
は
「
最
近
は
病
院
併

設
の
薬
局
で
薬
を
受
け
取
る
こ

と
が
多
く
、
自
宅
近
く
の
『
ま

ち
の
薬
局
』
を
訪
れ
る
機
会
が

減
っ
た
」
と
指
摘
。
今
回
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
「
気
軽
に
健
康

面
の
困
り
事
を
相
談
で
き
る

『
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
』
を
見

つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

と
期
待
し
て
い
る
。

(政
治
部
・

山
下
奈
樟
美)

使
い
方
は
比
較
的
簡
単

だ
。
病
院
で
も
ら
っ
た
処
方

筆
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
(
ス

マ
ホ
)
な
ど
で
撮
影
し
て
薬

局
に
送
って
お
く
と
、
受
け

取
り
可
能
に
な
っ
た
ら
〆
|

ル
な
ど
で
通
知
が
届
く
仕
組

み
だ
。
基
本
的
に
は
処
方
筆

の
期
限
内
で
あ
れ
ば
都
合
の

い
い
時
間
に
取
り
に
行
け

る
。
薬
局
内
で
の
待
ち
時
間

を
短
く
で
き
る
。

調
剤
薬
局
以
外
も
参
入
し

て
お
り
、
無
料
で
利
用
で
き

る
と
こ
ろ
が
多
そ
う
だ
。

e 

，a涜窃訟を勘~荻~湾涜R

- 時出ーと雨明掘りl

明白鶴広rJ

静
岡
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
m
月
市
日
(
火
)

PARK 利
用
者
数
は
月
平
均
で
前
年
同

月
に
比
べ
2
劉
伸
び
て
い
る

服
薬
指
導
の
今
後

薬受け取りスムーズに
処方筆、スマホで撮影し事前に送信

万
店
か
ら
選
べ
る
と
い
う
。

会
員
に
な
ら
な
く
て
も
使
え

る
が
、
会
員
は
過
去
の
履
歴

か
ら
送
信
す
る
薬
局
を
簡
単

に
選
べ
る
分
、
便
利
だ
。

利
用
数
(
処
方
筆
の
送
信

数
)
は
「
月
平
均
で
前
年
同

月
に
比
べ
2

割
伸
び
て
い

る
」
(
メ
デ
ィ
ア
戦
略
企
画

部
の
宇
佐
見
仁
テ
ク
ニ
カ
ル

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
。

サ
ー
ビ
ス
開
始当
初
は
高

血
圧
や
糖
尿
病
で
通
院
し
て

い
る
人
が
利
用
す
る
ケ
l

ス

が
多
か
っ
た
が
、
最
近
で
は

子
供
連
れ
の
利
用
も
増
え
て

い
る
。
「
朝
、
病
院
に
行
っ

て
、
夕
方
の
仕
事
帰
り
に
薬

を
受
け
取
れ
る
」
(
山
口
遊

生
パ
ー
ト
ナ
ー
戦
略室
長
)

た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ1
ソ
ン

に
も
お
勧
め
だ
。

待
ち
時
間
短
縮
以
外
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
「
処
方
筆

送
信
ア
プ
リ
は
感
染
予
防
に

つ
な
が
る
」
と
、
調
剤
薬
局

大
手
、
ク
オ1
ル
の
薬
局
支

援
本
部
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
l

シ
ョ
ン
推
進
部
清
水
潤
上
席

部
長
は
強
調
す
る
。
幼
い
子

-・・・・・~AJ7j・E・-
送信する薬局を
約1万店から選べる

クオールカードとひ
もづき、カードを持ち
歩く必要がない

公式アプリ内の多篠マツモトキヨーホールデインみ 2機能も一緒に使え

処方護送信サービスは
それぞれ利点がある

-.lfill荷量卓也・・

フリーピット
EPARKヘルス
ケア

クオールホーlレ
ディングス

も
低
く
な
る。

同
社
は
ア
プ
リ
を
日
年
か

ら
提
供
し
て
い
る
が
、
今
年

9

月
に
リ
ニ
ュl
ア
ル
し
、

電
子
お
薬
手
帳と
一
本化
し

た
。
ま
た
過
去
に
ど
の
薬
で

副
作
用
が
あ
っ
た
か
な
ど
の

情
報
を
全
国
の
ク
オ
ー
ル
薬

局
で
照
会
で
き
る「
クオ
ー

ル
カ
l

ド
」
と
ア
プ
リ
を
連

携
さ
せ
る
こ
と
で
、
カ
ー
ド

を
持
ち
歩
か
ず
に
済
む
よ
う

に
し
た。

マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
公
式
ア
プ

リ
に
処
方
筆
を
事
前
送
信
で

き
る
機
能
が
あ
る
。
待
ち
時

間
短
縮
へ
受
付
設
備
を
刷
新

し
た
り
薬
の
配
置
を
見
直
し

た
り
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に

患
者
が
時
聞
を
有
効に使
え

る
よ
う
に
と
始
め
た
。

受
取
時
聞
は
別
分
以
内
か

閉
店
の
却
分
前
ま
で
加
分
刻

み
で
選
べ
る
。
グ
ル
ー
プ
を

合
め
約2
5
0

店
舗
に
送
信

で
き
る。
「
処
方
算
送
信
だ

け
で
な
く
、
オン
ラ
イ
ン
ス

ト
ア
な
ど
も
利
用
で
き
る
点

が
魅
力
」
(
マ
ツ
キ
ヨ
H
D
)

と
い
う
。

一
事
前
送
信
サ
ー
ビ
ス
は
便

利
だ
が
、
写
真
を
送
っ
た
と

は
い
え
処
方
筆
の
原
本
は
必

要
だ
。
持
っ
て
行
か
な
い
と

薬
を
受
け
取
れ
な
い
の
で
、

忘
れ
な
い
よ
う
注
意
し
よ

う
。
(
岡
村
麻
由
)

日
本
経
済
新
聞
・夕
刊

2
0
1
8

年
ゆ
月
お
日
(
月
)
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那珂市、薬剤師会と共同

民ヨl
| 服

薬
指
導
の
今
後

違
え
や
品
質
劣
化
と
い
っ
た
り
ス

ク
も
潜
む。
市
内
で
も
約
却
万
円

分
の
薬
を
た
め
て
い
る
ケ
l

ス
が

あ
っ
た
と
い
う。

市
と
同
会
は
、
日
常
的
に
高
齢

者
に
接
す
る
介
護
事
業
所
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に「お
く
す

り
整
理
バ
ッ
グ」
の
配
布
と
案
内

を
依
頼
し
た。
市
民
が
、
事
業
に

協
力
す
る
市
内
辺
調
剤
薬
局
に
持

参
し
、
薬
剤
師
が
量
や
使
用
期
限

を
確
認
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
仕

組
み
だ。
残
薬
が
目
立
つ
場
合
は

医
師
に
も
相
談
す
る
。

残
薬
が
出

た
理
由
や
削
減
で
き
る
医
療
費
を県内初
医療費抑制

整理バッグで薬局に持参

れ
ば
、
根
拠
を
持
っ
て
服

薬
指
導
で
き
る
」
と
話
す

。

検
査
値
の
表
示
は
、
日

年
に
始
め
た
京
都
大
医
学

部
付
属
病
院
が
火
付
け
役

と
さ
れ
る。
日
年
に
導
入

し
た
広
島
記
念
病
院
に
よ

る
と
、
当
初
は
「
な
ぜ
体

重
な
ど
の
個
人
情
報
を
薬

局
に
見
せ
る
の
か
」
と
嫌

が
る
外
来
患
者
も
い
た
。

EAH| 
~ 
長当|
匝司|
町市|
官ヨ|

闘|
閤|
Eヨ|

医
薬
品
を
使
わ
ず
に
た
め
込
ん
で
し
ま
う
「残
薬
」
の
実
態
を

把
握
し
、
処
方
量
を
適
正
化
さ
せ
よ
う
と
、
那
珂
市
と
常
陸
大
宮

薬
剤
師
会
(鈴
木
康
生
会
長)
が
、
県
内
初
と
な
る
共
同
検
証
に

乗
り
出
す。
医
療
費
を
抑
え
、
薬
の
誤
っ
た
服
用
な
ど
を
減
ら
す

の
が
狙
い。
特
製
の
バ
ッ
グ
で
残
薬
を
薬
局
に
持
参
し
、
薬
剤
師

が
原
因
を
調
査
、
必
要
に
応
じ
て
医
師
に
も
連
絡
す
る
仕
組
み
だ

。

検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
医
療
・

介
護
職
と
の
連
携
も
視
野
に
、
地

域
ぐ
る
み
で
残
薬
対
応
に
取
り
組
む

。

医
療
費
は
通
常
、7
1
9

割
が

公
的
保
険
で
賄
わ
れ
る
た
め
、
患

者
側
の
自
己
負
担
は
最
大
で
も
3

割
に
収
ま
る。
た
だ
、
薬
を
飲
み

忘
れ
た
り
途
中
で
や
め
た
り
し
て

生
じ
る
残
薬
は
、
い
わ
ば「埋
蔵

金
」
(鈴
木
会
長)
で
医
療
費
の

無
駄
遣
い
に
な
る
。

薬
の
飲
み
間

薬
の
処
方
筆
に
、
患
者
の
血
液
検
査
の
数
値
や
体
重
な
ど
を
表
示
す
る
取
り
組
み
が
、
県
内
の
病
院
で

広
が
っ
て
い
る
。

処
方
筆
を
受
け
取
っ
た
薬
局
か
患
者
の
状
態
に
照
ら
し
、
薬
が
適
正
量
で
副
作
用
の
な

い
用
法
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
患
者
に
助
言
し
や
す
く
な
る
利
点
が
あ
る

。
(

馬
場
洋
さ

調
査
し
、
市
と
情
報
を
共
有
す
る

。

残
薬
の
整
理
は
薬
剤
師
の
業
務
の

一
つ
だ
が
、
市
町
村
と
薬
剤
師
会

が
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
検
証
す
る
の

は
珍
し
い
と
い
う。

市
の
国
民
健
康
保
険・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
1

人
当
た

り
の
年
間
総
医
療
費
は
、
そ
れ
ぞ

れ
M
万
2
7
5

円
と
部
万7
4
1

0

円
(2
0
1
7

年
度
)。
日
年
度

と
比
べ
る
と
、
と
も
に5、

6

万

円
ほ
ど
増
え
て
い
る
。

う
ち
2

割

程
度
は
医
薬
品
の
費
用
だ
。

今
後

は
、
団
塊
の
世
代(1
9
4
7

年

i

羽
年
生
ま
れ)
が
2
0
2
2

年

か
ら
順
次
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
行
し
医
療
費
の
増
大
が
見

込
ま
れ
る。

こ
の
た
め
、
市
担
当
者

は
「ム
ダ
を
省
か
な
い
と
財
政
は

厳
し
く
な
る
一
方」と
指
摘
す
る。

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
残
薬
で
生
じ
る
潜
在
的
な
損

同
病
院
の
古
元
俊
徳
薬

局
長
は
「
市
中
の
薬
局
が

患
者
の
腎
機
能
や
体
重
の

低
下
に
気
付
い
て
く
れ

、

病
院
と
相
談
の
上
で
薬
の

処
方
量
を
減
ら
し
た
例
も

あ
る
」
と
説
明。
検
査
値

を
手
掛
か
り
に
会
話
が
生

ま
れ
「
患
者
が
『
処
方
通

り
に
薬
を
飲
め
て
な
い
』

と
い
っ
た
悩
み
を
薬
剤
師 に

打
ち
明
け
る
ケl
ス
も

出
て
く
る
」
と
期
待
す
る

。

一
方
、
「
収
益
に
結
び

つ
か
な
い
」
「
電
子
力
ル

テ
改
修
に
費
用
が
か
か

る
」
な
ど
を
理
由
に
、
検

査
値
表
示
は
「
未
定
と

す
る
病
隈
も
あ
る
。

塁
題
担
楽
剤
師
会
棄

を
務
め
る
広
島
大
病
院

(南
区
)
の
松
庵
袷
彰
教

失
は
約5
0
0

億
円
に
も
達
す
る

と
い
う
。

薬
剤
師
の
管
理・
指
導

な
ど
で
約4
0
0

億
円
は
改
善
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

市
と
開
会
は
、
来
年
3

月
末
ま

で
を
検
証
期
間
と
し
て
定
め
、
情

報
を
蓄
積
さ
せ
る
。

結
果
も
精
査

し
て
い
く
予
定。
医
師
な
ど
他
職

種
と
の
連
携
強
他
も
念
頭
に

、

取

り
組
み
を
強
め
て
い
く
。

鈴
木
会

長
は
「疾
病
を
複
数
抱
え
て
い
る

人
ほ
ど
薬
を
多
く
処
方
さ
れ
る
た

め
、
残
薬
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る

。

健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
市
と
一

緒
に
頑
張
り
た
い」と
強
調
し
た。

(鈴
木
剛
史)

茨
城
新
聞
・

朝
刊

2

0
1
8

年
間
月
6

日
(
土
)

授
は
「
医
師
は
他
院
の
処

方
分
や
専
門
外
の
薬
の
特

性
ま
で
把
握
で
き
な
い
た

め
、

薬
局
で
の
チ
ェ
ッ
ク

は
有
用
だ
」
と
強
調
。

「
か

か
り
つ
け
薬
剤
師
が
検
査

値
を
縫
留
に
見
る
こ
と

で
副
作
用
の
早
期
発
見
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
多
く

の
病
院
で
表
示
す
べ
き

だ
」
と
し
て
い
る
。
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県
内
の
病
院
導
入
広
が
る

県
病
院
薬
剤
師
会
の
調

べ
で
は
、2
0
1
5

年
以

降
に
中
国
中
央
(
福
山
市
)

中
国
労
災
(
呉
市
)
マ
ツ
ダ

(
府
中
町
)
広
島
記
念
(
広

島
市
中
区
)
福
山
医
療
セ

ン
タ
ー
(
福
山
市
)
県
立
広

島
(南
区
)
呉
共
済
(
呉
市
)

広
島
市
民(中
区
)
の
計
8

あなた用サブリ
薬局が支えます

病
院
が
導
入
し
た
。

こ
と
し
6

月
に
始
め
た

広
島
市
民
病
院
は
、
腎
臓

や
肝
臓
の
数
値
、
身
長
や

体
重
な
ど
約
加
項
目
を
処

方
筆
に
印
字
す
る
。

開
浩

一
薬
剤
主
任
部
長
は
「
薬

局
か
ら
疑
問
点
の
問
い
合

わ
せ
が
増
え
、
安
全
な
医 療

に
つ
な
が
る
」
と
狙
い

を
話
す。
薬
局
側
か
ら
も
、

責
任
が
重
く
な
る
戸
惑
い

に
交
じ
り
、
歓
迎
の
声
が

上
が
る。
広
島
市
内
の
あ

る
チ
ェ
ー
ン
は
「
こ
れ
ま

で
薬
局
は
、
患
者
の
健
康

状
態
を
知
ら
ず
に
薬
を
処

方
し
て
い
た。
数
値
が
あ

:七三九三二二了二五亨. ~.~~伊日 きが主叫J明
貸出 1 -，c:~.、 事器開置も晶f1:;:.場合 特急駕 ~q 目~...... ::;. ζ ヤ

ぷ事T定方せんl E:FA1("t'ii!.'> t::.齢で ~.9J1..!!三白剤令
f処方せん2 鼠車が晶損で可t.

九時品業化揖輔・可量喝

'zt2t2訟できたたL字詰浪芸事令官山川、、制
てくだ畠い.旗冨昌弘極極熱布ど しないこと b可能です ・

【銭高貧富良燭さんへの違絡事項1
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閉亡4

血
液
検
査
の
数
値
や
身
長
、
体
重
な
ど
を
表
示
し
た
処
方
筆

津
市
の
調
剤
薬
局
「
健
や
か
薬
局
上
津
部
田
店
」
は
、
来
店
者
の
健
康
状
態
に
合
っ
た
サ
プ
リ

メ
ン
ト
(
栄
養
補
助
食
品
)
を
紹
介
す
る
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た

。

薬
価
の
引
き
下
げ
や
店

舗
数
の
増
加
で
業
界
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、
健
康
管
理
も
支
援
す
る
こ
と
で
他
店
と
の
差
別
化

を
図
る
戦
略
だ。

(
吉
川
朔
大
)

同
店
で
は
管
理
栄
養
士
も
働
い
て
お

り
、
薬
剤
師
と
連
携
し
て
利
用
客
の
健

康
相
談
に
応
じ
て
い
る。
サ
プ
リ
メ
ン

ト
は
三
十
五
種
類
あ
り
、
イ
チ
ョ
ウ
や

シ
ソ
、
マ
グ
ロ
な
ど
の
食
品
か
ら
抽
出

し
た
栄
養
素
を
摂
取
で
き
る
。

利
用
客

が
食
生
活
や
睡
眠
、
運
動
の
現
状
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
と
、
最
適

な
組
み
合
わ
せ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

算
出
。

栄
養
士
や
薬
剤
師
と
相
談
し
な

が
ら
最
終
的
に
購
入
す
る
商
品
を
決
め

ら
れ
る。

五
月
に
開
店
し
た
ば
か
り
で
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
紹
介
サ
ー
ビ
ス
は
八
月
か
ら

始
め
た。
現
在
は
体
形
が
気
に
な
る
人

な
ど
、
病
気
で
な
い
人
が
申
し
込
む
場

合
が
多
い
と
い
う。
栄
養
士
も
常
駐
す

る
の
で
、
食
生
活
に
関
す
る
助
言
も
受

け
ら
れ
る
の
が
特
色
だ。
同
店
で
管
理

薬
剤
師
と
し
て
働
く
菊
地
紋
嘉
さ
ん

(
二
八
)
は
「
住
民
の
ニ

l

ズ
は
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
応
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た。

最
適
な
サ
プ
リ
の
組
み
合
わ
せ
な
ど

を
算
出
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
デ
ザ
イ
ン

サ
プ
リ
(
東
京
)
が
開
発
し
た
。

店
舗

で
は
二
月
か
ら
使
い
始
め
、
関
東
か
ら

関
西
ま
で
の
薬
局
が
導
入
し
て
い
る
。

県
内
で
は
同
店
が
初
め
て
だ
と
い
う
。

調
剤
薬
局
が
本
業
の
処
方
筆
へ
の
対

応
以
外
に
力
を
入
れ
る
背
景
に
は
、
業

界
に
吹
く
逆
風
が
あ
る。
高
齢
者
の
増

加
に
伴
う
医
療
費
の
膨
張
を
抑
制
す
る

た
め
、
厚
生
労
働
省
は
薬
価
の
引
き
下

げ
を
進
め
て
い
る。

全
国
の
薬
局
数
も

コ
ン
ビ
ニ
を
上
回
る
五
万
八
千
店
に
上

津薬剤師、栄養士が助言
り
、
販
売
競
争
も
激
し
い。
病
院
の
近

く
で
営
業
す
る
「
門
前
薬
局
」
の
収
益

だ
け
で
は
、
経
営
が
厳
し
く
な
る
見
通

し
と
い
う
実
態
も
あ
る
。

健
や
か
薬
局
な
ど
県
内
で
約
二
十
店

舗
を
展
開
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ン
ク

(松
阪
市
)
の
楢
井
慎
取
締
役
(
四

=
むは

「
決
め
ら
れ
た
薬
を
渡
す
だ
け
で
な

く
、
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
届

け
る
役
割
を
担
い
た
い
」
と
話
す

。

管
理

栄
養
士
を
配
置
す
る
別
の
店
舗
で
の
紹

介
サ
ー
ビ
ス
開
始
も
検
討
し
て
お
り
、

「
常
日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
つ
い
て
相
談

し
て
も
ら
い
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む

。

中

日
(
三
重
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
間
日
(
水
)

201仲月 1 日(木~
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「
身
体
拘
束
」
ゼ
ロ
に
取
り
組
む
山

梨
県
内
の
介
護
施
設
幹
部
が
、
公
立

病
院
に
入
院
中
の
祖
母
を
見
舞
っ
た

際
、
ミ
ト
ン
型
手
袋
を
着
け
ら
れ
混

乱
す
る
姿
に
戸
惑
っ
た
と
い
う
。

介

護
で
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

医
療
で
は
「
治
療
上
必
要
」
と
の
意
識

か
ら
常
態
化
し
て
い
な
い
か
。

高
齢

化
で
認
知
症
患
者
が

司
川凶
・・
圃
増
加
傾
向
に
あ
る

E
司
圏
中
、
拘
束
に
頼
ら
な

・
・
聞
配
幽
い
医
療
実
現
へ
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。

ベ
ッ
ド
や
車
い
す
へ
の
固
定
、
つ

な
ぎ
服
着
用
と
い
っ
た
拘
束
は
長

年
、
安
全
荏
と
効
率
性
を
理
由
に
行

わ
れ
て
き
た。
し
か
し
福
祉
現
場
で

は
苦
痛
を
与
え
尊
厳
を
傷
つ
け
る
虐

待
に
当
た
る
と
し
て
、
圏
か
2
0
0

0

年
の
介
護
保
険
導
入
を
機
に
介
護

施
設
で
禁
止
に
。
一
方
、
医
療
現
場

で
は
精
神
科
病
院
は
認
め
る
条
件
を

法
律
で
限
定
し
て
い
る
が
、
一
般
病

8 

介
護
施
設

病院の身体拘束

院
は
医
師
ら
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
の
が
実
情
だ
。

面
病
院
に
関
し
最
近
、
気
に
な

る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た

。

国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
と
東
京
都
医
学

総
合
研
究
所
の
研
究
チ
1

ム
の
全
国

調
査
(1
0
0

床
以
上
の9
3
7

病

院
)
で
、
病
気
や
け
が
で
入
院
し
た

認
知
症
串
着
の
必
%
が
拘
束
を
受
け

て
い
た。

チ
ー
ム
が
「
明
ら
か
に
過 の

手
袋
着
用」
お
%
が
続
い
た。

確
か
に
認
知
症
に
限
ら
ず
手
術
後

の
患
者
は
、
せ
ん
妄(意
識
障
害)

で
思
わ
ぬ
危
険
行
為
に
及
ぶ
心
配
が

あ
る
。

患
者
の
命
と
向
き
合
う
急
性

期
医
療
で
は
拘
束
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
局
面
も
想
定
さ
れ
、
拘
束
を
完

全
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ

限
ら
れ
た
人
員
で
安
全
確
保
を
迫
ら

れ
、
転
倒
な
ど
に
対
す
る
家
族
の
ク

と
し
て
指
導
さ
れ
た
。

基
準
順
守
は

無
論
、
身
体
機
能
や
生
活
の
質
の
低

下
、
認
知
症
進
行
と
い
っ
た
悪
影
響

を
抑
え
る
対
策
が
求
め
ら
れ
る

。

「
団
塊
の
世
代
」
全
員
が
百
歳
以
上

と
な
る
お
年
、
県
内
の
高
齢
化
率

(現

状
鈎
・
4%
)は
約
お
%
に
上
昇
す
る

見
通
し。
認
知
症
(同
約
2

万
7

千

人
)で
病
院
に
か
か
る
人
も
急
増
が

予
想
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
拘
束
は

「
縛
ら
な
い
医
療
」ヘ
転
換
急
げ

剰
な
対
応
で
拘
束
が
習
慣
化
し
て
い
レ

l

ム
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
不
必
要

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
通
な
拘
束
を
し
て
い
な
い
か

。

各
病
院

り
、
も
は
や
特
例
と
は
言
え
な
い

。

で
検
証
す
る
余
地
が
あ
る

。

拘
束
方
法
(
複
数
回
答
)は
、
「
ベ
山
梨
県
内
の
日
病
院
全
て
が
身
体

ッ
ド
か
ら
下
り
ら
れ
な
い
よ
う
柵
で
拘
束
の
基
準
を
持
ち
、
患
者
側
か
ら

囲
む
」
ω
%
、
「
車
い
す
に
ベ
ル
ト
同
意
書
を
取
っ
て
い
る

。

だ
が
昨
年

な
ど
で
固
定
」
お
%
と
転
倒
・
転
落
度
の
県
の

-
v
r
っ
入
り
で
、7病
院
が

回
避
が
目
立
ち
、「点
滴
な
ど
の
チ
拘
束
の
妥
当
性
を
見
極
め
る
カ
ン
フ

ュ
l

ブ
を
抜
か
な
い
よ
う
ミ
ト
ン
型
ァ
レ
ン
ス
と
患
者
の
観
察
が
不
十
分

「
縛
ら
な
い
」
徹
底 増

加
の
一
途
を
た
ど
る
だ
ろ
う

。

介
護
施
設
向
け
に
は
県
が
手
引
を

配
る
な
ど
身
体
拘
束
ゼ
ロ
を
進
め
て

き
た
。

成
果
を
確
か
め
よ
う
と
本
年

度
は6
年
ぶ
り
に
全
施
設
の
実
態
を

調
査。
入
所
者
や
家
族
の
意
識
、
拘

束
が
廃
止
で
き
な
い
理
由
な
ど
の
調

査
結
果
を
、
病
院
の
実
態
把
握
と
対

策
に
活
用
し
て
は
ど
F
?か。

を
減
ら
す
た
め
、3
か
月
に1
度

以
上
の
適
正
化
検
討
委
員
会
の
開

催
や
指
針
の
整
備
、
記
録
の
徹
底

な
ど
を
行
わ
な
い
施
設
は
、
介
護

報
酬
が
叩
%
減
算
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

後
手
に
回
る
病
院
で
も
「
急
性
期

医
療
で
拘
束
拡
指
て
せ
な
い
」
と
の

固
定
観
念
が
払
拭
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

金
沢
大
付
属
病
院
が
患
者
と
の
意
思

疎
通
を
密
に
し
て
拘
束
ゼ
ロ
を
実
現

し
た
。

同
病
院
の
事
例
を
学
ぼ
う
と
、

山
梨
県
立
中
央
病
院
、
市
立
甲
府
病

院
な
ど
が
職
員
を
招
い
た
り
派
遣
し

た
り
し
て
研
修
。

認
知
症
看
護
の
認

定
看
護
師
が
ス
キ
ル
を
普
及
し
て
い

る
。

こ
れ
ら
を
県
内
で
拘
束
を
減
ら

す
実
践
に
つ
な
げ
た
い
。

命
に
危
険
が
及
ぶ
切
迫
性
が
あ
り

代
替
手
段
が
な
い
場
合
は
や
む
を
得

な
い
。

だ
が
病
院
は
本
人
や
家
族
が

受
け
る
精
神
的
、
身
体
的
苦
痛
に
配

慮
し
、
身
体
拘
束
ゼ
ロ
へ
転
換
を
急

い
で
ほ
し
い。
〈

小
林
墨
田〉

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
8

日
(
土
)

ー
ト
の
家
具
や
テ
ー
ブ
ル
の
位
置

を
変
え
、
動
線
を
狭
く
し
て
伝
い

歩
き
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
転
倒

を
少
し
で
も
遅
ら
せ
、
ス
タ
ッ
フ

が
気
づ
く
ま
で
の
時
間
を
稜
ぐ
た

め
だ
。

車
い
す
で
壁
に
ぶ
つ
か
り

36 



介
護
施
設
で
は
2
0
0
0
年
、
転
倒
事
故
の
防
止
な
ど
を
理
由
に
、

利
用
者
の
手
足
を
ベ
ッ
ド
に
縛
る
な
ど
す
る
身
体
拘
束
が
原
則
、
禁
止

さ
れ
た
。

以
来
、
約
初
年。
改
善
が
進
む

一方
、
職
員
の
入
れ
替
わ
り

が
激
し
い
た
め
、「縛
ら
な
い
」
教
育
の
徹
底
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

身体拘束

車
い
す
で
2
時
間
が
過
ぎ
る

と
、
腰
が
ず
り
落
ち
、
腰
骨
が
痛

ん
だ
。

午
前
叩
時
。
タ
オ
ル
で
固

定
さ
れ
た
右
の
腕
と
足
は
感
覚
が

鈍
り
、
自
分
の
体
で
な
い
よ
う
だ

。

ト
イ
レ
に
行
き
た
く
て
、
ス
タ
ッ

フ
を
目
で
追
っ
た。
伝
わ
ら
な
い。

夕
方
に
な
っ
た
。
諦
め
に
似
た
感

情
が
わ
い
た。
も
う
動
か
な
く
て

い
い
やi
i

と
、
思
っ
た。

特
別
養
護
老
人
ホl
ム
「プ
レ

ー
ゲ
船
橋
」
(
千
葉
県
船
橋
市)

4
1
 

吉
田
ロ

正ず1 r、 n、 t凡

主::J~、ω5又

の
介
護
福
祉
士
、
伊
藤
弘
貴
さ
ん

(幻
)は
、
今
年
3
月
、
勤
務
初
日

の
研
修
を
思
い
出
す。
脳
卒
中
で

半
身
マ
ヒ
に
な
っ
た
人
、
認
知
症

で
転
倒
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
利
き

手
と
利
き
足
を
拘
束
さ
れ
て
い
る

人
の
状
況
を
追
体
験
す
る
。

お
年

寄
り
も
縛
ら
れ
れ
ば
こ
ん
な
気
持

ち
な
の
か
と
、
そ
の
時
、
知
っ
た

。

こ
の
特
養
の
利
用
者
は
、
短
期

入
所
を
含
め
て
定
員
1
0
0
人
。

約
7

割
は
認
知
症
か
そ
の
疑
い
が

あ
る
。

日
年
の
開
設
以
来
、
一
度

も
身
体
拘
束
を
し
て
い
な
い。
だ

が
、
約
印
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
非
常

勤
も
含
め
、
全
員
が
初
日
に
こ
の

研
修
を
受
け
る。

か
つ
て
は
特
養
や
介
護
老
人
保

健
施
設
(老
健
)
で
も
、
身
体
拘

束
は
日
常
的
に
行
わ
れ
て
き
た。

∞
年
に
介
護
保
険
法
で
原
則
禁
止

に
な
り
、
例
外
は
、
①
切
迫
し
た

状
況
に
あ
る
②
他
に
手
段
が
な
い

③
一
時
的
な
対
応
で
あ
る!
ー
と

い
う
要
件
を
満
た
し
、
十
分
確
認

さ
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
た
。

厚
生

労
働
省
は
翌
年
、「身
体
拘
束
ゼ

ロ
へ
の
手
引
き
」
で
禁
止
対
象
の

日
の
行
為
を
示
し
た。
漫
然
と
行

う
拘
束
は
虐
待
と
見
な
さ
れ
る。

こ
う
し
た
施
策
は
業
界
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
拘
束

研修でお年寄りの気持ち知る千葉の特養

の
正
確
な
実
態
は
今
も
分
か
っ
て

、

p
k
、

。

T
V

少
'
何?ν

全
国
抑
制
廃
止
研
究
会
が
日
年

に
行
っ
た
全
国
調
査(有
効
回
収

率
お
・
3
%
)
が
あ
る
。

拘
束
率

(回
答
し
た
臼
に
拘
束
さ
れ
て
い

る
人
の
割
合)
の
平
均
は
、
老
健

2
・
1
%
、
特
養
1・
5
%
。

一

方
、
大
阪
府
が
拘
束
実
施
状
況
に

つ
い
て
府
内
の
施
設
に
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
今
年
9
月
1
日
時
点
で
「身

体
拘
束
ゼ
ロ
」
と
回
答
し
た
施
設

数
は
、
特
養
で
2
2
9
(全
体
の

剖
%
)
、
老
健
で
1
0
2
(同
部

%
)
。

調
査
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

が
あ
る。

日
本
高
齢
者
虐
待
防
止
学
会
理

事
で
老
健
「
大
阪
緑
ヶE
」
事
務

長
の
柴
尾
慶
次
さ
ん
は
、「拘
束

を
認
め
る
要
件
の
解
釈
に
グ
レ
ー

ゾ
l

ン
が
あ
り
、
漫
然
と
拘
束
す

る
施
設
も
残
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と

言
う
。

そ
し
て
今
年4
月
、
身
体
拘
束

o r身体拘束ゼロへの手引き」 で
示された禁止対象となる11の行
為 (内容は要約)

怖
い
「諦
め
」

伊
藤
さ
ん
は
、
職
場
が
明
快
な

対
策
を
取
っ
て
い
る
こ
と
に
ホ
ツ

と
し
て
い
る
。

ど
う
対
応
し
て
も

利
用
者
の
転
倒
が
続
く
時
は
、
「
も

う
動
か
な
い
で
」
と
言
い
た
く
な

る
。
初
め
か
ら
拘
束
を
行
う
施
設

に
勤
め
て
い
た
ら
、
こ
れ
が
現
実

だ
と
感
じ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
職
場
に
は
、
「
拘
束

は
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
発
想
が

な
い
。

転
倒
な
ど
の
事
故
は
必
ず

起
き
る
が
、
減
ら
す
こ
と
は
で
き

る
。

家
族
か
ら
「事
故
が
怖
い
の

で
縛
っ
て
ほ
し
い」
と
求
め
ら
れ

で
も
、
し
な
い
方
法
を一緒
に
考

え
る
。

現
場
だ
け
で
判
断
し
な
い

ー
ー

な
ど
の
理
念
が
徹
底
し
て
い

る
。

「身
体
拘
束
廃
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
も
整
備
さ
れ
て
い
る。

職
員
も
互
い
に
相
談
し
な
が

ら
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
す。
例

え
ば
、
利
用
者
が
部
屋
で
歩
く
ル

-排術防止で体幹や手足を縛る
.転潜防止で体幹や手足を縛る

-降りないようベッドを柵で臨む
.チューブを抜かないよう締る
- ミ ト ン型の手袋をつける
・ 車いすに絢東帯などで固定

・ 立ち上がりを妨げるいすを使う
.脱衣しにくいつなぎ服を着せる
.迷惑行為紡止のため縛る
-向精神薬を過剰に使う
- 自分で出られない部屋に踊離す
る
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腕
に
あ
ざ
が
で
き
た
時
な
ど
は
、

原
因
や
状
況
に
つ
い
て
家
族
に
丁

寧
に
伝
え
る。

利
用
者
本
人
の
意
思
に
反
し
て

行
う
拘
束
の
弊
害
は
少
な
く
な

い
。

動
か
な
く
な
る
こ
と
で
、
認

知
症
が
進
み
、
床
ず
れ
が
で
き
、

体
が
固
ま
る。
四
方
を
囲
っ
た
ベ

ッ
ド
の
柵
を
越
え
て
転
倒
す
る
。

ベ
ル
ト
で
固
定
さ
れ
た
車
い
す
か

ら
降
り
よ
う
と
、
車
い
す
ご
と
倒

れ
る
な
ど
、
拘
束
が
重
い
事
故
に

つ
な
が
る
危
険
性
も
あ
る
。

伺
よ

り
怖
い
の
が
「
諦
め
」
だ
。

表
情

が
な
く
な
り
、
食
欲
が
落
ち
、
生

き
る
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
し
た
弊
害
を
リ
ア
ル
に
感

じ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
と
、
伊
藤

さ
ん
は
考
え
る。

決
し
て
楽
な
現
場
で
は
な
い
。

超
高
齢
社
会
が
急
速
に
進
む
と
い

う
の
に
、
特
養
の
ス
タ
ッ
フ
は
集

ま
り
に
く
く
、
こ
の
職
場
で
も
中

堅
層
が
大
幅
に
不
足
し
て
い
る。

認
知
症
の
周
辺
症
状
(俳
個
、
興

奮
、
暴
言
、
暴
力
な
ど)
が
あ
る

利
用
者
も
増
え
て
い
く。
そ
れ
で

も
、
こ
の
仕
事
が
好
き
だ
。

「誇
り
」
と
い
う
言
葉
が
浮
か

ん
だ
。
「
拘
束
を
す
る」
と
い
う

選
訳
肢
が
な
い
こ
と
が
、
こ
の
仕

事
へ
の
誇
り
を
生
み
、
自
分
の
専

門
性
を
高
め
てく
れ
る
の
だ
と
思

え
た
。

ーョr
副じ

売
(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
行
日
(
月
)
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ﾐij 身体拘束

精
神
科
病
院
信
頼
関
係
を
重
視

精
神
科
病
院
の
身
体
拘
束
は
、

1
0
0
年
以
上
前
の
草
創
期
か
ら

存
在
し
た
。
「
拘
束
が
原
因
で
死

亡
し
た
」
と
す
る
遺
族
の
声
や
体

験
者
の
証
言
が
相
次
ぎ
、
近
年
、

社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

拘
束
の

大
幅
削
減
を
達
成
し
た
東
京
都
立

松
沢
病
院
(世
田
谷
区
、
8
9
8

床
)
を
訪
ね
た。

午
後
叩
時
過
ぎ。
1
階
の
救
急

処
置
室
。
判
歳
代
の
男
性
が
パ
ト

カ
ー
で
連
れ
ら
れ
て
き
た
。
統
合

失
調
症
の
幻
聴
症
状
が
悪
化
し
、

興
奮
が
収
ま
ら
な
い。
声
を
あ
げ
、

の設計

警
察
官
の
手
も
振
り
払
っ
て
暴
れ

る
。

男
性
は
、
こ
れ
ま
で
も
何
度

か
他
人
に
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
が

あ
っ
た
。

精
神
保
健
福
祉
法
に
基
づ
き
、

「緊
急
措
置
入
院
」
と
な
っ
た
。

患
者
が
自
分
や
他
人
を
傷
つ
け
る

恐
れ
が
あ
り
、
緊
急
な
対
応
が
必

要
な
場
合
、
本
人
の
同
意
を
得
ず

に
強
制
的
に
行
う。
精
神
保
健
指

定
医
1
人
の
判
断
で
、η
時
間
を

限
度
に
入
院
さ
せ
る。
都
の
制
度

で
は
夜
間
や
休
日
の
急
患
が
対

象
。

松
沢
病
院
は
都
内
全
体
の
約

3
割
を
受
け
入
れ
て
い
る。

同
法
は
、
限
ら
れ
た
非
常
時
で

の
拘
束
を
条
件
付
き
で
認
め
て
い

る
。

だ
が
、
こ
の
日
、
男
性
が
処

置
室
や
精
神
科
救
急
病
棟(位
床
)

の
病
室
で
、
手
足
を
縛
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た。

精
神
科
医
の
今
井
淳
司
さ
ん

(但
)は
、
1
時
間
近
く
か
け
て
男

性
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
た
。

男
性

は
落
ち
着
き
、
渋
々
と
納
得
し
て

抗
精
神
病
薬
の
服
用
に
応
じ
た。

翌
日
、
治
療
す
る
こ
と
を
受
け
入

し
て
い
た
。

し
か
し
、
日
年に
は
、

そ
の
数
を
3
4
4
人
中
わ
ず
か
8

人
(2
%
)
に
激
減
さ
せ
た。
現

在
も
同
じ
水
準
だ。

緊
急
措
置
入
院
の
現
場
ば
か
り

で
は
な
い。
慢
性
期
も
含
め
た
入

院
患
者
全
体
の
2
割
弱
を
拘
束
し

た
日
年
時
点
と
昨
年
を
比
べ
る

と
、
拘
束
を
行
っ
た
1
日
の
平
均

人
数
は
∞
∞%減
少
し
た。
拘
束
帯

の
使
用
が
幻
%
、
ミ
ト
ン
型
の
手

袋
の
使
用
が
部
%
減
り
、
車
い
す

に
ベ
ル
ト
で
固
定
す
る
拘
束
は
昨

年
、
つ
い
に
皆
無
に
な
っ
た
。

M
W
 

変
化
の
背
景
に
何
が
あ
っ
た
の

か
。
ロ
年5
月
、
大
会
議
室
で
聞

か
れ
た
着
任
の
あ
い
さ
つ
で
、
斎

藤
正
彦
院
長
が
職
員
に
問
い
か
け

た
。

「
患
者
を
拘
束
し
た
状
態
で
、

ま
と
も
な
精
神
医
療
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
の
か」
。
2
割
が
反

対
、
2
割
が
賛
成
す
る
な
か
、
病

院
は
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
拘
束

の
削
減
に
向
け
て
始
動
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
拘
束
し
な
い
で
済

む
か
を
、
病
棟
で
繰
り
返
し
話
し

救
急
病
棟
な
ど
で
は
、
点
滴
を
粘

着
テ
l

プ
で
壁
に
貼
る
こ
と
に
し

た
。

狭
い
保
護
室
で
便
器
に
頭
を

打
ち
つ
け
そ
う
な
患
者
が
い
れ

ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
お
急

ぎ
便
」
で
ク
ッ
シ
ョ
ン
便
座
シ
ー

ト
を
取
り
寄
せ
た。
窓
枠
な
ど
の

角
に
つ
け
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
買
い

に
、
今
井
さ
ん
が
1
0
0
円
シ
ョ

ッ
プ
に
走
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
個

々
の
患
者
に
あ
わ
せ
た
手
作
り
の

試
行
錯
誤
を
続
け
、
成
功
体
験
を

積
み
上
げ
た
。

興
奮
が
激
し
い
患
者
の
姿
を
家

族
に
見
せ
な
い
慣
習
も
改
め
、
保

護
室
内
で
の
面
会
も
認
め
た
。

丁

寧
な
説
明
を
心
が
け
る
と
、
患
者

の
怒
り
や
興
奮
、
家
族
の
不
信
感

が
ず
っ
と
和
ら
い
だ。

「身
体
拘
束
の
削
減
は
、
医
療

者
側
の
常
識
や
思
い
込
み
を
崩
し

て
い
く
作
業
だ
っ
た」
と
、
今
井

さ
ん
は
振
り
返
る。

認
知
症
病
棟
で
は
、
「縛
ら
な

い
同
意
書
」
を
用
い
た。
拘
束
で

認
知
症
が
進
行
し
か
ね
な
い
こ
と

を
伝
え
、
患
者
の
状
態
や
転
倒
な

38 

欄刷一報
ゆ

向
均

一
の
ア

啓
一四
川
醍
耕

の
(
一

ミ
車
で
拘

繍
口
・

・

沢A
A
 

制f300 
(人)家族と情報共有削減目標に

1∞ 

50 

の
胸
像
が
あ
る
。
呉
氏
は
1
9
0

1
年
、
松
沢
病
院
の
前
身
、
巣
鴨

病
院
の
医
長
就
任
後
す
ぐ
、
手
足

の
か
せ
や
拘
束
衣
の
使
用
を
禁
じ

た
。

監
禁
や
拘
束
を
当
然
の
よ
う

に
受
け
る
日
本
の
患
者
の
姿
を
、

「
脳
病
ヲ
受
ケ
タ
ル
ノ
不
幸
ノ
他

ニ
、
此
邦
ニ
生
マ
レ
タ
ル
ノ
不
幸

」

の
二
重
の
不
幸
を
併
せ
持
つ
と
嘆

い
た
。

し
か
し
、
戦
後
、
精
神
病
床
が

世
界
で
類
を
見
な
い
お
万
床
超
に

激
増
し
た
こ
の
国
に
、
呉
氏
の
理

念
は
根
づ
か
な
か
っ
た
。

拘
束
さ

れ
る
患
者
数
は
2
0
1
3
年
に
初

め
て
1
万
人
を
超
え
、
凶
年
間
で

2
倍
近
く
に
増
え
た
。
診
療
報
酬

が
手
厚
い
精
神
科
救
急
病
棟
の
増

加
な
ど
が
理
由
と
み
ら
れ
る。
欧

米
諸
国
に
比
べ
、
患
者
の
拘
束
時

間
も
突
出
し
て
長
い
。

再
び
拘
束
削
減
を
目
標
と
し
た
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精
神
障
が
い
を
恐
れ
る
の
は
、
当
事
者
を

知
ら
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

宜
野
湾
市
の

な
か
む
ら
な
つ
み
さ
ん(弘
)は
そ
ん
な
思
い

か
ら
、
腕
や
首
な
ど
に
残
る
自
傷
行
為
の
痕
、

精
神
科
病
院
で
身
体
拘
束
さ
れ
た
経
験
も
あ

り
の
ま
ま
に
語
る。
日
月
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ン
グ
な
ど
を
披露
す
る
さ
さ
や
か
な
ラ
イ

ブ
を
開
催。
「
病
気
に
な
っ
て
も
人
生
楽
し

め
て
い
ま
す。

理
解
し
て
と
か
受
け
入
れ
て

も
ら
い
た
い
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
こ
ん
な

私
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
を
込
め
て

。

(社
会
部
・

新
垣
綾
子)

支JC、
れ
て
転
院
し
た。

「
身
体
拘
束
は

患
者
さ
ん
と
医
療
者
と
の
信
頼
関

係
を
損
な
い
、
逆
に
治
療
や
回
復

を
妨
げ
て
し
ま
う」
と
今
井
さ
ん

は
言
う。

拘
束
の
削
減
に
取
り
組
み
始
め

た
2
0
1
2

年
、
松
沢
病
院
は
緊

急
措
置
入
院
の
患
者29
9

人
の

う
ち
2
0
2

人
(関
%
)
を
拘
束

d心
。〉

ヲ丙

あ
り

合
っ
た
。

例
え
ば
、
緊
急
措
置
入

院
の
現
場
で
は
、
鎮
静
後
の
患
者

に
点
滴
を
す
る。
目
覚
め
た
後
に

チ
ュ
ー
ブ
を
引
っ
張
り
、
点
滴
台

が
倒
れ
て
け
が
を
し
な
い
よ
う
に

と
拘
束
し
て
き
た。
医
師
も
看
護

師
も
、
そ
れ
が
患
者
の
安
全
を
確

保
す
る
方
法
だ
と
考
え
て
い
た
。

患
者
が
緊
急
入
院
す
る
精
神
科

ど
の
リ
ス
ク
の
情
報
を
家
族
と
共

有
し
た
う
え
で
同
意
し
て
も
ら

う
。

法
的
な
拘
束
力
は
な
い。
反

対
す
る
家
族
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
。

同
病
棟
で
は
原
則
、
拘
束

が
な
く
な
っ
た。義

病
院
の
敷
地
に
、
日
本
の
精
神

医
学
の
基
礎
を
築
い
た
呉
秀
三
氏

の
ま
ま
に

解
離
性
障
害
の
な
か
む
ら
さ
ん

(斜
)

強
い
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因

で
記
憶
が
途
切
れ
た
り
、
複
数

の
人
格
が
現
れ
た
り
す
る
解
離

性
障
害
の診
断
を
受
け
た
の
は

初
代
前
半。
仕
事
のノ
ル
マ
に

追
い
詰
め
ら
れ
、
不
眠
や
過
食

曜
吐
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ

た
。

同
級
生
に
か
ら
か
わ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
小
学
4

年
生
ご
ろ
に
始
ま
っ
た
自
傷
行

為
も
エ
ス
カ
レ
ー
ト。

入
退
院

は
初
日
遅
く
に
な
り
、
時
に
は

警
察
に
保
護
さ
れ
、
精
神
科
病

院
で
は
手
足
を
ベッ
ド
に
く
く

ら
れ
た。

「淋
し
い
」
「
死
ぬ
ほ
ど
恥

ず
か
し
い
」
「惨め
」。
得
意
な

絵
を
生
か
し
、
最
近
描
い
た
「
拘

束
」
と
題
し
た
漫
画
に
は
実
体

験
に
基
づく
言
葉
が
並
ぶ。
拘

束
具
を
外
し
て
も
ら
え
ず
、
地

震
が
き
て
も
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
る
歪
女
を
抱
い
た
こ
と
、
ベ

ッ

ド
上
で
お
む
つ
に
用
を
足
す

し
か
な
い
一
方
で
、
話
し
相
手

が
い
な
い
寂
し
さ
か
ら
何
度
も

水
分
を
取
っ
て
塁
思
を
訴
え
、

病
院
ス
タッ
フ
を
呼
ん
だ
こ
と

を
率
直
に
表
現
し
た。

た
だ
「拘
束
が
い
い
か
悪
い か

、
私
に
は分
か
ら
な
い
」
と

強
調
す
る。
「医
者
や
看
護
師

の
苦
悩
も
知
っ
て
い
る
。

私
な

り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
心
の
病

に
目
を
向
け
る
きっ
か
け
に
な

れ
ば
い
い
」

信
頼
で
き
る
医
師
や
支
援
者

の
存
在
が
、
病
気
を
癒
や
す
力

に
な
っ
て
き
た。
本
格
的
に
作

詞
作
曲
を
始
め
た
の
は
3

年
ほ

ど
前。
「ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
」

と
題
し
た
曲
は
〈生
き
て
さ
え

い
れ
ば
後
ろ
向
き
で
も
い
い
さ

/
踏
み
出
し
た
一
歩
が
自然
と

前
に
な
る
〉
と
呼
び
掛
け
、
「
お

た
が
い
さ
ま
」
は
誰
か
や
何
か

に
依
存
し
て
生
き
る
こ
と
を

〈必
要
〉
〈
本
能
〉
と
共
鳴
す

拘束歌や漫画で思いを吐露
松
沢
病
院
で
、
今
井
さ
ん
は
思
う
。

拘
束
を
減
ら
す
こ
と
は
、
患
者
と

医
療
者
の
双
方
を
助
け
、
楽
に
す

る
の
で
は
な
い
か
と。

(
こ
の
連
載
は
、
編
集
委
員
・

鈴
木
敦
秋
が
担
当
し
ま
し
た)

号士

面侃

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
沼
田
(
火
)

る
。8

月
か
ら
利
用
す
る
「
宜
野

湾
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

は
ぴ
わ
ん
」
で
日
月
初
日
に
あ

っ
た
ラ
イ
ブ
は
、
こ
の
地
域
で

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
取
り
組
む
佐
久

川
寛
一
さ
ん(ω
)が
発
案
し
、

約
叩
人
が
訪
れ
た。
ギ
タ
ー
や

ウ
ク
レ
レ
を
手
に
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
3

曲
を
含
め7
由
を
歌
い
上

げ
た
な
か
む
ら
さ
ん
は
、
実
感

を
込
め
て
語
っ
た。

「
心
の
病
気
に
な
っ
た
か
ら

こ
そ
、
出
会
え
た
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す。
い
ろ
ん
な
支

え
で
私
ゃ
あ
な
た
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
た
ぶ
ん

事
実。
皆
さ
ん
、
な
つ
み
の
人

生
に
登
場
し
て
く
れ
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
2

日
(
日
)
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文科省指針案

基
礎
研
究
に
限
り
容
認

文
部
糾
学
省
の
生
命
倫
理
・

安
全
部
会
は4
日
、

狙

っ
た
遺
伝
子
を
効
率
よ
く
改
変
で
き
る
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」

を
人
の
受
精
卵
に
施
す
研
究
に
つ
い
て
指
針
案
を
了
承

し
た。
不
妊
治
療
な
ど
の
基
礎
研
究
に
限
っ
て
認
め

、

人
や
動
物
の
子
宮
に
戻
し
、
妊
娠
、
誕
生
さ
せ
る
こ
と

は
禁
止
す
る
。
厚
生
労
働
省
や
内
閣
府
の
同
様
の
専
門

家
会
議
の
了
承
を
経
た
う
え
で
、

2

0

1
9

年
4

月
に

も
運
用
が
始
ま
る
見
通
し
だ
。

妊
娠
・
誕
生
は
認
め
ず

中
国
の
研
究
者
が
ゲ
ノ
ム

編
集
を
使
っ
て
受
精
卵
の
段

階
で
遺
伝
情
報
を
改
変
し
た

双
子
が
生
ま
れ
た
と
香
港
で

開
か
れ
た
国
際
会
議
で主張

し
、
安全
性
の
問
題
や
倫
理

面
か
ら
批
判
が
相
次
い
だ。

こ
の
日
の
部会
で
は、
国
際

会
議
に
参
加
し
た
委
員
が
報

告
し
た。

部
会
で
は
、
圏
内
で
人
の

受
精
卵
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
施

す
研
究
に
つ
い
て
、
不
妊
治

療
な
ど
を
目
的と
し
た
基
礎

研
究
に
限
って
解
禁
す
る
こ

と
な
ど
で
合
意
し
た
。

中
国

で
起
き
た
よ
う
な
問
題
に
対

し
、
一
定
の
歯
止
め
が
か
か

る
こ
と
に
な
る。

命
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
受

精
卵
が
発
達
す
る
仕
組
み
は

わ
か
ら
な
い
点
が
多
い
。

ゲ

ノ
ム
編
集
を
使
っ
た
研
究
で

解
明
で
き
れ
ば
、
不
妊
症
の

治
療
に
役
立
つ
。

使
用
す
る
受
精
卵
は
不
妊

治
療
で
余
っ
た
も
の
で
、

冷

凍
保
存
期
間
を
除
い
て
受
精

後
凶
日
を
超
え
た
時
点
で
廃

棄
す
る。

遺
伝
性
の
難
病
ゃ

が
ん
な
ど
の
治
療
を
目
的
と

し
た
研
究
は
含
ま
れ
ず
、
今

後
議
論
す
る。
研
究
計
画
に

つ
い
て
は
研
究
機
関
や
大
学

の
倫
理
委
員
会
と
国
が
2

段

階
で
審
査
す
る
。
受
精
卵
の

提
供
者
に
対
し
て
研
究
の
目

的
や
受
精
卵
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
適
切
に
説
明
す
る
こ

と
も
盛
り
込
ん
だ
。

た
だ、
指
針
は
違
反
し
て

も
罰
則
は
な
く、

氏
名
を
公

表
す
る
く
ら
い
だ。
大
学
や

研
究
機
関
の
研
究
者
が
対
象

で
、

民
間
病
院
の
医
師
が
治

療
目
的
で
使
う
こ
と
は
規
制

で
き
な
い
。
部会
の
委
員
を

務
め
る
埼
玉
医
糾
大
学
の
石

原
理
教
授
は
「
法
律
や
指
針

な
ど
で
規
制
す
る
必
要
は
あ

る
と
は
思
う
が
、
限
界
が
あ

る
。

ど
う
対
応
す
る
か
は
難

V
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
生

物
の
設
計
図
に
あ
た
る
ゲ
ノ

ム
(
全
遺
伝
情
報
)
を
ま
る

で
文章
を
編
集
す
る
よ
う
に

書
き
換
え
る
技
術。

狙
っ
た

場
所
を
切
っ
て
遺
伝
子
を
働

か
な
く
し
た
り
、
別
の
遺
伝

子
を
狙
っ
た
場
所
に
加
え
た

り
で
き
る。

よ
り
簡
単
に
編
集
で
き
る

「
ク
リ
ス
パl
・

キ
ャ
ス
」

と
呼
ぶ
手
法
が
現
れ
る
と
、

世
界
中
で
研
究
が一
気に
進

ん
だ。
農
産
物
だ
け
で
な
く

魚
な
ど
の
品
種
改
良
に
も
応

用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
狙
っ

た
遺
伝
子
と
は
違
う
部
分
に

予
期
せ
ぬ
変
異
が
起
き
る
可

能
性
が
あ
り
、
技
術
的
に
未

熟
な
部
分
も
残
っ
て
い
る

。

一O
肝

たつ使を集編ムノゲし
い
」
と
話
す。

海
外
で
は、
受
精
卵
を
ゲ

ノ
ム
編
集
で
操
作
す
る
基
礎

研
究
が
進
む
。
中
国
で
は

、

同
年
に
遺
伝
性
の
血
液
難
病

の
治
療
を
目
的
に
始
め
た
。

米
国
で
も
遺
伝
性
の
心
臓
病

母胎に戻す

日
本 指針で禁止ヘ

大学などの倫
理委員会が認
めれば可能

基礎研究

指針作成中

指針で禁止
中
国

-・・E書士f畳af.忌・・・・E=封~~自民事i主亘司:;..，.

を
引
き
起
こ
す
遺
伝
子
変
異

を
高
い
効
率
で
修
復
す
る
実

験
に
成
功
し
た。
受
精
卵
の

段
階
で
原
因
遺
伝
子
を
排
除

で
き
れ
ば
、
治
療
効
果
が
高

ま
る
。

い
ず
れ
も
治
療
に
応

用
で
き
る
か
を
調
べ
る
程
度

当局が臨床試験
を認めず

法律で禁止

公的研究費の
投入を禁止

法律で禁止

米
国

ド
イ
ツ

不妊治療目的の護礎研究.. 
1 4日たったら廃棄

に
と
ど
ま
って
お
り
、

遺
伝

子
操
作
した
受
精
卵
を
母
胎

に
戻
す
こ
と
は
国
が
指
針
な

ど
で
禁
じ
てい
る
。

望
み
通
り
に
遺
伝
子
を書

き
換
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

れ
ば
「
デ
ザ
イ
ナ
ー

ベ
ピ
i

」

な
ど
へ
の
応
用
に
つ
な
が
る

と
い
う
意
見
も
根
強
い
。

欧

州
で
は
、
受
精
卵
の
段
階
か

ら
「
人
」
と
み
な
し
、
ド
イ

ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
多
く
の

国
々
が
妊
娠
、
出
産
目
的
で

の
受
精
卵
の
遺
伝
子
改
変
を

法
律
で
禁
じ
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝刊

2
0
1
8

年
ロ
月
5

日

(水
)
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ゲ
ノ

宙ム

言桓
g そ長

藷指
嬰針
主案
礎窓
唖訪
ヲZ ロω

厚
生
労
働
省
の
専
門
部
会

は
日
日
、
狙
っ
た
遺
伝
子
を

効
率
よ
く
改
変
で
き
る
「
ゲ

ノ
ム
編
集
」
を
人
の
受
精
卵

に
施
す
研
究
に
つ
い
て
指
針

案
を
了
承
し
た。
不
妊
治
療

な
ど
の
基
礎
研
究
に
限
っ
て

認
め
る。
動
物
や
人
の
胎
内

に
戻
し
て
出
産
す
る
こ
と
は

禁
止
す
る
。
内
閣
府
の
専
門

委
員
会
の
了
承
を
経
て
、
2

0
1
9

年
4
月
に
も
運
用
が

始
ま
る
見
通
し
だ
。

部
会
で
は
人
の
受
精
卵
に

ゲ
ノ
ム
編
集
を
す
る
研
究
に

つ
い
て
、
不
妊
治
療
な
ど
の

基
礎
研
究
に
限
っ
て
解
禁
す

る
こ
と
な
ど
で
合
意
し
た
。

使
う
受
精
卵
は
不
妊
治
療
で

余
っ
た
も
の
で
、
提
供
者
に

は
研
究
の
目
的
や
受
精
卵
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
適
切
に

説
明
す
る
こ
と
と
し
た
。

動
物
や
人
の
胎
内
に
戻
し

て
出
産
す
る
こ
と
は
倫
理
面

や
安
全
面
の
問
題
か
ら
禁
止

す
る。
研
究
計
画
に
つ
い
て

は
倫
理
委
員
会
と
国
の
2

段

階
で
審
査
す
る。

人
の
受
精
卵
の
ゲ
ノ
ム
編

ゲ
ノ
ム
編
集
ベ
ビ
ー

京
大
「禁
止
を
」
見
解

l
p
S
研

中
国
の
研
究
者
が
「ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
で
遺
伝
子
改
変
し
た

人
の
受
精
卵
か
ら
双
子
を
誕
生

さ
せ
た
」と
報
告
し
た
問
題
で
、

京
都
大
i
p
S

細
胞
研
究
所

(
山
中
伸
弥
所
長)
の
倫
理
研

究
部
門
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

を
使
っ
て
人
の
誕
生
を
目
指
す

こ
と
は
現
時
点
で
禁
止
す
べ
き

だ
と
す
る
見
解
を
ま
と
め
、
ホ

ー
ム
ペ
l

ジ
で
発
表
し
た
。

集
は
、
海
外
で
は
基
礎
研
究

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
だ
が

ゲ
ノ
ム
編
集
を
し
た
受
精
卵

を
胎
内
に
戻
し
て
出
産
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
は
指
針
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ゲ
ノ
ム
編
集
し
た
受
精
卵
か

ら
双
子
が
生
ま
れ
た
と
主
張

す
る
研
究
者
が
現
れ
、
国
際

的
な
非
難
を
浴
び
て
い
る
。

--J 

4ノ
-L , 
議肩

J.C、
F弔司

《開I
ιこ
，品竺畳E
-.-τ~ 

言午

米
控
訴
裁

【
ワ
シ
ン
ト
ン
日
三
井
誠
】

次
世
代
の
医
薬
品
開
発
や
農
作

物
の
品
種
改
良
で
中
核
技
術
に

な
る
と
期
待
さ
れ
る
「
ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
」
の
特
許
を
巡
り
、

米
連
邦
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は

叩
日
、
人
や
動
物
の
細
胞
に
使

え
る
こ
と
を
最
初
に
示
し
た
米

ブ
ロ
ー
ド
研
究
所
の
グ
ル
ー
プ

に
特
許
を
認
め
た
。
基
礎
技
術

を
発
明
し
た
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
ジ
ェ
ニ

フ
ァ
l

・
ダ
ウ
ド
ナ
教
授
ら
の

訴
え
は
退
け
ら
れ
た
。

こ
の
技
術
は
「
ク
リ
ス
パl

・
キ
ャ
ス9
」
と
呼
ば
れ
、
狙

っ
た
遺
伝
子
を
効
率
よ
く
改
変

で
き
る
。
ダ
ウ
ド
ナ
教
授
ら
は

細
菌
を
使
っ
て
基
本
的
な
仕
組

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
吃
月
同
日
(
金
)

見
解
は7
日
付
。
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
に
つ
い
て
、
「発
展
途

上
の
段
階
に
あ
り
、
誕
生
し
た

双
子
に
思
わ
ぬ
健
康
被
害
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
。

「研
究
倫
理
上
の
手
続
き
を
軽

視
す
る
も
の。
科
学
研
究
に
対

す
る
社
会
か
ら
の
信
頼
を
揺
る

が
し
か
ね
な
い
」
と
懸
念
を
表

明
し
て
い
る
。

号重r

im 

官
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
旧
日
(
月
)

基
礎
開
発
の
教
授
敗
訴

み
を
解
明
し
た
が
、
技
術
を
人

や
マ
ウ
ス
の
細
胞
に
応
用
し
て

最
初
に
成
功
し
た
の
は
米
ブ
ロ

ー
ド
研
究
所
の
フ
ェ
ン
・
チ
ャ

ン
博
士
ら
だ
っ
た
。

米
特
許
商
標
庁
は
昨
年2
月

に
ブ
ロ
ー
ド
研
究
所
の
チl
ム

に
特
許
を
認
め
た
。
こ
れ
を
不

服
と
し
て
ダ
ウ
ド
ナ
教
授
側
が

同
4

月
に
控
訴
し
て
い
た
。
米

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
は
控
訴
裁

判
所
の
判
断
に
対
し
「
さ
ら
な

る
訴
訟
を
検
討
し
て
い
る
」
と

す
る
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

ク
リ
ス
パl

・
キ
ャ
ス9
は

従
来
の
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
比

べ
、
効
率
や
コ
ス
ト
の
面
で
格

段
に
優
れ
、
農
作
物
の
品
種
改

良
や
病
気
治
療
に
向
け
た
研
究 が

世
界
で
進
ん
で
い
る
。
特
許

の
行
方
は
今
後
の
技
術
応
用
に

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
。
日
本
で
は
健
康
に
良
い
成

分
が
多
い
と
さ
れ
る
ト
マ
ト

ゃ
、
身
が
多
い
マ
ダ
イ
な
ど
を

作
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
環
境
省
が
ゲ
ノ
ム
編
集
で

作
ら
れ
た
農
作
物
な
ど
へ
の
規

制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論

を
始
め
る
な
ど
、
実
用
化
に
向

け
た
政
府
の
対
応
も
本
格
化
し

て
い
る
。ーτ"ロヨじ

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
刊
は
日
(
水
)
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臨床応用に是非ム編集ゲノ

受精卵の遺伝子操作国際会議で議論

香
港
で
先
月
、3
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
ゲ
ノ
ム
編
集
の
国
際
会
議
。
ゲ
ノ
ム
編
集
で
受
精
卵
の
遺

伝
子
を
操
作
し
、
世
界
初
の
双
子
を
誕
生
さ
せ
た
と
中
国
の
研
究
者
が
発
表
し
、
医
療
と
し
て
必
要

性
が
な
く
、
拙
速
な
臨
床
応
用
に
批
判
が
集
中
し
た
一
方
、
技
術
の
進
歩
に
伴
う
、
将
来
の
臨
床
応

用
を
期
待
す
る
意
見
も
多
く
聞
か
れ
た
。
人
間
へ
の
応
用
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
市
民
を
交
え
た
幅

広
い
議
論
の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
改
変
に
不
正
確
さ
」
「新
技
術
に
期
待
」

「
受
精
卵
へ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
の

臨
床
応
用
は
、
安
全
性
の
問
題
が

未
解
決
で
、
実
施
す
る
の
は
無
責

任
だ
」
。
会
議
の
組
織
委
員
長
を

務
め
た
デ
ビ
ッ
ド・
ボ
ル
テ
ィ
モ

ア
氏
は
、
現
時
点
で
の
臨
床
応
用

に
つ
い
て
、
厳
し
く
指
摘
し
た
。

ヒ
ト
の
受
精
卵
に
ゲ
ノ
ム
編
集

を
行
っ
た
基
礎
研
究
の
論
文
は
、

英
米
中
な
ど
か
ら
少
な
く
と
も
計

8

本
出
て
い
る
。
だ
が
、
子
ど
も

を
産
ま
せ
る
臨
床
応
用
が
で
き
る

ほ
ど
正
確
な
技
術
で
は
な
い
。

英
フ
ラ
ン
シ
ス
・

ク
リ
ッ
ク
研

究
所
の
キ
ャ
シi
・

ニ
ア
カ
ン
氏

は
、
受
精
卵
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
狙
っ
た
改
変
と
は

別
に
、
染
色
体
の
一
部
が
失
わ
れ

た
り
、
増
え
た
り
し
た
と
す
る
デ

ー
タ
を
発
表
し
た
。
病
気
に
関
わ

る
遺
伝
子
が
改
変
さ
れ
れ
ば
、
健

康
被
害
に
つ
な
が
り
う
る
。
別
の

研
究
者
は
、
ニ
ア
カ
ン
氏
の
示
し

た
現
象
を
例
に
挙
げ
、
「
受
精
卵

に
生
じ
る
現
象
を
把
握
す
る
た

め
、
信
頼
の
高
い
遺
伝
子
検
査
が

必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

と
は
い
え
、
技
術
開
発
が
進
め

ば
、
遺
伝
性
疾
患
の
原
因
遺
伝
子

を
修
復
し
、
予
防
な
ど
に
役
立
つ

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
医
学
部
の
ジ
ョ

ー
ジ
・

デ
イ
リ
ー
学
部
長
は
、
前

回
の
会
議
が
聞
か
れ
て
か
ら
の
3

年
間
で
「
劇
的
な
技
術
の
進
展
が

あ
っ
た
」
と
し
、
「
最
初
の
ス
テ

ッ
プ
が
誤
り
だ
か
ら
と
い
っ
て
後

退
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
臨
床
応

用
を
め
ざ
す
考
え
を
強
調
し
た
。

同
氏
が
目
を
見
張
る
算
術
だ
と

従来のゲノム編集と
『ベース・工ディテインタJ

A 

従
来
の
ゲ
ノ
ム
編
集

紹
介
し
た
の
が
、
遺
伝
情
報
の
最

少
単
位
で
あ
る
塩
基
を
一
つ
書
き

換
え
る
技
術
「
ベl
ス
・

エ
デ
ィ

テ
ィ
ン
グ
」
(
塩
基
編
集
)
だ
。

技
術
の
開
発
者
で
あ
る
米
ブ
ロ
ー

ド
研
究
所
の
デ
ビ
ッ
ド
・
リ
ュ
l

氏
は
、
ヒ
ト
の
細
胞
の
実
験
で
、

従
来
の
ゲ
ノ
ム
編
集
と
比
べ
、
遺

伝
子
を
改
変
す
る
成
功
率
が
高
か

っ
た
と
い
う
結
果
を
示
し
、
「
1

塩
基
を
書
き
換
え
る
鉛
筆
の
よ
う

な
技
術
だ
」
と
説
明
し
た
。

こ
の
技
術
を
人
間
の
受
精
卵
に

使
い
、
骨
や
血
管
な
ど
の
組
織
が

弱
く
な
る
「
マ
ル
フ
ァ
ン
症
候

挿入する

とE

遺伝性疾患の治療に期待

l塩基単位で
書き換える

-1 ーー ーーー 1 ーー

群
」
の
原
因
遺
伝
子
を
修
復
す
る

論
文
を
公
表
し
て
い
る
上
海
判
明
技

大
の
シ
ン
シ
ュl
・

フ
ァ
ン
氏
は

「
ベ
!
ス・
エ
デ
ィ
テ
ィ
ン
グ
は

将
来
、
遺
伝
性
疾
患
の
原
因
変
異

を
修
復
す
る
有
効
な
戦
略
に
な
り

う
る
」
と
期
待
を
口
に
し
た
。

病
気
に
関
わ
る
遺
伝
子
変
異
の

6

割
は1
塩
基
の
変
異
が
原
因
と

さ
れ
る
。
そ
う
し
た
修
復
は
従
来

の
ゲ
ノ
ム
編
集
だ
と
難
し
く
、
こ

の
新
た
な
技
術
が
適
し
て
い
る
と

い
う
意
見
も
出
た
。

市
民
の
意
見
採
り

入
れ
る
活
動
も

研
究
の
進
め
方
や
政
策
に
市
民

の
考
え
を
採
り
入
れ
る
活
動
は

「
パ
ブ
リ
ッ
ク・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
。
受
精
卵
の

ゲ
ノ
ム
編
集
は
改
変
が
世
代
を
超

え
て
影
響
し
、
安
全
性
と
倫
理
の

両
面
で
こ
と
さ
ら
重
い
課
題
が
あ

る
だ
け
に
、
こ
の
手
法
が
研
究
者

に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

会
議
で
は
日
本
の
取
り
組
み
も

紹
介
さ
れ
た
。
日
本
耕
学
未
来
館

の
税
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専

門
主
任
、
詫
摩
雅
子
さ
ん
は
、
遺

伝
性
疾
患
の
患
者
ら
の
話
を
多
く

の
人
が
聞
き
、
ゲ
ノ
ム
編
集
の
活

用
を
考
え
る
催
し
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

具
体
例
と
し
て
、
遺
伝
性
の
神

経
の
難
病
の
女
性
が
「
家
族
を
苦

し
め
る
病
気
を
取
り
除
く
た
め
ゲ

ノ
ム
編
集
を
受
け
た
い
」
と
述
べ

た
の
に
対
し
、
別
の
遺
伝
性
疾
患

の
患
者
は
「
子
ど
も
に
予
想
外
の

影
響
が
出
た
ら
親
と
し
て
耐
え
ら

れ
な
い
」
と
発
言
。

参
加
者
か
ら

「
ど
ん
な
目
的
で
も
受
精
卵
の
ゲ

ノ
ム
編
集
は
す
べ
き
で
な
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
考
え
が
揺
れ
て
い

る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
、
公

の
揚
で
の
議
論
を
重
ね
る
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
考
え
で
ま
と
ま
っ

た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

「
直
接
話
し
合
う
こ
と
で
、
立

場
が
異
な
る
人
同
士
で
も
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
に
つ
な
が

る
」
と
詫
摩
さ
ん
は
意
義
を
語

る
。会

議
の
組
織
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
加
し
た
加
藤
和
人
・
大

阪
大
教
授
(
医
学
倫
理
)
は
「
技

術
の
進
歩
は
確
実
。
ゲ
ノ
ム
編
集

技
術
の
人
へ
の
応
用
の
規
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
日
本
で
も
耕
学

界
と
一
般
の
人
が
一
緒
に
本
格
的

な
議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
話
す
。
(
香
港H
福
地
慶
太
郎
)

朝

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
日
日
(
木
)
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中
国
の
科
学
者
が
、
遺
伝
子
を
操
作

で
き
る
技
術
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
を
人
の

受
精
卵
に
施
し
て
子
を
誕
生
さ
せ
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
、
委
理
呼
ん
で
い

る
。
真
偽
は
不
明
な
が
ら
も
し
事
実
な

ら
、
安
全
荏
や
倫
理
面
の
議
論
を
な
お

ざ
り
に
し
て
命
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
と

と
う
と
う
起
き
て
し
ま
っ
た
の
か
|

ー
。
そ
ん
な
思
い
に
駆
ら
れ
た
の
は
、

「
中
国
の
研
究
者
が『ゲ
ノ
ム
編
集
を

施
し
た
受
精
卵
か
ら
双
子
の
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
た
』
と
主
張
し
て
い
る
」
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
だ
か
ち
だ
。

ゲ

ノ
ム
編
集
は
「
生
物
の
遺
伝
子
を
人
為

的
に
改
変
す
る
技
術
」
。
中
国
の
事
例

は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
を
持
つ
親
か
ら

の
感
染
防
止
が
目
的
と
さ
れ
る
。

思
い
出
し
た
の
が
、2
0
0
2

年
に

起
き
た
「ク
ロ
ー
ン
人
間
騒
動
」
だ
。

イ
タ
リ
ア
人
医
師
や
新
興
宗
教
団
体
が

相
次
い
で
ク
ロ
ー
ン
人
間
の
妊
娠
や
出

産
を
発
表
し
た
。

結
局
、
そ
の
真
偽
は

明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
と

き
の
「
人
ご
と
で
は
な
い
」
と
い
う
切

迫
感
は
今
回
よ
り
薄
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
日
本
に
は
ク
ロ
ー
ン
人
間
作
り
を

ゲノム編集の論じ方
な
り
、
非
難
に
値
す
る
。
し
か
し
注
意

し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
ど
ん
な
経
緯
で

生
ま
れ
た
命
で
あ
れ
、
そ
の
尊
厳
は
守

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
点
だ
。

日
月
却
日
付
の
毎
日
新
聞
1

面
の
コ

ラ
ム
「
余
樫
。
中
国
の
古
典
か
ら
人

間
そ
っ
く
り
の
人
形
を
作
っ
た
細
工
師

の
話
を
引
き
、
細
工
師
を
件
の
料
品

T者

に
な
ぞ
ら
え
、
「
造
物
主
と
同
じ
こ
と

が
で
き
る
と
言
っ
て
み
た
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
」
と
批
判
し
て
い
た
。
意
図
は

見上げてごうん
永山悦子A • 

理
解
で
き
た
も
の
の
、
違
和
感
が
残
っ

た
。
「
細
工
師
」
で
あ
る
強
子
者
の
手

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
は
、
「
人
形
」

な
の
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
そ
ん
な
は
ず

は
な
い
。

こ
れ
ま
で
も
体
外
受
精
な
ど
新
し
い

生
殖
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
る
度
、
護
珊

が
巻
き
起
こ
っ
て
き
た
。
倫
理
面
や
安

全
面
に
関
す
る
検
討
は
今
後
も
必
要
だ

ろ
う
。
し
か
し
体
外
受
精
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
人
を
「
試
験
管
ベ
ビ
l

」
と
呼

禁
じ
る
法
律
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
日

本
で
実
施
さ
れ
る
恐
れ
は(法
律
を
守

れ
ば
)
低
か
っ
た
た
め
だ。

け
れ
ど
も
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
関
す
る

法
律
は
、
日
本
に
は
な
い
。

妊
娠
や
出

産
に
か
か
わ
る
生
殖
補
助
医
療
に
関
す

る
法
律
も
な
い。
国
や
関
係
す
る
学
会

の
指
針
が
あ
る
だ
け
だ。
国
は
ゲ
ノ
ム

ぶ
な
ど
、
当
人
を
郷
登
9

る
一
冨
暴
が
使

わ
れ
た
こ
と
は
不
適
切
だ
っ
た
と
思

う
。
ゲ
ノ
ム
編
集
を
使
っ
た
生
殖
技
術

で
、
同
じ
轍
を
踏
む
の
は
避
け
た
い
。

生
殖
に
関
わ
る
技
術
を
議
論
す
る

時
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
笹
子
者
と
、
生

ま
れ
た
当
人
は
切
り
離
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
強
子
者
を
批
判
す
る
こ
と
に
気

を
と
ら
れ
る
あ
ま
り
、
意
図
せ
ず
と
も

こ
の
一
線
を
越
え
て
し
ま
う
と
、
社
会

に
偏
見
や
差
別
を
生
ん
で
し
ま
う
恐
れ

い
。

乙
の
技
術
に
よ
っ
て
、
人
為
的
に

能
力
を
高
め
た
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビ

l

」

が
生
み
出
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。

安
全

面
も
倫
理
面
も
課
題
だ
ら
け
。

だ
か
ら
、

欧
州
の
多
く
の
国
が
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ

る
子
ど
も
の
出
産
を
禁
じ
る
法
律
を
定

め
、
米
国
も
連
邦
予
算
の
執
行
を
禁
じ

て
い
る
。

人
ご
と
で
は
な
い

編
集
研
究
に
関
す
る
指
針
を
整
備
し
、

来
春
か
ら
基
礎
研
究
の
実
施
を
認
め
る

一方
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
出
産
を
禁

じ
る
方
針
だ。
し
か
し
、
基
礎
研
究
で

作
ら
れ
た
受
精
卵
が
万
が
一
、
子
宮
に

戻
さ
れ
た
場
合
の
罰
則
は
な
い
。

ゲ
ノ
ム
編
集
の
成
功
率
は
1
0
0

物

で
は
な
く
、
安
全
性
は
分
か
っ
て
い
な

ゲ
ノ
ム
編
集
と
生
命
倫
理

中
国
に
は
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
出
産

に
関
す
る
規
制
が
あ
り
、
報
道
後
に
開

か
れ
た
国
際
会
議
で
今
回
の
件
を
発
表

し
た
研
究
者
に
中
国
圏
内
か
ら
も
多
く

の
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。
政
府
が
、

研
究
者
の
活
動
停
止
を
指
示
す
る
事
態

に
も
な
っ
て
い
る。
そ
れ
で
も
実
施
を

止
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
罰
則

が
あ
る。

自
ら
の
一
言
口
動
の
持
つ
意
昧
に
対
す
る

想
像
力
を
欠
け
ば
、
子
へ
の
影
響
を
十

分
に
考
え
ず
ゲ
ノ
ム
編
集
を
施
し
た
と

さ
れ
る
科
学
者
と
、
「
同
じ
穴
の
む
じ

な
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

(
広
瀬
一
隆
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
6

日
(
木
)

が
な
い
日
本
で
も
「え
い
や
」
と
実
施

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

そ
ん
な
心
配
で
胸
が
ざ
わ
つ
く
。

圏
内
で
は
、
体
外
受
精
が
年
間
約
的

万
件
実
施
さ
れ
、
世
界
一
のぺi
ス
と

さ
れ
る
。

身
近
な
不
妊
治
療
の
現
場
で
、

乙
の
技
術
が
使
わ
れ
る
恐
れ
も
世
界

一

高
い
と
い
え
る。
専
門
家
だ
け
で
は
な

く
、
国
レ
ベ
ル
で
早
急
に
議
論
を
始
め

る
乙
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

中
国
で
起
き
た
こ
と
が
本
当
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
人
ご
と
で
は
な
い
。

(
オ
ピ
二
オ
ン
グ
ル
ー
プ
)

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
吃
月
3

日
(
月
)
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スクひそむリりの子

そ
の
時
、
何
が

2
0

×
×
年
、
「
親
が
望
ん
だ
能

力
や
容
姿
を
赤
ち
ゃ
ん
に
持
た
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
う
た
う
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
、
一
部
の
国
々
で
登
場
し
て
い

た
。
「
ー
Q
(
知
能
指
数
)
の
ご
希

望
は
?
」
「
目
の
色
は5
色
取
り
そ

ろ
え
て
い
ま
す
」
:
:
:
。
要
望
を
満

た
す
よ
う
に
、
受
糟
卵
を
遺
伝
子
操

作
す
る
と
い
う
の
だ
。
だ
が
、
そ
ん

な
親
の
期
待
は
実
現
し
な
い
ば
か
り

か
、
予
期
せ
ぬ
健
康
被
害
が
出
て
、

家
族
が
苦
し
む
こ
と
に
な
っ
た
。

E
E
e
-

生
ま
れ
て
く
る
わ
が

思
昌
子
の
知
能
や
容
姿
、
運

'
E

，

動
能
力
な
ど
を
希
望
通

り
に
し
た
い
。

S
F

小
説
な
ど
で
は

「
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビl
」
と
し
て
、

た
び
た
び
描
か
れ
て
い
る
。

も
し
も
、
わ
が
子
の
特
性
を
選
べ

る
と
し
た
ら
、
人
は
何
を
望
む
の
だ

ろ
う
か

。

英
米
な
ど
の
研
究
チ1
ム
が
2
0

1
3

年
、
精
子
提
供
を
受
け
て
出
産

し
た
女
性
約1
7
0
0

人
に
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
し
た
結
果
を
発
表
し
た

。

精
子
提
供
を
受
け
る
際
に
重
視
し
た

ポ
イ
ン
ト
を
複
数
回
答
で
挙
げ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
3

分
の
2

に
あ
た
る
約
邸
%
が
「
健
康
状
態
」

子孫にまで?を遺伝子操作・健康被害 ゲ
ノ
ム
編
集
と
生
命
倫
理

象
に
、
「
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
を
よ
く
す

る
」
と
い
う
遺
伝
子
操
作
へ
の
賛
否

を
聞
く
と
、8
割
が
否
定
的
だ
っ
た

も
の
の
2

割
は
支
持
し
た。

E
・
E
・

じ
つ
は
、
S
F

の
世

間
，
』
冒
界
の
こ
と
だ
っ
た
は
ず

・
・
・
・

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビ
ー

が
近
年
、
現
実
昧
を
帯
び
つ
つ
あ

る
。狙

っ
た
遺
伝
子
を
切
断
し
、
働
か

な
く
し
た
り
、
新
し
い
機
能
を
持
た

せ
た
り
で
き
る
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
と

い
う
技
術
が
登
場
し
た
か
ら
だ

。

特

に
使
い
や
す
い
「
ク
リ
ス
パl
・
キ

ャ
ス
9

」
は
、
ロ
年
に
発
表
さ
れ
る

と
世
界
中
に
急
速
に
広
ま
っ
た
。

四
年
に
は
中
国
の
研
究
チ
l

ム
が

人
間
の
受
精
卵
を
ゲ
ノ
ム
編
集
し
た

論
文
を
発
表。

こ
う
し
た
研
究
は
米

英
中
な
ど
か
ら
少
な
く
と
も
計
8

件

報
告
さ
れ
て
い
る。

受
精
卵
で
改
変
し
た
遺
伝
子
は
、

生
ま
れ
た
子
の
全
身
に
広
が
り
、
子

孫
に
も
受
け
継
が
れ
る
。

米
税
学
ア

カ
デ
ミ
ー
な
ど
は
昨
年
、
受
精
卵
の

ゲ
ノ
ム
編
集
は
子
ど
も
が
遺
伝
性
の

病
気
に
な
る
の
を
防
ぐ
治
療
目
的
に

限
り
容
認
し
、
能
力
や
容
姿
を
操
作

す
る
目
的
は
認
め
な
い
と
す
る
報
告

書
を
発
表
し
た。

一
方
で
、
こ
う
し

た
ル
l

ル
が
な
い
国
で
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
ベ
ビ
ー
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
「
医

療
ツ
l

リ
ズ
ム
」
が
起
き
る
こ
と
ヘ

の
知
能
や
性
格
、
体
の
特
徴
な
ど
を

ど
こ
ま
で
操
作
で
き
る
の
か
。

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の

松
原
洋
一
・
研
究
所
長
は
「
知
能
や

性
格
は
、
決
定
づ
け
る
遺
伝
子
が
明

確
で
は
な
く
、
思
い
通
り
に
操
作
す

る
の
は
難
し
い
」
と
す
る
。
一
方
、

身
長
や
筋
肉
量
に
関
係
す
る
遺
伝
子

は
出
較
的
判
明
し
て
お
り
、
操
作
で

き
る
可
能
性
は
あ
る
と
い
う
。

た
だ
、
松
原
さ
ん
は
「
い
ま
の
技

術
は
狙
い
通
り
に
改
変
す
る
精
度
が

低
く
、
人
間
の
受
精
卵
に
使
う
の
は

現
実
的
で
は
な
い
」
と
話
す

。

さ
ら
に
、
松
原
さ
ん

は
「
予
想
外
の
健
康
被

害
が
起
こ
る
可
能
性
は

あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

例
え
ば
、
「C
C
R
5

」
と
い
う

た
ん
ぱ
く
質
の
遺
伝
子
に
変
異
が
あ

れ
ば
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス(
H
I

V
)
に
感
染
し
に
く
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る。

ゲ
ノ
ム
編
集
で
こ
の
変

異
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
H
I

V
の
根
絶
に
つ
な
が
り
そ
う
な
も
の

だ
が
、
そ
う
単
純
で
は
な
さ
そ
う

だ
。

逆
に
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る

西
ナ
イ
ル
熱
に
か
か
り
ゃ
す
く
な
る

恐
れ
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。

同
じ
遺

伝
子
が
状
視
に
よ
っ
て
違
う
役
割
を

担
う
た
め
、
狙
い
通
り
に
遺
伝
子
を

改
変
し
て
も
、
思
い
も
し
な
か
っ
た

問
題
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

回

EliIl司理ヲ.... ~何言~ョー

ゲノム編集技術は1990年代後半
に登場した 。 第 1 世代の rZF
NJ や第 2 世代の rTALENJ と
いった先行技術があったが、扱い
やすい第 3 世代の 「クリスパー ・
キャス 9 J の登場で、研究のすそ
野が一気に広がった。 ただ、狙い
と違う遺伝子を編集する恐れも指
摘されている。

尿
病
に
な
り
や
す
い
一
方
、
少
な
い

食
事
か
ら
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え

ら
れ
る。

こ
の
変
異
を
ゲ
ノ
ム
編
集

で
修
復
す
る
と
、
高
カ
ロ
リ
ー
な
食

事
を
し
て
も
健
康
を
維
持
し
や
す
く

な
る
と
み
ら
れ
る。
だ
が
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
や
人
口
増
加

に
よ
っ
て
食
糧
危
機
に
陥
れ
ば
、
生

き
残
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
と
い
う

。

松
原
さ
ん
は
「
人
間
の
浅
知
恵
で

良
か
れ
と
思
っ
て
遺
伝
子
を
改
変
し

た
結
果
、
子
孫
が
将
来
の
環
境
激
変

で
苦
し
む
か
も
し
れ
な
い
」
と
話

す
。

ま
た
、
が
ん
治
療
や
再
生
医
療
な

ど
で
効
果
が
不
確
か
に
も
か
か
わ
ら

ず
高
額
な
自
費
診
療
を
提
供
す
る
医

療
機
関
が
あ
る
よ
う
に
、
ゲ
ノ
ム
編

集
で
も
同
じ
事
態
が
起
こ
り
う
る
と

み
る
専
門
家
も
い
る
。

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
の
八

代
嘉
美
教
授
(
判
明
学
技
術
社
会
論
) 44 
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望み通「想定外」
を考える

と
回
答
し
た。

半
数
が
「
知
能
」

を
、
約
必
%
が
「
身
長
」
を
重
視
し

て
い
た

。

ま
た
、
米
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
ピ
ュ

l

・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
」
が
今

年
、
約2
5
0
0

人
の
米
国
人
を
対

受精卵
の
懸
念
も
示
し
た
。

日
本
政
府
は
今
春
、
倫
理
面
や
安

全
面
の
課
題
が
あ
る
と
し
て
、
ゲ
ノ

ム
編
集
し
た
受
精
卵
で
の
妊
娠
を
認

め
な
い
見
解
を
示
し
た
。

そ
も
そ
も
、
ゲ
ノ
ム
編
集
で
人
間

ま
た
、
松
原
さ
ん
は
、
暮
ら
し
ゃ

す
い
よ
う
に
遺
伝
子
操
作
し
た
結

果
、
将
来
の
環
境
変
化
に
対
応
で
き

な
く
な
る
可
能
性
も
指
摘
す
る

。

指
肪
の
分
解
な
ど
に
関
わ
る
遺
伝

子
に
変
異
が
あ
る
人
は
、
肥
満
や
糖

は
「
原
因
遺
伝
子
が
特
定
さ
れ
て
い

る
難
病
を
除
け
ば
、
受
精
卵
の
ゲ
ノ

ム
編
集
は
リ
ス
ク
の
ほ
う
が
は
る
か

に
大
き
い。

『
ゲ
ノ
ム
編
集
』
の
限

界
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と

話
す。

(
福
地
慶
太
郎
、

戸
田
政
考)

グラフィッヲ‘軍事口種平

日(東京)・朝刊 I 2018年10月 29 日(月) I |朝
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ゲ
ノ
ム
編
集
と
生
命
倫
理



Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集瓶 2019 年3c号

l 余命 1 カ月寝たきりで人生終われぬ 1 

83 
戚

寝たきりから回復した経

験を記した岡本勉さんの

著書野口由紀撮影

46 

器
を
支
え
に
立
つ
訓
練
を

続
け
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
崩

さ
な
い
よ
う
両
足
を
広
げ

て
立
っ
と
と
な
ど
、
歩
行

の
研
究
が
役
に
立
っ
た
と

い
う
。8
月
に
は
つ
え
を

支
え
に
自
室
を
行
き
来
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。8

月
下
旬
、
妻
悦
子
さ
ん

(
位
)
の
誕
生
日
に
万
博
記

念
公
園
(
大
阪
府
吹
田
市
)

に
家
族
で
外
出
。
香
代
子

さ
ん
は
ご
緒
に
外
出
で

き
る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
か

っ
た
」
と
振
り
返
る
。

岡
本
さ
ん
は
数
カ
月
ご

と
に
目
標
を
更
新
し
、
希

望
を
つ
な
い
で
い
る
。
体

験
の
出
版
を
目
標
と
し
、

叩
月
の
誕
生
日
に
は
「
在

ま
た
歩
け
た

自らの研究実証医学博士

宅
医
療
・

介
護
寝
た
き

り
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
ウ
オ

ー
ク
」
(
同
研
究
所
)
を
刊

行
。
次
の
目
標
は
英
語
版

の
出
版
だ
。
岡
本
さ
ん
は

今
、
毎
日2
0
0
0

歩
を

歩
く
。
「
高
齢
者
が
寝
た

き
り
に
な
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
必
ず
し
も
人
生
が

終
わ
る
わ
貯
で
は
な
い
。

自
ら
の
体
で
試
し
た
こ
と

が
誰
か
の
役
に
立
て
ば
」

と
願
う
。
著
書
の
問
い
合

わ
せ
は
研
究
所(
0
7
2

.
6
3
1

・

1
7
8
8
)
。

毎

日

(
大
阪
)・
夕
刊

人
の
歩
行
の
仕
組
み
を
研
究
し
て
き
た
お
歳
の
医

大
名
醤
教
授
の
男
性
が
今
春
、
が
ん
で
余
命

1

カ
月

と
診
断
さ
れ
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
が
リ
ハ
ビ
リ
に

取
り
組
み
、
再
び
1

人
で
歩
け
る
ま
で
に
回
復
し
た
。

希
望
を
失
い
か
げ
た
が
、
研
究
で
得
た
「
筋
力
と
バ
ラ

ン
ス
機
能
を
整
え
た
ら
歩
け
る
」
と
の
信
念
か
ら
努

力
を
重
ね
た
。
男
性
は
体
験
を
記
し
た
著
書
も
出
版
。

「
寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
再
び
歩
け
た
。
同
じ
境
遇

の
人
を
勇
気
づ
け
た
い
」
と
語
る
。
【野
口
由
紀】

男
性
は
、
関
西
医
科
大

名
誉
教
授
で
医
学
博
士
の

岡
本
勉
さ
んH
大
阪
府
茨

木
市
。
子
ど
も
の
発
達
や

高
齢
者
の
健
康
維
持
に
役

立
つ
歩
き
方
を
研
究
し
て

き
た
。
近
年
は
自
宅
に
開

い
た
「
歩
行
開
発
研
究
所
」

を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
。毎

朝
約1
時
間
歩
き
、

初
歳
直
前
に
は
大
阪
マ
ラ

ソ
ン
に
出
場
。
だ
が
、
胃

が
ん
と
診
断
さ
れ
、
治
療

を
受
け
て
き
た
。
今
年4

月
中
旬
に
肺
炎
で2
週
間

入
院
。
転
倒
防
止
の
た
め

歩
行
を
止め
ら
れ
た
。
抗

が
ん
剤
の
副
作
用
か
ら
関 節

の
働
き
が
鈍
っ
た
。
や

が
て
寝
た
き
り
に
な
り
気

持
ち
も
落
ち
込
ん
だ
。
が

ん
は
リ
ン
パ
節
に
転
移

し
、
医
師
か
ら
余
命1
カ

月
と
宣
告
さ
れ
た
。
高
齢

に
な
っ
て
も
歩
い
て
元
気

で
過
ご
す
方
法
を
研
究
し

て
き
た
岡
本
さ
ん
。
宣
告

に
「
歩
け
な
い
ま
ま
人
生

を
終
わ
れ
な
い
」
と
、
心

に
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
。

4

月
下
旬
に
退
院
。
作

業
療
法
士
と
研
究
所
の
主

任
研
究
員
で
も
あ
る
長
女

香
代
子
さ
ん
(
臼
)
ち
家
族

と
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん

だ
。
ベ
ッ
ド
の
上
に
座
る

よ
う
に
な
っ
た
後
は
歩
行

2
0
1
8

年
ロ
月
沼田
(
金
)



医
学
史

研
究
会

医
学
貢
献
の
間
人
紹
介

佐
賀
医
学
史
研
究
会(鍵
山
稔
明
会
長)

は
幕
末
や
明
治
期
に
佐
賀
の
医
学
に
貢
献

し
た
人
々
を
紹
介
し
た
『
佐
賀
医
入
信
の
改
訂
版
を
発

行
し
た。
医
師
で
、
県
政
な
ど
地
域
の
課
題
に
も
力
を
入

れ
た
島
希同鯨
(1
8
5
5
1
1
9
2
3
年
)
ら
U
人

を
追
記
し
、
計1
4
0

人
の
先
人
た
ち
の
功
績
を
収
録
し

て
い
る。 嗣

岡
国

初
版
は
昨
年2
月
、
近
代
医

学
の
発
展
や
地
域
医
療
の
充
実

に
尽
く
し
た
佐
賀
の
医
学
者
1

2
6

人
の
功
績
を
掘
り
起
こ
し

て
刊
行。
同
研
究
会
は
佐
賀
新

聞
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。

初
版
が
好
評
で
、
新
た
な

資
料
や
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
会
員
が
研
究
を
進

め
、
初
版
か
ら
1

年
8

カ
月

で
改
訂
版
の
出
版
に
至
っ
た
。

集
め
た
資
料
や
写
真
も
多
数

掲
載
し
、
巻
末
に
は
索
引
も

付
け
て
い
る。

新
し
く
追
記
さ
れ
た
う
ち
の

一
人
、
鹿
毛
良
鼎
は
現
在
の
基

山
町
に
生
ま
れ
た。
西
洋
医
学

を
取
り
入
れ
、
優
し
い
人
柄
で

多
く
の
人
望
を
集
め
た
と
い

う
。

好
生
館
改
築
や
県
道
の
整

備
、
農
業
な
ど
、
地
域
の
た
め

に
幅
広
く
手
を
尽
く
し
た
。

ほ
か
に
も
、
佐
賀
市
出
身
の

小
児
科
医
で
未
熟
児
対
策
に
尽

力
し
た
大
坪
佑
二(1
9
0
3

1
m
年
)
、
鳥
栖
市
出
身
で
、

こ
う
薬
の
「
朝
日
万
金
膏
」
の

開
発
を
し
た
高
島
熊
吉(1
8

7
0
1
1
9
4
8

年
)
ら
も
加

え
た
。

鍵
山
会
長
は
「佐
賀
の
医
学

者
は
種
痘
を
全
国
ヘ
広
げ
た

り
、
国
家
試
験
の
元
と
な
る
制

度
を
築
い
た
り
大
き
な
功
績
を

残
し
て
い
る。
医
学
の
ほ
か
に

も
地
域
に
貢
献
し
た
先
人
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
い
る。

A
5
判
、
3
0
2

ml
o

1
5

0
0

円

(税
別
)
。
県
内
書
店

や
佐
賀
新
聞
社
で
取
り
扱
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
佐
賀
新
聞
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
出
版
、
電
話09

5
2

(2
8

)
2
1
5
2

。

(松
田
美
紀)

佐
賀

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
吃
月
2

日
(
日
)

師弟の集大成心電図研究
松
本
の
北
島
医
院
院
長
、
関
口
元
信
大
教
授
と
震
学
書

松
本
市
高
宮
北
の
北
島
医
院
の
北
島
敦
院
長

(臼
)と
、
信
州
大
医
学
部
教
授
だ

っ
た
故
関
口
守
衛
さ
ん
に
よ
る
医
学
書
「
健
診
心
電
図
か
ら
臨
床
へ
心
疾
患
診

断
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
出
版
さ
れ
た

。

2

人
は
初
年
以
上
に
わ
た
っ
て
心
電
図

の
研
究
を
と
も
に
進
め
、
本
の
出
版
を
目
指
し
た
が
、
北
島
さ
ん
の
思
師
関
口
さ

ん
は
2
0
1
6

年
叩
月
に
お
歳
で
死
去
。

遺
志
を
継
い
だ
北
島
さ
ん
は
、
恩
師
と

の
二
人
三
脚
の
集
大
成
が
医
療
の
現
場
で
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る

。

心
電
図
は
心
臓
の
動
き
を
示
す

波
形
の
グ
ラ
フ。
波
形
を
読
み
取

る
こ
と
で
、
心
筋
の
炎
症
や
肥
大
、

血
液
量
が
乏
し
い
状
態
「
虚
血
」

な
ど
の
異
常
が
分
か
る
。

健
康
診

断
な
ど
の
検
査
の
一
つ
で
、
手
足

や
胸
部
に
電
極
を
取
り
付
け
、
心

臓
の
収
縮
や
拡
張
を
示
す
電
気
信

号
を
感
知
す
る
。

北
島
さ
ん
は
松
本
市
出
身
。

東

海
大
医
学
部
卒
業
後
、
1
9
9
1

1
2
0
0
0

年
に
信
大
医
学
部

第
一
内
科
(
現
内
科
学
第
一
教
室

)

に
在
籍
し
た。

心
筋
症
が
専
門

の
関
口
教
授
の
も
と
で
幻
年
か
ら

心
電
図
を
本
格
的
に
研
究
。

2
0

0
0

年
の
開
業
後
も
、
信
大
を

退
職
し
た
関
口
さ
ん
と
論
文
作
成

な
ど
に
励
ん
だ
。2
人
で
判
読

し
た
心
電
図
は
印
万
例
以
上
に
上

る
。北

島
さ
ん
に
よ
る
と
、
関
口
さ

ん
は
患
者
の
話
を
よ
く
聞
く
医
師

で
医
学
へ
の
情
熱
が
強
か
っ
た

。

心
電
図
の
研
究
成
果
を
「
い
つ
か

遺志継ぎ出版「役立てて」

医
療
従
事
者

本
に
ま
と
め
よ
う」
と
言
っ
て
い

た
関
口
さ
ん
の
死
後
、
北
島
さ
ん

が
執
筆
を
続
け
て
出
版
に
こ
ぎ
着

7

た
。

変
形
A
4
判
2
0
2

ml
。

心
筋

梗
塞
や
心
筋
症
の
疑
い
な
ど
を
示

す
心
電
図
の
実
例
を
豊
富
に
掲

載
。

突
然
死
を
招
く
恐
れ
が
あ
る

「
プ
ル
ガ
ダ
症
候
群
」
の
心
電
図

を
読
み
取
る
注
意
点
も
解
説
し

た
。

北
島
さ
ん
は
「
集
大
成
に
ま

と
め
ら
れ
て
喜
ば
し
い
。

関
口
先

生
も
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
う
。

臨

床
医
や
研
修
医
、
医
学
生
な
ど
心

電
図
を
利
用
す
る
人
た
ち
に
役
立

て
て
ほ
し
い」
と
願
う。

5
6
1
6

円

(税
込
み)
。
医

学
出
版
社
(
墓
尽
)
が
発
行
。

全

国
の
医
学
系
書
店
や
医
学
系
大
学

の
購
買
な
ど
で
販
売
し
て
い
る

。

問
い
合
わ
せ
は
同
社
(宮0
3

・

3
8
1
2

・

5
9
9
7
)へ。

信
濃
毎
日

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
旧
日
(
水
)
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地
域
医
療
は
さ
ら
に
長
く

医
師
の
働
き
方
改
革
を
巡
り
、
厚
生
労
働
省
は

5

日
、
2
0
2
4

年
4

月
か
ら
勤
務
医
に
適
用
さ

れ
る
残
業
時
間
の
上
限
に
つ
い
て
、
働
き
方
改
革

関
連
法
で
定
め
ら
れ
た
一
般
労
働
者
の
上
限

「年

7
2
0

時
間
」
を
超
え
る
時
聞
を
設
定
す
る
方
針

を
示
し
た
。
地
域
医
療
の
核
と
な
る
病
院
の
医
師

ゃ
、
専
門
技
能
を
学
ぶ
若
手
は
さ
ら
に
上
限
を
緩

和
。
長
時
間
残
業
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
終
業
か

ら
始
業
ま
で
一
定
時
聞
を
空
け
る
「
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
」
な
ど
の
健
康
確
保
策
を
義
務
化
す
る

。

厚
労
省
が5
日
、
医
療

関
係
者
ら
で
つ
く
る
検
討

会
に
「考
え
方
の
案
」
を

示
し
た
。
過
労
死
防
止
の

観
点
か
ら
始
ま
る
制
度
で

長
時
間
労
働
を
認
め
る
形

に
な
り
、
妥
当
か
ど
う
か

議
論
を
呼
び
そ
う
だ
。
厚 労

省
は
年
内
に
も
具
体
的

な
上
限
時
聞
を
示
し
、
年

度
内
に
ま
と
め
る
方
針
。

案
は
、
勤
務医
の
労
働

時
聞
を
泊
年
ま
で
に
「
大

幅
に
削
減
す
る
の
は
困

難
」
と
し
た。
医
療
一丁

ズ
が
高
く
、
医
師
養
成
に 時

間
が
か
か
る
こ
と
が
理

由
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
脳
・
心
臓 疾

患
の
労
災
認
定
基
準
な

ど
を
参
考
に
、1
カ
月
と

年
閉
そ
れ
ぞ
れ
の
上
限
時

勝機朝報商量幽

年間720時間を
超える水準を設定

一般的な勤務医を
超える上限を設定。
将来的には一般的
な勤務医の上限に
移行

地域医療に
従事する医師

[地域医療の核となる ] 
ような医療機関に勤務J

専門性や妓能を
高めようとする
若手医師らを想定
[特定の医療機関に勤務j
本人の申し出も必要」

医
療
従
事
者

厚労省案

間
(
休
日
労
働
を
含
む)

を
定
め
、
連
続
勤
務
時
間

の
制
限
や
勤
務
間
イ
ン
タ

ー
バ
ル
制
度
の
導
入
を
努

力
義
務
に
す
る
。
さ
ら
に

例
外
と
し
て
、
緊
急
診
療

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
健

康
に
関
す
る
医
師
の
面
談

を
条
件
に
月
の
上
限
超
え

も
認
め
る
。

一
般
勤
務
医
の
上
限
時

間
で
も
、
地
域
医
療
の
核

と
な
る
病
院
で
は
サ
l

ピ

※厚生労働省による

ス
を
維
持
で
き
な
い
恐
れ

が
あ
る
と
し
て
、
特
定
の

医
療
機
関
は
年
間
上
限
を

よ
り
緩
や
か
に
す
る
。

対

象
と
な
る
医
師
は
労
使
で

決
め
る。
将
来
的
に
は
一

般
勤
務
医
の
上
限
時
聞
に

収
め
る
方
針。

専
門
性
や
技
能
を
高
め

よ
う
と
す
る
若
手
医
師
も

緩
和
の
対
象
に
含
め
る
。

特
定
の
医
療
機
関
で
、
本

人
が
希
望
し
た
場
合
に
限 定

す
る。
妥
当
性
は
随
時

検
証
す
る。
こ
れ
ら
の
場

合
は
連
続
勤
務
の
制
限
や

イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
義
務
と

す
る
方
針
。

5

日
の
検
討
会
で
は
、

委
員
か
ら
「
健
康
確
盤
県

が
し
っ
か
り
機
能
す
る
仕

組
み
が
必
要
だ
」
「
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
よ
う

な
労
働
時
聞
を
設
定
す
る

の
は
問
題
だ」
と
の
幅
謁

も
あ
っ
た。

「
若
手
こ
き
使
う
前
提
」
現
場
医
師

疑
問
の
声

厚
生
労
働
省
『
が
、
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
な
ど
の

健
康
確
星
雲
取
る
こ
と

を
前
提
に
、
医
師
の
残
業

時
間
の
上
限
に
つ
い
て
一

般
労
働
者
の
基
準(年
7

2
0

時
間
以
内)
を
超
え

る
時
聞
を
設
定
す
る
方
針

を
示
し
た。
「小
手
先
だ
け

の
印
象
」
「
無
理
が
あ
る
」
。

医
療
ニl
ズ
に
応
え
る
た

め
、
奮
闘
を
続
け
る
現
場

の
医
師
た
ち
か
ら
は
疑
問 の

声
も
聞
か
れ
た
。

「
医
師
配
置
な
ど
を
見

直
さ
な
け
れ
ば
、
過
労
死

や
医
療
ミ
ス
は
な
く
な
ら

な
い
だ
ろ
う
」と
指
摘
す

る
の
は
仙
台
厚
生
病
院

(仙
台
市
)の
遠
藤
希
之
・

医
学
教
育
支
援
室
長
だ
。

同
病
院
で
は
循
環
器
、

消
化
器
、
呼
吸
器
の3部

門
に
特
化
し
て
医
師
を
集

め
る
こ
と
で
、
医
師
の
残

業
時
聞
を
月9
時
間
以
下

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。
「
医
療
ニ
l

ズ

が
減
る
わ
け
で
は
な
い
。

地
域
で医
療
機
関
の
選
択

と
集
中
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
」
と
訴
え
る。

関
東
地
方
の
山
間
部
に

あ
り
、
地
域
医
療
を
担
う

公
立
病
院
の
関
係
者
は

「医
師
が
救
急
当
直
の
翌

日
に
診
療
に
当
た
れ
な
く

な
れ
ば
、
医
療
体
制
を
維

持
す
る
自
信
は
な
い
」
と 勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の

影
響
を
讐
ゆ
す
る
。
厚
労

省
案
に
つ
い
て
は
「
医
師

が
足
り
て
い
る
病
院
に
向

付
た
話
の
よ
う
に
思
え

る
」
と
言
い
切
っ
た
。

一
般
医
師
よ
り
も
、
さ

ら
に
残
業
よ
限
が
高
く
設

定
さ
れ
る
対
象
に「
専門

性
や
技
能
を
高
め
よ
う
と

す
る
若
手
医
師
」
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
、
墓
京

都
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
勤

め
る
女
性
内
科
医(却
)は

「や
っ
ぱ
り
若
手
を
こ
き

使
う
前
提
な
ん
だ
な
と
思

っ
た
。
夢を
抱
き
、
医
師
に

な
っ
た
人
の
足
元
を
見
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る」

と
冷
め
た
口
調。
「若
手
を

酷
使
す
る
現
状
を
改
め
な

い
限
り
、
働
き
方
を
改
革

し
よ
う
と
し
て
も
無
理
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

疑
問
を
投
げ
掛
け
た
。

〈共
同
通
信
〉

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
吃
月6
日
(
木
)
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手
術
後
・
麻
酔
の
管
理
な
ど

医
師
の
働
き
方
点
検

厚労省検討

医
師
の
長
時
間
労
働
を
減
ら
す
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
、
手
術

に
伴
う
業
務
な
ど
の
一
部
を
医
師
か
ら
看
護
師
に
移
す
こ
と
を
促

す
方
針
を
決
め
た。
医
師
か
ら
手
順
書
で
事
前
に
指
示
を
受
け
た

看
護
師
が
診
療
を
補
助
で
き
る
制
度
の
研
修
を
見
直
し
、
麻
酔
や

手
術
を
受
け
た
患
者
の
管
理
を
担
え
る
環
境
を
整
え
る

。

健
康
確
保

第
三
者
機
関
設
置
ヘ

長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て

い
る
医
師
の
働
き
方
改
革
を
巡

り
、
厚
生
労
働
省
は
凶
日
、
残

業
時
間
の
上
限
を
一
般
労
働
者

よ
り
緩
和
す
る
代
わ
り
に
健
康

確
保
策
が
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
第
三
者

機
関
を
設
け
る
方
向
で
検
討
に

入
っ
た。
年
明
け
に
も
具
体
的

な
議
論
を
始
め
る
方
針
だ
。

来
年
4

月
施
行
の
働
き
方
改

革
関
連
法
で
、
労
働
者
の
残
業

の
上
限
は
最
大
年72
0

時
間

と
な
る
。

医
師
に
つ
い
て
は
医

師
不
足
地
域
に
配
慮
し
、5
年

の
経
過
措
置
を
設
け
た
う
え

で
、
上
限
は
省
令
で
別
に
定
め

る
。厚

労
省
は
今
年
度
内
に
残
業

の
上
限
を
決
め
る
方
針
で
、
現

在
、
一
般
の
医
療
機
関
で
働
く

医
師
は
年9
6
0

時
間
と
す
る

方
向
で
調
整
中
だ。
地
域
の
中

核
的
な
医
療
機
関
の
医
師
や
、

経
験
を
積
む
必
要
が
あ
る
研
修

医
ら
特
定
の
医
療
機
関
の
医
師

は
上
限
を
さ
ら
に
緩
和
す
る。

た
だ
し
、
健
康
確
保
の
た
め
、

終
業
と
始
業
の
聞
に9
時
間
の

休
息
を
求
め
る
「
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
」
や
、
連
続
勤
務
は

お
時
間
ま
で
と
す
る
制
限
を
設

け
る
。

上
限
を
緩
和
す
る
特
定

の
医
師
に
は
義
務
化
を
検
討
し

て
い
る
。

し
か
し
、
健
康
確
保
策
の
実

施
が
順
守
さ
れ
る
か
疑
問
視
す

る
声
も
あ
る。
こ
の
た
め
、
自

民
党
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
!
ム

が
回
目
、
実
施
を
促
す
第三
者

機
関
の
創
設
を
求
め
る
中
間
提

言
案
を
公
表。
日
本
医
師
会
も

必
要
性
を
指
摘
し
て
い
た。

第
三
者
機
関
は
、
都
道
府
県

な
ど
が
地
域
の
医
療
機
関
の
労

務
管
理
を
支
援
す
る
「
医
療
勤

務
環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
で
検
討
す
る。

ト看護師に医師の業務シフ

Z強?

R7i: 

士冗
(
東
京
)・
夕
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
間
日
(
水
)

働き方改革厚労省が20年度から新研修

医
療
従
事
者

研
修
施
設
を
来
年
に
指
定

し
、
2
0
2
0

年
度
か
ら
新
た

な
研
修
を
始
め
る。
医
師
の
指

示
が
あ
れ
ば
、
看
護
師
は
診
療

の
補
助
と
し
て
医
療
行
為
が
で

き
る
。

国
は
日
年
、
看
護
師
の
役

割
を
広
げ
よ
う
と
制
度
を
開

始
。

国
が
定
め
た
研
修
を
受

け
、
医
師
か
ら
手
順
書
で
指
示

を
受
け
て
い
れ
ば
、
看
護
師
の

判
断
で
医
療
行
為
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

対
象
は
国
が
決

め
、
「
特
定
行
為
」
と
呼
ば
れ

る
。

手
術
後
の
痛
み
の
管
理
や

血
液
透
析
な
ど
犯
行
為
あ
る

。

看2医師に移行を促進する主忽業務
E;aí~i司圃圃圃圃圃圃圃圃圃園

- 気道の確保
・麻酔の覚醒

Ed言語:lif4記~， ，，圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

- 呼吸の管理

.選語、栄養の管理

た
だ
、
研
修
施
設
の
多
く
は

現
在
、
限
ら
れ
た
行
為
の
研
修

し
か
提
供
し
て
い
な
い
。

気
管

チ
ュ
ー
ブ
の
位
置
や
薬
の
量
の

調
整
、
体
に
入
れ
た
管
の
披
去

な
ど
、
手
術
後
の
管
理
に
必
要

な
行
為
す
べ
て
の
研
修
を
受
け

づ
ら
く
、
看
護
師
へ
の
業
務
移

管
は
進
ん
で
い
な
い。
麻
酔
管

理
で
も
同
様
の
状
混
だ
っ
た
。

厚
労
省
は
今
秋
に
見
直
し
に

着
手

。

手
術
後
の
患
者
の
管

理
、
麻
酔
管
理
、
在
宅・
慢
性

期
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
行
為

の
研
修
を
ま
と
め
て
受
白
ら
れ

る
内
容
に
す
る
と
決
め
た

。

今
回
の
見
直
し
は
、
厚
労
省

が
検
討
を
進
め
て
い
る
医
師
の

働
き
方
改
革
の
一
環
。

6

月
に

成
立
し
た
働
き
方
改
革
関
連
法

で
は
、
罰
則
っ
き
の
残
業
時
間

の
上
限
が
導
入
さ
れ
、
医
師
に

つ
い
て
は
M
年
4

月
を
め
ど
に

適
用
さ
れ
る。
(

阿
部
彰
芳)

- 輸液での脱水への対応
. 腎ろうの管の交換

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
釘
目
(
金
)

49 



Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019年3号

とない」
，圃.

、ー「学ぶのに遅すぎる

養
成
・

研
修

弘
前
市
医
師
会
・
専
門
学
校
の
社
会
人
枠

仕
事
、
育
児
、
実
習A〕
な
す

弘
前
市
医
師
会
看
護
専
門
学
校(弘
前
市
野
田2
丁
目
)
の
准
看
護
学
斜
で
、
多
く
の
社
会
人
経
験
者

が
看
護
師
を
目
指
し
て
学
ん
で
い
る
。

2

年
生
の
白
戸
順
子
さ
ん(必
)リ
平
川
市川
と
佐
藤
智
美
さ
ん

(出
)
H弘
前
市H
は
、
保
育
士
と
し
て
病
院
や
障
害
児
施
設
で
働
く
中
で
、
医
療
行
為
が
で
き
る
看
護
職

へ
の
思
い
を
募
ら
せ
、
社
会
人
入
試
を
受
け
入
学
し
た

。

こ
の
2

年
間
、
と
も
に
弘
前
市
内
の
病
院
で
働

き
な
が
ら
、
家
事
や
育
児
に
、
勉
強
や
実
習
に
奮
闘
し
て
き
た

。

(太
田
佳
希)

幼
稚
園
や
大
学
病
院
の
小
児

糾
病
棟
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る

白
戸
さ
ん
は
、
岡
市
の
な
ん
ば

耳
鼻
咽
喉
糾
で
看
護
助
手
と
し

て
働
い
て
い
る。

注
射
を
怖
が

る
子
ど
も
た
ち
を
な
だ
め
た

り
、
親
が
検
査
を
受
け
る
際
に

子
ど
も
の
相
手
を
し
た
り
と
、

保
育
士
と
し
て
の
経
験
が
生
き

て
い
る
と
い
う。

た
だ
、
患
者
の
世
話
な
ど
の

医
療
行
為
は
で
き
な
い
。

同
医

院
の
先
輩
看
護
師
の
後
押
し
も

あ
り
、
看
護
師
に
な
る
こ
と
を

決
心
し
た。

家
計
や
家
事
へ
の
影
響
を
考

え
、
入
学
を
た
め
ら
う
こ
と
も

あ
っ
た。

し
か
し
、
夫
や4
人

の
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て
く

れ
、
来
年
春
に
は2
年
間
の
課

程
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

「勉
強
す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
こ

と
は
な
い
と
感
じ
た。
娘
と
同

じ
く
ら
い
の
年
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
テ
ス
ト
を
受
け
る
の
も
楽

し
い
」
と
笑
事
生
見
せ
る。

一
方
の
佐
藤
さ
ん。「
四
歳

の
頃
、
子
ど
も
が
好
き
だ
か
ら

保
育
士
に
な
ろ
う
く
ら
い
の
気

持
ち
で
進
路
を
決
め
た」と
振

り
返
る。

転
機
は
、
進
学
先
の
学
校
の

保
育
実
習
で
障
害
者
施
設
を
訪

れ
た
こ
と。
障
害
の
あ
る
人
た

ち
と
交
流
し
た
こ
と
で
障
害
や

精
神
疾
患
な
ど
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
卒
業
後
は
保
育
士
と
し

て
障
害
児
施
設
に
勤
め
た
。

そ

こ
で
薬
の
服
用
な
ど
保
育
士
で

は
対
応
で
き
な
い
問
題
に
直

半
数
が
社
会
人
経
験
者

弘
前
市
医
師
会
看
護
専
門
学

校
は
2
0
0
7

年
か
ら
学
糾
試

験
を
課
さ
な
い
社
会
人
入
試
を

導
入
し
て
い
る。

背
景
に
は
、

少
子
化
で
高
校
卒
業
者
の
志
願

が
減
る
中
、
門
戸
を
広
げ
て
看

護
職
を
確
保
し
た
い
医
師
会
側

の
ニ
ー
ズ
が
あ
る。
現
在
は
一

般
入
試
で
の
入
学
者
も
含
め
、

准
看
護
学
斜
の
半
数
近
く
が
社

会
人
経
験
者
だ。

面
、
看
護
の
仕
事
に
興
味
を
持

っ
た
と
い
う。

そ
の
後
、
弘
前
愛
成
会
病
院

に
職
場
を
移
し
、
医
療
現
場
を

実
際
に
体
験
し
た
上
で
受
験
し た

。
「
看
護
師
を
一
生
の
仕
事

に
す
る
と
覚
悟
を
持
っ
て
入
学

し
た。

若
い
頃
と
は
ま
た
違
っ

て
勉
強
が
楽
し
い」
と
語
る。

家
族
を
は
じ
め
、
子
ど
も
が
通

同
校
に
よ
る
と
、
社
会
人
入

学
者
の
経
験
職
種
は
さ
ま
ざ

ま
。

製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
か

ら
新
た
に
看
護
師
を
目
指
す
人

ゃ
、
勤
務
先
の
要
望
や
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ

プ
の
た
め
に
資
格
取
得

を
目
指
す
介
護
職
や
看
護
助
手

も
い
る

。

今
年
の
同
学
糾2
年
生
で
は

別
人
の
う
ち4
割
が
社
会
人
経

験
者。
保
育
士
と
し
て
働
い
て

っ
て
い
た
保
育
園
の
先
生
も
応

援
し
て
く
れ
、
病
院
実
習
ま
で

や
り
遂
げ
た。

「大
変
は
大
変
だ
っ
た
だ
け

ど
、
学
ぶ
こ
と
が
面
白
か
っ
た

」

と
声
を
そ
ろ
『
え
る
白
戸
ベ
ヤ
ん
と

佐
藤
さ
ん。
充
実
し
た
学
生
生

活
を
胸
に
、
来
年
2

月
の
准
看

護
師
試
験
に
臨
む
。

少
子
化
で

門
戸
拡
大

い
た
人
は
、
例
年01
1

人
程

度
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
学
年

は
5

人
い
る
と
い
う。

(太
田
佳
希)

東
奥
田
報
・

朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
幻
自
(
月
)
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S 指針SN 看護師の卵と

デ
リ
ケ
ー
ト
な
個
人
情
報
を
扱
う
病
院
や
医
療
施
設
で
実

習
を
受
け
る
機
会
が
多
い
豆
轟
学
生
に
向
け
、
浦
添
市
当
山

の
浦
添
看
護
学
校
は
こ
の
ほ
ど
、
ソ
l

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利

用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。

教
職
員
だ
け
で
な
く
学

生
も
交
え
て
内
容
を
決
め
、
具
体
的
な
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
も

盛
り
込
ん
だ
。
知
念
築
子
校
長
は
「
よ
く
考
え
て
ソ

l

シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
、
安
易
な
投
稿
を
踏
み
と
ど
ま
っ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
話
し
て
い
る
。

「
事
例5

教
科
外
活
動
の
イ

ベ
ン
ト
で
妊
婦
体
験
を
し
た
学
生

た
ち
が
、
ふ
ざ
け
た
態
度
の
動
画

を
撮
影
し
、
ク
ラ
ス
のL
I
N
E

に
投
稿
し
た。
映
像
を
不
快
に
思

っ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
他
の
S
N

S
(
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
)
に
投

稿
し
、
拡
散
し
た
」l
。

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
は
学
生
が
陥
り
や
す
そ

う
な
事
例
が
並
ぶ
。

ど
こ
が
問
題

か
、
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
り
う

る
か
、
そ
の
結
果
ど
う
な
る
か
を

分
か
り
ゃ
す
く
説
明
し
て
い
る
。

写
真
共
有
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
」
、
短
文
投
稿
サ
イ
ト
「
ツ

イ
ッ
タ
l

」
。

学
生
た
ち
に
と
っ

て
、
S
N
S
を
含
む
ソ1
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
は
幼
い
頃
か
ら
身
近
な

存
在
だ。
知
念
校
長
は
「
医
療
系

は
S
N
S
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
や
す
い。
い
つ
か
大
き
な

浦添看護学校

禁止でなく適切利用学ぶ

問
題
が
起
き
な
い
か
と
不
安
が
あ

っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
。

作
成
に

当
た
っ
て
は
「
教
職
員
だ
け
で
作

る
と
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
も
ら

え
な
い
」
と
、
学
生
会
に
も
参
加

を
呼
び
掛
け
た。
教
員
が
作
っ
た

原
案
を
基
に
、
文
面
の
読
み
や
す

さ
、
イ
ラ
ス
ト
の
配
置
や
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

大
き

さ
に
も
こ
だ
わ
り
、
常
に
持
ち
歩

け
る
よ
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
手
帳
サ

イ
ズ
に
し
た。

(
宇
一
…
…
一
…

~ 

,. -
浦添看護学授が策定した :
ソーシャルメディア利用 i
のガイドライン

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
、

意
見
を
反
映
さ
せ
た。
同
校
2

年

で
策
定
に
携
わ
っ
た
大
山
結
子
さ

ん
(
初
)
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見

て
、
小
さ
な
行
動
が
大
き
な
問
題

に
つ
な
が
る
と
知
っ
た
。

守
秘
義

務
も
あ
る
し
、
看
護
の
勉
強
に
も

な
っ
た
」
と
話
す
。

教
職
員
の
意
識
も
変
わ
っ
た
。

長
漬
マ
チ
子
副
校
長
は
「
当
初
は

使
つ
て
は
駄
目
と
い
う
意
識
だ
っ

た
。

で
も
、
学
生
た
ち
と
話
す
う

ち
、
彼
ら
に
使
わ
な
い
と
い
う
選

択
肢
は
な
い
と
気
付
い
た
。

じ
ゃ

あ
ど
う
使
え
ば
い
い
の
か
と
考
え

た
」
と
振
り
返
っ
た。
学
生
会
長

の
仲
田
武
将
さ
ん
(
悶
)
は
「
い
い

体
験
だ
っ
た
し
、
知
識
も
付
い
た

。

今
後
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
使
っ
て

月
に
1

回
読
み
ムF
わ
せ
を
し
て
い

く
」
と
活
用
す
る
考
え
を
強
調
し

た
。
(

前
森
智
香
子)

琉
球
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
旧
日
(
月
)

養
成
・
研
修

看
護

杢の
お道
民日
皆本
女で
提歩
玩む
労

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
経
済
連

携
協
定
(E
P
A

)
に
基
づ

い
て
来
日
し
、
働
き
な
が
ら

日
本
の
看
護
師
資
格
取
得
を

目
指
す
エ
ナ
ノ
・
マ
・
テ
ザ

・

ジ
ョ
イ
・
ヒ
ン
コ
さ
ん

(お
)
が、
受
け
入
れ
先
の
木

沢
記
念
病
院
(
美
濃
加
茂
市

吉
井
町)
で
出
口
隆
院
長
か

ら
辞
令
を
受
け
、
看
護
補
助

の
仕
事
に
励
ん
で
い
る

。

テ
ザ
さ
ん
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
半
年
問
、
日
本
語
を
学
ん

で
か
ら
今
年6
月
に
来
日。

さ
ら
に
半
年
間
の
日
本
語
研

修
を
大
阪
市
で
受
け
た
。

マ

ニ
ラ
市
の
病
院
で
約
4

年
間

の
看
護
師
経
験
が
あ
り
、
木

沢
記
念
病
院
で
は
手
術
の
準

備
な
ど
に
従
事
す
る
。

協
定
で
は3
年
間
の
滞
在

期
間
中
に
看
護
師
資
格
を
取 得

す
れ
ば
、
そ
の
後
も
日
本

で
の
滞
在
・
就
労
が
認
め
ら

れ
る。
木
沢
記
念
病
院
で
は

2
0
0
8

年
か
ら
外
国
人
看

護
師
の
受
け
入
れ
を
開
始
。

こ
れ
ま
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
白
人
を

受
け
入
れ
、
う
ち4人
が
日

本
の
資
格
を
取
得
し
て
い

る
。テ

ザ
ベ
ヤ
ん
は「先
輩
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

日
本
語
や
日
本
の
医
療
を
し

っ
か
り
と
学
び
た
い」と
決

意
を
語
っ
た。
(佐
竹
直
人)

岐
車
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
m
日
(
日
)
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医
学
部
面
接

養
成

・

研
修

総
合
評
価
の
試
み

医
学
部
の
入
試
で
は
、
面
接
が
つ
き
も
の
だ

。

「
医
師
と
し

て
の
特
性
を
み
る
た
め
」
と
さ
れ
る
が
、
面
接
の
手
法
は
大
学

に
よ
っ
て
異
な
る。

大
学
側
も
受
験
生
を
「
総
合
的
に
評
価
」

し
よ
う
と
、
様
々
な
試
み
を
し
て
い
る
。
(

大
賀
有
紀子
)

短
く
数
回
「
多
角
的
に
」

最
近
、
短
時
間
の
面
接
を
複

数
回
繰
り
返
す
「M
M
I
(冨

己
t
u
z
z
H
E
E
Z
円
三
。

さ
)
」
と
い
う
方
式
を
採
り
入

れ
る
大
学
が
増
え
て
い
る

。

2
0
1
7

年
度
入
試
か
ら
導

入
し
た
東
京
慈
恵
会
医
税
大

(
港
区
)
の
場
合
、
受
験
生
が

五
つ
の
部
屋
を
順
番
に
回
り
、

そ
れ
ぞ
れ
で
面
接
の
担
当
者
か

ら
出
さ
れ
た
質
問
に1
対
1

で

答
え
る。

一
つ
の
面
接
に
か
け

る
時
間
は
約7
分
。

大
学
側
は

問
題
を
公
表
し
て
い
な
い
が
、

予
備
校
の
調
べ
に
よ
る
と
、
未

婚
率
の
グ
ラ
フ
な
ど
の
資
料
を

用
い
て
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う

。

狙
い
は
「
多
様
な
医
師
の
輩

出
」
で
、
筆
記
試
験
だ
け
で
は

測
れ
な
い
表
現
力
や
、
自
分
の

役
割
を
考
え
る
能
力
な
ど
を
評 価

す
る
と
い
う
。
同
大
医
学
税

入
試
委
員
長
は
導
入
の
効
果
に

つ
い
て
「
多
角
的
側
面
か
ら
の

評
価
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
受
験
生
一
人
ひ
と
り
の
特

性
を
把
握
し
や
す
く
な
っ
た
と

感
じ
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

M
M
ー
で
は
、
「
自
分
の
後

ろ
に
も
人
が
並
ん
で
い
る
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
で
、
高
齢
者
が
う

っ
か
り
割
り
込
ん
で
き
た
ら
ど

う
す
る
か
」
や
「
自
分
も
相
手

も
小
学
生
の
集
団
登
校
を
避
け

よ
う
と
し
て
、
自
分
の
自
転
車

が
相
手
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
自

分
に
非
は
あ
る
か
」
の
よ
う

な
、
倫
理
の
よ
う
な
質
問
が
出

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

藤
田
医
和
大
(
愛
知
県
豊
明

市
)
は
A
0
・

一
般
入
試
で
導

入
し
て
お
り
、
日
分
程
度
の
個

_Jl・・園、ー、
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大学入試
新時代へ

人
面
接
に
加
え
、
約5
分
間
の

M
M
I
を
2
5
4

回
実
施
し
て

い
る
。

同
大
の
担
当
者
は
「
対

策
が
難
し
い
た
め
本
当
の
人
物 が

見
え
る。

面
接
す
る
人
が
同

じ
質
問
を
す
る
こ
と
で
、
評
価

も
安
定
す
る
」
と
話
す

。

国
立
大
で
も
、
同
様
の
手
法

を
取
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い

る
。

医
学
部
専
門
予
備
校
メ
デ

ィ
カ
ル
ラ
ボ
東
京
立
川
校
の
野

水
朔
太
校
舎
長
(
但
)
は
「
M
M

I

は
多
種
多
様
な
質
問
を
し
て

く
る
の
で
、
専
門
性
の
高
い
対

策
が
必
要
だ
」
と
話
す

。

長
時
間
「
人
間
性
見
る
」

一
つ
一
つ
の
面
接
を
長
時
間

に
す
る
大
学
も
あ
る

。

汀
年
春
に
医
学
部
を
新
設
し

た
国
際
医
療
福
祉
大
(
千
葉
県

成
田
市
な
ど
)
は
、1
人
初
分

の
面
接
を2
回
行
う
。
質
問
を

す
る
側
は
各3
人

。

1

回
目
は

志
望
動
機
や
高
校
時
代
の
部
活

動
な
ど
、2
回
目
は
時
事
問
題

へ
の
賛
否
な
ど
の
意
見
を
聞
く

見
え
な
い
配
点
や
基
準

全
国
の
医
学
部
が
あ
る
国
公

私
立
大
位
校
の
う
ち
、
入
試
で

面
接
を
実
施
し
な
い
の
は
九
州

大
だ
け
だ
。
野
水
さ
ん
は
「
医

学
部
入
試
は
、
大
学
に
と
っ
て

医
師
の
就
職
試
験
の
よ
う
な
側 面

が
あ
る。
大
学
側
は
医
師
の

適
性
が
あ
る
か
、
早
め
に
見
極

め
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
話

す
。

一
方
で
、
多
く
の
大
学
が
面

接
の
配
点
や
評
価
基
準
な
ど
は と

い
う
。

自
ら
面
接
も
す
る
大
友
邦
学

長
(
臼
)
は
「
加
分
も
話
し
て
い

れ
ば
事
前
に
対
策
し
て
き
た
姿

で
は
な
く
、
本
来
の
人
間
性
が

見
ら
れ
る
」
と
話
す

。

受
験
生

が
時
事
問
題
を
知
ら
な
い
場
合

は
、
か
み
砕
い
て
説
明
し
、
答

え
を
引
き
出
す
よ
う
に
す
る
な

ど
、
意
見
を
聞
く
こ
と
を
重
視

す
る。

た
だ
、
判
定
に
は
小
論

文
や
一
次
試
験
の
結
果
も
加
味

さ
れ
、
「
面
接
だ
け
で
合
否
を

決
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
」
と
も
い
う
。

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ボ
に
よ
る

と
、
東
邦
大
(
大
田
区
な
ど
)

で
は
医
師
さ
な
が
ら
の
質
問
を

面
接
で
出
題
す
る。

患
者
に
手

術
同
意
書
に
サ
イ
ン
さ
せ
る
、

チ
l

ム
医
療
の
中
で
も
め
た
場

合
、
な
ど
場
面
を
設
定
さ
れ
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
問
わ

れ
る。

公
表
し
て
お
ら
ず
、
受
験
後
、

成
績
開
示
に
応
じ
る
大
学
も
ほ

と
ん
ど
な
い。

医
学
部
入
試
を

め
ぐ
っ
て
は
今
年
に
入
っ
て
か

ら
複
数
の
大
学
で
女
子
や
浪
人

回
数
の
多
い
受
験
生
を
不
利
に

扱
っ
た
り
、
特
定
の
受
験
生
を

優
遇
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
、
不
透
明
さ
も
問
題
と な

っ
て
い
る。

私
立
大
医
学
部
を
受
験
予
定

の
高
3

の
女
子
(
店
)
は
、
こ
う

し
た
問
題
が
明
る
み
に
出
た

こ
と
で
「
来
春
は
、
逆
に
女
子

の
合
格
者
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
」
と
期
待
す
る
。

「
面

接
で
は
、
結
婚
、
出
産
し
て
も

医
師
と
し
て
働
き
続
け
た
い

と
言
う
」
と
話
す。

た
だ
、
受

験
校
の
面
接
評
価
基
準
は
不

明
で
、
そ
の
点
は
不
安
が
残

る
。

医
学
部
以
外
で
も
、
面
接
を

取
り
入
れ
る
大
学
は
広
が
っ
て

い
る
。

河
合
塾
教
育
情
報
部
チ

ー
フ
の
岩
瀬
香
織
さ
ん
に
よ
る

と
、
国
公
立
の
教
員
養
成
系
学

部
で
目
立
ち
、
四
年
春
は
宇
都

宮
大
教
育
学
部
と
上
越
教
育
大

が
前
期
日
程
で
始
め
る

。

「
大

学
入
試
改
革
を
見
据
え
、
『
主

体
性
』
を
評
価
す
る
た
め
の
動

き
だ
ろ
う
。

教
育
系
で
は
、
教

員
と
な
る
資
質
を
入
学
時
点
で

見
極
め
た
い
狙
い
が
あ
る
」
と

み
る
。

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月

辺
日
(
土
)
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イービーエム福島に研究開発拠点

日目l
国|
隈I
V2司

RJ司l

悶|
園|
同日|
【同|

福
島
市
に
研
究
開
発
拠
点
を
置
く
医
療
機
器
製
造
・
販
売
「
イ

I

ビ
1

エ
ム
」
(
本
社
・
東
京
都
)
は
、

血
管
を
繕
い
合
わ
せ
る
手
術
手
技
「
吻
合
(
ふ
ん
ご
う
)
」
の
技
能
評

価
法
を
事
業
化
し
、
特
許
申
請
し
た
。

福
島
市
で
製
造
し
た
人
工
血
管
と
手
術
訓
練
装
置
を
国
内
外
の
医
療
機
関
に
普
及
さ
せ
、
福
島
市
の
血
流
解

析
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影

(
C
T
)で
訓
練
結
果
を
点
数
化
し
、
医
師
の
技
能
を
評
価
す
る
。
手
術

評
価
の
「
国
際
標
準
」
を
目
指
し
、
県
内
を
は
じ
め
国
内
外
の
若
手
医
師
の
技
能
向
上
に
つ
な
げ
る
。

L 吻合技能評価遺伝イぷ1IPa-

②
 

。
如ビート

や 訓練r• 間
必一 ③ 

甑回
程程自

CT 
血流解析

吻
合
の
技
能
評
価
法
の

流
れ
は
【
巴
の
通
り
。

イ
l
ビ
l
エ
ム
は
、
同
社

が
開
発
製
造
し
た
訓
練
用

人
工
血
管
「YO
U
C
A

N
(ヨ
ウ
カ
ン
)」
と
、

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
訓

練
装
置
「B
E
A
T
(ビ

ー
ト
)
」
を
、
国
内
外
の

医
療
機
関
で
さ
ら
に
普
及

さ
せ
る
。
医
師
は
血
管
を

纏
い
合
わ
せ
た
訓
練
済
み

ヨ
ウ
カ
ン
を
福
島
市
の
同

社
に
宅
配
便
や
郵
便
で
送

る
。
同
社
は
ヨ
ウ
カ
ン
を

C
T
撮
影
し
、
血
流
解
析

で
血
液
が
ス
ム
ー
ズ
に
流

れ
る
か
を
測
定
す
る
ロ
測

定
結
果
を
点
数
化
し
て
ラ

ン
ク
分
け
し
、
医
療
機
関

医師の技能向上図る
と
医
師
に
通
知
す
る
。

血
管
を
樋
い
合
わ
せ
る

手
術
手
授
は
ミ
リ
単
位
の

作
業
と
な
る
。
従
来
は
吻

合
の
出
来
を
第
三
者
的
に

評
価
す
る
機
闘
が
な
く
、

多
忙
な
熟
練
医
ち
が
学
会

な
ど
で
立
ち
会
っ
て
若
手 十

月
上
旬
に
東
京
都
内

で
聞
か
れ
た
日
本
胸
部
外

科
学
会
定
期
学
術
集
会

で
、
朴
社
屋
は
福
島
医
大

心
臓
血
管
外
科
学
講
座
教

授
の
横
山
斉
氏
と
共
同
で

研
究
成
果
を
発
表
し
、
圏

内
外
の
心
臓
外
科
医
か
ら

高
い
評
価
を
得
た
。
日
本

総
血
管
外
科
雲
理
事

長
を
務
め
る
横
山
教
授
は

「
熟
練
医
が
訓
練
の
結
果

を
全
て
評
価
す
る
の
は
時

間
的
に
限
界
が
あ
っ
た

。

価
法
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
世
界
中
か
ら
外

科
医
が
繕
っ
た
血
管
モ

デ
ル
が
福
島
に
送
ら
れ
て

く
る
。
英
語
の
T
O
E
F

L

の
よ
う
に
、
手
術
技

能
を
評
価
す
る
世
界
共

通
の
制
度
に
し
て
い
き

た
い
」
と
目
標
を
語
る
。

一
年
以
内
に
ヨ
ウ
カ
ン

を
納
入
し
て
い
る
二
百
施

設
で
の
評
価
法
導
入
を
目

指
す。
カ
ナ
ダ
の
医
療
機

関
や
、
大
阪
大
大
学
院

国
際
標
準
ヘ
特
許
申
請

医
師
を
採
点
し
て
き
た
。

朴
栄
光
社
長95
は
十

四
年
前
の
早
稲
田
大
大
学

院
生
時
代
、
心
臓
外
科
医

の
技
能
を
工
学
的
に
評
価

し
、
訓
練
効
率
化
を
高
め

る
研
究
を
始
め
た
。
東
京

都
内
で
起
業
後
、
福
島
市

に
研
究
開
発
拠
点
を
設
け

た
。
二O
二
ニ
(
平
成
二

十
五
)
年
、
県
の
ふ
く
し

ま
医
療
福
祉
機
器
開
発
事

業
費
補
助
金
に
探
摂
さ

れ
、
研
究
を
加
速
化
さ
せ

た
。

養
成

・

研
修

今
回
の
評
価
法
は
公
平
中

立
に
大
規
模
な
評
価
が
可

能
に
な
り
、
経
済
性
も
高

い
。
世
界
へ
の
普
及
が
狙

え
る
の
で
は
な
い
か
」
と

説
明
す
る
。

聞
社
の
ヨ
ウ
カ
ン
は
圏

内
二
百
施
設
、
海
外
で
は

米
園
、
中
園
、
韓
国
、
豪

州
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
に

納
昂
実
績
が
あ
り
、
多
く

の
国
内
外
の
医
療
機
関

で
訓
練
に
使
わ
れ
て
い

る
。

朴
社
長
は
「特
許
申

請
と
同
時
に
、
と
の
評 医

学
系
研
究
科
心
臓
血
管

外
科
の浬
芳
樹
教
授
と

大
阪
大
で
の
導
入
調
整
も

進
め
て
い
る
。
日
本
心
臓

血
管
外
科
学
会
は
福
島

市
の
聞
社
の
施
設
を
心

臓
手
術
の
教
育
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
く
方
針

を
示
し
て
お
り
、
福
島
と

世
界
の
医
療
機
関
を
結
ぶ

取
り
組
み
へ
関
係
者
の
期

待
が
高
ま
る
。

福
島
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
2

日

(日
)
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脊髄損傷で初の実用化

技
術
・
療
法
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札
幌
医
科
大
と
医
療
機
器
・

医
療
品
製
造
の
ニ
プ
ロ
(
大
阪

市
)
は
お
目
、
共
同
開
発
し
た

脊
髄
損
傷
治
療
の
細
胞
製
剤

(
再
生
医
療
製
品
)
「
ス
テ
ミ

ラ
ッ
ク
注
」
の
製
造
・
堅
児
に

つ
い
て
、
同
日
付
で
厚
生
労
働

省
か
ら
、
条
件
・
期
限
付
き
で

承
認
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
患

者
自
身
の
骨
髄
に
含
ま
れ
る
幹

細
胞
を
使
っ
て
、
傷
つ
い
た
神

経
を
再
生
さ
せ
る
薬
。
保
険
適

用
の
手
続
き
を
経
て
早
け
れ
ば

2
0
1
9

年
春
に
も
治
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
見
通

し
。
圏
内
治
療
施
設
は
当
初
1

年
程
度
、
札
医
大
病
院
の
み
と

な
る
。

世
界
最
小
の

心
肺
補
助
装
置

国
立
セ
ン
タ
ー

チ
l

ム
開
発

世
界
最
小
、
最
軽
量
の
心
肺

補
助
装
置
を
開
発
し
た
と
、
国

来春にも保険診療に
厚
労
省
な
ど
に
よ
る
と
、
事

故
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
神
経
が

傷
つ
い
た
脊
椎
損
傷
へ
の
再
生

医
療
製
品
の
承
認
は
世
界
初
。

手
術
や
リ
ハ
ビ
リ
以
外
に
治
療

法
が
な
か
っ
た
患
者
に
新
た
な

治
療
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。

治
療
の
対
象
は
、
脊
髄
を
損

傷
し
て
約1
カ
月
以
内
に
骨
髄

間葉系幹細胞を
用いた脊髄績傷
の治績の流れ

者
欄

'
に
的

患
叫

I
L
V最
さ

傷
湖

、

大
崎

損
町
田
埼

髄脊

液
を
採
取
で
き
る
、
ま
ひ
で
寝

た
き
り
や
歩
行
不
能
な
ど
に
な

っ
・
主
里
症
患
者
。
骨
髄
液
の
中

か
ら
、
神
経
や
骨
な
ど
に
な
る

「
間
葉
系
幹
細
胞
」
を
取
り
出

し
、
専
用
袈
訳
で
約5
千
万
1

2

億
個
に
ま
で
増
殖
。
製
剤
化

し
て
患
者
の
静
脈
ヘ
点
滴
で
戻

す
。札

医
大
の
治
験
(
臨
床
試
験
)

立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー

(大
阪
府
吹
田
市
)
の
巽
英
介

入
工
臓
器
部
長
ら
の
チl
ム
が

お
目
、
発
表
し
た。

心
停
止
状
態
の
患
者
や
、
人

工
呼
吸
器
が
機
能
し
な
い
呼
吸

不
全
患
者
ら
に
対
し
、
開
胸
手 術

を
せ
ず
に
太
も
も
や
首
の
血

管
と
つ
な
ぎ
、
心
肺
機
能
を
代

替
す
る。
持
ち
運
び
が
容
易
で
、

ド
ク
タ
ー
へ
リ
な
ど
救
急
現
場

で
の
活
用
も
期
待
で
き
る
と
い

『
つ。現

場
の
医
師
が
主
体
と
な
り 安

全
性
や
有
効
性
を
検
証
す
る

医
師
主
導
治
験
を2
0
1
9

年

度
に
実
施
し
た
い
と
し
て
い

る
。装

置
は
重
さ6
・
6

キ
ロ
で
、

幅
却
持
、
奥
行
き
初
母
、
高
さ

お
dv。
4

分
以
内
に
起
動
で
き
、 で

は
、
幹
細
胞
を
投
与
し
て
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
た
重
症
患
者
日

人
の
F
2
D
U人
が
、
完
全
ま
ひ

か
ら
歩
行
訓
練
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
機
能
の
改
善
が

み
ら
れ
た
。

今
回
の
承
認
は
、
治
験
の
症

例
が
少
な
く
て
も
早
期
に
実
用

化
す
る
国
の
新
制
度
が
適
用
さ

れ
た。
治
療
施
設
な
ど
を
限
定

し
て
投
与
し
た
全
例
を
調
査

し
、
今
後7
年
以
内
に
さ
ら
に

有
効
性
を
証
明
す
る
臨
床
デ
ー

タ
を
集
め
、
再
度
承
認
を
受
け

る
な
ど
の
条
件
が
付
い
た
。

札
医
大
で
開
か
れ
た
会
見

で
、
幻
年
前
か
ら
研
究
を
続
け

て
き
た
本
望
修
教
授
は
「
今
回

の
承
認
は
第
一
歩
。
対
象
外
と

な
っ
た
脊
髄
損
傷
の
串
箸
や
、

脳
梗
塞
な
ど
他
の
難
治
性
の
病

気
を
治
療
す
る
研
究
を
続
け
て

電
源
が
な
く
て
も
、
内
蔵
バ
ッ

テ
リ
ー
で
1

時
間
以
上
使
え

る
。

現
在
、
現
場
で
使
わ
れ
て

い
る
装
置
は
重
さ
や
大
き
さ
が

数
倍
以
上
あ
る。
各
国
で
発
生

し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症

に
よ
る
重
症
呼
吸
不
全
の
治
療 い

く
」
。
塚
本
泰
司
学
長
は
「
世

界
初
の
治
療
法
を
北
海
壇
・
札

幌
か
ら
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き

た
。
患
者
の
受
け
入
れ
態
勢
を

準
備
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

同
席
し
た
ニ
プ
ロ
の
佐
野
嘉
彦

社
長
は
「当
面
は
供
給
量
が
少

な
く
限
定
的
な
細
胞
医
薬
品
に

な
る
が
、
安
定
供
給
と
量
産
化

を
図
り
患
者
の
ニ1
ズ
に
応
え

た
い
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

(
編
集
委
員
岩
本
進
、
酒
井

聡
平
)北

海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
泊
目
(
土
)

「
関
連
記
事
}

戸
2
0
1
9

年
2

号
引
頁
」

に
も
生
か
せ
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。

〈
共
同
通
信
〉

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
羽
田
(
水
)
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一物
が
食
道
の
壁
に
押
し
出

一さ
れ
、
袋
状
の
空
間
を
つ

一く
る
疾
患。
た
ま
っ
た
食

一物
で
睦
や
誌
性
肺
炎
大
分
県
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
・
機
器
産
業

言
き
起
こ
す
原
因
に
な
協
全
が
復
し
た
「
医
療
・
介
護
商
品

一5
0

カ
タ
ロ
グ
」
の
発
案
者。
「
商
品
開
発

一
.
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
竪
冗
に
つ
な

』

一
重
篤
な
場
合
は
首
を
切
-
ナ
フ

一

一
げ
る
方
法
を
模
索
し
て
い
た
。

県
内
企
司
J

一関
し
て
憩
室
付
近
の
筋
肉
一

守

一

一
業
か
ら
生
ま
れ
た
優
れ
た
製
品
を
、
ま
カ

英
国
を
視
察
し
、
手
術
今
回
の
内
視
鏡
手
術
は
咽
頭
食
道
憩
室
は
、
食

一を
切
断
す
る
外
科
的
治
療
一
三
」

一
一
一

一
ず
は
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
止
上

を
学
ん
だ
同
セ
ン
タ
ー
の
蚕
険
適
用
外
の
た
め
、
セ

一道
の
入
り
口
付
近
で
、
輪
忘
す
る
が
、
身
体
へ
の
負
一

μ
←

一
一
一

一
い
提
案
し
た
」
洛
奥

桑
井
寿
雄
消
化
器
内
科一ン
タ
l

は
今
後
は
保
険
診一状
咽
頭
筋
と
呼
ば
れ
る
筋一担
の
重
さ
か
ら
経
過
観
察
一
岳
地

一
一
一

一
カ
タ
ロ
グ
に
は
各
企
業
の
製
品
の
仕
口
町

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
長
た
ち一療
と
し
て
一
般
化
す
る
こ

一肉
の
圧
力
が
高
ま
り
、
食一に
と
ど
め
る
ケl
ス
も
あ
一
伺
恒

一
一
一

一
様
や
特
徴
だ
け
で
な
く
、
製
品
に
込
め
安
市

の
チ
1

ム
が
手
術
を
担

一と
を
里
担
す
考
え
。

セ
ン

一道
を
通
れ
な
く
な
っ
た
食一る
と
い
う。

欧
米
で
は
近
一
る
担
当
者
の
思
い
や
企
業
の
セ
ー
ル
ス
た

当
。

日
自
民
歳
の
男
性
、一タ
ー
に
よ
る
と
、
同
じ
国一

年
、
内
襲
で
の
施
術
が
ポ
イ
ン
ト
も
掲
載
す
る
な
ど
、
構
成
に
き

幻
歳
の
女
性
に
口
か
ら
内一立病
院
機
構
を
調
べ
た
結一

増
え
て
い
る
が
、
圏
内
で
一
こ
だ
わ
っ
た

。
「
作
り
手
の
顔
や
思
い
亡

視
鏡
を
挿
入
し
て
筋
肉
を一果
、
問
機
関
で
臼
人
の
患一

は
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
一
が
見
え
る
と
信
頼
度
が
上
が
る

。

『
大
上
』

切
断
す
る
手
術
を
行
っ一者
を
確
認。
澄
話
芸

一

っ
た。

一
分
産
』
の
医
療
・
介
護
機
器
を
全
国
に
開

た
。

外
科
手
術
が2
時
間

一者
は
相
当
数
い
る
と
考
え一

-
広
げ
る
ツ
l

ル
と
し
て
活
用
し
て
い
き
翻
相

程
度
か
か
る
の
に
対
し
、一ら
れ
る
と
い
う。
桑
井
セ

一

た
い
」
と
力
を
込
め
る。

戸
厄

内
視
鎖
は
初
分
程
度
だ
っ

一ン
タ
i

長
は
「
疾
患
の
認一

県
内
の
印
刷
会
社
な
ど
の
営
業
職
を

た
と
い
う
。

術
後
も
順
調一知
度
を
高
め
、
有
効
な
治一

経
て
、
2
0
1
3

年
に
電
子
機
器
シ
ス

で
こ
の
日
の
退
院
に
な
っ

一療
方
法
と
し
て
確
立
し
た
テ
ム
開
発
・
製
造
の
デ
ン
ケ
ン
(
由
布

た
。
一

い
」
と
し
て
い
る。

市
)
に
入
社。
同
社
が
今
後
の
事
業
の

食
道
疾
患
内
視
鏡
で
切
除

呉
医
療
セ
ン
タ
ー

2

人
に
施
術
園
内
で
初

呉
市
の
国
立
病
院
機
構
呉
医
療
セ
ン
タ
ー
・
中
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
、
明
頭

食
道
憩
室
の
内
視
鏡
手
術
を
行
い
、
成
功
し
た
。
串
箸

2

人
は
日
日
、
退
院
し

た
。

咽
頭
食
道
憩
室
は
瞭
下
障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
す
良
性
の
お
で
き
の
よ
う

な
も
の
で
重
症
の
場
合
に
だ
け
手
術
を
す
る
の
が
一
般
的

。

内
視
鏡
手
術
は
比

較
的
簡
単
だ
が
、
保
険
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
圏
内
で
の
手

術
例
か
な
か
っ
た
と
い
う。
(

見
田
昌
惹)

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
ゆ
日
(
水
)

「大
分
産
」
の
医
療
・
介
護
機
器
の

P
R

に
力
を
入
れ
る

u 
と

技
術
・
療
法

山2
本E

文
弥
さ
ん

(お
)

柱
と
し
て
位
置
付
け
る
医
療
関
連
分
野

の
世
畢
京
販
売
を
担
呈
す
る

。

「
長
年
の

営
業
を
通
し
て
、
人
付
き
合
い
や
商
談

の
事
前
準
備
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な

ど
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

今
の
仕
事
に

も
生
か
せ
て
い
る」
と
胸
を
張
る。

小
学
5

年
か
ら
続
け
て
い
る
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
は

「
今
の
自
分
を
形
成
す

る
も
の
」
と
断
言。
現
在
も
国
体
の
県

代
表
と
し
て
活
躍
す
る。

趣
味
は
料
理。

「
作
っ
た
料
理
をSN
S

(会
員
制
交

流
サ
イ
ト
)
に
ア
ッ
プ
す
る
と
、
意
外

と
反
応
が
あ
っ
て
面
白
い
。

パ
ス
タ
系

が
得
意
で
す
」。
妻
と
2

人
の
子
ど
も

と
別
府
市
内
で
暮
ら
す。
津
久
見
市
出

身
。
(

衣
笠
由
布
妃)

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
幻
自
(
金
)
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技
術

・

療
法

厚
労
省
方
針

保
険
適
用
で
負
担
減

厚
生
労
働
省
は
日
目
、
が
ん
患
者
の
遺
伝
子
変
異
を
調
べ
、
効
果
が
見
込
め
る
薬
を
選
ぶ

「が
ん
ゲ

ノ
ム
医
療」
用
の
検
査
シ
ス
テ
ム
川

翻
H

の
販
売
を
初
め
て
承
認
す
る
こ
と
を
決
め
た

。

1

カ
月
程
度

で
医
療
機
器
と
し
て
正
式
承
認
す
る

。

そ
の
後
に
公
的
医
療
保
険
も
適
用
し
、
数
十
万
円
か
か
る
検
査

費
用
の
患
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
見
通
し

。

れ
曹
司
渇
当
副

η
J

皐
.
、

流
田
副

4
E
U

日
、
.

‘

の
『

川
M
V
・
・
議

の
を

行
U

&

協

検
や
取

因
異

L
山1

t

ム

織
採
原
変

h
u

が
引
る
る

ノ

結
宇
佐
の
子
る

町
、

家
そ
あ
を
み

ゲ
ん
液
ん
伝
べ

か
伊

門
え
が
療
試

ん

が
血
i
z
E
'

が
遺
調
S
E
E
s
-
専
使
薬

E
t

治

が
@
@
@
@

* 
免
疫
療
法
の
治
験
、
全
国
で

難
治
性
の
醇
臓
が
ん

県
立
医
大

県
立
医
糾
大
学
(
和
歌
山
市
)

は
お
目
、
勝
臓
(す
い
ぞ
う)
が

ん
の
新
し
い
治
療
法「樹
状
細
胞

免
疫
療
法」
の
確
立
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
治
験
を
、
県
立
医

大
付
属
病
院
(
和
歌
山
市
)
を
含

め
た
全
国
日
病
院
で
共
同
実
施
す る

と
発
表
し
た。
県
立
医
大
の
治

験
で
薬
剤
の
安
全
性
が
確
認
で
き

た
た
め
。
「オ
l

ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制

で
有
効
性
の
検
証
を
進
め
た
い」

と
し
て
い
て
、2
0
2
2

年
の
承

認
申
請
を
目
指
す。

県
立
医
大
外
桝
学
第
2

講
座
の

同
省
の
専
門
家
部
会
が
承
認
を

認
め
る
意
見
を
ま
と
め
た

。

今
年

4
月
に
始
ま
り
、
中
核
拠
点
病
院

と
連
携
病
院
合
わ
せ
て
全
国
約

1

5
0

施
設
が
参
加
す
る
が
ん
ゲ
ノ

ム
医
療
の
本
格
普
及
に
向
け
た
一

歩
と
な
る。

山
上
裕
機
教
授
ら
が
お
目
、
大
学

で
記
者
会
見
し
た。
山
上
教
授
を

中
心
と
し
た
研
究
チ1
ム
が
昨
年

3

月
か
ら
治
験
を
開
始
。

患
者6

人
に
薬
剤
を
投
与
し
た
が
、
全
員

に
強
い
副
作
用
が
な
く「効
果
安

全
性
評
価
委
員
会」
が
安
全
性
を

確
認。

こ
れ
を
受
け
、
有
効
性
検

証
の
た
め
日
病
院
に
よ
る
共
同
治

験
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
た
。

共

同
治
験
は
、
被
験
者
が
早
く
集
め

ら
れ
る
ほ
か
、
全
国
の
患
者
が
治

験
に
参
加
で
き
る
と
い
う
利
点
が 承

認
さ
れ
る
の
は
、
シ
ス
メ
ッ

ク
ス

(神
戸
市)と
中
外
製
薬(東

京
都
中
央
区)の
二
つ
の
製
品。

い
ず
れ
も
主
に
試
薬
と
デ
ー
タ
解

析
ソ
フ
ト
で
構
成
さ
れ
、
糾
学
的

に
確
立
さ
れ
た
治
療
法
を
受
け
た

が
効
果
が
な
く
な
っ
た
患
者
や
、

確
立
さ
れ
た
治
療
法
が
な
い
希
少

が
ん
、
小
児
が
ん
な
ど
の
患
者
が

対
象
に
な
る
。

シ
ス
メ
ッ
ク
ス
の

製
品
は
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ

ー

と
共
同
開
発
し
た
。

1
1
4

種

あ
る
と
い
う。

参
加
す
る
の
は
、
免
疫
療
法
に

理
解
が
あ
り
、
勝
臓
が
ん
治
療
の

経
験
が
豊
富
な
、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
の
病
院。

日
病
院
で
ス
タ

ー
ト
し
、
本
年
度
中
に
口
病
院
に

拡
大
す
る。
治
験
対
象
は
、
抗
が

ん
剤
治
療
な
ど
が
効
か
な
い
全
国

の
患
者1
8
5

人
で
、
無
作
為
に

実
薬
と
偽
薬
に
分
け
て
検
証
す

る
。治

療
法
は
、
免
疫
の「司
令
塔
」

の
役
割
が
あ
る「樹
状
細
胞」
を

が
ん
ゲ
ノ
ム
検
査
患

者
か
ら
が
ん
組
織
や
血
液

な
ど
を
探
取
し
解
析
す
る

こ
と
で
、
が
ん
の
原
因
と

私
似
な
っ
て
い
る
遺
伝
子
変
異

ー

を
特
定
す
る
検
査
。

遺
伝

子
を
高
速
で
読
み
取
る
機
器

「次

世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
l

」
の
発
達
で

検
査
が
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た。
変
異
が
特
定
で
き
れ
ば
、

分
子
標
的
薬
と
呼
ば
れ
る
薬
で
が

ん
を
狙
い
撃
ち
し
て
攻
撃
す
る

。

た
だ
、
こ
う
し
た
方
法
で
最
適
な

分
子
標
的
薬
が
見
つ
か
り
、
治
療

に
入
れ
る
患
者
は
1
1
2

割
に
と

ど
ま
る
と
さ
れ
る
。

ズ三五
類
の
遺
伝
子
を
一
度
に
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。

現
在
は
先
進
医
療

と
し
て
行
わ
れ
、
患
者
負
担
は
約

必
万
円。

中
外
製
薬
は
米
国
の
フ

ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
シ
ン
が

開
発
し
た
製
品
を
販
売

。

3
2
4

患
者
か
ら
採
取
し
、
が
ん
抗
原
を

取
り
込
ま
せ
て
ワ
ク
チ
ン
を
製

造
、
患
者
に
投
与
す
る
。

ワ
ク
チ

ン
は
免
疫
細
胞
が
が
ん
細
胞
を
攻

撃
す
る
よ
う
、
効
率
良
く
誘
導
す

る
。

抗
が
ん
剤
に
比
べ
、
治
療
開

始
後
の
生
存
期
間
延
長
が
期
待
で

き
る
ほ
か
、
副
作
用
の
軽
減
が
期

待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

勝
臓
が
ん
は
難
治
性
と
さ
れ
、

標
準
治
療
法
の
手
術
や
抗
が
ん
剤

治
療
、
放
射
線
治
療
で
は
治
ら
な

い
こ
と
が
多
い。
国
内
の
豚
臓
が

種
類
の
遺
伝
子
を
調
べ
る

。

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
提
供
す
る

連
携
病
院
で
患
者
か
ら
が
ん
組
織

を
採
取。

検
査
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
D
N
A
を
解
析
し
、
ど
ん
な
遺

伝
子
変
異
が
含
ま
れ
る
か
を
調
べ

る
。

変
異
が
特
定
で
き
れ
ば
、
全

国
日
カ
所
の
中
核
拠
点
病
院
が
設

置
し
た
専
門
家
組
織
が
、
見
つ
か

っ
た
変
異
を
標
的
と
し
た
薬
が
な

い
か
検
討
し
、
主
治
医
を
通
じ
て

患
者
に
提
案
す
る
。

〈
共
同
通
信
〉

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
M
日
(
金
)

ん
死
亡
者
数
は
年
間
約
3

万
1

千

人
。

が
ん
全
体
の
発
生
率
は
こ
こ

お
年
で1
・
3

倍
に
増
え
て
い
る

が
、
死
亡
率
は0
・

何
倍
と
減
少

し
て
い
る。

一
方
、
勝
臓
が
ん
は

発
生
率
、
死
亡
率
と
も
1

・
5

倍

に
増
加
し
て
い
て
、
山
上
教
授
は

「新
し
い
有
効
な
治
療
法
の
開
発

が
急
務」
と
話
し
て
い
る。

2 
0 

主 | 伊
12 
月
28 
日

金

紀

民

報
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ト手術」「ロボッ広がる

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
手
術
に
つ
い

て
、
公
的
医
療
保
険
の
適
用
対
象
が

胃
が
ん
や
食
道
が
ん
な
ど
に
拡
大
さ

れ
た
の
を
機
に
、
九
州
で
も
導
入
す

る
病
院
が
広
が
っ
て
い
る
。

患
者
の

出
血
量
を
抑
え
ら
れ
、
操
作
の
精
度

が
高
く
、
執
万
医
の
負
担
は
軽
い
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る。
た
だ
、
ど

ん
な
医
師
で
も
安
全
に
使
い
こ
な
せ

る
わ
け
で
は
な
く
、
患
者
は
見
極
め

が
求
め
ら
れ
そ
う
だ。

福
岡
市
南
区
の
福
岡
赤
土
子

病
院
は4
月
、
米
国
製
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ピ
ン
チ
」
の

最
新
型
を
導
入
し
た

。

以
前
か

D
画
面
を
の
ぞ
き
込
み
な
が

ら
、
指
に
は
め
た
リ
ン
グ
や
足

を
乗
せ
た
ペ
ダ
ル
で
ア
l

ム
を

操
作。

ア
ー
ム
に
取
り
付
け
た

-前立腺がん ・腎臓がん
一 (今春から) 時

引心臓の弁形成 ・|まうこうがん

・肺がん ・子宮体がん
・食道がん ・腫(ちつ)式子宮全摘
・胃がん ・良性、悪性の縦隔腫場
.直腸がん

く
く
、
強
く
動
か
し
す
ぎ
る
と

傷
つ
け
る
危
険
も
あ
る

。

福
岡
赤
十
字
病
院
で
は
、
保

険
適
用
と
な
る
が
ん
で
早
期
の

保
険
適
用
拡
大
出
血

量
や
医
師
負
担
が
減

ら
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
た
前

立
腺
が
ん
と
腎
臓
が
ん
に
加

え
、
新
た
に
適
用
さ
れ
た
胃
が

ん
と
直
腸
が
ん
の
手
術
を
始
め

た
。

今
月
日
日
現
在
、
胃
8

例
、

直
腸
叩
例
な
ど
計
部
例
を
実

施
。

年
内
に
肺
が
ん
も
手
掛
げ

る
予
定
だ。

ダ
ピ
ン
チ
は
操
作
台
、
カ
メ

ラ
、
ア
ー
ム
か
ら
な
る

。

医
師

は
患
者
が
い
る
手
術
台
か
ら
少

し
離
れ
た
操
作
台
に
座
り
、
3

釦
子
な
ど
を
患
者
の
体
内
に
挿

入
し
、
手
術
す
る。

消
化
器
外
科
専
門
の
永
井
英

司
副
監
長
に
よ
る
と
、
患
部
の

視
界
が
良
く
、
釦
子
が
3
6
0

度
自
由
に
動
き
、
細
か
な
処
置

が
可
能。
開
腹
手
術
に
比
べ
、

ア
l

ム
を
差
し
込
む
数
弓
の
穴

を
数
カ
所
開
け
る
だ
け
で
済
む

た
め
、
出
血
量
は
少
な
く
、
合

併
症
の
リ
ス
ク
も
軽
減
さ
れ

る
。

た
だ
、
触
感
は
伝
わ
り
に 患

者
に
、
開
腹
、
内
視
鏡
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
三
つ
の
手
術
法
を
説

明
。

大
半
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
選
ぶ

と
い
う
。

胃
や
直
腸
の
場
合
、

患
者
の
痛
み
な
ど
は
内
視
鏡
と

そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
執

万
医
の
負
担
は
大
幅
に
軽
く
な

る
。

永
井
副
院
長
は
「
何
時
間

も
立
ち
っ
ぱ
な
し
が
通
常
だ
っ

た
が
、
座
っ
て
操
作
で
き
る

。

体
力
も
集
中
力
も
続
く
」
と
、

手
術
の
質
向
上
に
期
待
す
る

。

実績や症例数などで見極め

技
術

・

療
法

ゐ
'
'
ゐ

'
'

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
今
春

の
診
療
報
酬
改
定
で
、
心
臓
の

弁
形
成
な
ど
ロ
の
術
式
や
疾
患

が
新
た
に
保
険
適
用
と
な
っ

た
。

患
者
負
担
は
高
額
療
養
費

制
度
の
上
限
額
(
年
齢
や
所
得

に
よ
っ
て
異
な
る
)
に
収
ま
り
、

内
視
鏡
手
術
と
変
わ
ら
な
い

。

2
0
1
6

年
4
月
に
ダ
ピ
ン

チ
を
購
入
し
た
原
三
信
病
院

(
福
岡
市
博
多
区
)
は
、
前
立

腺
と
腎
臓
に
加
え
、
今
春
か
ら

ぼ
う
こ
う
が
ん
の
手
術
に
も
活

用
し
て
い
る。

泌
尿
器
科
の
横

溝
晃
主
任
部
長
は
既
に
計
4
5

0

例
近
く
を
手
掛
け
て
お
り

「
高
画
質
の
画
面
で
細
か
な
操

作
が
で
き
、
尿
道
や
尿
管
を
つ

な
ぐ
な
ど
繊
細
な
手
術
に
向

く
」
と
、
さ
ら
に
対
象
疾
患
が

拡
大
す
る
こ
と
を
期
待
。

「
今

後
は
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
が
主
流
に

な
る
だ
ろ
う
」
と
話
す

。

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
外
科
学
会

(
事
務
局・
東
京
)
に
よ
る
と
、

全
国
で3
0
0

台
程
度
が
導
入

さ
れ
て
い
る。

現
在
は
米
国
製

の
ダ
ピ
ン
チ
の
み
だ
が
、
今
後

は
国
産
の
開
発
も
進
む
見
通

し
。た

だ
、
名
古
屋
大
病
院
で
叩

年
、
胃
が
ん
患
者
の
手
術
で
誤

っ
て
牌
臓
を
傷
つ
け
、
死
て
さ せ

る
事
故
が
起
こ
る
な
ど
、
安

全
が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い。

関
連
支
店
は
、
導
入

に
当
た
り
、
一
定
の
手
術
実
績

が
あ
る
医
師
の
常
勤
、
定
め
ら

れ
た
期
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

受
げ
る
と
い
っ
た
厳
し
い
条
件

を
課
し
て
い
る。

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
外
科
学
会
理

事
で
、
ニ
ュl
ハ
l

ト
・
ワ
タ

ナ
ベ
国
際
病
院
(
東
京
)
の
石

川
紀
彦
ロ
ボ
ッ
ト
外
科
部
長
は

「
車
の
運
転
と
同
じ
よ
う
に
技

術
の
差
が
あ
る。
内
視
鏡
手
術

な
ど
の
手
術
が
で
き
て
の
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
手
術
。

下
手
な
人
が

急
に
う
ま
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
。

各
病
院
が
公
開
し
て
い
る

実
績
、
症
例
数
な
ど
を
参
考
に

見
極
め
て
ほ
し
い
」
と
話
す

。

そ
の
上
で
「
全
て
で
効
果
的
な

わ
け
で
は
な
く
、
個
々
の
症
状
、

タ
イ
プ
な
ど
に
応
じ
て
使
え
る

か
ど
う
か
が
決
ま
る

。

主
治
医

と
よ
く
相
談
し
つ
つ
、
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
な
ど
で
選
択
肢

を
確
認
す
る
と
い
い
」
と
し
て

い
る
。

(
井
上
真
由
美
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
割
目
(
月
)
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病
院
運
営

第
1

号
店
と
な
る「
べ
ン
リ

!
七
尾
店
」
は
、
恵
寿
総
合
病

院
近
く
に
あ
る
董
仙
会
所
有
の

旧
ク
リ
ニ
ッ
ク
建
物
を
活
用
し

て
設
け
る。

七
尾
市
、
中
能
登

町
を
営
業
エ
リ
ア
と
し
、
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
庭
の
手
入

れ
、
家
具
の
移
動
、
雪
か
き
、

墓
掃
除
な
ど
、
家
庭
内
の
あ
ら

ゆ
る
困
り
ご
と
に
対
応
す
る
。

今
後
、
店
を
増
や
し
、
能
登
全

七
尾
市
の
恵
寿
総
合
病
院
な
ど
を
運
営
す
る
社
会
医
療
法
人
財
団
董
仙
会

は
、
「
便
利
屋」
事
業
に
参
入
す
る
。

ベ
ン
リl
コ
l

ポ
レ
!
シ
ョ
ン
(
愛

知
県
清
須
市
)
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
し
、
ベ
ン
リ

l

七
尾
店
を4
日
に

開
業
す
る。
医
療
法
人
に
よ
る
運
営
は
全
国
初
と
い
う

。

1

人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
増
え
る
能
登
で
は
、
退
院
後
の
生
活
準
備
や
部
屋
の
片
付
け
な
ど
に

困
る
患
者
や
施
設
利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
生
活
支
援
も
請
け
負
い
、
グ

ル
ー
プ
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
高
め
る
狙
い
だ

。

4

目
、
ベ
ン
リ
I

七
尾
店
開
業

域
で
展
開
す
る
計
画
だ

。

医
療
法
人
が
直
営
で
便
利
屋

事
業
を
行
う
の
は
全
国
で
も
珍

し
く
、
新
規
参
入
は
、
病
院
患

者
や
介
護
福
祉
施
設
利
用
者
の

声
を
受
け
て
決
ま
っ
た
。

-
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
か
ら
「
退
院

し
た
く
て
も
家
が
片
付
い
て
お

ら
ず
帰
れ
な
い
」
と
い
っ
た
悩

み
が
看
護
師
に
寄
せ
ら
れ
、
訪

問
介
護
先
で
も
「
草
む
し
り
を

し
て
ほ
し
い」

「
部
屋
の
荷
物

を
片
付
け
た
い
」
な
ど
介
護
保

険
制
度
で
対
応
で
き
な
い
仕
事

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と

い
う
。

ベ
ン
リl
七
尾
店
で
は
一
般 客

の
ほ
か
、
こ
う
し
た
患
者
や

利
用
者
の
依
頼
も
受
け
付
け
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
、
生
活
支

援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
包

括
ケ
ア
を
目
指
す

。

神
野
正
博

理
事
長
は
「
高
齢
社
会
の
中
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
生
活
支
援
を
連
続
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
る

。

こ
の

街
で
安
心
し
て
、
人
生
を
過
ご

し
て
も
ら
え
る
環
境
を
目
指
し

た
い
」

と
話
し
た。

北
園
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
1

日
(
土
)

医療界の外にも目を向け、常に新し

いものに挑戦する。理事長をサポー

トする厚美さんはかつてインテリア

の仕事に携わっていた。「色や形など

表面だけかえても何も変わらず失敗

ばかり 。 デザイン って見た目だけで

はなく、マインドや仕組みそのもの

を変えること。常に 『なぜ ? J と患

者の立場にたって疑問を理事長にぶ

つけてきた」

理事長や常務理事の発想を形にし

て現場に落とし込むのが病院本部。

本部が作業を細かく分解し、 具体的

な目標を現場の従業員に与えること

で組織が閉じ方向に向かつて動くと
し、う 。

恵寿が描くデザイン経営の根底に

あるのは 「壁を取っ払う 」 という発

想だ。 壁の中にいると見えてこない

ことが、 一歩外に出て壁の外から眺

めると全く違う景色が広が っ てい

る。 そして一人ひとりが本来やるべ

き業務や役割、患者にとっての最適

なサービスのあり方が浮かび上がっ

てくるのだろう 。

たとえば介護と医療の壁をなく

し、患者の情報を同じ 1 Dで一元的

に管理した。 介護士の仕事では介護
の記録の入力作業をコールセンター

に移管。 12月からはベンリーコーポ
レーション (愛知県清須市)のフラ

ンチャイズ店となり、ヲ|っ越しの手

伝いや清掃なと、生・活にまつわるあら

ゆるサービスを提供する。 介護士は

介護に特化してもらいたいという視

点に立てば改善点が明確になる。
17年度にはグッドデザイン特別賞

を受賞した。 年間

約 300人が視察に

やってくる。 制度

やニースeが刻々と

変わるたびに医療

サービスをリ・デザインし、地方か

ら医療のあるべき姿を発信してい

る。(大岩佐和子)

介護情報

Dで管理
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病
院
運
営

石川県の恵寿総合病院(七尾市)に全国から視察者が訪れる。取り組んでいるの

はデザイン経営。 とし、っても、建物の外観やインテリアのデザインを良くしよう

という試みではない。患者目線に立って院内レイアウトを変更し組織の壁を取り

払う、医療と介護のリ・デザインだ。

患者目線「壁を取っ払う」
恵寿総合病院、外来にフリーアドレス

日
経
流
通
新
聞MJ

病院は、全国でも高齢化率が高い

能登半島にあった。 426床という地

域最大級の恵寿総合病院だ。

正面入り口を入る。 診療時間中に

もかかわらず、行列や人ごみがない。

総合病院では予約しでも 1 時間、 2

時間待つことがざらだが、恵寿では

予約者の多くは45分以内で済む。

鍵を握るのが 2 階の外来診療室

だ。「脳神経外科J 1"整形外科J 1"消

化器内科」 といった科目名がない。
壁のデジタルサイネージに自分の番

号が表示されたら指定の診療室に行

く。

フリ ーアドレスオフィスの発想を

外来に取り入れた。医師が私物をバ

ックヤードから持ち出し、患者にあ

わせて部屋を移動する。 クラウドで

自分の 1 Dを入力すれば、 パソコン

の画面が自分の内容に切り替わる。

恵寿のモ ット ーはどんなときも急

患を断らないこと。 2013年に新病棟

を建てるとき、急

性期の医療に力を

入れようと決め、

将来の最新機器が

設置できるよう手

術室や治療空間をできるだけ広めに

とることにした。 そのためにはどこ

かを削らなければならなし、。

病院を運営する社会医療法人財

団、董仙会本部の常務理事、神野厚

美さんは外来に目を向けた。1"診療

室は誰のものか」 。 当時はもちろん

医師のもので、医師の数が増えれば

部屋も増え、複数の科にかかる患者

は各先生の部屋を移動した。 患者か

らしてみれば 1 カ所で済まないのか

と思う 。 しかも科ごとだと、どんな

病気にかかっているのか周囲に知ら

れる。 フリーアドレスにして、こう

した不快さを一つひとつ取り除い

fこ。

医師にとっても使い勝手がよくな

ければうまくし、か

ない。 恵寿では診

療室に合計で29人

の医師事務作業補

助者をつけた。 予

約人数を管理したり医師が部屋に入
ったらすぐに働けるように準備した

りする、いわば秘書。待ち時間が少
ないのは縁の下の力持ちがあってこ

そだった。

館内を歩くと、あらゆるサービス

が患者の目線で考えられていること

が分かる。 たとえば一階には磁気共
鳴画像装置 (MR 1 ) 室とコンビュ

ーター断層撮影装置 ( C T) 室が並

び、中でつながっているのでストレ

ッ チャーで運ばれた救急の患者は廊

下に待たされることがなし、。 ほかの

診療科目分けず

2 階の外来診療室はフリーアドレス
となっており (写真左)、 医師が部
屋を移動して診察する

病院にあってもおかしくないが、ス

トレッチャーで運ばれる身にならな

いとなかなか考えられない。

病室は 4 人部屋でも 36平方向あ
り 、 ベッドとベッドの聞が 2 ~ji;ほど

空いている。よりプライパシーがあ

る部屋が好まれると見込み、 2 人部

屋に改装できるように設計してい

る。別館には24時間営業のローソ ン、

本館には関連のカフェがある。別館
のロ ー ソンは院

内コンビニの第1 医療と
号。ここから全国

へ広がった。 閉じ l
救急車の導入や

薬剤 ・ 診療材料の供給 ・ 管理 (S p 

D) もどこよりも早く取り組んだ。

夫で 3代目の理事長、神野正博氏は
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医師が動き対応

-
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
ゆ
日
(
水
)
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選圃劃.-と女性をもっ

子連れでの来院実現

マ
オ
イ
ル
の
香
り
が
漂
う
な
ど
、
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
が
随
所
に
見
ら

れ
る。
来
院
者
か
ら
は
「
気
兼
ね
な

く
通
え
る
」
「
癒
や
さ
れ
る
」
な
ど

と
評
判
だ。

@ 

日向の接骨院

全
国
的
に
女
性
の
創
業
意
欲
は
高

ま
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
る

。

内
閣
府

男
女
共
同
参
画
局
が
1

月
に
発
表
し

た
資
料
に
よ
る
と
、
2
0
1
2
(平

成
討)
年
の
起
業
希
望
者
の
割
合
は

女
性
犯・
4
%
、
男
性
印・
6
%
。

日
向
市
都
町
で
4
月
に
開
院
し
た
1
9
7
9

年
(昭
和
日)
年
以
降
の

「の
ど
か
鍛
灸
接
骨
院
」

。

待
合
室
調
査
で
、
女
性
の
璽
号
最
も
高
か

の
一
角
に
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
設
っ
た

。

け
ら
れ
、
受
付
に
は
保
育
土
資
格
を
岡
市
の
雇
用
創
出
を
担
X
4

巾
地
域

持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
常
時
来
院
者
は
雇
用
創
造
協
議
会
は
本
年
度
、
全

5

施
術
を
受
け
る
問
、
安
心
し
て
子
ど
回
の
「
起
業

・

創
業
支
援
セ
ミ
ナ

も
を
遊
ば
せ
て
お
く
こ
と
が
で
き1
」
を
初
め
て
開
催
し
た
。

参
加
者

る
。

口
人
の-
2り
女
性
は
山
人
。

女
性
の

「女
性
は
子
ど
も
の
こ
と
を
最
優
意
欲
の
高
さ
が
表
れ
る
格
好
と
な
っ

先
に
考
え
て
し
ま
う
の
で
、
自
分
の
た

。

こ
と
は
我
慢
し
が
ち
。

子
ど
も
連
れ
岡
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
む

で
も
訪
れ
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
か

I
B
-
-
z」
に
よ
る
と
、2
0
1

と
で
、
体
の
悩
み
を
持
っ
た
人
に
も

7

(平
成
却
)
年
1

月
の
開
所
以

っ
と
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
降
、
手
掛
け
た
創
業
は
四
件
。
う
ち

は
徐
い
か
と
考
え
た
」

。

院
長
の
繁
8

件
は
女
性
聖
書
だ
っ
た
。
長
友

村
和
さ
んg

は
開
業
に
込
め
た
思
雲
間
セ
ン
タ
ー
長
は
「
仕
事
と
子
育

い
を
こ
う
語
る
。

て
の
両
立
な
ど
働
き
や
す
さ
を
模
索

院
内
に
は
気
分
が
落
ち
つ
く
ア
ロ
す
る
中
で
、
創
業
を
選
ぷ
女
性
が
多

延
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
日
月
中
一

旬
、
起
業
し
て
聞
も
な
い
創
業
者
ら
一

が
情
報
交
換
す
る「創
業
者
交
流
一

会
」
が
開
か
れ
た
。

延
岡
商
工
会
議
一

所
な
ど
に
よ
る
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
一

支
援
セ
ン
タ
ー」事
業
の
一
環
で
、
一

女
性
も
多
く
君。
同
商
禁
中
小

企
業
相
談
所
の
漬
由
美
香
所
長

は
「
創
業
後
の
悩
み
を
相
談
し
合

え
る
仲
間
づ
く
り
に
な
れ
ば

。

交
流

で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
可

能
性
も
あ
る」
と
狙
い
を
説
明
す

る
。創

業
支
援
の
幅
は
広
が
っ
て
い
る

も
の
の
、
女
性
向
け
の
支
援
は
ま
だ

限
ら
れ
て
い
た
り
、
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
り
す
る
の
が
現
状

。

演
田
所

長
は
「
女
性
に
特
化
し
た
支
援
は
、

今
の
と
こ
ろ
要
望
が
な
い
た
め
予
定

し
て
い
な
い。
声
が
上
が
れ
ば
検
討

し
た
い」
と
話
し
て
い
る
。

(松
田
み
ゆ
き)

い
」
と
み
る。

宮
崎
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
8

日
(
土
) 病

院
運
営をネエ省で

イ
ン
ド
の
首
都
ニ
ュ
ー

い
ね
リ
デ
リ
ー
に
あ
る
圏
内
最
大

手
V

規
模
の
冨
斗
医
療
機
関
、

4
守
A
全
イ
ン
ド
医
科
大
学(A

，
ほJ
I
I
M
S)で
、
日
本
の
先

T
ι
端
技
術
を
活
用
し
た
大
規

A
Jヤ
模
な
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
の

i
a
ι
罪
悪
天
験
が
叩
月
か
ら
行

官
官
'

わ
れ
て
い
る。
病
院
を
併

t
E

酢

設
し
て
い
るA
I
I
M
S

;
・
で
は
、
患
者
数
が
年
々
増

酎
拐
加
し
電
力
不
足
へ
の
対
応

b
鳥

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

円
U

I
T
を
駆
使
し
消
費
電
力

E
副

の
削
減
や
病
院
の
効
率
向

主
翼
上
を
目
指
す。

時
』

実
喜
夫
験
は
、A
I
I

r
凶

M
S
と
日
本
の
新
エ
ネ
ル

酢
防
ギ
l

・

産
業
技
術
総
合
開

書
判
譲
構

R
E
D
O
)
が

シ

共
同
で
実
担
レ
、
目
立
製

，
u

作
所
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入

u
p

さ
れ
て
い
る。
期
間
は2

ン

0
2
0

年
3

月
ま
で
で
、

十
‘
約
打
億
円
の
費
用
の
う
ち

d

8

割
を
N
E
D
O
が
負
担

嶋重器
⑥ h 中国

ニューデ1)- I 

ネJドル

イン ド

g獄m
N 

a 

す
る
。

日
億
人
超
の
人
口
を
抱

え
る
イ
ン
ド
は
、
経
済
成

長
と
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
も
拡
大。
電
力
事
情

は
深
刻
で
、
ロ
年
7

月
に

は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
を
含
む

北
部
で
大
規
模
な
停
電
が

発
生
し
6
億17
借
入
の

生
活
に
影響
が
出
た
こ
と

も
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
向
上
が
急
務
と
な
っ

て
い
る。
イ
ン
ド
政
府
は

年
間
約
制
万
人
の
外
来
患

者
の
治
療
に
当
た
るAI

I
M
Sを
モ
デ
ル
と
し
、

ほ
か
の
病
院
に
も
取
り
組

み
を
拡
大
し
た
い
考
え

だ
。実

喜
夫
験
で
は
、
新
た

に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電

と
既
存
の
電
気
設
備
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
施
設

ご
と
の
電
力
供
給
を
調
整

し
て
無
駄
を
抑
え
る
。

日

本
製
の
高
効
率
な
空
調
機 器

や
L
E
D

照
明
も
導

入
。

U
年
度
と
比
較
し
て

初
%
の
電
力
削
減
を
目
標

と
し
て
い
る。
N
E
D
O

に
よ
る
と
、
こ
れ
に
よ
り

1

年
で
1

億
6

千
万
噌

(約
2

億
5
3
0
0

万
円
)

の
節
約
が
可
能
に
な
る
と

い
Pつ
。

ま
た
、
イ
ン
ド
で
はA

I
I
M
Sな
ど
の
公
立
病

院
で
施
設
の
老
朽
化
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

カ
ル
テ
や
エ
ッ
ク
ス
線
写

真
の
電
子
化
も
進
ん
で
い

な
い。
実
証
実
験
で
は
、

診
療
科
目
ご
と
に
管
理
し

て
い
た
カ
ル
テ
な
ど
の
医

療
デl
タ
を
=
元
管
理
す

る
新
た
な
電
子
シ
ス
テ
ム

も
導
入。
病
院
全
体
で
デ

ー
タ
を
共
有
し
、
効率を

向
上
さ
せ
る。

N
E
D
O
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
事
務
所
の
村
上
貴
将
所

長
は
「日
本
の
究
進
的
な

技
術
や
知
見
を
、
イ
ン
ド

の
医
療
現
場
に
生
か
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る

。

(ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
共
同

H

佐
藤
大
介)〈共
同
通
信
〉

高

知
新

聞
・
夕
刊

2

0
1

8

年
吃
月
沼
田
(
火
)
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悩む医療現場増える外国人

政
府
が
高
度
な
医
療
で
外
国
人
を
呼
び
込
む
「
医
療
ツ

l

リ
ズ
ム
」
を
推

進
し
た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
外
国
人
が
医
療
機
関
を
受
診
す
る
機
会
が
増

え
て
い
る

。

た
だ
、
制
度
や
宗
教
、
文
化
の
違
い
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
こ

と
も
少
な
く
な
い。

入
管
難
民
法
改
正
で
来
春
以
降
、
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
が
拡
大
さ
れ
れ
ば
、
医
療
現
場
の
混
乱
も
広
が
り
そ
う
だ

。

受
け
入

れ
態
勢
を
模
索
す
る
二
つ
の
病
院
を
取
材
し
た

。

(
井
上
真
由
美
)

制
度
、
宗
教
、
文
化
ト
ラ
ブ
ル
の
種

「
初
め
ま
し
て
。

痛
み
は
あ

り
ま
す
か
」
「
今
は
大
き
な
痛

み
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

日
月
中

旬
、
福
岡
市
城
南
区
の
福
岡
大

病
院
(
9
1
5床
)
の
泌
尿
器

科
外
来
を
、
中
国
人
の
会
社
経

営
者
(
引
)
が
受
診
し
た

。

医
師

男
性
は
中
国
で
、
腎
臓
に
尿

が
た
ま
っ
て
拡
張
す
る
「
水
腎

症
」
と
診
断
さ
れ
た

。

納
得
の

い
く
治
療
を
受
け
ら
れ
ず
再
発

の
不
安
が
募
り
、
訪
日
を
決
意

。

受
診
予
約
や
宿
泊
な
ど
は
ト
ッ

プ
九
州
が
仲
介
し
た

。

治
療
内
容
や
費
用

と
、
看
護
師
で
も
あ
る
国
際
医

療
戦
略
室
の
西
山
道
代
室
長

(
印
)
、
通
訳
と
コ

l

デ
ィ
ネ
l

ト
を
請
け
負
う
会
社
「
ト
ッ
プ

九
州
」
の
斎
藤
寧
々
代
表
(
必
)

ら
が
同
席。

斎
藤
さ
ん
が
診
察

を
通
訳
し
、
血
液
検
査
な
ど
に

も
終
日
、
付
き
添
っ
た

。

日
月
上
旬
に
も
来
日
し
、
詳

し
い
検
査
を
受
け
た
。

「
当
面

は
経
過
観
察
で
良
い
」
と
の
診

断
に
納
得
し
、
来
年2
月
の
再

診
を
予
約
し
て
帰
国

。

男
性
は

「
診
察
が
丁
寧
で
設
備
も
良
い

。

友
人
に
も
勧
め
た
い
」
と
話
し

た

福
大
病
院
の
外
国
人
患
者
は

2
0
1
7

年
度
が
白
人
、
同
年

度
は
日
月
末
現
在
で
す
で
に
∞
∞

人
と
増
加。

医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
外
国
人
は
、
医
療
費

は
全
額
自
己
負
担
で
、
コ
ン
サ

ル
テ
1

シ
ョ
ン
料
(
一
律4
万

意
思
疎
通
に
腐
心

円
)
も
負
担
し
て
も
ら
う

。

質

の
高
い
医
療
に
出
費
を
惜
し
ま

な
い
富
裕
層
が
増
え
る
一
方

で
、
旅
行
保
険
未
加
入
の
旅
行

者
な
ど
も
目
立
ち
、
医
療
費
の

支
払
い
や
意
思
疎
通
で
混
乱
が

生
じ
て
い
る。

同
年
に
戦
略
室
を
新
設
し
て

ト
ッ
プ
九
州
と
提
携

。

院
内
で

通
訳
養
成
講
座
を
開
く
な
ど
、

人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
る

が
、
外
国
人
増
加
へ
の
不
安
は

尽
き
な
い。

医
療
通
訳
は
語
学

力
と
専
門
知
識
を
求
め
ら
れ
る

た
め
、
斎
藤
さ
ん
は
「
福
岡
は

ま
だ
人
材
が
不
足
し
て
い
る

。

医
療
ツl
リ
ズ
ム
を
充
実
さ
せ

る
な
ら
、
質
の
高
い
通
訳
を
養

成
す
べ
き
だ
」
と
指
摘

。

西
山

さ
ん
は
「
医
療
機
関
と
し
て
は

診
療
を
拒
否
す
る
選
択
肢
は
な

い
。

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
以

上
、
態
勢
を
整
え
、
ニ
ー
ズ
に

2

病
院
の
取
り
組
み

全岡 応

害車塁走
45 央会 T い
あ区福 」
る、岡と

-， 3 総話
ジ 8 合 T す
ヤ O 病 。

パ床院
ン)(

は福

病
院
運
営

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ
ス

ピ
タ
ル
ズ
(
J
I
H
)」
を
掲

げ
る
。

東
京
の
社
団
法
人
が
外

国
人
の
診
療
や
健
診
を
推
奨
で

き
る
病
院
と
し
て
認
証
し
、
特

定
の
医
療
渡
航
支
援
企
業
が
受

診
を
仲
介
す
る。

国
際
医
療
支

援
室
長
も
務
め
る
関
口
直
孝
副

院
長
は
「
外
国
人
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
た
い
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
窓
口
を
統
一
し
て
受
診

を
制
限
し
た
い
」
と
説
明
す
る

。

繁
華
街
・

天
神
に
位
置
す
る

同
病
院
の
外
国
人
患
者
は
昨
年

は
延
べ1
1
8
5

人
と
、3
年

前
か
ら
ほ
ぼ
倍
増。

国
別
で
は

中
国
や
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
ア
ジ
ア
が
目
立

つ
。福

岡
市
に
住
む
東
南
ア
ジ
ア

出
身
の
女
性
の
元
を
訪
れ
た
父

親
が
心
不
全
で
倒
れ
、
救
急
搬

送
さ
れ
て
き
た
ケl
ス
で
は
、

医
療
保
険
は
適
用
さ
れ
ず
、
医

療
費
が
約3
0
0

万
円
に
上
っ

た
。

す
ぐ
に
は
支
払
え
ず
、
娘

が
月
3

万
円
ず
つ
を
支
払
い
続

け
て
い
る
と
い
う。

未
収
に
な

る
ケ
l

ス
も
多
い。

こ
の
た
め
、
昨
年7
月
に
医

師
や
看
護
師
、
事
務
職
員
か
ら

な
る
国
際
医
療
支
援
室
を
設

置
。

外
国
人
専
用
の診
療
契
約

書
、
費
用
や言
語
、
文
化・
宗

教
な
ど
に
つ
い
て
同
意
を
得
る

診
療
同
意
書
な
ど
を
英
語
、
中

国
語
、
韓
国
語
で
用
意
し
た

。

治
療
開
始
前
に
費
用
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
、
治
療
後
の
ト
ラ

ブ
ル
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る。

関
口
副
院
長
は
外
国
人
患
者

増
加
に
伴
う
問
題
点
と
し
て
①

未
収
金
の
増
加②
医
療
過
誤
な

ど
の
リ
ス
ク
増
大③医
療
常
識

の
違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル④感

染
症
の
危
険
ー
な
ど
を
挙
げ

る
。

「
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
を
拡
大
す
れ
ば
、
混
乱
は

さ
ら
に
深
ま
る。
医
療
費
の
問

題
な
ど
き
ち
ん
と
議
論
し
、
制

度
を
整
え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

る
。

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
げ
日
(
月
)
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住
民
が
守
る
地
域
医
療

盛
岡
で
シ
ン
ポ
講
演
、パ
ネ
ル
討
論

県
民
み
ん
な
で
支
え
る
岩
手
の
地
域
医
療
推
進
会
議
主
催
の
「
地
域
医
療
を

支
え
る
た
め
の
県
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
回
目
、
盛
岡
市
内
で
聞
か
れ
た
。
基

調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、
参
加
者
が
地
域
医
療

の
在
り
方
や
地
域
住
民
と
し
て
医
療
と
ど
う
向
き
合
う
か
な
ど
、
住
民
参
加
型

の
地
域
医
療
体
制
に
理
解
を
深
め
た

。

県
で
は
、2
0
0
8

年
度

か
ら
県
民
総
参
加
型
の
地
域

医
療
体
制
づ
く
り
に
向
け
た

県
民
運
動
を
展
開
し
て
い

る
。

事
業
開
始
か
ち
叩
年
を

超
え
た
こ
と
を
記
念
に
開
催

し
、
約3
0
0

人
が
参
加
し

た
こ
の
う
ち
、
パ
ネ
ル
ディ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
地

域
医
療
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
」
を
テl
マ
に
、
全
国
自

治
体
病
院
協
議
会
名
誉
会
長

の
遺
見
公
雄
氏
、NP
O

法

人
さ
さ
え
あ
い
医
療
人
権
セ

ン
タ
ー
c
0
M
L
理
事
長
の

山
口
育
子
民
、
一
関
市
園
田 健

康
保
険
藤
沢
病
院
長
の
佐

藤
元
美
氏
、
朝
顔
の
た
ね
|

千
厩
病
院
を
守
り
隊
会
長
の

遠
藤
育
子
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト

を
務
め
た。

地
域
住
民
と
の
対
話
や
受

流
な
ど
を
通
し
て
、
住
民
と

共
に
地
域
医
療
に
取
り
組
ん

で
き
た
活
動
を
紹
介
し
た
佐

藤
正
は
「
私
が
最
初
に
行
っ

た
時
の
(
藤
沢
の
人
口
)
は

1

万
2
0
0
0

人
ぐ
ち
い
だ

っ
た
が
、
今
は80
0
0

人

を
切
っ
て
お
り
、
人
が
減
る

と
い
う
こ
と
は
全
て
に
大
き

な
影
響
が
あ
る
」
と
説
明
。

さ
ら
に
「
住
民
と
一
緒
に
お 年

前
に
や
っ
て
い
た
こ
と
が

形
骸
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。

そ
れ
を
も
う
一
度
、

今
の
時
代
に
合
う
よ
う
に
組

み
直
し
て
い
る
」
と
人
口
減

少
の
影
響
を
報
告
し
た
。

寸
劇
を
交
え
て
活
動
を
紹

介
し
た
同
隊
の
遠
藤
氏
は

「
医
療
は
私
達
住
民
も
担
い

手
と
い
う
言
葉
を
何
度
も
繰

り
返
し
啓
発
活
動
で
伝
え
て

き
た
」
と
病
院
と
地
域
住
民

が
支
え
合
う
重
要
性
を
説
い

た
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

県
民
が
で
さ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
遺
見
民
は
「
同
じ
保
険 料

を
払
っ
て
い
る
の
に
、
医

療
が
で
き
な
い
、
お
産
が
で

き
な
い
地
域
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
。

も
っ
と
保
険
者
が
声
を

上
げ
な
い
と
い
け
な
い
」
と

述
べ
た
。
山
口
氏
は
「
今
、

県
が
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
を
知
る
と
と
が

大
事
。

そ
れ
を
知
っ
た
上

で
、
自
分
の
地
域
で
何
が
で

き
る
か
一
人
ひ
と
り
考
え
る

こ
と
が
、
地
域
医
療
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
た。

岩
手
日
日
・
朝
刊

2
0
1
8

年
吃
月
四
日
(
水
)

地
域
医
療
を
支
え
る

NPO法人「へき地保健師協会」代表

青木さぎ里さん(42)

千葉大看護学部卒。 2018年
度より自治医大看護学部講

師。著書に「離島の保健師J
(青土社) 。 東京都出身。 ひ

と地
域
住
民
の
健
康
相
談
に

乗
っ
た
り
、
生
活
指
導
を
し

た
り
す
る
保
健
師
は
、
住
民

の
健
康
を
守
る
上
で
欠
か
せ

な
い
存
在
だ
。
し
か
し
、
山
村

や
離
島
な
ど
の
「
へ
き
地
」
で

は
、
一
つ
の
自
治
体
に
1

人

か
2

人
し
か
い
な
い
ケl
ス

も
あ
る
。
周
り
に
頼
れ
る
仲

間
も
い
な
い
保
健
師
を
支
え

よ
う
と
、
9

月
、
有
志
と
共

に
N
P
O

法
人
「
へ
き
地
保

健
師
協
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

大
学
卒
業
後
、
東
京
・
小

笠
原
諸
島
の
青
ケ
島
村
に
赴

任
。
島
で
初
め
て
常
勤
の
保

健
師
と
な
り
、
血
圧
計
を
買

う
と
と
ろ
か
ら
始
め
た
。
島

民
に
会
う
た
び
に
「
保
健
師

っ
て
ど
ん
な
仕
事
な
の
」
と

聞
か
れ
、
一
か
ら
説
明
を
続

け
た
と
い
う
。
離
島
で
の
活

動
に
つ
い
て
「
住
民
に
団
結

力
が
あ
り
、
問
題
解
決
に
向

け
て
、
一
緒
に
取
り
組
む
の

は
や
り
が
い
が
あ
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

2
0
0
6

年
に
自
治
医
大

に
移
る
と
、
ソl
シ
ャ
ル
・

、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
(
S
N
S
)を通
じ
て
、

へ
き
地
で
働
く
保
健
師
同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

た
。
「
誰
に
も
頼
れ
ず
孤
立

す
る
と
行
き
詰
ま
る
と
と
も

あ
る
。
別
の
へ
き
地
の
保
健

師
が
乗
り
越
え
た
経
験
を
共

有
で
き
れ
ば
、
働
き
続
け
る

支
え
と
な
り
、
地
域
社
会
も

さ
ら
に
良
く
な
る
は
ず
」

へ
き
地
で
働
く
保
健
師
同

士
を
つ
な
ぎ
、
人
材
育
成
や

保
健
活
動
の
支
援
、
就
職
活

動
の
相
談
に
応
じ
る
、
身
近

な
先
輩
の
よ
う
な
組
織
を
目

指
し
た
い
。
「
へ
き
地
に
は
、

ど
ん
な
人
で
も
受
け
入
れ
る

力
が
あ
る
。
孤
独
に
見
え
て

も
、
味
方
は
い
っ
ぱ
い
い
る
。

安
心
し
て
飛
び
込
ん
で
」
D

へ

き
地
勤
務
を
考
え
る
学
生
や

保
健
師
ち
に
と
ん
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
り
、
背
中
を
押
し

て
い
る
。

文
・
谷
本
仁
美

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
幻
日
(
木
)
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相談「安心」助産師に

蛤
一
時
耕
一
県
内

1

位
の
横
瀬
町

2
0
1
7

年
の
県
の
人
口
動
態
に
よ
る
と
、

1

人
の
女
性
が一生
に
産
む
子

ど
も
の
数
に
相
当
す
る
会
砧
殊
出
生
率
で
、

-

-
mの
横
瀬
町
が
市
町
村
別

で
1

位
に
な
っ
た
。時年
は2
位
で
、
首
位
だ
っ
た
滑
川
町
を
追
い
抜
い
た
。

今
月1
日
現
在
で
、
人
口
が
叩
万
人
を
割
っ
た
秩
父
地
域
に
あ
る
横
瀬
町
が
な

ぜ
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
の
か
。
子
育
て
の
現
場
を
探
っ
た

。

(
桜
井
和
憲
)

は
第2
子
で
利
用
す
る
人
も
来
て

い
て
、
気
軽
に
零bれ
る
場
所
と

し
て
定
着
し
て
き
た
」
と
語
る

。

口
コ
ミ
で
利
用
者
か
広
が
り
、

秩
父
市
な
ど
か
り
の
利
用
者
も
増

加
。

町
外
の
ニl
ズ
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
秩
父
の
人
口

定
住
を
促
進
す
る
「
ち
ち
ぶ
定
住

自
立
圏
事
業
」
と
し
て
、
昨
年
目

月
か
ら
は
秩
父
地
域
全
体
に
拡
大

し
た。
同
サ
ロ
ン
は
週
1

回
か
ら

2

回
に
回
警
増
や
し
、
助
震

が
母
乳
か
ら
育
児
ま
で
幅
広
い
相

談
に
無
料
で
対
応
し
て
い
る
。

-
切
れ
目
な
く

引
日
午
後
、
横
瀬
町
の
横
瀬
児

童
館。
助
産
師
の
峰
岸
ま
や
子
さ

ん
(
部
)
と
高
橋
律
子
さ
ん
(
貯
)
が

l

歳
の
娘
を
持
つ
母
親
(
ω
)の相

談
に
笑
顔
で
応
じ
て
い
た
。
現
在

は
第2
子
も
妊
娠
中
で
、
つ
わ
り

や
故
郷
へ
の
帰
省
、
子
ど
も
の
昼

寝
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
た
母
親

は
「
こ
こ
は
すぐ
に
顔
を
覚
え
て

く
れ
た
の
で
、
安
心
し
て
相
談
が

で
き
る
」
と
信
頼
を
寄
せ
て
い
る

。

町
が
昨
年1
月
か
ら
開
始
し
た

「
助
産
師
に
よ
る
『ほ
っ
と
ハ
グ

く
む
マ
マ
サ
ロ
ン
』
」
。

妊
産

婦
ら
が
抱
え
る
妊
娠
・
出
産
や
子

育
て
に
関
す
る
悩
み
を
解
消
し
、

妊
娠
前
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
が
目
的
だ

。

相
談
内
容
は
特
に
授
乳
に
関
す
る

笥
孝
い

。

峰
岸
さ
ん
は
「
最
近

-
出
生
数
も
増
加

町
は
「
日
本
一
子
育
て
し
や
す

い
町
」
を
掲
げ
る
。

新
生
児
訪
問

や
育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業
、
今

年
6

月
か
ら
開
始
し
た
マ
タ
ニ
テ

ィ
l

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
幅
盤
宰
セ
展
開

。

町
に

よ
る
と
、
出
生
数
は
日
年
度
が
印

人
、
同
年
度
が
印
人
、
打
年
度
が

位
人
と
増
加
傾
向
が
続
い
て
い

る
。た

だ
、
現
在
は
ど
こ
の
自
治
体

で
も
子
育
て
支
援
に
は
力
を
注
い

で
お
り
、
町
の
翠
県
が
群
を
抜
い

て
優
れ
て
い
る
も
の
は
見
受
け
ら

れ
な
い。
町
子
育
て
支
援
課
は
「
町

内
は
第2

、

3

子
の
数
が
多
い
。

小
さ
な
町
だ
が
、
互
い
の
顔
が
見

え
る
関
係
で
、『安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る』
と
思
っ
て
も
ら
え

て
い
る
の
で
は
」
と
分
析
す
る

。

-
ス
マ
ホ
活
用

町
は
今
年2
月
、
官
民
か
連
携

し
て
先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

事
業
を
誘
致
す
る
官
民
連
携
プ
ラ

地
域
医
療
を
支
え
る

遠隔医療サービスも拡充ヘ

ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「
よ
こ
ら
ぼ
」
で
、

キ
ッ
ズ
パ
ブ
リ
ッ
ク
(
本
社

・

東

京
都
千
代
田
区
)
が
運
営
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
遠
隔
健

康
医
療
相
談
が
で
き
る
「
小
児
科

オ
ン
ラ
イ
ン
」
を
採
択
。

ス
マ
ホ

な
ど
か
ら
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
に

登
録
す
る
小
児
科
専
門
医
に
、
無

料
通
信
ア
プ
リ
「
L
I
N
E
」
(
ラ

イ
ン
)
の
テ
レ
ビ
電
話
や
チ
ャ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
て
、
気
軽
に
相
談

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
6

月
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

対
象
は
町
内
の
0

歳
か
ら
日
歳

ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

5
6

1

世
帯。
登
録
者
は
約13
0

人

で
、
利
用
者
か
ら
は
好
評
と
い
う

。

富
田
能
成
町
長
は
「
検
証
が
必
要

だ
が
、
秩
父
地
域
1

市
4

町
の
定

住
自
立
圏
ヘ
拡
大
す
る
こ
と
も
選

択
肢
の一
つ
」
と
語
る
。

来
年1

月
7

日
か
ら
は
産
婦
人
科
医
や
助

産
師
に
相
談
で
き
る
「
産
婦
人
科

オ
ン
ラ
イ
ン
」
も
開
始
予
定
だ

。

地
方
の
少
子
化
対
策
は
簡
単
で

は
な
い
が
、
地
域一丸
と
な
っ
た

地
道
な
子
育
て
環
境
の
轄
碕
が
実

を
結
び
つ
つ
あ
る
。

埼
玉
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
山
日
(
月
)
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元
気
で
長
生
き
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
厚
生
労
働
省
の
有
識
者
会
議
は
今
月
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
を
一
体
的
に

行
う
た
め
の
提
言
を
ま
と
め
た
。

医
療
保
険
と

介
護
保
険
の
制
度
の
枠
を
超
え
、
市
町
村
が
効

果
的
に
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
柱
だ
が
、
専
門
知
識
を
持
つ
人
材
の
不
足
な

ど
課
題
も
多
い。
(社
会
保
障
部
小
沼
聖
実
)

Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019

-
訪
問
指
導
を
強
化

「体
重
、
戻
り
ま
し
た
ね。

こ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
。
今
月
上
旬
、
神
奈
川

県
大
和
市
健
康
づ
く
り
推
進
課

の
職
員
で
、
管
理
栄
養
士
の
湯

野
真
理
子
さ
ん
は
、
市
内
の
制

歳
の
女
性
宅
を
訪
問
し
て
体
重

を
量
り
、
声
を
か
け
た。

岡
市
は
、
医
療
保
険
で
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
を
担
う
保
健

事
業
の
担
当
課
と、
介
護
予
防

の
担
当
課
の
縦
割
り
を
見
直

し
、
連
携
を
強
化。
5

年
ほ
ど

健康長たヘ
介護連携1矢療・

連
携

・

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

富フレイル 要介護になる手前
で、筋力や体力などが低下し

始めた状態。 I虚弱」 を意味する
英語 Ifrailty (フレイルティ ) J 
をもとにした造語で、日本老年医
学会が、2014年に提唱した。 この段
階であれば回復も可能で、対策と
して食生活の改善や運動、社会参
加が重要とされる。

。保健事業と介護予防事業の連携のイメージ‘

国民健康保院の保健事業争園時後期高齢者医療広
市町村が実施 司 '域連合の保健事業

旬h 広域連合が
彼用者保積の保健事業 E 
酬合協…t実施七回i町時託

且ム介護保険の介護予防事業
----, 市町村が実施

退職等 65歳 75歳

。保健と介護予防の連携の例

介護予防の体操などを行う 「通いの場」 に、
保憧師など医療専門職が参加。 健康相談な
どに応じる

介護サービスの利用や医療機関の受診状況
などの情報を一括して把握できるデータベ
ースを構築。 高齢者の健康づくりに活用

「通いの場」 で健康づくりに取り組んだ高
齢者に、商店街での買い物などに使える「健
康ポイント 」 を付与。 参加を促す
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デ
ー
タ
共
有
縦
割
り
見
直
し

国
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

自
治
体
向
け
の
指
針
を
作
成
す

る
ほ
か
、
高
齢
者
医
療
確
保
法

な
ど
関
連
法
の
改
正
も
検
討
す

る
。

自
治
体
へ
の
補
助
金
も
増

額
す
る
方
針
だ。

介
護
保
険
な
ど
に
詳
し
い
日

本
総
合
研
究
所
創
発
戦
略
セ
ン

タ
ー
の
斉
木
大
・
シ
ニ
ア
スペ

シ
ャ
リ
ス
ト
は
、
「介
護
予
防

も
健
康
増
進
も
、
根
っ
こ
は
閉

じ
。

セ
ッ
ト
で
取
り
組
む
の
が

自
然
で
、
方
向
性
は
評
価
で
き



前
か
ら
、
低
栄
養
や
口
の
機
能

の
衰
え
が
懸
念
さ
れ
る
高
齢
者

を
、
管
理
栄
養
士
が
訪
問
し
て

指
導
す
る
事
業
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

対
象
者
は
、
介
護
予
防
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
保
健
事
業

の
健
康
診
断
の
結
果
な
ど
を
活

用
し
て
抽
出
し
て
い
る。
従
来

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
縦
割

り
で
情
報
が
共
有
さ
れ
ず
、
効

果
的
な
取
り
組
み
が
難
し
か
っ

た
が
、
運
用
を
改
善
し
た
。

訪
問
指
導
を
行
っ
た
高
齢
者

の
う
ち
、
2

年
後
に
状
態
が
悪

く

な
っ
て
い
た
の
は
約l
割
。

訪
問
を
受
け
な
か
っ
た
対
象
者

に
比
べ
、4
分
の
1

程
度
に
抑

え
ら
れ
た。

湯
野
さ
ん
は
、
「高
齢
に
な

る
と
食
が
細
く
な
り
、
低
栄
養

に
陥
り
や
す
い。
要
介
護
に
つ

な
が
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
早
め

の
支
援
が
肝
心」と
説
明
す
る。

被と安全管理 総集版 2019年 3 号

-
m
M歳
の
壁

高
齢
者
の
健
康
維
持
に
関
し

て
は
、
生
活
習
慣
病
対
策
や
健

診
は
医
療
保
険
、
健
康
体
操
な

ど
の
介
護
予
防
は
介
護
保
険

と
、
別
々
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
医
療
で
は
、
丸
歳
ま で

は
国
民
健
康
保
険
、
河
歳
以

降
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

分
か
れ
、
健
診
結
果
な
ど
の
デ

ー
タ
が
引
き
継
が
れ
ず
、「百

歳
で
の
断
絶
が
大
き
な
課
題」

(厚
労
省
)
だ
っ
た
。

有
識
者
会
議
は3
日
に
ま
と

め
た
提
言
で
、
こ
う
し
た
縦
割

り
を
改
め
、
大
和
市
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
全
国
に
拡
大
す
る

た
め
の
制
度
見
直
し
ゃ
、
支
援

の
強
化
な
ど
を
国
に
求
め
た。

特
に
、
要
介
護
の
手
前
の
「フ

レ
イ
ル
圏
」
対
策
は
、
医
療
・

介
護
の
両
面
か
ら
の
支
援
の
重

要
性
を
強
調
し
た。現
状
で
は
、

都
道
府
県
単
位
の
広
域
連
合
が

運
営
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
健
事
業
に
含
ま
れ
て
い

る
が
、
保
健
師
の
不
足
な
ど
か

ら
、

「健
診
の
み
の
実
施
が
ほ

と
ん
ど
」
(
関
係
者
)
と
な
っ

て
い
る
た
め
だ。

-
市
町
村
主
体
で

具
体
的
に
は
、
公
民
館
な
ど

を
拠
点
に
健
康
体
操
な
ど
を
行

う
介
護
予
防
の
「
通
い
の
場
」

を
活
用
し
、
保
健
師
に
よ
る
健

康
相
談
や
フ
レ
イ
ル
対
策
を
行

う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る。

制
度
ご
と
に
、
別
々
に
管
理

吾士

ii7i: 

6S 

社
保
費
伸
び
抑
制

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の一

体
運
営
が
求
め
ら
れ
る
背
景
に

は
、
団
塊
の
世
代
が
句
歳
以
上

と
な
る
「
2
0
2
5

年
問
題
」

で
加
速
す
る
社
会
保
障
費
の
膨

張
が
あ
る。
高
齢
者
人
口
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
と
さ
れ
る
刊
年

度
に
社
会
保
障
給
付
費
は
、
同

年
度
の
約1
・
6

倍
の
約1
9

0

兆
円
に
の
ぼ
る
見
通
し
だ
。

こ
の
た
め
、
政
府
は
介
護
を

受
け
ず
に
日
常
生
活
を
送
れ
る

「健
康
寿
命
」
を
、
初
年
ま
で

に
3

歳
以
上
延
ば
す
目
標
を
打

ち
出
し
て
い
る
。

保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
連
携
で
、
元
気
に

過
ご
せ
る
期
間
を
長
く
で
き
れ

ば
、
本
人
や
家
族
の
不
安
を
軽

減
で
き
る
ほ
か
、
医
療
や
介
護

に
か
か
る
費
用
の
伸
び
を
抑
え

ら
れ
る
可
能
性
も
高
ま
る
た
め

だ
た
だ
、
実
現
に
は
課
題
も
あ

る
。

有
識
者
会
議
の
提
言
が
報

告
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
部
会

11111111111111 1 1 1 1111 1 11 1 1 ::'1 住取タし
三 民れをて
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売
(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
M
日
(
金
)

連
携

・

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
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オ
ラ
ン
ダ

高
齢
他
に
伴
う
医
療
費
の
増

加
を
抑
え
る
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
は
個
人
の
医

療
情
報
を
病
院
が
変
わ
っ
て
も

確
認
で
き
る
「
医
療
等I
D

」

の
2
0
2
0

年
度
の
本
格
運
用

を
目
指
し
て
い
る。

オ
ラ
ン
ダ

で
は
、
こ
う
し
たI
C
T
(情

報
通
信
技
術
)
を
活
用
し
た
医

療
の
効
率
化
に
先
行
し
て
取
り

組
み
、
そ
の
動
き
を
加
速
さ

せ
て
い
る
。

現
状
を
取
材
し

た
首
都
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
家

庭
医
を
し
て
い
る
パl
ト
・
メ

イ
マ
ン
さ
ん
の
診
療
所
。

現
代

美
術
の
絵
画
が
飾
ら
れ
た
診
察

室
で
パ
ソ
コ
ン
を
み
て
、
「
今

は
こ
れ
を
通
し
て
、
病
院
で
の

検
査
の
結
果
や
薬
局
で
の
薬
に

関
す
る
情
報
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
話
し
た。

オ
ラ
ン
ダ
の
医
療
制
度
は
家

トワーク化カルテや投薬ネッ

連
携
・
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク

医
療
×
I
C
T

庭
医
が
中
心
だ。
病
気
に
な
る

と
ま
ず
、
登
録
し
て
い
る
地
域

の
家
庭
医
で
診
察
を
受
け
る

。

専
門
の
治
療
が
必
要
だ
と
診
断

さ
れ
る
と
専
門
医
を
紹
介
さ

れ
、
病
院
で
治
療
を
受
け
る

。

そ
の
際
に
活
用
さ
れ
て
い
る

の
が
、
家
庭
医
、
病
院
、
薬
局

な
ど
み
ん
な
が
診
療
録
(
カ
ル

テ
)
や
薬
の
処
方
範
な
ど
の
情

報
を
パ
ソ
コ
ン
で
見
ら
れ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
だ。
不
必
要
な
検

査
や
大
量
の
薬
の
投
与
を
防

ぐ

オ
ラ
ン
ダ
は
早
く
か
ら
電
子

カ
ル
テ
の
導
入
を
進
め
て
い
た

が
、
そ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
た
き
っ
か
け
は
国
の
尉
政
悪

化
だ。

日
年
に
即
位
し
た
ウ
ィ

レ
ム
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダi
国
王

は
議
会
で
「
却
世
紀
型
の
福
祉

国
家
は
終
わ
っ
た
」
と
演
説
。

国
民
の
自
助
努
力
を
促
す
参
加 型

社
会
を
め
ざ
す
と
し
た
。

そ
の
柱
の
一
つ
が
、
医
療
情

報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
だ
っ

た
。

た
だ
、
過
去
に
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
反
対
の

声
が
上
が
り
、
同
様
の
計
画
が

頓
挫
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

新
た
な
計
画
で
は
、
民
間
組

織
を
設
立
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
運
営
す
る
方
式
に
変
更
。

医

療
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

国
民
一
人
一
人
の
同
意
を
必
要

と
す
る
ほ
か
、
情
報
を
医
療
機

関
な
ど
の
第
三
者
が
見
た
場
合

に
は
記
録
が
残
り
、
確
認
で
き

る
仕
組
み
を
入
れ
た。
今
で
は

人
口
約1
7
0
0

万
人
の
う
ち

約
1
3
0
0

万
人
が
同
意
し
て

い
る
。

た
だ
、

患
者
側
は
自
分
の
情

報
を
見
ら
れ
な
い。

そ
こ
で
、

官
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「Me
d

M
i

・J

」
(
メ
ド
マ
イ
)
が
日

年
に
立
ち
上
が
っ
た。

「
私
の

健
康
」
と
い
う
意
味
だ
。

保
健
・
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
省

や
患
者
の
団
体
を
中
心
に
、
民

間
の
保
険
会
社
な
ど
が
参
加
す

る
。

国
民
が
自
身
の
情
報
を
見

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
で
計
測
し
た
血
圧
値

な
ど
を
追
加
で
記
録
で
き
る
よ

う
に
す
る
計
画
だ。
糖
尿
病
な

ど
の
慢
性
疾
患
の
患
者
や
健
康

に
不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
の
健

康
管
理
、
在
宅
ケ
ア
で
の
活
用

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

日
本
の
「
医
療
等I
D
」
も

将
来
的
に
は
こ
う
し
た
仕
組
み

を
描
く。

メ
ド
マ
イ
広
報
の
マ

ル
ゴ
・
プ
ラ
ン
ズ
さ
ん
は
、
病

院
に
行
く
前
に
検
査
結
果
を
見

る
こ
と
が
で
き
れ
ば、
医
者
へ

の
質
問
を
考
え
ら
れ
、
効
率
的

に
受
診
で
き
る
と
説
明
。

「
健

康
を
医
師
と
一
緒
に
考
え
る
き

っ
か
け
に
も
な
る
」
と
話
す

。

調
査
機
関
は
、
不
必
要
な
検

診
の
防
止
や
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
で
の
重
症
他
予
防
な
ど
で
年

松
山
億
四
I
(約
5
9
0
0

億
円
)

の
医
療
費
が
削
減
で
き
る
と
試

算
す
る。

だ
が
、
普
通
の
人
が
カ
ル
テ

な
ど
を
理
解
す
る
の
は
難
し

い
。

家
庭
医
の
メ
イ
マ
ン
さ
ん

は
「
情
報
が
多
か
っ
た
り
、
悪

い
検
査
結
果
だ
っ
た
り
し
た
場

合
は
、
患
者
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥

る
可
能
性
も
あ
る
」
と
懸
念
す

る
。

医
師
ら
の
助
言
と
い
っ
た

支
援
も
不
可
欠
と
み
る
。

I
C
T

活
用
で
住
民
の
健
康

を
支
え
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
「
日
本
ユl
ザ
ビ
リ
テ
ィ
医

療
情
報
他
推
進
協
議
会
」
の
森

田
朗
代
表
理
事
は、

「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
へ
の
対
応
を
強
化
し
な

が
ら
宮
と
民
が
連
携
し
、
医
療

情
報
を
活
用
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
る
オ
ラ
ン
ダ
の
取
り

組
み
は
参
考
に
な
る
」
と
話

す
。
(

松
浦
祐
子)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
8

日
(
土
)
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月尚

2~." 
'1=1 

県
北
地
域
を
中
心
と
し
た
6

病
院
は
沼
田
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
C
T

画
像
な
ど
の
患

者
デ
ー
タ
を
共
有
で
き
る「遠
隔
画
像
診
断
治
療
補
助
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
た
脳
卒

中
治
療
を
開
始
し
た
。

2

次
救
急
病
院
が
脳
卒
中
の
専
門
的
な
治
療
や

3

次
救
急
を
担

う
病
院
と
画
像
デl
タ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
処
置
に
つ
な
げ
る
狙
い

。

-
分

1

秒
を
争
う
脳
卒
中
の
治
療
で
、
よ
り
早
い
診
断
や
設
備
の
整
っ
た
病
院
へ
の
搬
送
な

ど
が
期
待
さ
れ
る
。

同
日
は
高
萩
協
同
病
院(高
萩
市
)
と
日
立
製
作
所
目
立
総
合
病

院
(目
立
市
)
で
訓
練
が
行
わ
れ
、
画
像
共
有
か
ら
治
療
ま
で
の
流
れ
を
医
師
ら
が
確

認
し
た。

同
シ
ス
テ
ム
は
C
T

や
M

R
I

画
像
な
ど
の
患
者
デ
ー

タ
を
専
門
医
が
い
る
医
療
機

関
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
送
信

し
、
デ
ー

タ
を
見
た
医
師
か

ら
診
断
の
助
言
や
指
導
を
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
。

タ
ブ
レ

ッ
ト
や
ス
マー
ト
フ
ォ
ン
で

画
像
の
送
受
信
が
で
き
、
最

大
で
一
度
に
約4
0
0

枚
分

の
画
像
デー
タ
を
送
信
で
き

る
。6

病
院
は
、
慈
泉
堂
病
院

(大
子
町)
マ
常
陸
大
宮
済

生
会
病
院
(常
陸
大
宮
市)

マ
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー(茨

城
町
)
マ
北
茨
城
市
民
病
院

(北
茨
城
市)
マ
高
萩
協
同

病
院
マ
目
立
総
合
病
院。
水

戸
医
療
セ
ン
タ
ー
と
目
立
総

合
病
院
が
デ
ー
タ
を
受
信

し
、
他
の
4

病
院
に
助
言
な

ど
を
行
う。

県
医
療
政
策
課
に
よ
る

と
、
こ
れ
ま
で
に
も
病
院
間

で
連
携
し
て
治
療
に
当
た
る

ケ
l

ス
は
あ
っ
た
が
、
画
像

デ
ー
タ
は
患
者
の
搬
送
時
に

持
参
す
る
か
、
電
話
に
よ
る

口
頭
説
明
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
。

今
回
の
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
り
、
専
門
医
以
外
で
は

判
断
し
に
く
い
小
、
中
程
度

の
脳
卒
中
の
病
状
に
つ
い
て

判
断
や
助
言
な
ど
迅
速
な
対

応
に
つ
な
が
る。
県
北
地
域

は
救
急
搬
送
時
間
が
県
平
均

よ
り
長
く
、
脳
卒
中
に
よ
る

死
亡
率
が
高
い。
シ
ス
テ
ム

導
入
で
改
善
が
期
待
さ
れ

る
。

訓
練
で
は
、
脳
神
経
外
糾

医
の
不
在
時
に
脳
卒
中
の
患

者
が
高
萩
協
同
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
と
の
想
定
で
実
施
。

医
師
や
看
護
師
ら
が
症
状
を

確
認
し
た
後
、C
T

を
撮
影

し
、
画
像
約1
0
0

枚
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
送
信
。

目
立
総
合
病
院
で
医
師
が
画

像
を
確
認
し
、
点
滴
に
よ
る

投
薬
を
指
示
し
た。
高
萩
協

同
病
院
の
近
藤
匡
病
院
長
は

「専
門
医
が
不
足
し
て
い
る

中
で
遠
方
の
先
生
に
協
力
し

て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム。
脳
卒

連
携

・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

画像データ共有システム導入

中
以
外
に
も
応
用
が
可
能

だ
」
と
期
待
し
た。

県
は
本
年
度
当
初
予
算
に

約
2
8
3
0

万
円
を
計
上

し
、
同
シ
ス
テ
ム
導
入
に
か

か
る
初
期
費
用
で4
6
1

万

円
を
上
限
に
全
額
補
助
し
て

導
入
を
後
押
し。
補
助
金
を

使
い
、
本
年
度
中
に
水
戸
ブ

レ
イ
ン
ハ
l

ト
セ
ン
タ
ー

(水
戸
市
)
と
聖
麗
メ
モ
リ

ア
ル
病
院
(目
立
市)
も
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定

で
、
連
携
は
計8
病
院
ま
で

広
が
る
見
通
し。

同
課
の
担

当
者
は
「今
回
を
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
、
ほ
か
の
地
域
で
も

連
携
が
広
が
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば」
と
話
し
た。

(成
田
愛
)

茨
城
新
聞
・

朝
刊

2

0
1
8

年
ロ
月
問日
(
水
)
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新技術展示

同
国
凶
国
間
関
自
国
間

グデータ化ビッ企業の医療情報
関経連実験、健診結果など活用

“
格
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が
必
要
な
た
め
、
企
業

側
で
個
人
情
報
に
一
定
の
処
理
を
加
え
た
デ
l

タ

を
シ
ス
テ
ム
側
へ
集
約
す
る
仕
組
み
を
新
た
に
開

関
西
経
済
連
合
会
は
、
企
業
が
持
つ
社
員
の
健
発
。

情
報
鯨
慨
リ
ス
ク
を
低
減
し
た
こ
と
が
特
徴

康
診
断
な
ど
の
医
療
情
報
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化
す
で
、
企
業
の
参
加
拡
大
が
期
待
さ
れ
る

。

る
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る

。

企
業
が
持
つ
医
療
情
報
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化
す

関
西
で
盛
ん
な
製
薬
・
健
康
医
療
産
業
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
は
全
国
的
に
も
珍
し
い

。

経
済
産
業

る
狙
い
で
、
治
療
法
の
研
究
や
健
康
食
品
開
発
な

…
省
の
今
年
度
の
補
助
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
、
来

ど
へ
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る。

医
療
情
報
は
厳-

年
1

月
に
解
析
結
果
を
ま
と
め
る
。

事
業
費
は
約
『
汁4

5
2
0
0
万
円
。

友
一

実
証
実
験
で
は
、
田
辺
三
菱
製
薬
な
ど4
社
豆

が
、
計
3

万
i
4

万
人
の
約3
年
分
の
健
診
結
果
一
望

…
や
レ
セ
プ
ト
(診
療
報
酬
明
細
書)
、
勤
務
状
況
Z
一

…

な
ど
の
情
報
を
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
を
特
定
で
き
な
お
一

い
よ
う
処
理
。

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
戸
川
」

(大
阪
府
吹
田
市)
に
設
置
し
た
サ
ー
バ
ー
に
集
荷
一

…
約
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
統
合
解
析
す
る

。

で
こ

例
え
ば
「生
活
習
慣
病
の
発
生
率
は
喫
煙
に
よ
志
一

っ
て
変
動
す
る」
と
い
っ
た
仮
説
を
検
証
し
て
い
一
氏
一

…
く
。

将
来
は
よ
り
多
く
の
情
報
を
組
み
合
わ
せ
、τ」

そ
の
人
に
合
っ
た
食
事
・
服
薬
指
導
な
ど
に
結
び
互
一

つ
け
る
考
え。
健
康
状
態
に
応
じ
た
保
険
商
品
のfl

e
開
発
に
も
応
用
で
き
る
と
い
う。

政
府
は
今
年5
月
に
麹
付
さ
れ
た
「次
世
代
医

療
基
盤
法
」
に
基
づ
き
、
医
療
機
関
の
情
報
の
ピ

-
ッ
グ
デ
ー
タ
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

関
経
連

…
は
、
「企
業
が
持
つ
医
療
情
報
の
活
用
も
進
め

…
ば
、
病
気
予
防
が
進
む
可
能
性
が
あ
る」と
し
て

…
い
る
。

個
人
情
報
漏
洩
を
防
止

企業ごとに処理涜みの医療情報を集めて解析
祖国首悶百ilIm~r近出血明明~，..M・.. t:理局沼尻Eir"・・・

サ
ー
ビ
ス
の
実
用
化
が
着

実
に
近
づ
い
て
い
る
。

「
新
幹
線
で
移
動
中
の

ベ
テ
ラ
ン
医
師
が
病
院
で

す
る
。

5
G
は
4
G
で
は
難
し

か
っ
た
4
K
/
8
K
映
像

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
伝
送
が

N
T
T
ド
コ
モ
は
、
人

工
知
能
(
A
I
)や
I
o

T
(
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
)
な
ど
の
最
先
端
技

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

布三

コ
ン
テ
ナ
に
設
置
し
た
モ

バ
イ
ル
ス
マ
ー
ト
治
療
室

の
構
想
も
あ
る
。
大
規
模

災
害
の
発
生
で
病
院
搬
送

が
困
難
な
状
況
で
も5
G

と
ス
マ
ー
ト
治
療
室
搭
載

の
車
両
を
派
遣
し
、
遠
隔

地
に
い
る
ベ
テ
ラ
ン
医
師

68 

タ
イ
ム
で
送
受
信
で
き
、

お
も
ち
ゃ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

積
み
上
げ
る
と
い
っ
た
4

G
で
は
難
し
か
っ
た
細
か

な
操
作
も
可
能
。
ロ
ボ
ッ

ト
が
モ
ノ
を
持
つ
時
の
力

を
操
縦
者
が
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
、
目
隠
し
を
し
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ドコモ、都内で最

京
都
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
デ
ー
タ
グ
リッ
ド
(
京
都
市
)

は
医
療
画
像
の
ビ
ッ
グ
デ
l

タ
を

人
工
的
に
作
り
出
す
技
術
を
開
発

し
た
。

医
師
の
診
断
を
支
援
す
る

人
工
知
能
(
AI
)
の
開
発
に
欠

か
せ
な
い
大
量
の
医
療
画
像
を
、

少
な
い
サ
ン
プ
ル
画
像
数
か
ら
作

り
出
せ
る。
新
技
術
は
難
病
な
ら

年
単
位
が
か
か
る
と
い
わ
れ
る
画

像
デ
ー

タ
収
集
の
手
聞を
省
き
、

診
断
A
I

の
研
究
開
発
を
後
押
し

し
そ
う
だ。

開
発
し
た
の
は
本
物
の
病
気
の

患
部
画
像
(1
疾
病
あ
た
り1
0

0

枚
)
と
健
康
な
人
の
同
じ
部
位

の
画
像
(1
万
枚
)
か
ら、

同
じ

病
気
の
画
像
を
数
万
枚
規
模
で
作 術

を
体
験
で
き
る
「
ド
コ

モ
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」
を

都
内
で
聞
き
、2
0
1
9

年
に
一
部
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
る
第5
世
代
通
信
(5

G
)
関
連
技
術
を
披
露
し

た
。

会
場
で
は
約2
4

0

点
の
展
示
の
半
分
を5
G

関
連
技
術
が
占
め
る。
現

在
の
4
G
L
T
E
の
1

0

0

倍
の
高
速
通
信
が
可
能

な
5
G
を
用
い
た
次
世
代

サンプル少数でも画像診断

京
大
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

行
わ
れ
て
い
る手
術
の
高

精
細
映
像
を
携
帯
情
翠
珊

末
で
見
な
が
ら
指示
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」

ー
。

N
T
T
ド
コ
モ
5
G

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

の
奥
村
幸
彦
担
当
部
長

は
、
墓
京
女
子
医
科
大
学

と
開
発
し
て
い
る
遠
隔
ス

マ
ー
ト
治
療
支
援
シ
ス
テ

ム

「モ
バ
イ
ル
S
C

O

T
」
の
特
徴
を
こ
う
説
明

な
が
ら
力
の
感
覚
だ
け
で

モ
ノ
を
ゴl
ル
に
動
か
す

実
漬
も
行
っ
た
。
災
害地

や
宇
宙
空
間
な
ど
で
の
作

業
だ
け
で
は
な
く
、家
事

や
介
護
を
遠
隔
地
から
支

援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て

の
活
用
を
見
込
む。

可
能
に
な
る。
外
視
鏡
で

撮
影
し
た
3

次
元
の
4
K

映
像
や
生
体
モ
ニ
タ
ー
、

神
経
機
能
検
査
装置
の
デ

ー
タ
な
ど
複
数
の
高
精
細

医
療
映
像
を
遠
隔
地
に
い

る
ベ
テ
ラ
ン
医
師
に一括

で
伝
送
で
き
る
た
め
、
専

門
医
が
不
足
し
て
い
る
地

方
で
も
高
水
準
な
医
療
を

提
供
可
能
に
な
る。

手
術
室
を
ト
ラ
ッ
ク
の

と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

高
度
医
療
を
行
え
る
仕
組

み
だ
。

会
場
と
約叩
J
M
離
れ

た
東
京
ソ
ラ
マ
チ
(墓
京

都
墨
田
区
)
か
ら
ト

ヨ
タ

自
動
車
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト

「T
l
H
R
3
」
を
遠
隠

制
御
す
る実
債
も
行
っ
て

い
る
。

5

G
の
低
遅
延
特

性
を
生
か
せ
ば
遠
隔
地
か

ら
の
操
作
指
示
をリ
ア
ル

新幹線から指

A
I
競
わ
せ
削
枚
v

数
万
枚
に

成
す
る
技
術。
「
患
者
と
健
康
な

人
の
画
像
か
ら
病
気
の
特
徴
を
導

き
出
し
て
画
像
を
作
る
」
(
同
社
)

と
い
う
。

A
ー

に
よ
る
次
世
代
の
画
像
作

成
の
手
法
と
して
注
目
さ
れ
て
い

る
「
敵
対
的
生
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

(
G
AN
)
」
と
呼
ば
れ
る
技
術

を
活
用
。
画
像
を
作
る「
生成
A

I

」
と
、
そ
の
画
像
を
偽
物
と
見

破
る
「識
別
AI
」
の
2

種
類
の

A
I

を
使
う。
囲
碁
A
I

「
ア
ル

フ
ァ
碁
」
が
自
己
対
局
を
無
数
に

重
ね
て
強
く
な
っ
た
仕
組
み
を
進

化
さ
せ
、
「
だ
ま
す
」
と
「
見
破

る
」
と
い
う
相
反
す
る
機
能
を
持

っ
た
両
AI
を
競
わせ
る
。

生
成

デ
ー
タ
グリ
ッ
ド

2

0

1
7

年
7

月
に
設
立。
京
大
の
国
際
判
明
学
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
棟
に
本
社
を
構
え
る
。

従
業
員
は
同
人。
全
員が
機
械
学
習
専
門
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
で
、
京
大
の
修
士
や
博
士
課
程
を
修
了
し
た
人
が
多
い

。

G
A
N

の
技
術
を
活
用

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
主
力
と
し
、

実
際
の
ア
イ
ド
ル
の
画
像
デ
ー

タ
か
ら
ゲ
ー
ム
や
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
用
の
架
空
ア
イ
ド
ル
の
顔
を
大
量
に
作
る
技
術
も
持
つ

。

南AIが競い合って画像の精度を上げる

販売

A
I

が
作
っ
た
画
像
を
識
別
A
ー

が
偽
物と
見
破
り
、
生
成A
I

が

さ
ら
に
高
度
な
画
像
を
作
る
作
業 を

繰
り
返
し
、
画
像
の
精
度
を
本

物
に
限
り
な
く
近
づ
け
て
い
く
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
に
加
え
、
コ
ン
ピ

連
携

・

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

日
刊
工
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
7

日

(
金)

~断支鍍AIの開発会社

ュ
l

タ
l

断
層
撮
影
装
置(C
T

)

や
磁
気
共
鳴
画
像
装
置(
MR
I
)

の
画
像
な
ど
に
も
応
用
可
能
だ

。

ま
ず
心
肥
大
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
画

像
を
作
る
基
礎
技
術
を
確
立
し

た
。

健
康
な
状
態
か
ら
症
状
が
進

行
し
て
い
く
様
子
を
忠
実
に
再
現

で
き
た
と
い
う。
今
後
は2
0
1

9

年
初
め
に
も
京
大
病
院
と
連
携

し
て、

医
師
と
作
成
画
像
の
精
度

を
検
証
す
る
。

A
I

で
レ
ント
ゲ
ン
な
ど
の
医

療
画
像
か
ら
病
気
を
発
見
す
る
シ

ス
テ
ム
を
開
発
す
る
会
社
の
ニ
ー

ズ
を
見
込
む。
医
師
の
画
像診
断

を
支
援
す
るA
I

開
発
の
難
点

は
、

ま
ず
人
力
で
医
療
画
像
の
ビ

ッ
グ
デー
タ
を
収
集
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
だ
。

デ
ー

タ
グ
リ
ッ
ド

の
岡
田
惰
貴
社
長
に
よ
る
と
、
患

部
の
画
像
と
健
康
な
人
の
画
像
が

2

千
1

3

千
枚
ず
つ、
可
能
な
ら

数
万
枚
ず
つ
必
要
と
い
う。大
量

の
枚
数
が
な
いと
、
診
断
AI
を

訓
練
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ、
中
国
な
ど
に
比
べ
て
人

口
が
少
な
く、

個
人
情
報
の
管
理

も
厳
し
い
日
本
で
医
療
画
像
を
数

万
枚
も
集
め
る
の
は
難
し
い
。
「
現

状
は
症
例
数
の
少
な
い
病気の
場

合
、
医
療
画
像
を
集
め
る
だ
け
で

年
単
位
の
時
聞
が
か
か
っ
て
い

た
」
(
岡
田
社
長
)
。

新
技
術
は

サ
ン
プ
ル
画
像
を
収
集
す
る
時
間

だ
け
に
短
縮
で
き
る
。

大
量
の
サ

ン
プ
ル
数
を
集
め
ら
れ
な
い
難
病

の
画
像
の
大
量
作
成
も
可
能
に
な

る
。作

成
技
術
を
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与

し
た
り
、
注
文
を
受
け
た
疾
病
の

患
部
画
像
を
販
売
し
た
り
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
。
価

格
と
売
り
上
げ
目
標
は
未
定
。

四

年
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。

(
黒
田
弁
慶
)

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
ロ
日
(
水)
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広ガれ低糖質自販機

患
者

・

家
族
支
援

甘
i

い
飲
料
が
入
っ
た
缶
や
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
並
ん
だ
自
動
販
売
機
に

一
石
を
投
じ
る
試
み
を
、
宮
崎
市
の
糖
尿
病
専
門
医
と
小
児
歯
科
医
の

2

人
が
始
め
た。

糖
尿
病
予
防
策
と
し
て
、
糖
質
ゼ
ロ
や
低
糖
質
の
飲
糾
に

限
定
し
た
「
糖
質
を
考
え
た
自
動
販
売
機
」
を
広
め
る
運
動
で
、
叩
月
か

ら
宮
崎
市
と
熊
本
市
の
計
3

カ
所
に
設
置
し
、
来
年
早
々
に
も
福
岡
市
に

設
置
予
定
だ。

こ
の
加
年
間
で
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
の
割
合
は
増

加
し
て
お
り
、2
人
は
「
健
康
な
人
が
増
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
気
軽
に

糖
質
ゼ
ロ
や
低
糖
質
の
自
販
機
を
選
べ
る
よ
う
な
環
境
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
普
及
に
努
め
て
い
る

。

低
糖
質
自
販
機
の
設
置
は
、
糖
尿
病

予
防
に
力
を
入
れ
る
「
み
や
ざ
き
糖
尿

病
予
防
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
院
長
の
谷
口
尚

大
郎
さ
ん
が
、
乳
幼
児
の
糖
分
過
剰
摂

取
を
心
配
す
る
「
矯
正
・
小
児
ひ
ま
わ

り
歯
科
」
院
長
の
柿
崎
陽
介
さ
ん
に
呼

び
掛
け
、
自
販
機
運
営
会
社
「
ネ
オ
ス
」

の
西
日
本
エ
リ
ア
九
州
地
区
の
協
力
を

得
て
取
り
組
ん
で
い
る。

日
月
か
ら
設
置
を
始
め
、
宮
崎
市
大

塚
台
の
ひ
ま
わ
り
歯
科
近
く
、
岡
市
阿

波
岐
原
町
の
低
糖
質
カ
フ
ェ
・

ブ
ル
ー

オ
ウ
ル
&
ベ
ン
ト
前
、
熊
本
市
東
区
の

川
口
歯
科
医
院
前
に
設
置
を
終
え
た

。

い
ず
れ
も
糖
質
ゼ
ロ
の
飲
料
ば
か
り
だ が

、
今
後
は
「
糖
質
ゼ
ロ
」
と
「
低
糖
曹

の
2

タ
イ
プ
の
自
販
機
を
展
開
す
る
予

定
。

年
内
に
は
、
さ
ら
に
宮
崎
市
内
に

2

台
、
来
年
早
々
に
も
福
岡
市
早
良
区

に
1

台
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る

。

自

販
機
に
は
「
糖
質
ゼ
ロ
」
「
糖
質
を
考

え
る
自
販
機
」
な
ど
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

表
示
し
て
分
か
り
ゃ
す
く
し
て
い
る

。

谷
口
さ
ん
は
「
現
代
は
、
食
事
で
十

分
に
糖
分
を
摂
取
し
て
お
り
、
さ
ら
に

飲
料
か
ら
過
剰
な
砂
糖
を
摂
取
す
る
の

は
健
康
に
良
く
な
い
。

お
い
し
い
か
ら

飲
む
で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
余
分
な
砂

糖
を
取
り
込
む
か
を
考
え
て
ほ
し
い
」

と
話
す。
柿
崎
さ
ん
も
「
幼
児
期
は
繊

夢は全国展開、来年福岡登場
細
な
味
覚
を
獲
得
す
る
時
期

。

砂
糖
が

多
い
飲
み
物
は
な
る
べ
く
避
け
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
る。

取
り
組
み
に
理
解
を
示
し
た
ネ
オ
ス

宮
崎
営
業
所
の
児
玉
和
士
所
長
は
「
消

費
者
の
選
択
を
広
げ
る
新
た
な
試
み
に

注
目
し
て
い
る。

ど
の
程
度
社
会
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
か
が
普
及
の
鍵
」
と

指
摘
す
る。

自
ら
も
低
糖
質
食
品
提
供

に
取
り
組
む
「
ブ
ル1
オ
ウ
ル
|
」
経

営
の
菊
池
彩
香
さ
ん
(
お
)
は
「
低
糖
質

の
カ
フ
ェ
の
前
に
ふ
さ
わ
し
い
自
販
機

が
で
き
た
」
と
喜
ん
で
い
る

。

関
係
者
に
は
「
低
糖
質
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
青
の
自
販
機
に
し
た
い
」
な
ど
の

声
も
あ
る。

「
全
国
展
開
を
」
と
意
気

込
む
2

人
は
、
関
心
を
持
つ
医
師
仲
間

や
病
院
な
ど
に
働
き
掛
げ
、
台
数
を
増

や
し
て
い
く
計
画
だ

。

問
い
合
わ
せ
は

ネ
オ
ス
宮
崎
営
業
所
日09
8
5
(
2

9
)
8
3
1
60

(中
山
憲
康
)
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ふ
れ
合
い
効
果
実
証
研
究
国
立
成
育
セ
ン
タ
ー

長期入院の子

aiboで癒やし

長
期
入
院
中
の
子
ど
も
た
ち

が
犬
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
a
i
b
o

(ア
イ
ボ
)
」
と
ふ
れ
合
う
こ

と
で
、
ど
れ
だ
け
心
が
癒
や
さ

れ
る
か
を
科
学
的
に
確
か
め
る

研
究
を
、
国
立
成
育
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
(東
京
都
世
田
谷
区)

が
始
め
た
。

「
痛
い
こ
と
ば
か
り
。

友
達

と
遊
べ
な
い
」

「
こ
れ
以
上
何

を
頑
張
れ
ば
い
い
の
」
|
|。

長
期
入
院
で
不
安
や
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
子
ど
も
が
増
え
る
た

め
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
遊
び
な

ど
を
通
じ
た
心
理
面
で
の
支
援

に
力
を
注
い
で
い
る。
今
回
は

ア
イ
ポ
を
生
産
す
る
ソ
ニi
に

研
究
協
力
を
依
頼
し
た
。

今
月
ス
タ
ー
ト
し
た
研
究
で

は
、
日
頃
の
ふ
れ
合
い
を
通
じ

て
、
ス
ト
レ
ス
の
減
少
効
果
や

幸
福
感
な
ど
が
得
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
、
子
ど
も
の
唾
液
や
血

液
、
尿
の
成
分
を
解
析
し
て
調

べ
る
。

ア
イ
ボ
に
は
カ
メ
ラ
や

マ
イ
ク
が
備
わ
っ
て
お
り
、
子

ど
も
の
表
情
や
声
な
ど
の
デ
ー

タ
も
分
析
す
る。

5

年
前
か
ら
入
退
院
を
繰
り

返
し
て
い
る
松
浦
千
咲
子
さ
ん

(叩
)は
「ち
ゃ
ん
と
言
う
こ
と

を
聞
い
て
く
れ
て
か
わ
い
い」

と
、
ア
イ
ボ
を
な
で
な
が
ら
笑

顔
を
見
せ
た。

研
究
は
2
0
2
1

年
3

月
ま

で
行
わ
れ
る。
責
任
者
で
同
セ

ン
タ
ー
児
童
・
思
春
期
リ
エ
ゾ

ン
診
療
科
の
田
中
恭
子
診
療
部

長
は
「動
物
と
の
交
流
が
患
者

の
生
活
の
質
の
改
善
に
役
立
つ

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た。
ア
イ

ボ
に
よ
っ
て
、
長
期
療
養
の
子

ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や

情
緒
の
安
定
に
つ
な
が
る
か
を

確
か
め
た
い」
と
し
て
い
る
。

号士

ﾃ7i: 

古
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
3

日
(
月
)

闘病支えベネチアングラス
-・園芸軍Z言語寝耳調軍事膏蓮亙~~~~明三ヨ・・

闘
病
生
活
の
中
で
ベ
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
の
創
作
に
熱
中
す
る
男

児
の
作
品
展
が
ロ
月
2

日
、
京
都
市
左
京
区
岡
崎
徳
成
町
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ミ
ン
ト
で
聞
か
れ
る
。
色
と
り
ど
り
の
作
品
が
、
創
作
を

楽
し
む
姿
を
伝
え
る
。

創
作
楽
し
む
姿
感
じ
て

京
都
大
医
学
部
付
属
病
院
(
左

京
区
)
に
入
院
す
る
清
田
仁
維
目

君
(
7
)
H近
江
八
堕
巾
。3
歳

か
ら
入
院
生
慣
が
始
ま
り
、
5

歳

で
同
院
に
入
る
と
、
小
児
科
で
患

者
ら
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
に
こ
に
こ
ト
マ
ト
」
の
活

動
で
ベ
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
に
出
合

っ
た
。

に
こ
に
こ
ト
マ
ト
で
は
月1

回
、
下
西
順
子
さ
ん
と
母
久
美
子

さ
ん
を
講
師
に
、
ベ
ネ
チ
ア
ン
グ

ラ
ス
講
座
を
開
い
て
い
る
。
久
美

子
さ
ん
が
友
人
ら
と
「
手
わ
ざ
展
」

を
開
く
機
会
に
、
存
品
発
表
の

場
に
な
れ
ば
」
と
仁
維
呂
君
に
声

を
掛
け
た
。

母
親
の
泉
さ
ん
に
よ
る
と
、
仁

維
呂
君
は
工
作
が
好
き
で
色
や
デ

ザ
イ
ン
に
迷
う
こ
と
な
く
、
多
い

日
は
何
十
個
も
作
る
。
体
の
状
態

が
良
く
な
く
講
座
に
参
加
で
き
な

い
日
も
あ
る
が
、
焼
き
上
が
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
届
く
と

う
れ
し
そ
う
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

患
者
・
家
族
支
援

る
と
い
う
。
作
品
展
で
は
、
親
子

で
一
緒
に
作
っ
た
信
事
、
金
具

を
付
け
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
な
ど
を
並
べ
て
千
円
1
2

5
0
0

円
で
嬰
児
も
す
る
。
仁
維

呂
君
が
描
い
た
墨
絵
も
飾
る
と
い

い
、
泉
さ
ん
は
「
幼
稚
園
に
行
け

な
か
っ
た
が
、
ガ
ラ
ス
と
墨
絵
を

楽
し
み
に
き
つ
い
治
療
を
何
度
も

乗
り
越
え
て
き
た
。
楽
し
ん
で
や

ら
せ
て
も
ら
っ
た
姿
を
見
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
た
。

2

日
は
午
前
日
時i
午
後
4

時
。

問
い
合
わ
せ
は
同
ギ
ャ
ラ
リ

ー

0
7
5
(
7
6
2
)
2
3
6
3

。

(
加
藤
華
江
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
1

日
(
土
)
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小諸図書館

入
院
患
者
向
け
評
判
上
々

初
日
の
6

日
、
入
院
患
者
や

見
舞
客
が
く
つ
ろ
ぐ
「
デ
イ
ル
ー

ム
」。

図
書
館
の
職
員3
人
が

車
輪
が
付
い
た
移
動
式
カ
l

ト
で

本
を
運
ん
で
き
た。

院
内
に
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
と
、
病
衣

姿
や
車
い
す
に
乗
っ
た
患
者
が
続

々
と
集
ま
っ
た。

写
真
集
や
旅

行
関
連
の
本
、
小
説
な
ど
約
1

0
0

冊
を
眺
め
、
笑
顔
を
見
せ

た
。

佐
久
市
伴
野
の
山
田
阜

鳩さ
ん

(臼
)は
足
の
骨
折
で
入
院
し
て
3

週
間
。
「
普
段
は
病
室
の
テ
レ
ビ

を
見
て
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
。

本

を
読
む
と
考
え
る
力
が
付
く
か
ら

い
い
ね
」
と
、
長
野
県
の
特
色
を

紹
介
す
る
本
を
借
り
た
。

昨
年
ロ
月
に
開
院
し
た
同
医
療

セ
ン
タ
ー
と
、
図
書
館
は
こ
れ
ま

で
連
携
を
協
議
。

常
に
2
0
0

人

余
い
る
と
い
う
入
院
患
者
の
た
め

に
役
立
つ
取
り
組
み
を
l

と
、
図

書
館
が
休
館
の
原
則
第
1
、

3

木

曜
の
午
後3
時
半
1
4

時
半
に
出

張
す
る
こ
と
に
し
た。
貸
し
出
し

は
1

人
5

冊
ま
で。
期
間
は
次
の

出
張
サ
ー
ビ
ス
ま
で
で
、
申
請
書

に
記
入
す
れ
ば
利
用
カ
l

ド
を
持

っ
て
い
な
い
人
や
市
外
在
住
者
も

借
り
ら
れ
る。

同
図
書
館
や
県
立
長
野
図
書
館

(長
野
市)
に
よ
る
と
、
県
内
で

は
信
州
大
病
院(松
本
市)
内
に

患
者
向
け
図
書
室
が
あ
る
が
、
公

立
図
書
館
が
貸
し
出
し
の
た
め
病

院
に
出
向
く
の
は
珍
し
い
。

小

諸
図
書
館
事
務
主
任
の
掛
川
裕
介

さ
ん
(鈎
)は
「
本
を
通
じ
て
会
話

の
き
っ
か
け
が
で
き
れ
ば
い
い
。

一
一1
ズ
を
見
な
が
ら
並
べ
る
本
を

変
え
て
い
き
た
い」
と
話
し
て
い

る
。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
ロ
日
(
水
)

患
者
・

家
族
支
援

小児科外来に温かみ

静
岡
赤
亭
T病
院
(静
岡
市
葵
区)
の
小
児
科
外
来
が
こ
の
ほ

ど
、
静
岡
大
の
学
生
の
協
力
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た

。

子
ど
も
の
緊

張
や
不
安
を
和
ら
げ
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
空
間
が
完
成
し
た
。

病
院
待
ム
昼
エ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
の
払
拭
(
ふ
っ
し
ょ
く
)
を

目
指
し
た、

2
0
1
6

年
か
ら3

カ
年
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

。

同
大
教
育
学
部
で
美
術
を
学
ぶ
学

け
、
2

年
目
は
親
子
で
壁
画
を
見

な
が
ら
楽
し
め
る
ア
l

ト
カ
l

ド

な
ど
を
作
成。
最
終
年
は
ト
イ
レ

内
に
も
壁
画
を
施
し
て
待
合
室
と

つ
な
が
り
を
持
た
せ
た
。

親
子
交
流
ヘ
壁
画
や
カ
i

ド

生
延
べ
約
初
人
が
、
病
院
ス
タ
ッ

フ
と
の
意
見
交
換
を
繰
り
返
し
な

が
ら
取
り
組
ん
だ
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
安
心
・
想
像

・

つ
な
が
り・
笑
顔
」。
1

年
目

は
待
合
室
の
壁
一
面
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
動
物
を
温
か
み
の
あ
る
色

彩
で
描
い
た。
子
ど
も
の
横
で
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
て
い

る
親
が
多
い
と
い
う
問
題
を
受

はじける世代を深く

病
院
出
向
き
貸
し
出
し

小
諸
市
立
小
諸
図
書
館
は
、
岡
市
の
県
厚
生
連
浅
間
南
麓
こ
も
ろ
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
張
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
た
。

隣
り
合
う
立
地
を
生
か
し
、
図
書
館
職
員
が
出
向
い
て
同
セ
ン
タ
ー
の
入
院
患
者

に
本
を
貸
し
出
す
。

外
出
が
難
し
く
、
娯
楽
が
限
ら
れ
て
い
る
患
者
か
ら
の
評
判
は
上
々
だ

。

作
業
は
診
療
終
了
後
の
夕
方
や

土
、
日
曜
日
に
行
っ
た
。

美
術
・

デ
ザ
イ
ン
専
攻4
年
の
小
園
理
紗

さ
ん
(幻
)
は
「
自
分
た
ち
で
考
え

た
ア
イ
デ
ア
が
話
し
合
い
の
中
で

洗
練
さ
れ
て
根
拠
を
持
っ
た
デ
ザ

イ
ン
に
な
り
、
喜
ん
で
も
ら
え
る

形
に
な
っ
て
い
く
の
が
楽
し
か
っ

た
」
と
充
実
感
を
に
じ
ま
せ
た

。

壁
画
を
基
に
し
た
塗
り
絵
や

間
違
い
探
し
も
あ
り
、
発
達
指
導

な
ど
に
も
活
用
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う。
吉
角
由
紀
看
護

係
長
は
「
生
か
し
な
が
ら
、
親
子

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い」
と
話
し

た
。
(
社
会
部・
鈴
木
明
芽)

静
岡

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
訂
日
(
木
)

72 



擦と安全管理総集版 2019年 3 号

福
山
・
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
患
者
調
査

病
院
の
壁
や
柱
に
絵
を
描
く
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア

l

ト
」
に
は、

串
箸
の

気
持
ち
を
前
向
き
に
す
る
力
が
あ
る

ー
。

そ
ん
な
研
究
結
果
が
明
ら
か
に

な
っ
た。

ア
ー
ト
の
あ
る
国
立
病
院
機
檀
福
山
医
療
セ
ン
タ
ー
(
福
山
市
)

と
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
(
米
子
市
)
の
患
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
。

デ
l

タ
は
、

病
や
け
が
と
向
き
合
う
空
間
を
彩
る
こ
と
の
大
切
さ
を
物
語
る

。

(
福
田
彩
乃)

気持ち前向きに
ホ
ス
ピ
タ
ル
アl
ト
は
、
プ
ロ

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
院
内
の
壁

や
柱
の
形
に
沿
っ
て
直
接
描
き
、

空
間
全
体
を
包
み
込
む
。

福
山
医

療
セ
ン
タ
ー
で
は
季
節
ご
と
の
花

や
虫
、
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

地
元
で
親
し
ま
れ
て
い
る
川
や
川

辺
の
風
景
が
、
患
者
た
ち
を
和
ま

1 75九務省月
74.0援額閣

制務務.
49.2務級編

ホスピタルアートを見て感じたり、
思ったりしたこと

絵は病院の中で、 伺かしら
楽しさを感じさせる

絵を男ていると、病院のOに
いて、 安ICIを感じる

鎗を男て、元気になりたい、
頑渡ろうと患う

せ
て
い
る。

研
究
を
進
め
た
の
は
、
廿
日
市

市
の
色
彩
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
稲
田

恵
子
さ
ん
と
中
園
地
域
創
造
研
究

セ
ン
タ
ー

(広
島
市
中
区)
の
主

席
研
究
員
、
柴
田
宿
喜
さ
ん
。

ホ

ス
ピ
タ
ル
アl
ト
の
普
及
を
目
指

す
グ
ル
ー
プ
「C
R
o
s
S
F

O
U
R

(ク
ロ
ス
フ
ォ
1
)
」
の

メ
ン
バ
ー
だ。
2
0
1
6

、
口
年

に
調
査
を
実
施
し
、
日
歳
以
上
の

計
6
7
1

人
が
回
答
し
た
。

調
査
は、
ア
l

ト
が
安
心
感
や

活
力
を
与
え
る
こ
と
を
示
す
。

「
何

か
し
ら
楽
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
」

「
安
心
を
感
じ
る
」
と
答
え
た
人

は
7

割
を
超
え
た。

「
元
気
に
な

り
た
い
、
頑
張
ろ
う
と
思
う
」
人

は
6

割
以
上。
約
半
数
は
「
病
気

や
け
が
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
る
気

が
す
る
」
と
し
た
。

さ
ら
に
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
l

ト

を
よ
く
見
る
人
ほ
ど
、
病
気
や
け

病気やけがかうの回復に「とても前向きj と
答えた人の割合 とても前向き
璽鎗を見るためにわざわさ | 

ホ 瞳 絵のところへ出向いたと 55.8% 
ス 置 とがある、 毎日のよう1:
ピ E 絵を見に行っている

;{I 立ち止まってじっくり男
ァ E たことがある
I I 眺める程度なら見たこと
ト E がある
gr 総が勉かれていることは
箔 知っているが、 気にした 17.8
度 ことがない
低総が渇かれているとは知

らなかった

その他

38.2 

総を男ていると病気やけがの
ことを忘れられる気かする

25.0 

「楽しさ J I安心感」

27.6 

(稲田さん、柴田さんの謂査に基づいて作成)

7 割

が
か
ら
の
回
復
に
前
向
き
な
傾
向

に
あ
っ
た。
例
え
ば
「
絵
を
み
る

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
絵
の
と
こ
ろ
へ

出
向
い
た
こ
と
が
あ
る
、
毎
日
の

よ
う
に
絵
を
見
に
行
っ
て
い
る
」

人
の
う
ち、
気
持
ち
が
「
と
て
も
前

向
き
」
と
し
た
人
は
、
日・8
%

を
占
め
た。

一
方
「
絵
が
描
か
れ

て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
人

で
は
、
幻・
6
%
に
と
ど
ま
っ
た。

稲
田
さ
ん
は十
数
年
前
か
ら
ホ

ス
ピ
タ
ル
ア1
ト
を
病
院
に
提
案

し
、
絵
の
描
き
手
や
テ
l

マ
を
決

め
る
事
業
を
手
掛
け
て
き
た
。

調

査
し
た
両
医
療
セ
ン
タ
ー
も
、
コ

l

デ
ィ
ネ
l

ト
を
担
っ
た
施
設

だ
。

稲
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
中
園

地
方
で
は
却
施
設
以
上
の
医
療
機

関
が
導
入
し
て
い
る
と
い
う
。

小
児
科
の
廊
下
を
明
る
く
す
る

ゾ
ウ
や
ア
リ
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
の

面
談
室
で
そ
っ
と
咲
く
花

・:
。

場

所
に
よ
っ
て
タ
ッ
チ
が
違
う

。

か

し
こ
ま
っ
た
絵
と
は
少
し
違
う

「
あ
た
た
か
さ
」
が
、
そ
こ
に
は
あ

る
。

「
す
ご
く
し
ん
ど
く
て
、
絵
が

目
に
入
ら
な
い
日
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い。
で
も
、
ふ
と
し
た
時
に
寂

し
さ
や
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
、
自
分

と
の
対
話
を
促し
て
く
れ
る
」
と

稲
田
さ
ん。
た
だ
、
ア
ー
ト
の
効
果

を
裏
付
け
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
な

く
、
病
院
側
が
導
入
に
二
の
足
を

踏
む
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

患
者

・

家
族
支
援

今
回
の
調
査
で
は
「
額
に
入
っ

た
絵
」
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
異
な

る
と
い
う
結
果
も
出
た
。

ア
ー
ト

を
見
て
感
じ
た
り
考
え
た
り
す
る

こ
と
が
、
額
入
り
の
絵
と
比
べ
「
同

じ
で
は
な
い
と
思
う
」
と
し
た
人

は
半
数
に
上
っ
た
。

F
2っ
6

割
問
が

理
由
と
し
て
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー

ト
の
方
が
「
自由
で
、
の
び
の
び

と
し
た
印
象
を
受
け
る
か
ら
」
を

選
ん
だ。

稲
田
さ
ん
は
「
枠
を
決
め
な
い

自
由
な
絵
、
手
で
触
れ
ら
れ
る
ア

ー
ト
は
、
病
院
を
訪
れ
る
患
者
や

家
族
の
切
実
な
思
い
に
寄
り
添
え

る
。

あ
ら
た
め
て
気
付
け
た
」
と

語
る。柴

田
さ
ん
は
「
感
覚
的
な
ホ
ス

ピ
タ
ル
アl
ト
の
効
果
を
、
数
値

で
『
見
え
る
化
』
で
き
た
意
義
は

大
き
い。
今
後
、
広
島
を
ホ
ス
ピ

タ
ル
ア
l

ト
の
先
進
地
に
し
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

結
果
は1

年
ほ
ど
か
け
、
論
文
に
ま
と
め
る

予
定
だ。

中

国
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
ロ
日
(
水
)
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l 男児の臓器提供 1 年半母は思う | 

圏
内
は
諦
め
海
外
渡
航
も

一
方
で
、
国
立
循
環
器
病
研
究

セ
ン
タ
ー
移
植
医
療
部
の
福
罵
教

偉
部
長
に
よ
る
と
、
心
臓
移
植
を

必
要
と
す
る
小
児
は
少
な
く
と
も

年
間
五
十
人
近
い。
圏
内
で
の
移

ど
こ
か
で
ま
た
、
あ
の
子
と
会
え
る
気
が
す
る

ー
。

岐
車
県
内
の
小
学
六

年
の
男
児H
当
時
(
ご)H
が
不
慮
の
事
故
で
脳
死
と
な
り
、
臓
器
提
供
し
て

一
年
半。

母
親
(
四O)が
取
材
に
胸
の
内
を
語
っ
た。

今
も
時
折
、
「
提
供

し
て
よ
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
気
持
ち
が
よ
ぎ
る

。

一
方
で
、
長
男
が
七
人

を
救
い
、
身
体
の
一
部
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
が
希
望
に
な
っ
て

い
る
。

(
稲
田
雅
文
)

あ
の
子
と

ど

か
で

、，

、ー・

ま
た
会
え
る

二
O
一
七
年
六
月。
夕
食
後
、
女
性

は
浴
室
の
静
け
さ
に
胸
騒
ぎ
が
し
た
。

飛
ん
で
い
く
と
、
一
人
で
入
浴
し
て
い

た
長
男
が
溺
れ
、
湯
船
に
沈
ん
で
い

た
。

抱
き
か
か
え
て
一
一
九
番
。

隣
人
と

協
力
し
て
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
行
っ
て
救
急
車
を
待
っ
た
。

救
急

隊
員
の
処
置
で
心
臓
は
動
き
だ
し
た

が
、
運
ば
れ
た
県
立
多
治
見
病
院
で
低

十
五
歳
未
満
の
子
ど
も
か
ら
の

臓
器
提
供
は
、
圏
内
で
は
二O

一

O
年
施
行
の
改
正
臓
器
移
植
法
に

よ
り
家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
可
能

に
な
っ
た
。

だ
が
、
日
本
臓
器
移

植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
と
、
実

際
の
提
供
は
現
時
点
で
二
十
件
に

と
ど
ま
っ
て
い
る。

8年20件

失意の中で希望

救ったτ人の中で生きている 移
植
医
療

酸
素
脳
症
と
診
断
さ
れ
た。

集
中
治
療
室
(
I
C
U
)に
入
っ
て

数
日
後
、
主
治
医
か
ら
脳
波
の
検
査
結

果
を
示
さ
れ
た。
夫
(
四
八
)
と
共
に
目
に

し
た
の
は
、
動
き
の
な
い
平
ら
な
線
。

「
脳
死
の
状
態
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
く

と
、
主
治
医
は
「
大
人
な
ら
そ
う
診
断

し
ま
す
」
。

現
代
の
医
療
で
は
救
う
手

段
が
な
い
、
と
告
げ
ら
れ
た

。

長
男
は
小
学
二
年
で
始
め
た
柔
道
に

熱
中。
体
が
小
さ
く
試
合
で
は
な
か
な

か
勝
て
な
か
っ
た
が
、
練
習
は
皆
勤

賞
。

「
将
来
は
柔
道
の
先
生
に
な
り
た

い
」
と
打
ち
込
ん
だ。
学
校
で
は
ク
ラ

ス
の
盛
り
上
げ
役
。

妹
や
近
所
の
小

さ
な
子
の
世
話
を
よ
く
し
「
人
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
語
る
優
し
い
子
だ
っ

た
。小

学
五
年
の
時
、
一
緒
に
臓
器
移
植

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
テ
レ
ビ

で
見
た。
臓
器
提
供
に
つ
い
て
長
男
は

最
初
、
「
心
臓
が
動
い
て
い
る
な
ら
嫌

だ
」
。

だ
が
、
提
供
を
受
け
た
子
ど
も

が
助
か
っ
た
こ
と
に
心
を
動
か
さ
れ
、

移
植
へ
の
理
解
を
深
め
た
よ
う
だ
つ

米
国
、
カ
ナ
ダ
は
日
本
人
の
受
け

入
れ
を
続
け
て
い
る
が
、
費
用
は

数
億
円
と
さ
れ
る。

移
植
を
待
つ
患
者
ら
で
つ
く
る

N
P
O

法
人
「
日
本
移
植
者
協
議

た
。

「
も
し
僕
が
脳
死
に
な
っ
た
ら
あ

げ
て
も
い
い
」。
そ
-
コ
話
し
て
い
た
の

を
女
性
は
思
い
出
し
た
。

人
工
呼
吸
器
を
付
け
た
ま
ま
で
も
帰

宅
で
き
る
と
説
明
し
た
主
治
医
に
、
女

性
は
「
臓
器
提
供
は
で
き
ま
す
か
」
と

切
り
出
し
た。

院
内
で
連
日
、
会
議
が
続
く
間
も
長

男
は
眠
っ
て
い
る
か
の
よ
う
。

爪
も
伸

び
た
。

「
帰
宅
し
た
方
が
い
い
の
か

な
」
「
い
や
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と

思
う
長
男
の
意
思
を
か
な
え
た
い
」
。

心
は
揺
れ
た
が
、
最
後
は
夫
と
決
め

た
。提

供
の
日
、
手
術
室
に
入
る
長
男
を

夫
や
長
女
(
八
つ
)
ら
と
見
守
っ
た

。

数
時

間
後。

「
心
臓
が
運
ば
れ
ま
す
」
と
言

わ
れ
、
病
院
を
出
発
す
る
医
師
ら
を
見

送
る
と
、
思
い
が
込
み
上
げ
た
。

全
て

の
手
術
が
終
わ
り
、
対
面
し
た
長
男
は

手
術
前
と
変
わ
ら
ず
眠
っ
て
い
る
よ
う

だ
つ
た。
で
も
、
触
れ
る
と
冷
た
か
っ

た
。

抱
き
つ
い
て
さ
す
っ
た。
最
後
に

お
風
呂
に
入
れ
た。

心
臓
や
肺
、
肝
臓
、
腎
臓
な
ど
は
重

い
病
に
苦
し
む
十1
五
十
代
の
七
人
に

移
植
さ
れ
た。

ま
だ
心
は
癒
え
て
い
な
い
。

「
長
男

の
元
へ
行
き
た
い
」
と
落
ち
込
む
日
も

あ
る
。

た
だ
、
臓
器
提
供
を
受
け
た
患

者
か
ら
届
い
た
感
謝
の
手
紙
を
読
ん
だ

り
す
る
う
ち
、
長
男
は
別
の
人
の
体
の

中
で
生
き
て
い
る
、
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

「
あ
の
子
と
ど
こ
か
で
す
れ
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子
ど
も
の
場
合
、
十
八
歳
未
満

な
ら
少
し
で
も
虐
待
の
疑
い
が

あ
れ
ば
臓
器
摘
出
は
認
め
ら
れ
な

い
。

子
ど
も
の
移
植
に
対
応
す

る
体
制
が
整
っ
た
施
設
は
成
人

よ
り
少
な
く、
移
植
を
選
択
肢
と

し
て
示
す
医
師
も
少
数
派
と
い

『
つ。

進まぬ移植
植
を
諦
め
、
手
術
の
た
め
海
外
渡

航
す
る
十
八
歳
未
満
の
子
は
一O

年
以
降
も
年
間
五
人
前
後
い
る
と

い
う

。
国
際
移
植
学
会
はO
八
年
、
自

国
で
臓
器
提
供
を
増
や
し
て
患
者

を
救
う
努
力
を
す
る
よ
う
「
イ
ス

タ
ン
プ
l

ル
宣
言
」
で
求
め
た。

娘
が
難
病
克
服
、
守
口
の
栄
田
さ
ん

「骨髄バン角落語で啓発

「
登
録、

和
合
救
う
」

血液の病気の治療に有効な 「骨髄パ

ンク」を啓発しようと、守口市に住む

女性が高座デビューを果たす。 現在高
校 2 年の長女がかつて骨髄移植を通

じ、生死を左右する難病を克服した経

験が活動を支えている。 和芸澄川流一
門による「歳末感謝寄席」が24日、守口
市役所であり、「 ドナー登録は命につな

がる活動。 一人でも多くの命につなげ

たい」 と PR している。(藤木俊治)

あす高座デビュー

一
席
弁
ず
る
の
は
、
N
P

O
法
人
「関
西
骨
髄
パ
ン
ク
推
進
協
会」
の
会
員
、
栄
田

慶
子
さ
ん
(
位
)

。

高
校2
年

の
長
女
、
咲
さ
ん(口
)が
難

病
を
克
服
し
た
体
験
を
き
っ

か
け
に
、
家
族
ぐ
る
み
で
啓

発
活
動
を
続
け
て
い
る

。

-
一
時
は
絶
望

2
0
1
0

年
6

月
。

小
学

3

年
だ
っ
た
朕
さ
ん
は
お
度

台
の
高
熱
が1
週
間
続
き
、

検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
血
液

中
の
白
血
球
、
赤
血
球
、
血

小
板
の
値
が
す
べ
て
減
少
す

る
「
再
生
不
良
性
貧
血
」
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

発
症
例
が
ご
く
わ
ず
か
の

特
定
疾
患
で
、
治
療
に
最
も

有
効
と
さ
れ
る
骨
髄
移
植
に

は
患
者
と
ド
ナl
の
免
疫
組

違
う
か
も
し
れ
な
い。

頑
張
ろ
う
」。

女
性
は
そ
う
思
っ
て
い
る。

会
」
前
理
事
長
の
山
本
登
さ
ん

(
七=
UH
愛
知
県
弥
富
市H
は
「
子

ど
も
の
臓
器
提
供
は
移
植
医
療
で

長
年
続
く
最
大
の
課
題。

全
て
の

人
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
真
剣
に

考
え
ら
れ
る
よ
う
、
固
な
ど
は
啓

発
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
と
指

摘
す
る。

織
で
あ
るH
L
A

型
(
白
血

球
の
型
)
が
一
致
す
る
必
要

が
あ
る。

一
時
は
絶
望
し
た

一
家
の
救
世
主
と
な
っ
た
の

は
、
当
時5
歳
だ
っ
た
長
男

の
建
瓦
(
ロ)だ
。

家
族
の

中
で
た
だ
一
人
、
型
が
適
合

し
た
。

そ
れ
で
も
、
抗
が
ん
剤
投

与
に
よ
る
治
療
は
し
烈
を
極

め
た
。

栄
田
さ
ん
は
「
生
き

て
い
る
の
が
つ
ら
く
な
る
ほ

ど
娘
が
苦
し
む
姿
を
横
で
見

て
い
て
、
何
も
で
き
な
か
っ

た
。

同
じ
思
い
の
人
が
た
く

さ
ん
い
る
と
思
う
と
じ
っ
と

し
て
い
ら
れ
な
か
っ
た」。

こ
の
経
験
が
啓
発
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
る。

骨
髄
移
植
か
ら8
年
が
経

っ
た
今
年
の
夏
。

咲
さ
ん
の

血
液
が
ド
ナl
由
来
に1
0

0

%
入
れ
替
わ
り
、
再
発
を

恐
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ

移
植
医
療

た
0・

ハ
ン
デ
ィ
乗り
越
え

栄
田
さ
ん
に
は
、
生
ま
れ

つ
き
「両
手
機
能
障
害」
と

い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
。

料
理
や
縫
い
物
こ
そ

で
き
る
が
両
腕
を
自
由
に
動

か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
入
浴

な
ど
は
介
助
が
必
要
だ
。

そ
ん
な
栄
田
さ
ん
が
入
門

し
た
の
は
今
年2
月
。

落
語

が
好
き
で
、
一
門
の
寄
席
に

も
通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
知

人
だ
っ
た
家
元
の
澄
川
白
舟

さ
ん
か
ら「
(障
害
が
あ
る)

そ
の
姿
で
人
を
笑
顔
に
す
る

と
い
う
の
は
尊
敬
す
べ
き
対

象
。

あ
な
た
に
は
そ
の
使
命

が
あ
る」
と
背
中
を
押
さ
れ

た
。そ

し
て
「自
分
が
注
目
を

集
め
る
こ
と
で
骨
髄
パ
ン
ク

の
発
信
に
つ
な
が
れ
ば
」
と

決
意。
両
手
に
頼
ら
ず
表
情

中
日
新
聞
・

朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
幻
日
(
木
)

だ
け
で
の
表
現
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
研
ベ
ヤ
ん
の
日
々
が

続
く。ド

ナ
l

登
録
は
、
書
類
の

記
入
と
採
血
検
査
を
す
れ
ば

四
歳
か
ら
で
き
、
「
登
録
が

命
に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い」
と
栄
田
さ
ん。

も
ら
っ
た
芸
名
は「骨
髄
パ

ン
ク
」
の
一
部
を
も
じ
っ
た

「澄
川
白
パ
ン
子
」
だ
。

落

語
の
イ
ン
ト
ロ
に
当
た
る

「枕
」
に
家
族
の
体
験
を
盛

り
込
む
な
ど
、
構
想
を
練
り

に
練
っ
て
い
る

。

午
後2
時
か
ら
。
入
場
料

は
1
8
0
0

円
。

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
お
日
(
日
)
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尊
厳
死

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

公
正
証
書
で

終
末
期
に
延
命
治
療
を
望
ま
な
い
意
思
を
示
す
「
尊
厳

死
宣
言
公
正
証
書
」
の
作
成
が
道
内
で
こ
の
叩
年
、
年
間

1
0
0

件
前
後
で
推
移
し
て
い
る。
日
本
公
証
人
連
合
会

(
墓
京
)
が
今
年
か
ら
取
り
始
め
た
統
計
で
も
、

8

月
ま

で
の
件
数
は
全
国
が
1
1
2
8

件
、
道
内
が
伍
件
で
、
例

年
、
年
末
に
向
け
増
え
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
延
命
治

療
の
高
度
化
や
、
高
齢
化
で
死
賓
が
急
増
す
る
「
多
死
社

会
」
が
進
行
す
る
中
、
「
自
分
ら
し
い
死
」
を
意
識
す
る

人
が
増
え
た
半
面
、
患
者
の
意
思
が
反
映
さ
れ
づ
ら
い
終

末
医
療
の
現
状
が
背
景
に
あ
る
さ
3
ι。
(
斉
藤
千
絵
)

「
自
分
ら
し
い
最
期
」

「
自
分
が
望
む
最
期
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る
こ
と
を

し
て
お
き
た
か
っ
た
」
。5
年

前
に
夫
婦
で
証
書
を
作
っ
た
美

唄
市
の
男
性
(
郎
)
は
自
宅
の
居

間
に
証
書
を
広
げ
語
っ
た
。

近
し
い
親
族
や
知
人
の
死
に

接
す
る
機
会
が
増
え
、
「
自
分

は
(
胃
ろ
う
な
ど
の
)
機
器
に

頼
ら
ず
自
然
に
人
生
を
終
え
た

い
」
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

知
人
の
行
政
書
士
を
通
じ
証
書

の
存
在
を
知
っ
た。
作
成
し
た

証
書
は
息
子
に
預
け
、
金
庫
に

保
管
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

年
間
約
削
件

尊
厳
死
宣
言
公
正
証
書
は
、

死
期
を
引
き
延
ば
す
だ
け
の
延

命
治
療
を
拒
否
す
る
「
尊
厳
Z

の
意
思
を
記
す。
道
内
日
カ
所

の
公
証
役
場
に
よ
る
と
、
道
内

の
同
証
書
の
作
成
件
数
は
閃
年

ご
ろ
か
ら
増
え
、ω
年
に
1
0

5年前に作成した尊厳死軍言公正証書
を手にする男性。当人の意思を反映す
る終末期医痛が望まれる (写真を一部
加工しています)

広
が
る

O

件
を
突
破
し
た
後
、10
0

金
別
後
が
続
く。
年
間
で
は
、

家
族
が
顔
を
合
わ
せ
話
し
合
う

機
会
が
多
い
年
末
な
ど
に
増
え

る
傾
向
だ。
北
海
道
公
証
人
会

の
瀬
川
卓
男
副
会
長
は
「
遺
言

作
成
な
ど
『
終d
E
の
一
環
と

し
て
検
討
す
る
人
が
増
え
て
い

る
」
と
話
す。医

師
免
責
も

医
療
現
場
で
は
、
本
人
が
事

前
に
尊
厳
死
を
望
ん
で
い
て
も

家
族
の
意
向
な
ど
で
延
命
措
置

を
続
け
た
り
、
救
急
搬
送
さ
れ

た
場
合
に
串
箸
の
意
思
に
か
か

わ
ら
ず
延
命
措
置
が
施
さ
れ
る

例
が
多
い。
明
知
作
法
で
は
、
延

命
措
置
を
中
止
し
た
医
師
や
家

族
が
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
だ
。

終
末
期
医
療
に
詳
し
い
す
こ

や
か
ク
リ
ニ
刊
の上
幌
向
(
岩

見
沢
市
)
の
傭
野
隆
一
医
師
は 宣

言
園 尊厳死宣言公正証書不治でか

つ死期が近づいた際、人工的に死
期を引き延ばすだけの治療を拒否する
「尊厳死」の意思を記した公正証書。入院
時などに本人や家族、後見人が医師に示
す。公証人が申請者の意思を確認して作
る公文書のため、私文書に比べて信用性
が高い利点がある。各地の公証役場で作
成でき、作成料は 1 件 1 万 5千円前後。

「
命
に
関
わ
る
患
者
の
意
思
を

現
場
で
即
座
に
見
極
め
、
判
断

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
」

と
吐
露。
医
師
や
家
族
の
免
責

も
盛
り
込
ま
れ
る
証
書
は
、
本

人
の
意
思
を
明
確
に
し
判
断
を

手
助
け
す
る
よ
り
ど
こ
ろ
と
い

F
つ
。た

だ
公
正
証
書
は
作
成
時
か

ら
の
意
思
の
変
化
を
反
映
す
る

難
し
さ
や
、
み
と
る
家
族
と
本

人
の
意
向
に
相
違
が
あ
る
場
合

の
対
応
、
具
体
的
に
拒
否
し
た

い
治
療
内
容
が
暖
昧
な
点
な
ど

に
課
題
が
残
る
。
尊
厳
死
を
巡

る
環
境
を
整
え
よv
?と
、
超
党

派
の
議
員
連
盟
は
法
案
化
も
検

討
し
た
が
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
な
ど
は
「
患
者
へ
の
心
理
的

圧
力
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
」
な

ど
と
懸
念
し
、
尊
厳
死
あ
り
き

の
法
律
に
は
慎
重
な
姿
勢
だ
。

患
者
の
権
利

こ
う
し
た
議
論
を
受
け
、
厚

生
労
働
省
は
今
年3
月
に
終
末

期
医
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
初
め
て
改
訂。
尊
厳
死
を

望
む
か
に
よ
ら
ず
、
医
療
者
と

本
人
、
家
族
が
治
療
方
針
や
最

期
の
過
ご
し
方
な
ど
を
繰
り
返

し
話
し
合
う
重
要
性
を
明
記

し
、
医
療
チ
!
ム
に
求
め
た
。

札
幌
市
立
大
の
ス1
デ
ィ
神

崎
和
代
名
誉
教
授
(
在
宅
看
護

学
)
は
「
そ
も
そ
も
本
人
の
意

思
を
尊
重
し
、
十
分
な
情
報
提

供
と
説
明
に
基
づ
い
て
治
療
方

針
を
選
択
す
る
患
者
の
権
利
が

保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問

題
の
根
底
に
あ
る
」
と
指
摘
。

「
患
者
や
家
族
と
継
続
的
に
話

し
合
っ
て
治
療
に
反
映
さ
せ
る

仕
組
み
を
整
え
、
意
思
が
尊
重

す
る
医
療
文
化
を
根
づ
か
せ
る

必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
る
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
同
日
(
金
)
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『天命論争』 現代医療考察糸口に

香西豊子・併教大准教授が講演

死期が近い患者にあくまで治療を尽くすのか、無益
だとして控えるべきか。天然痘をめぐり、「天命」にどう
向き合うかに踏み込んだ江戸時代最大の医学論争か京
都で展開された。一連の論争は、現代の医療倫理や死生
観についても考えを深める手掛かりとなりそうだ。

天
然
痘
を
め
ぐ
る
医
学
史
に
詳
し
い
香
西
豊
子
・

傍
教
大
准
護
が
叩
月
、
京
都
市
虫
置
の
府
医
師

会
館
で
詩
宗
主
。
京
の
医
師
で
、
後
最
方
の
大

家
と
さ
れ
る
吉
益
東
洞
が
1
7
5
9

年
に
出
版
し
た

「
医
断
」
で
の
主
張
と
、
同
じ
く
京
の
医
師
の
畑
黄

山
に
よ
る
反
論
を
比
較
し
、
論
争
の
全
体
像
を
紹
介

し
た
。

吉
益
は
「
死
生
は
医
の
野
ぎ
る
所
な
り
」
と
、

患
者
の
死
は
医
師
が
関
与
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と

言
い
切
っ
た
。
「
死
生
息
附
な
り
、
天
よ
り
お
を
併

す
」
、
つ
ま
り
一
大
が
つ
く
っ
た
天
命
が
あ
る
と
し
て
、

医
師
は
治
療
に
力
を
尽
く
し
た
上
で
生
死
は
天
に
任

医師の倫理問うた江戸期寿命延び、今求められる死生観

せ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

金
も
う
け
優
先
で
、
患

者
の
死
が
近
い
と
み
る
と
風
評
悪
化
を
恐
れ
て
逃
げ

出
す
当
時
の
医
師
ら
へ
の
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。こ

れ
に
対
し
、
畑
は
「
死
生
の
明
察
こ
そ
医
師
の

本
分
だ
」
と
反
論
し
た
。

治
る
見
込
み
の
な
い
患
者

を
治
そ
う
と
し
て
、
無
益
な
治
療
を
し
て
苦
痛
を

も
た
ら
し
て
は
い
け
な
い
と
の
考
え
だ
。
吉
益
の
「
病

因
は
問
わ
ず
、
と
に
か
く
体
か
ら
毒
を
排
出
さ
せ
る
」

た
め
に
き
つ
い
薬
を
処
方
す
る
治
療
方
針
を
批
判

し
、
「
除
毒
だ
け
で
治
療
で
き
る
ほ
ど
単
純
で
な

く
、
一
律
に
ヨ
ト
せ
』
と
い
う
の
は
乱
暴
だ
」
と
し

た
。

守
る
の
は
個
人
っ

社
会
?

副
作
用
め
ぐ
り
議
論

香
西
氏
は
こ
の
論
争
を
「
診
る
べ
き
な
の
は
病
気

な
の
か
、
そ
れ
と
も
死
生
ま
で
見
越
し
て
人
を
診
る

べ
き
か。

こ
こ
で
医
師
の
職
業
倫
理
が
初
め
て
間
わ

れ
た
」
と
位
置
づ
け
た
。

天
命
は
現
代
に
言
い
換
え

れ
ば
、
寿
命
だ
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
延
命
治
療

の
あ
り
方
な
ど
が
高
い
関
心
を
集
め
る
中
、
「
現
代

の
天
命
論
争
は
、
医
師
か
ら
一
般
の
人
に
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
移
っ
た
。
自
ら
の
命
と
死
に
ど
う
向
き
合
う
か
、

覚
悟
を
持
っ
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
に
な

っ
た
」
と
す
る。

天
然
痘
を
め
ぐ
る
天
命
論
争
は
江
戸
時
代
末
期
に

新
た
な
展
開
を
迎
え
た
。

流
行
が
国
力
低
下
に
つ
な

が
る
と
の
危
機
感
が
幕
府
や
藩
主
に
募
り
、
い
か
に

人
員
少
を
嬰
か
と
い
柔
局
的
な
観
点
に
移
っ

た
。

幕
府
は
堕
夷
地
(
北
海
道
)
へ
の
ロ
シ
ア
侵
攻

を
抑
止
す
る
目
的
で
ア
イ
ヌ
民
族
に
ワ
ク
チ
ン
を
強

制
接
種
レ
た
の
を
皮
切
り
に
、
予
防
接
種
を
義
務
化

し
た
。

予
防
の
た
め
で
あ
っ
て
も
天
然
痘
ワ
ク
チ
ン
に
副

作
用
が
あ
る
と
し
て
、
医
師
ら
は
猛
反
対
し
た

。

幕

府
の
設
置
し
た
医
学
館
ま
で
も
が
、
天
命
を
論
拠
に

「
百
分
の
一
の
可
能
性
で
あ
っ
て
も
人
為
に
よ
っ
て

死
ぬ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
天
命
に
悪
い
か
た
ち
で
関
与

し
た
こ
と
に
な
る
」
と
反
発
し
た
が
、
政
治
判
断
に

押
し
切
ら
れ
た。

副
作
用
に
つ
い
て
は
現
代
で
も
、
子
宮
頚
が
ん
の

ワ
ク
チ
ン
護
担
偉
札
健
康
肇
口
の
訴
え
が
相
次
ぎ
、

発
症
を
抑
止
す
る
効
果
と
健
康
リ
ス
ク
を
め
ぐ
っ
て

接
種
の
是
非
が
議
論
と
な
っ
て
い
る

。

「
予
防
接
種

は
個
人
を
守
る
の
か
、
社
会
を
守
る
の
か
が
、
現
代

で
も
議
論
さ
れ
る
。

確
率
的
に
わ
ず
か
な
死
や
健
康

被
害
を
一
人
一
人
が
ど
う
考
え
る
の
か
、
積
み
残
さ

れ
た
課
題
で
は
な
い
か
」
と
香
西
氏
は
指
摘
す
る

。

(鈴
木
雅
人)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
M
日
(
金
)

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア
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タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

型
認
知
娃
吻
高
齢
者
の
事
例

で
は
、
鴨
下
機
能
が
低
下
し
、

主
治
医
か
ら
管
で
栄
養
を
摂

取
す
る
方
法
を
勧
め
ら
れ
た

が
、
判
断
に
迷
っ
て
い
る
家

族
に
ど
う
接
す
る
か
ー
な
ど
が

示
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話

し
合
っ
た
。
学
生
か
ら
は
「
本

人
の
意
思
を
尊
重
す
る
た
め

に
非
言
語
を
用
い
た
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
1

シ
ョ
ン
で
確
認
し
て
み

て
は
ど
う
か
」
「
傾
聴
し
て
家

族
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と

が
大
切
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

介
護
現
場
で
は
入
所
者
の
終

末
期
に
お
け
る
家
族
支
援
が
重

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
職

員
と
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
難
し
さ
も
指
摘
さ
れ

寄
り
添
い
家
族
支
え
る
終
末
期
高
齢
者
巡
り

東
北
文
教
大
生
学
ぶ

介
護
袈
訳
で
終
末
期
を
迎
え
添
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
家
族
役
を
演
じ
る
女
性
と
の
や

る
高
齢
者
を
抱
え
た
家
族
の
支
の
取
り
方
を
学
ん
だ
。
り
取
り
を
交
え
な
が
ら
、
学
生

援
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
が
ロ
同
学
科
の
橋
本
美
貴
子
科
長
が
施
設
で
働
い
て
い
る
介
護
福

田
、
山
形
市
の
東
北
文
教
大
で
の
授
業
の
一
環
で
、
県
立
保
健
祉
士
の
立
場
に
な
り
き
り
、
対

行
わ
れ
、
同
志
短
期
大
学
部
人
医
療
大
看
護
学
科
の
井
上
京
子
応
策
に
つ
い
て
考
え
た

。

間
福
祉
学
科2
年
生
幻
人
が
介
准
教
授
が
講
師
を
務
め
た
。
実
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケl
シ
ヨ

護
福
祉
士
と
し
て
家
族
に
寄
り
際
に
起
き
た
ケ
l

ス
を
基
に
、
ン
が
難
し
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
l

患
者
が
自
ら
の意
思
で
飲
食
を
拒
み
、
死
を

早
め
よ
う
と
す
る
行
為
に
医
療
現
場
で
困
惑
が

広
が
っ
て
い
る
。
終
末
期
医
療
に
関
わ
る
医
師

の
3

割
ほ
ど
が
こ
う
し
た
患
者
を
診
た
と
い
う

調
査
が
あ
る。
「
苦
痛
な
ど
か
ら
逃
れ
た
い
」

と
い
う
思
い
な
ど
が
原
因
と
み
ら
れ
る
が
、
欧

米
で
は
「
患
者
の
権
利
」
と
し
て
医
療
者
向
け

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
あ
る
。
「
死
ぬ
権
利
」
は

あ
る
の
か。

医
療
現
場
は
苦
悩
し
て
い
る

。

て
い
る
。
学
生
の
那
須
瑠
子
さ

ん
(
初)
H天
童
市H
は
「
相
談

を
受
け
た
家
族
の
状
況
を
考
え

な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
伝
え

る
こ
と
の
難
し
さ
を
学
ん
だ
」

と
話
し
て
い
た
。(

柳
沢
明
子
)

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
間
日
(
水
)

意
思
の
尊
重

国
内
議
論
進
ま
ず

患者、飲食拒否の:タース

師
な
ど
と
相談
を
重
ね
、
最
終

的
に
睡
眠
薬
を
微
調
整
し
て
本

人
が
望
む
よ
う
に
少
し
ず
つ
眠

ら
せ
る
こ
と
を
決
断
。

男
性
は

1

週
間
ほ
ど
で
亡
く
な
っ
た
。

「
医
師
と
し
て
ど
う
対
応
す

れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
」
。

悩
み

続
け
た
新
城
医
師
は
男
性
が
実

行
し
た
も
の
が
「VS
E
D

(〈

。
一E
D

円
曲
三
一
可
∞
円
。
官
官
一
口
問
問

三
百
聞
白
ロ
己
ロ
『
E
r
-
D
m
)

」

で
あ
る
と
知
っ
た
の
は
そ
れ
か

ら
数
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

日
本
緩
和
医
療
学
会
と
日
本

在
宅
医
学
会
の20
1
6

年
の

調
査
に
よ
る
と
、
終
末
期
医
療

に
関
わ
る
医
師
の3
割
ほ
ど
が

「い
っ
そ
の
こ
と
、
死
な
せ

て
く
れ
な
い
か
な
」
。

末
期
の

騨
臓
(
す
い
ぞ
う
)
が
ん
を
患

い
、
日
々
苦
痛
に
見
舞
わ
れ
て

い
た
神
戸
市
の
叩
代
男
性
は
、

ホ
ス
ピ
ス
の
担
当
医
、
新
城
拓

也
医
師
に
い
つ
も
と
変
わ
ら
な

い
穏
や
か
な
口
調
で
つ
ぶ
や
い

た
。

「
死
に
た
い
と
考
え
る
ほ

ど
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す

。る

現
場
で
はV
S
E
D

と
い
う
言

葉
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

だ
け
で
、実
際
に
試
み
よ
う
と

考
え
る
患
者
は一定
数
い
る」

と
指
摘
す
る。

欧
米
の
医
療
現
場
で
は
V
S

E
D

は
知
ら
れ
た言
葉
と
な
っ

て
い
る。
米
国
で
は
打
年、

看

護
師
協
会
がV
S
E
D
を
「
患

者
の
権
利
」
と
し
、
そ
の
意
思

を
尊
重
す
べ
き
だ
と
す
る声
明

を
出
し
た。

オ
ラ
ン
ダ
で
はV

S
E
D

を
実
行
す
る
患
者
の
ケ

ア
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が

存
在
す
る。

安
楽
死
の
「代
替
」

飲
み
食
い
を
や
め
る
と
い
う
単

純
な
方
法
で
死
期
を早め
る
こ

と
が
で
き
る。

こ
の
た
め
医
療

者
側
は
自
ら
の
意
思
で
実
行
す

る
串
著
に
対
し
て
は
睡
眠
薬
の

調
整
な
ど
の
緩
和
ケ
ア
を
施
す

ケ
1

ス
も
あ
る
と
い
う。

た
だ
欧
米
で
もV
S
E
D
を

容
認
す
べ
き
か
医
師
に
よ
っ
て

意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
倫
理

的
な
観点
や
違
法
性
な
ど
に
つ

い
て
議
論
が
続
い
て
い
る
。

日
本
で
は
患
者
の
「
死
ぬ
権

利
」
に
つ
い
て
議
論
が
進
ん
で

い
な
い。

実
際
に
実
行
す
る
患

者
が
い
た
場
合、
新
城医
師
は

「
飲
食
を
や
め
る
の
は
強
い
身
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か
」
。
新
城
医
師
は
こ
う
返
す

こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

新
城
医
師
が
経
験
し
た
の
は

約
叩
年
前
。
「
こ
こ
ま
で
強
く

死
を
求
め
ら
れ
た
の
は
初
め

て
。
ど
う
し
て
よ
い
の
か
分
か

ら
な
く
な
っ
た
」
と
振
り
返
る

。

「
薬
で
眠
ら
せ
て
」

男
性
は
自
力
で
飲
み
食
い
が

で
き
る
状
態
だ
っ
た
が
、
長
く

と
も
2

カ
月
程
度
で
亡
く
な
る

と
み
ら
れ
て
い
た
。
「
先
生
が

死
な
せ
て
く
れ
な
い
な
ら
、
飲

み
食
い
を
や
め
る。

薬
で
眠
ら

せ
て
ほ
し
い
」
。
反
対
す
る
妻

や
新
城
医
師
の
思
い
と
は
裏
腹

に
、
男
性
の
意
思
は
強
く
、

一

切
の
治
療
も
拒
否
し
た
。

そ
の
た
め
新
城
医
師
は
看
護

尊厳死法制化を考える議員連盟がまとめた

法藁の要点、 (2012年)

。終末期の定義を「患者が適切な治療を受

けても回復の可能性がなく、死期が間近

だと判定された状態の期間」

。終末期の判断は医師2人以上で行う

。患者が書面などで希望し、終末期判定を

受けた場合、 医師は延命措置を差し控え

ることができる。その場合、 医師は民事、

刑事、行政上の責任を問われない

「死ぬ権利」はあ
終末期現場戸惑う

こ
う
し
た
V
S
E
D

を
試
み
た

患
者
を診
た
こ
と
が
あ
る
と
回

答
。

こ
の
う
ち
患
者
の
人
数
に

つ
い
て
は
「1
1
5

人
」
が
却

%
と
最
多
で
、
「
叩
人
以
上
」

と
答
え
た
医
師
も
い
た
。

日
本
で
は
患
者
や
そ
の
家
族

か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
医
師
が
自
ら
の
手
で
致

死
量
の
薬
剤
を
投
与
す
る
な
ど

し
て
患
者
を
死
に
導
い
た
場

合
、
司
法
で
処
罰
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る。

調
査
を
主
導
し
た
新
城
医
師

は
現
在
、
訪
問
診
療
医
と
し
て

緩
和
ケ
ア
専
門
の
「
し
ん
じ
よ

う
医
院
」
(
神
戸
市
)
の
院
長

を
務
め
る。
患
者
でV
S
E
D

を
実
行
し
た
の
は
神
戸
市
の
男

性
の
み
だ
が
、「日
本
の
医
療

オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
、
安
楽
死

の
「
代
替
手
段
」
と
し
て
V
S

E
D

が
患
者
の
間
で
広
が
っ

た
。
同
国
で
は
安
楽
死
が
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、
誰
で
も
希
望

す
れ
ば
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
余
命
の
長
さ
や
苦
痛
の

レ
ベ
ル
な
ど
厳
格
な
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
る。

安
楽
死
を
請
げ
負
う
オ
ラ
ン

ダ
の
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
調
査

に
よ
る
と
、
受
診
し
た
お
%
の

患
者
が
実
際
に
安
楽
死
を
遂
げ

た
一
方
、
幻
%
は
条
件
を
満
た

し
て
い
な
い
と
判
断
。
四
%
は

基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
審
査
し
て
い
る
聞
に
亡
く

な
っ
て
い
た。

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
で
も
、V
S
E
D

で
あ
れ
ば

尊
厳
死
、
法
整
備
の
動
き
鈍
く

延
命
治
療
を
中
止
す
る「尊
厳
死
」

の
権
利
を
法
律
で
定
め
る
べ
き
か
否

か
。
「
消
極
的
安
楽
死
」
と
も
呼
ば

れ
る
こ
う
し
た
選
択
に
つ
い
て
、
日

本
で
は
法
整
備
の
動
き
は
鈍
い
。

厚
生
労
働
省
は20
0
7

年
、
終

末
期
医
療
で
「患
者
本
人
の
決
定
が

基
本
」
と
す
る
初
の
指
針
を
公
表
、

一
般
的
に
尊
厳
死
を
容
認
す
る
方
針

を
示
し
た。

関
年
に
富
山
県
の
病
院

で
人
工
呼
吸
器
を
外
さ
れ
た
印
i

叩

代
の
末
期
状
態
の
患
者
7

人
が
死
亡

し
た
問
題
が
発
覚
し
、
医
師
が
殺
人

容
疑
に
問
わ
れ
る
刑事
事
件
に
発
展

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た

。

厚
労
省
は
同
年3
月
に
指
針
を
改

訂
し
、
自
分
の
意
思
を
家
族
や
医
療

従
事
者
と
あ
ら
か
じ
め
共
有
す
る
こ

と
が
重
要
と
し
た
。
た
だ
医
師
や
救

急
隊
員
ら
が
尊
厳
死
に
関
わ
っ
た
場

合
、
法
的
責
任
を
関
わ
れ
る
可
能
性

は
ゼ
ロ
で
は
な
い。
法
的
リ
ス
ク
を

懸
念
し
、
治
療
の
中
止
に
応
じ
な
い

医
師
も
い
る。

ロ
年
に
は
超
党
派
の
議員連
盟
が

尊
厳
死
法
案
を
ま
と
め
た
。

日
本
尊

厳
死
協
会
(東
京
)
は
「自
分
の
最

期
を
自
分
で
決
め
る
考
え
を
生
か
す

た
め
法
整
備
が
必
要
」
と
賛
同
す
る

。

同
会
に
よ
る
と
、
欧
米
は
ほ
ぼ
全
て

の
国
が
尊
厳
死
を
法
的
に
認
め
、
近

年
韓
国
や
台
湾
で
も
法
律
が
で
き

た
。

一
方
、
「
医
療
費
抑
制
や
臓
器
提

供
へ
の
期
待
に
つ
な
が
る
の
で
は
」

「死
と
い
う
個
人
的
な
も
の
に
法
律

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

・

緩
和
ケ
ア

体
的
苦
痛
を
伴
う。
ま
ず
は
そ

う
し
た
行
為
を
や
め
る
こ
と
を

求
め
る
べ
き
だ
ろ
う
」
と
話
す

。

た
だ
医
療
者
側
が
行
動
の
意
昧

を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
正
し

い
ケ
ア
を
患
者
が
受
け
ら
れ
な

い
懸
念
も
あ
る。

新
城
医
師
は「終
末
期
の
患

者
は
『
死
に
た
い
』
と
『
生
き

た
い
』
と
い
う
相
反
す
る
感
情

を
同
時
に
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
。

だ
が
実
際
に
死
に
た
い
と

考
え
て
い
る
人
は
少
な
い
の
で

は
」
と
み
る
。

そ
の
う
え
で
「
ま

ず
V
S
E
D

を
認
め
る
国
の
人

権
感
覚
を学
び
、
こ
う
し
た意

見
に
ど
う
向
き合
い
、
応
え
て

い
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

な
く
て
は
い
け
な
い」
と
強
調

し
て
い
る。

が
関
与
す
べ
き
で
な
い
」
な
ど
反
対

の
声
も
根
強
い。

難
病
患
者
の
在
宅
治
療
を
支
え
る

N
P
O
法
人
「さ
く
ら
会
」
(
東
京
)

の
川
口有
美
子副
理
事長
は
「介
護

の
継
続
が
難
し
く
、
や
む
な
く
治
療

停
止
を
選
ぶ
患
者
も
い
る
。

そ
れ
は

『
合意
』
で
は
な
い
」
と
指
摘
。

「
ま

ず
患
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
法
律
を

作
り
、
治
療
を
続
け
た
い
患
者
の
思

い
も
保
障
す
べ
き
だ
」
と
話
し
て
い

る
。
(
石

原
潤
、
松
浦奈
美
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
げ
日
(
月
)
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自分の最期は自分で決めたい

「
私
た
ち
の
こ
と
を
私
た
ち
抜
き
に
決
め
な

い
で
」。
障
害
者
の
権
利
を
論
じ
る
際
に
耳
に

し
た
フ
レ
ー
ズ
が
、
在
宅
医
療
・

介
護
の
あ
り

方
を
議
論
す
る
場
で
使
わ
れ
て
い
た
の
は
新
鮮

だ
っ
た

。

日
月
、
福
岡
市
で
聞
か
れ
た
「
第
9

回
九
州

在
宅
医
療
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

。

認
知
症
当
事

者
を
含
め
、
医
療・
福
祉
関
係
者
な
ど
延
べ1

3
0
0

人
が
参
加。

「
伺
も
分
か
ら
な
い
」
「
決

め
る
力
は
な
い
」
な
ど
と
さ
れ
て
い
た
認
知
症

や
悪
性
疾
患
な
ど
で
終
末
期
に
あ
る
人
の
意
思

と
選
択
を
、
医
療
や
ケ
ア
に
生
か
す
方
法
を
模

索
し
た。

終
末
期
の
医
療・
ケ
ア
を
当
事
者
と
そ
の
家

族
、
医
療
・

介
護
職
が
繰
り
返
し
話
し
合
っ
て

決
め
る
「
ア
ド
バ
ン
ス・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
(
A
C
P
)」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る。

医
療

側
の
力
が
強
す
ぎ
れ
ば
、
患
者
や
家
族
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
し
ま
う

。

一
方
で
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
現
実
的
な
選
択

を
す
る
力
を
育
て
る
市
民
教
育
も
必
要
に
な

る
。

そ
ん
な
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

人
生
最
期
の
過
ご
し
方
を
巡
っ
て
は
、
乳
が

ん
で
死
亡
し
た
大
分
市
の
女
性
日
当
時
(
貯

)
H

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

・

緩
和
ケ
ア

の
宮
震
が
余
命
塞
口
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
に

「
余
命
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
手
厚
い

配
慮
が
で
き
な
か
っ
た」
と
し
て
通
院
先
の
病

院
に
慰
謝
制
を
求
め
る
訴
え
を
起
こ
し
た

。

そ

れ
ほ
ど
「
自
分
の
最
期
は
自
分
や
家
族
で
選
び
、

決
め
た
い
」
と
い
う
思
い
は
高
ま
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
福
岡
宣
言
2
0
1
8

」

と
し
て
「
い
か
な
る
健
康
状
態
で
あ
っ
て
も
、

自
ら
生
き
方
を
選
択
で
き
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
可
能
な
ま
ち
を

作
ろ
う
」
「
本
人
の
生
き
方
、
価
値
観
、
想
い
を

よ
り
深
く
理
解
し
共
有
し
よ
う
」
な
ど
と
う
た

っ
た。

宮
崎
市
や
熊
本
市
な
ど
、
終
末
期
の
過

ご
し
方
に
つ
い
て
意
思
表
示
す
る
ノ

1

ト
を
作

り
、
市
民
に
配
布
す
る
自
治
体
も
増
え
つ
つ
あ

る
。

自
分
や
家
族
の
最
期
と
向
き
合
う
作
業
は

も
ち
ろ
ん
、
終
末
期
の
選
択
肢
を
増
や
す
地
域

づ
く
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る

。

(
井
上
真
由
美
)

西
日
本
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
げ
日
(
月
)

終
末
期
ケ
ア
に

患
者
の
意
思
を

終
末
期
に
ど
の
よ
う
な

医
療
や
ケ
ア
を
受
け
る
か

を
事
前
に
家
族
や
医
師
ら

と
話
し
合
う
「
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

(
A
C
P
)」の
普
及
を
目

指
し
、
徳
島
市
の
県
立
中

央
病
院
が
冊
子
「
『
も
し
も

の
時
坊
た
め
に」
(
A
5

判
、H
H内l
)が
作
成
し
た
。

冊
子
に
は
、
重
い
病
気

や
け
が
で
意
思
表
示
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
備

県
立
中
央
病
院
が
作
成
し

た
A
C
P
の
冊
子

県立中央病院が冊子
家族と医師対話呼び掛け

5

千
部
作
成
し
、
来
院

者
ら
に
配
布
し
て
い
る
。

臨
床
腫
療
科
の
寺
嶋
吉
保

部
長
は
「
代
理
決
定
者
は

本
人
の
こ
と
を
親
身
に
考

え
て
く
れ
る
人
な
ら
誰
で

も
い
い
。
自
分
ら
し
い
最

期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
冊

子
を
活
用
し
て
十
分
話
し

合
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は3
月
、

終
末
期
医
療
の
治
翠
刀
針

に
関
す
る
決
塞
宇
順
を
定

め
た
国
の
指
針
(
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
)
を
改
定
。
終
末

期
医
療
や
ケ
ア
に
患
者
本

人
の
意
思
を
尊
重
す
る
た

め
、
A
C
P
の
考
え
方
を

初
め
て
取
り
入
れ
た
。

冊
子
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
県
立
中
央
病
院

〈電
0
8
8
(
6
3
1
)
7

1
5
1

〉
。(
高
木
竜
一
郎
)

え
、
本
人
に
代
わ
っ
て
治

療
や
ケ
ア
の
方
針
を
判
断

す
る
「
代
理
決
定
者
」
を

決
め
て
記
載
。
代
理
決
定

者
ら
と
対
話
を
重
ね
、
延

命
治
療
の
在
り
方
や
最
期

の
時
を
ど
こ
で
過
ご
し
た

い
か
、
と
い
っ
た
希
望
を

書
く
欄
を
設
け
た
。

徳
島

新

聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
7

日
(
金
)
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在宅の看取り考える
新
潟
で
臨
床
研
究
会

「第42回日本死の臨床研究会年次大会Jが8 、 9
の両日、新潟市中央区の朱鷺メッセで聞かれた。

「ひらかれた会敢りをすべての人と"，-，Wいのち』と
『死』を見つめて"'-'J をテーマに、全国の医療関係者

ら約3千人が参加。超高齢化社会の中で、今後増加
する在宅での看取りのあり方、死とどう向きあっ

ていくかなどについて考えた。講演やミュージカ
ルなど、多彩なプログラムの一部を紹介する。

地
域
ケ
ア
、
最
期
ま
で

死
生
観
見
つ
め
る
機
会
に

「
ひ
ら
か
れ
た
看
取
り
に

よ
せ
て
」
と
題
し
た
対
談
で

は
、
長
岡
西
病
院
(
長
岡
市
)

の
緩
和
ケ
ア
病
棟
「
ビ
ハ
ー

ラ
病
棟
」
の
開
設
に
関
わ
っ

た
淑
徳
大
ア
ジ
ア
国
際
社
会

福
祉
研
究
所
の
田
宮
仁
顧
問

と
、
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院

の
相
木
哲
夫
相
談
役
が
、
在

宅
で
の
看
取
り
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

相
木
相
談
役
は
、
近
年
在

宅
で
死
亡
す
る
人
の
割
合
に

あ
ま
り
変
化
が
な
く
、
ニ
ー

ズ
は
多
い
も
の
の
自
宅
で
の

看
取
り
が
広
が
っ
て
い
な
い

現
状
を
解
説。

「
地
域
や
在
宅

で
の
ケ
ア
が
叫
ば
れ
て
い
る 中

、
地
域
の
力
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し
、

在
宅
で
最
期
を
迎
え
る
体
制

づ
く
り
の
必
要
性
を
訴
え

た
。田

宮
顧
問
は
在
宅
医
療
で

対談

の
看
取
り
が
難
し
い
背
景
に

つ
い
て
、
「
少
子
高
齢
化
や

大
都
市
圏
へ
の
移
住
な
ど

で
、
そ
れ
ま
で
の
『
家
』
を

単
位
と
し
た
看
取
り
が
で
き

な
く
な
っ
た
」
と
指
摘

。

「
(
看

市
民
の
意
識
変
革
を

医
療
、
福
祉
と
情
報
共
有

「
地
域
に
ひ
ら
か
れ
た
看

取
り
」
を
テl
マ
に
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
医
師
や

大
学
准
教
授
が
、
在
宅
で
安

心
し
て
看
取
り
が
で
き
る
取

り
組
み
事
例
な
ど
を
紹
介
し

た
。

シンポ

新
潟
市
中
央
区
の
在
宅
療

養
支
援
診
療
所
「
ひ
ろ
さ
わ

内
科
医
院
」
の
広
沢
利
幸
院

長
は
、
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
最
期
ま
で
過
ご
す
た
め
に

は
、
市
民
の
意
識
を
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
強
調

。

取
り
の
問
題
を
通
し
て
)
自

分
自
身
の
死
生
観
を
考
え
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
柏
木
相
談
役
は
「
臨

床
と
は
床
に
臨
む
こ
と
。
最

期
を
迎
え
る
患
者
さ
ん
と
接

し
た
経
験
の
あ
る
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
大
切
だ
と

感
じ
た
こ
と
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
述
べ

た
。

介
護
、
福
祉
な
ど
多
職
種
と

連
携
し
た
事
例
検
討
会
、
市

民
と
看
取
り
に
つ
い
て
考
え

る
グ
ル
ー
プ
ワl
ク
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
、
情
報
を
共

有
す
る
大
切
さ
を
訴
え
た
。

南
魚
沼
市
で
診
療
所
や
介

護
施
設
を
運
営
す
る
萌
気
会

の
黒
岩
卓
夫
理
事
長
は
「
近

年
施
設
で
の
看
取
り
も
増
え

て
き
て
い
る
」
と
現
状
を
説

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

明
し
た
。

魚
沼
市
立
小
出
病
院
の
布

施
克
也
院
長
は
、
訪
問
診
療

に
携
わ
る
医
師
が
連
携
し
主

治
医
が
不
在
の
場
合
、
別
の

医
師
が
対
応
す
る
「
う
お
ぬ

ま
看
取
り
隊
」
の
取
り
組
み

を
挙
げ
、
「
主
治
医
だ
り
で

は
カ
バ
ー
す
る
の
は
難
し

い
。
医
療
の
提
供
体
制
を
継

続
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
述
べ
た
。

信
州
大
医
学
部
保
健
学
科

の
山
崎
浩
司
准
教
授
は
、
看

取
り
ゃ
死
別
を
支
え
る
長
野

県
の
市
民
団
体
の
活
動
を
紹

介
。
死
別
の
向
き
合
い
方
に

つ
い
て
ま
と
め
た
冊
子
を
作

成
す
る
取
り
組
み
を
報
告

し
、
「
死
別
体
験
者
、
支
援

者
ら
多
様
な
人
材
が
関
わ
る

こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
足
が
か
り
に
な
っ

た
」
と
意
義
を
語
っ
た
。

新
潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
ロ
日
(
水
)
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滑な社会復帰ヘ新拠点

精
神
医
療
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重
大
事
件
を
起
こ
し
、
精
神
障
害
を
理
由
に
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
な
か

っ
た
人
を
治
療
す
る
道
内
初
の「指
定
入
院
医
療
機
関
」
が
2
0
2
2

年

春
に
も
札
幌
市
内
に
開
設
さ
れ
る

。

大
学
病
院
と
し
て
全
国
で
初
め
て
北

大
病
院
が
運
営
す
る
。

現
在
、
道
内
の
対
象
者
は
本
州
な
ど
で
の
入
院
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
札
幌
で
の
開
設
後
は
地
域
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
社

会
復
帰
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
周
辺
住
民
に
は
入
院
者
の
逃
走
な
ど
を

不
安
視
す
る
声
が
あ
る
上
、
長
期
入
院
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が
不

十
分
と
の
椙
謂
も
根
強
い

。

FO 仁 us

場
合
、
地
元
に
指
定
入
院
医
療

機
関
が
あ
る
人
と
比
べ
、
入
院

が
数
カ
月
長
引
く
傾
向
が
あ
る

と
い
う
。

生
活
環
境
の
調
整
を
担
う
札

幌
保
護
観
察
所
社
会
復
帰
調
整

室
の
塙
和
徳
室
長
は
「
地
元

に
入
院
す
れ
ば
、
受
け
入
れ
先

の
福
祉
施
設
な
ど
に
治
療
経
過

を
定
期
的
に
見
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
、
円
滑
な
社
会
復
帰
に

つ
な
が
る
」
と
期
待
す
る
。

大
学
病
院
運
営

大
学
病
院
に
よ
る
運
営
も
注

地
域
の
施
設
と
連
携
も

院医療機関 2005年 7月施行の医療観察法に基づ
殺人や放火、強盗などの重大犯罪を起こし、心神
を理由に不起訴処分、または無罪となった人を対
ための治療を行う。 運営は国からの指定を受けた
立病院が担い、現在は東北以南に33施設 (計833
は裁判所が決定し、半年ごとに入院継続か退院か
院後は民間などの指定通院医療機関での治療に移
般の精神科治療に移る。 同法施行以前は精神保健
ていたが、治療に関する統一した指針がなく、地
日数に差が生じるなどの問題があった。

「
全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組

み
で
地
域
医
療
に
貢
献
し
た

い
」
。

北
大
病
院
の
宝
金
清
博

病
院
長
は
叩
月
に
開
い
た
会
見

で
弾
調
し
た。
お
床
の
施
設
は
、

札
幌
刑
務
所
な
ど
が
あ
る
札
幌

市
東
区
の
国
有
地
に
建
設
す

る
。

平
均
約
2

年
半

道
内
で
は
、
今
年4
月
ま
で

に
裁
判
所
の
入
院
決
定
を
受
け

た
1
5
7

人
全
員
が
道
外
で
入

院
し
た。
関
東
を
中
心
に
鹿
児

島
や
沖
縄
の
施
設
に
入
っ
た
人

も
い
る
。

家
族
や
支
援
者
の
面

地
元
で
入
院
で
き
る
利
点
と

し
て
、
厚
生
労
働
省
医
療
観
察

墓
標
体
制
整
備
推
進
室
の
田

中
央
王
星
雲
は
「
社
会
復
帰
に

向
け
た
準
備
が
し
や
す
く
、
入

院
日
数
の
短
縮
に
つ
な
が
る
」

と
指
摘
す
る。
入
院
日
数
は
国

の
指
針
で1
年
半
と
し
て
い
る

が
、
実
際
に
は
平
均
約2
年
半

に
及
ぶ。

長
期
化
の
背
景
に
は
退
院
後

の
生
活
環
境
を
整
え
る
難
し
さ

が
あ
る。
地
元
に
戻
る
人
が
大

半
の
た
め
、
入
院
中
か
ら
家
族

の
他
、
退
院
後
の
受
け
入
れ
先

と
な
る
福
祉
施
設
や
精
神
科
病

だ
。

今
後
の
説
明
会
の
開
催
は

未
定。
町
内
会
役
員
の
男
性
は

「
近
く
に
は
小
学
校
が
あ
り
、

不
安
を
抱
く
保
護
者
も
い
る
。

住
民
の
安
全
安
心
を
ど
う
守
る

の
か
、
説
明
を
尽
く
す
べ
き
だ
」

と
求
め
る。

医
療
観
察
法
は
立
法
当
初
か

ら
議
論
を
呼
ん
で
き
た
。

制
定

の
契
機
は
旧
年
の
大
阪
・

池
田

小
事
件
だ。
児
童
を
殺
傷
し
た

男
が
過
去
に
別
の
事
件
で
精
神

障
害
を
理
由
に
不
起
訴
処
分
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、

司
法
と
医
療
の
連
携
の
乏
し
さ

「
長
期
化
」
解
消
ヘ

貝
だ
。

精
神
鑑
定
や
自
立
の
支

援
な
ど
、
罪
を
犯
し
た
精
神
障

害
者
の
処
遇
に
ま
つ
わ
る
司
法

精
神
医
学
は
、
法
律
や
社
会
福

祉
な
ど
幅
広
い
分
野
の
人
材
が

必
要
だ
が
、
全
国
的
に
専
門
家

が
少
な
い。
同
病
院
精
神
科
神

経
科
長
の
久
仲
間
一
郎
教
授
は

「
新
た
な
治
療
法
の
研
究
に
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
、
総
合
大

学
の
特
色
を
生
か
し
て
医
学
部

以
外
の
学
部
に
も
研
修
な
ど
で

活
用
し
て
も
ら
い
、
人
材
を
育

て
た
い
」
と
話
す
。

住
民
に
不
安
感

に
批
判
が
集
ま
っ
た
。

「
再
犯

の
恐
れ
を
根
拠
に
長
期
拘
束
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
な
ど
と

専
門
家
な
ど
か
ら
異
諮
問
が
相
次

い
だ
が
、
与
党
はω
年
に
法
案

を
強
行
採
決
し
た
。

制
度
開
始
か
ら
日
年
た
つ

が
、
厚
労
省
は
「
こ
れ
ま
で
は

施
設
整
備
が
施
策
の
中
心
だ
っ

た
」
と
し
、
国
の
指
針
を
超
え

る
長
期
入
院
の
是
非
な
ど
、
制

度
の
本
格
的
な
検
証
に
は
着
宇

で
き
て
い
な
い
と
い
う。
制
度

き
た
が
た
や

に
詳
し
い
北
潟
谷
仁
弁
護
士

(
小
樽)
は
「
長
期
入
院
の
解

決
の
た
め
に
は
早
期
に
地
域
医
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円
入

。
態
の
県
院
退
一
し
院

定
設
状
帰
府
入
。
に
応
入

指
施
弱
復
道
。
る
ら
対
て

く
耗
会
都
る
す
さ
で
つ

E
'

・
社
、
あ
断
、
法
よ

困
層
失
に
立
)
判
し
祉
に

・
2

喪
象
国
床
を
行
福
域

会
が
困
難
に
な
る
と
し
て
、
北

海
道
弁
護
士
会
連
合
会
は
U

年
、
早
期
開
設
を
求
め
る
決
議

を
国
に
提
出
す
る
な
ど
し
て
い

た
。

院
と
連
携
し
て
支
援
態
勢
を
固

め
る
必
要
が
あ
る。
し
か
し
、

入
院
先
が
遠
方
だ
と
打
ち
合
わ

せ
な
ど
の
機
会
が
限
ら
れ
る
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
道
内
の
対

象
者
が
本
州
な
ど
で
入
院
す
る

一
方
、
開
設
に
は
周
辺
住
民
療
へ
移
行
す
る
こ
と
が
重
要

。

の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。

同
病
国
が
率
先
し
、
地
域
の
精
神
科

院
や
北
漫
壇
厚
生
局
が
叩
月
に
病
院
の
入
手
を
よ
り
手
厚
く
す

札
幌
市
東
区
で
開
い
た
住
民
説
る
な
ど
精
神
医
療
全
体
の
底
よ

明
会
で
は
、
入
院
者
の
逃
走
な
げ
が
必
要
だ
」
と
指
摘
す
る

。

ど
へ
の
懸
念
の
声
が
相
次
い
(
松
下
文
音
)

先
進
施
設
、
チ
ー
ム
医
療
手
厚
く

施
設
で
は
ど
の
よ
う
な
治
療
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
ー。
圏
内
初
の
指

定
入
院
医
療
機
関
と
し
て
2
0
0
5

年
か
ら
患
者
を
受
け
入
れ
る
国
立
研

究
開
発
法
人
「
国
立
精
神
・
神
経
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
」(夏
京
都
小
平

市
)は
圏
内
最
大
の
印
床
を
構
え
る
。

今
年
日
月
ま
で
の
延
べ
入
院
者
数
は

4
0
2

人
。

う
ち
白
人
は
道
内
の
裁

判
所
で
入
院
決
定
を
受
け
、
現
在
は

9

人
が
入
院
し
て
い
る
。

特
徴
は
手
厚
い
チl
ム
医
療
だ。

対
象
者1
人
に
看
護
師2
人
と
臨
床

心
理
技
術
者
、
作
業
療
法
士
、
精
神

保
健
福
祉
士
ら
計7
人
が
つ
き
、
日

々
の
治
療
経
過
を
確
認
す
る
。

国
の
指
針
の
入
院
期
間
の
1

年
半

を
急
性
期(
3カ
月
)
、
回
復
期(
9

カ
月
)
、
社
会
復
帰
期(
6カ
月
)に

国立精神・神経医療研究センター

分
け
、
事
件
に
至
る
ま
で
の
自
身
の

生
活
を
振
り
返
る
肉
筆6
グ
ラ
ム

や
作
業
療
法
な
ど
の
治
療
を
受
け

る
。た

だ
、
こ
れ
ま
で
の
退
院
者
の
う

ち
、
1

年
半
以
内
の
入
院
は
幻%
に

と
ど
ま
る
。

-
年
半1
2

年
は
幻
%
、

2
1
3

年
は
幻
%。
3

年
以
上
も
凶

%
い
た
。

現
在
の
入
院
者
で
最
長
は

約
7

年
。

大
半
が
統
合
失
調
症
や
知

的
障
害
、
薬
物
依
存
な
ど
複
数
の
障

害
が
あ
る。

治
療
の
難
し
さ
以
外
に
、
入
院
の

長
期
化
の
一
因
は
社
会
復
帰
期
に
あ

る
と
い
う
。

退
院
後
の
通
院
先
や
受

け
入
れ
施
設
と
の
調
整
に
手
間
取

り
、
多
く
が1
年
を
超
え
る。
そ
の

た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
は
関
東
近
郊
の

指
定
通
院
医
療
機
関
と
連
絡
協
議
会

退
院
後
の
通
院
先
と
情
報
共
有

精
神
医
療

を
月
1

回
聞
き
、
治
療
経
過
な
ど
情

報
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

受
け
入
れ
当
初
は
地
域
住
民
か
ら

反
対
の
声
も
出
た
。

入
院
者
が
外
泊

訓
練
中
に
一
時
連
絡
が
取
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た

問
題
は
全
て
地
域
に
報
告
。

防
止
策

を
示
し
意
見
交
換
を
重
ね
、
理
解
が

広
が
っ
た
と
い
う。
医
療
観
察
法
病

棟
部
長
の
平
林
直
次
医
師
は
「
こ
う

し
た
施
設
が
あ
る
こ
と
が
、
障
害
者

を
理
解
し
共
存
す
る
社
会
を
つ
く
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す

。

(松
下
文
音)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
羽
田
(
日
)
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精
神
医
療

「
刑
罰
で
な
く
治
療
の
場
」

県
精
神
医
療
セン
タ
ー

(大
村
市
西
部
町)の
「
医

療
観
察
法
病
棟」
が
で
き
て
今
年
で
叩
年
。
殺
人
や

放
火
な
ど
重
大
事
件
を
起
こ
し
た
も
の
の
、
罪
に
問

わ
れ
な
か
っ
た
精
神
障
害
者
を
治
療
す
る
施
設
だ

。

こ
の
凶
年
で
幻
人
が
入
院
し
、
竹
人
が
退
院
し
た

。

た

だ
、
事
件
を
起
こ
し
た
精
神
障
害
者
へ
の
偏
見
は
根

強
く

、
社
会
復
帰
へ
の
道
の
り
は
平
た
ん
で
は
な
い

。

(報
道
部

・

北
川
亮)

行
動
を
さ
り
げ
なく
チ
エ
ツ

・
県
内
外
幻
人

ク
し
、
治
療
に
つ
な
げ
て
い

日
月
中
旬。

病
棟
内
で
の
る。

こ
こ
は
刑
罰
を
与
え
る

取
材
が
許
可
さ
れ
た

。

記
者
場
で
は
な
く

、
あ
く

ま
で
治

が
病
棟
内
に
入
る
の
は
開
棟
療
の
場
で
す
」
。
案
内
役
の

以
降
、
初
め
て
と
い
う

。

松
尾
洋
一
看
護
師
長
が
説
明

病
棟
内
の
ホl
ル
で
は
、
し
た。

数
人
の
患
者
が談
笑
し
た
り
同
病
棟
は
2
0
0
5

年
7

読
書
を
し
た
り
し
て
い
た
。

月
に
施
行
さ
れ
た
心
神
喪
失

ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

。

者
等
医
療
観
察
法
に
基
づ
き

表
情
は
柔vp
かく
、
罪
を
犯
県
が
侃
年
4

月
に
開
設
し

し
た
人
た
ち
に
は
見
え
な
た

。

入
院
治
療
の
対
象
は
、

い
。

ど
の
患
者
の
周
囲
に
も
重
大
事
件
を
起
こ
し
な
が
ら

看
護
師
が
付
き
添
っ
て
い
も
心
神
喪
失
や
心
神
耗
弱
で

る
。

不
起
訴
、
あ
る
い
は
無
罪
と

「患
者
の
さ
さ
い
な
変
化
な
っ
た
精
神
障
害
者

。

裁
判

も
見
逃
さ
な
い
よ
う
表
情
や
官
と
精
神
科
医
に
よ
る
審
判

医
療
観
察
制
度
の

主
な
涜
れ

で
治
療
の
期
間
や
開
始
・
終

了
な
ど
を
決
め
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

病
棟
は
定
数
口
床

。

開
設
以

降
、
県
内
外
の
幻
人
(男
郎
、

女
幻
)
が
入
院。

竹
人
(男

M
、
女
幻)
が
退
院
)
た。

現
在
の
入
院
患
者
の
平
均
年

齢
必
・2
歳

。

犯
し
た
罪
は

傷
害
が
最
多。

症
状
は
統
合

失
調
症
が7
割
を
占
め
る。

「
退
院
者
の
中
で
再
び
罪
を

犯
し
て
再
入
院
と
な
っ
た
ケ

ー
ス
は
聞
い
て
い
な
い
」
と

い
、
っ
。園

入
院
長
期
化

医
師
、
看
護
師
、
臨
床
心

理
士ら
が
通
常
の
病
院
よ
り

手
厚
い
体
制
で
、
患
者
の
状

態
に
応
じ
て
薬
物
療
法
や
治

療
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
実
施

し
て
い
る。

入
院
期
間
は
原

則
1

年
半
だ
が
、
最
近
は
延

び
る
傾
向
に
あ
る

。

現
在
の

最
長
は
高
齢
男
性
で
、
5

年

以
上
に
及
ぶ。

安
藤
幸
宏
医
長
は「
こ
の

男
性
は
当
初
、
治
療
を
拒
否

し
、
職
員
と
信
頼
関
係
を
築

く

ま
で
に3

、

4

年
か
か
っ

た
。

患
者
と
職
員
と
の
間
に

信
頼
関
係
が
な
い
と
治
療
は

成
立
し
な
い」
と
話
す。
「
そ

れ
に
」

と
医
長
は
意
外
な
こ

と
を
言
っ
た。

退
院
者
打
人
中
山
人
は

「処
遇
終
了」
し
た
患
者
な
の

だ
と
い
う。
処
遇
終
了
と
は
、

高
齢
化
に
よ
る
認
知
症
、
悪

性
腫
療
な
ど
に
よ
り
治
療
を

断
念
す
る
こ
と
を
指
す
。
「近

年
、
治
療
の
進
歩
三
謂
症

状
に
効
果
が
高
い
薬
が
登
場

し
、
治
療
を
継
続
し
て
改
善

を
図
っ
た
方
が
い
い
ケ
l

ス

が
増
え
た。

そ
れ
が
結
果
的

に
入
院
の
長
期
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る」
と
安
藤
医
長。

裁
判
所
の
審
判
で「退
院」

と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
国
が
指

定
す
る
医
療
機
関
で
の
通
院

治
療
(原
則
3

年
、
最
長5

年
)
に
切
り
替
わ
る
。
指
定

機
関
は
県
内8
カ
所。

日
年

前
に
比
べ
る
と
施
設
数
は
倍

に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
地

域
的
な
偏
り
が
あ
り
、
患
者

が
通
い
にく
い
場
合
も
少
な

く
な
い
。

-
偏
見
や
誤
解

通
常
の
刑
事
裁
判
の
場

合
、
被
告
が
罪
を
償
っ
た
後
、

家
族
が
更
生
を
支
え
る
ケ
ー

ス
が
多
い。

だ
が
、
同
病
棟

の
患
者
は
必
ず
し
も
そ
れ
が

触法精神障害者と信頼関係
当
て
は
ま
ら
な
い。

患
者
が

起
こ
し
た
殺
人
、
傷
害
な
ど

の
事
件
の
被
害
者
は
家
族
で

あ
る
ケl
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ

か
ら
だ。

退
院
後
の
受
け
皿
と
し
て

地
域
の
福
祉
施
設
な
ど
に
つ

な
ぐ
に
し
て
も
、
偏
見
や
誤

解
か
ら
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。

長
崎
保
護
観
察
所
の

永
富
康
博
統
括
社
会
復
帰
調

整
宮
は
「患
者
は
、
孤
立
や
医

療
の
中
断
か
ら
不
幸
に
も
事

件
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
人

が
多
い。

制
度
の
普
及・啓
発

に
一層
努
め
た
い」
と
話
す。

病
棟
内
の
ホl
ル
を
見
学

し
て
い
る
と
、
患
者
の
一
人

が
笑
顔
で
話
し
掛
け
て
き

た
。

う
ま
く
意
思
疎
通
が
で

き
ず
戸
惑
っ
て
い
る
と
、
や

が
て
、
部
屋
に
戻
っ
て
い
っ

た
。

彼
ら
は
果
た
し
て
「
病
」

が
な
け
れ
ば
、
事
件
を
起
こ

し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

カ
|「事

件
は
起
き
な
か
っ
た
、

私
は
そ
う
思
い
ま
す」。
安

藤
医
長
は
言
っ
た

。

長
崎
新
聞
・

朝
刊

2

0
1
8
年
ロ
月
四
日
(
土
)
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「緑の都市曲福間病院に
松
林
に
固
ま
れ
た
自
然
の
中
で
自
由
開
放
療
法
を
行
う
精
神
科

「
福
間
病
院
」
(
福
津
市
花
見
が
浜
)
が
、
「
第
お
因
縁
の
都
市

賞
」
国
土
突
通
大
臣
賞
に
選
ば
れ
、
日
月
に
都
内
で
表
彰
式
が
あ

っ
た。

江
戸
時
代
に
整
え
ら
れ

、

戦
前
に
は
炭
鉱
王
の
別
邸
と
な

り
、
終
戦
直
後
は
米
軍
将
校
ク
ラ
ブ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
松

林
の
地。

時
代
の
変
遷
を
見
守
り
続
け
、
今
は
病
と
向
き
合
う
患

者
を
包
み
込
ん
で
い
る

。

(
今
井
知
可
子
)

病院の広々とした庭に残る松林。 自然林の風合を損なわないように手入れを
レているという

も一役3万坪に850本治療に

福
間
病
院
に
は3
万
坪
の
敷
地
を
囲
む

よ
う
に
約8
5
0

本
の
松
が
あ
る。

高
さ

m
M
を
超
す
木
も
あ
り
、
松
の
遺
伝
子
を

残
す
た
め
次
世
代
の
育
苗
も
し
て
い
る

。

一
帯
の
松
林
は
、
初
代
筑
前
藩
主
の
黒

田
長
政
が
命
じ
現
在
の
新
宮
町
か
ら
古
賀

市
、
福
津
市
ま
で
玄
界
灘
沿
岸
に
植
樹
さ

せ
た
と
伝
わ
る。

防
風
防
潮
の
役
割
の
み

な
ら
ず
、
住
民
は
燃
料
と
し
て
松
葉
を
集

め
、
漁
師
は
海
上
か
ら
特
徴
の
あ
る
松
を

目
印
に
網
を
入
れ
た

。

大
正
時
代
、
筑
豊
の
炭
鉱
王
・
堀
三
太

郎
が
こ
の
地
に
別
荘
を
建
て
、
松
林
の
風

景
を
庭
園
や
散
歩
道
と
し
て
め
で
た
と
伝

わ
る
。

さ
ら
に
時
代
が
下
り
、
終
戦
直
後

に
な
る
と
別
荘
は
米
軍
に
接
収
さ
れ
進
駐

軍
将
校
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
松
林
と
純
和
風
の
建
築
物
は
保
た
れ

て
き
た

。

1
9
5
3

年
に
将
校
ク
ラ
ブ
が
解
散

。

日
(
昭
和
初
)
年
、
精
神
科
医
の
佐
々
木
勇

之
進
さ
ん(
1
9
2
5
1
2
0
0
6
)
が
、

こ
の
地
に
病
院
を
開
い
た

。

。
。

開
院
当
時
は
、
高
さ
羽Mに
も
な
ろ
う

か
と
い
う
大
松
が
あ
っ
た
と
い
う
。

漁
師

が
海
上
か
ら
戻
る
た
め
の
目
印
に
し
て
い

た
一
本
だ
っ
た
が
、
雷
に
打
た
れ
折
れ
て

し
ま
っ
た

。

「
こ
の
一
帯
の
主
の
よ
う
な

木
だ
っ
た
の
で
、
神
職
を
呼
ん
で
お
は
ら

い
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

精
神
医
療

す
」。

佐
々
木
さ
ん
の
妻
で
現
在
は
病
院

運
営
法
人
の
専
務
理
事
を
務
め
る
好
子
さ

ん
(
邸
)
は
こ
う
振
り
返
る

。

「
一
木
一
草
た
り
と
い
え
ど
も
こ
れ

こ
と
ご
と
く
治
療
の
道
具
で
あ
る
」
|

中
庭
に
立
つ
石
碑
に
は
、
佐
々
木
さ
ん

の
医
療
者
と
し
て
の
信
念
が
刻
ま
れ
て
い

る
。

閉
鎖
空
間
で
の
治
療
が
当
た
り
前
と

さ
れ
て
い
た
精
神
疾
患
。

だ
が
、
緑
あ
ふ

れ
る
敷
地
に
可
能
性
を
感
じ
て
、
医
療
者

が
常
に
患
者
を
見
守
る
形
で
開
放
療
法
に

挑
ん
だ。

堀
の
元
別
荘
の
座
敷
に
患
者
と

医
療
者
が
一
緒
に
住
み
、
早
寝
早
起
き
の

生
活
リ
ズ
ム
と
心
身
を
整
え
て
い
っ
た

。

松
林
に
抱
か
れ
た
広
々
と
し
た
庭
で
患

者
が
散
歩
を
楽
し
み
、
職
員
が
病
棟
か
ら

病
棟
へ
と
行
き
交
う

。

松
の
枝
に
異
常
が

あ
る
と
、
誰
か
が
す
ぐ
に
気
づ
い
て
く
れ

る
。

好
子
さ
ん
は
「
受
け
継
ぎ
、
守
っ
て

き
た
松
林
の
風
景
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

は
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
た

。

西
日

本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
日
日
(
土
)
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大
阪
市
、

救
急
医
療

前
年
比
1

万
件
増

「タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
呼
ぶ
」
な
ど
と
悪
評
の
高

い
大
阪
市
で
、
今
年
の
救
急
車
の
出
動
件
数
が
前
年
を

1

万
件

以
上
も
上
回
り
、
過
去
最
高
を
更
新
す
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と

が
忽
日
、
岡
市
消
防
局
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

記
録
的
な
酷

暑
に
地
震
、
台
風
な
ど
の
災
害
が
積
み
重
な
っ
た
た
め
と
み
ら

れ
、
7

月
に
は
、
一
時
的
な
が
ら
全
救
急
車
の
問
形
が
出
動
状

態
だ
っ
た
日
も。
市
消
防
局
は
「本
当
に
搬
送
が
必
要
な
人
を

速
や
か
に
運
ぶ
た
め」
と
救
急
車
の
適
正
利
用
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
(

木
ノ
下
め
ぐ
み)

7

月
の
猛
暑
目
的
ぬ
%
稼
働

市
消
防
局
に
よ
る
と
、
平
成

初
年
の
救
急
車
の
出
動
件
数

は
、
日
月
末
時
点
で
辺
万1
3

3
0

件
(速
報
値
)
。
前
年
同

時
期
に
比
べ
て
約1
万
3

千
件

も
上
回
っ
て
い
た。
年
間
で
過

去
最
高
だ
っ
た
昨
年
は
、1
年

間
で
幻
万9
0
1
3

件
の
出
動

だ
っ
た
が
、
更
新
は
確
実
。

さ

ら
に

「昨
年
ま
で
は
、
年
2々

千
件
程
度
の
増
加
だ
っ
た
が
、

大
幅
に
増
え
る」
(
市
消
防
局

救
急
課
)
見
通
し
だ。

「も
と
も
と
高
齢
者
の
増
加

に
と
も
な
い
、
年
々
、
救
急
要

請
や
搬
送
者
は
増
加
す
る
と
み

て
い
る
」
(
同
課
)
が
、
前
年

と
最
も
差
が
大
き
か
っ
た
今
年

7

月
は
、1
カ
月
だ
け
で3
5

0
0

件
も
増
え
て
い
た。
「
特

に
今
年
は
猛
暑
だ
っ
た
た
め
、

高
齢
者
を
中
心
に
、
救
急
車
を

呼
ん
だ
人
が
多
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
」
(
同
課
)

加
え
て
今
年
は
大
阪
北
部
地

震
(6
月
)
や
台
風
幻
号
(9

月
)
な
ど
、
規
模
の
大
き
な
災

害
が
た
び
た
び
大
阪
を
直
撃
し

た
こ
と
も
救
急
車
の
出
動
件
数

を
増
や
し
た
と
み
ら
れ
る
。

救
急
車
の
稼
働
が
、
最
も

H

危
機
的
H
な
状
況
と
な
っ
た

の
が
7

月
お
日
。

埼
玉
県
熊
谷

市
で
史
上
最
高
の
気
温4
・


度
を
記
録
し
た
日
で
、
大
阪
市

内
で
も
、
最
高
気
温
幻
・2
度

の
猛
暑
目
だ
っ
た。

熱
中
症
を
訴
え
る
救
急
要
請

が
相
次
ぎ
、
午
前
叩
時
半
ご
ろ

と
午
後4
時
ご
ろ
の
2

度
、
市

内
に
閃
台
あ
る
救
急
車
の
う
ち

日
台
(幻
・
7

w
m
)が
出
動
状

し ---， ~ らかもが ( た 態(万件)
こでは同なくな、救日 「 とお
の何し ) パ対い 「 急は半な 24
日とご o U 応ほこ課 二 数つ 23-1 ""'¥'""'C""'I"¥'" 

1 か 」 咽ふでどれ担ぷのた 22~ 正ω 三一 一一
日乗出誼うきのま量子て救 。 れ ~- ~一一1

581町長持続三; E 
J諸問29議 時ぬ 2KM 必おお d7 おおお
8 どへ 」 なにとろ 」 し ※大板市消防局調べ

大阪市の救急件数の推移
プL

泣万9013~•••• 

4
3

人
を
搬
送。
救
急
課
の
担

当
者
は
「常
に
救
急
要
請
の
傾

向
や
救
急
車
の
動
態
管
理
を
行

い
、
増
加
が
亮
込
ま
れ
る
場
合

は
現
場
か
ら
の
速
や
か
な
引
き

揚
げ
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
て

非
常
時
に
対
応
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す。

市
消
防
局
は
、1
1
9

番
す

る
前
に
、
市
民
か
ら
の
医
療
相

談
な
ど
を
受
け
付
け
る「救
急

安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」

(電
話
番
号#
7
1
1
9

)
の

利
用
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
て

お
り
、
救
急
課
は
「救
急
車

は
、
要
請
さ
れ
れ
ば
出
動
す

る
。
『
呼
ば
な
い
で
ほ
し
い』

と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る

人
を
速
や
か
に
搬
送
す
る
た
め

に
、
適
正
な
利
用
に
努
め
て
ほ

し
い
」
と
し
て
い
る。

産

経
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
泣
日
(
土
)

〔編集の都合上、写真を曹l愛しております) 86 
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前橋市が社会実験

救
急
車
か
ら
医
師
に
送
信

救
急
搬
送
す
る
患
者
の
救
命
率
ア
ッ
プ
に
向
け
、
前

橋
市
な
ど
は
次
世
代
移
動
通
信「5
G

」
を
活
用
し
た

動
画
や
画
像
の
共
有
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
験
を

2

月
に

実
施
す
る。

救
急
車
内
で
撮
影
し
た
患
者
の
動
画
や
検

査
結
果
を
病
院
や
ド
ク
タ
ー
カ
!
と
共
有
し
、
医
師
が

救
急
隊
員
に
指
示
し
た
り
、
受
け
入
れ
病
院
に
準
備
を

促
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

5
G

の
サ
ー
ビ
ス
は

来
年
に
も
本
格
的
に
始
ま
る
見
通
し
で
、
市
は
実
験
結

果
を
踏
ま
え
、
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討
す
る
方
針
だ

。

市
消
防
局
の
救
急
車
が
移
動

し
な
が
、
り
4
K

動
画
や
検
査
機

器
の
情
報
を
前
橋
赤
十
字
病
院

と
ド
ク
タ
ー
カ

l

に
送
信
す

る
。

5
G

基
地
局
や
端
末
はN

T
T
ド
コ
モ
か
ら
提
供
を
受
け

る
。市

に
よ
る
と
、
救
急
搬
送
中

に
撮
影
し
た
患
者
の
画
像
を
病

院
に
送
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現 在

の
4
G

で
は
高
精
細
画
像
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
す
る
の

は
難
し
い。

救
急
車
内
で
検
査

し
た
心
電
図
や
エ
コ
ー
な
ど
の

情
報
も
詳
細
を
読
み
取
れ
な
い

た
め
、
病
院
で
改
め
て
デ
l

タ

を
取
り
直
す
こ
と
が
多
い
と
い

、
っ。5

G

を
活
用
す
〆
れ
ば
、
移
動

中
の
救
急
車
か
ら
鮮
明
な
4
K

動
画
や
検
査
機
器
情
報
を
ま
と

め
て
病
院
や
ド
ク
タ
ー
カ
l

に

送
信
で
き
る
。
例
え
ば
指
の
切

断
面
の
高
精
細
画
像
を
共
有
す

れ
ば
、
医
師
が
救
急
隊
員
に
再

逮
石
の
た
め
の
適
切
な
処
置
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
、
病
院
は
必
要

な
準
備
に
取
り
か
か
れ
る

。

1
1
9

番
通
報
か
、
り
収
容
ま

で
の
救
急
搬
送
時
間
の
短
縮
に

は
限
界
が
あ
る
が
、
搬
送
中
の

時
間
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
患
者
が
適
切
な
処
置
を
受

け
る
ま
で
の
時
間
の
大
幅
な
短

縮
に
つ
な
が
り
、
救
命
率
向
上

が
期
待
で
き
る
と
い
う

。

患
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
緊
急
連
絡
先
や
既

往
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
か
か
り

つ
け
医
と
い
っ
た
情
報
を
引
き 出

し
、
共
有
す
る
仕
組
み
の
実

験
も
す
る。

前
橋
工
科
大
の
松

本
浩
樹
准
教
授
が
研
究
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
。

患

者
に
意
識
が
な
い
ケl
ス
で
も

適
切
な
処
置
を
施
せ
る
よ
う
に

な
る
と
期
待
さ
れ
る

。

市
は
「
高
速
・
大
容
量
、
低

遅
延
、
多J接
続
と
い
う5
G

の

特
長
を
生
か
し
、
救
命
率
の
向

上
に
つ
な
げ
た
い」
(
情
報
政

策
課
)
と
し
て
い
る。

上
毛
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
泊
目
(
土
)

救
急
医
療

自曽於支局・三宅太郎

先
月
3

日
、
弥
五
郎
ど
ん

祭
り
の
取
材
を
終
え
て
支
局

に
戻
っ
た
後
、
右
脇
腹
付
近

を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
痛

み
が
襲
っ
た
。
単
身
赴
任
で

家
族
は
鹿
児
島
市
。
1
1
9

番
ま
で
は
で
き
た
が
、
そ
の

後
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
も
ま
ま
:

な
ら
な
く
な
っ
た
。

仁

救
急
車
の
中
で
も
七
転
八
戸

倒
の
ザ
戸
レ
み
は
続
く
。
激
痛
に

に
耐
え
る
時
間
の
何
と
長
か
ト

っ
た
こ
と
か
。
搬
送
先
の
曽
芯

於
医
師
会
立
病
院
で
原
管
結
れ

石
の
診
断
を
受
け
、
鎮
痛
剤
討

を
処
方
し
て
も
ら
っ
て
ょ
う
はM

ゃ
く
落
ち
着
い
た
。
後
日
、μ
u

消
防
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
a
q

通
報
か
ら
病
院
到
着
ま
で
位

分
か
か
っ
て
い
た
。

だ
が
、
こ
れ
は
迅
速
な
部

類
に
入
る
ら
し
い
。
大
関
曽

於
地
区
消
防
組
合
に
よ
る

と
、
管
内
(
曽
於
市
、
志
布

士
帯
、
大
崎
町
)
の
平
均
時

聞
は
叩
分
。
全
国
や
県
の
平

均
と
比
べ
、m分
以
上
長
い
。

対
応
で
き
る
病
院
が
少
な

く
、
約
半
数
の
患
者
が
管
外

に
搬
送
さ
れ
て
い
る
た
め
だ

と
い
う
。

そ
の
曽
於
市
に
来
夏
、
救

急
診
療
所
が
開
院
す
る
。
昨

年
ロ
月
の
市
議
会
で
取
り
上

げ
ら
れ
、
五
位
塚
剛
市
長
は

「
市
民
に
と
っ
て
安
心
感
が

得
ら
れ
る
」
と
期
待
感
を
示

し
た
。
救
急
搬
送
を
経
験
し

た
今
、
答
弁
の
意
味
は
身
に

し
み
て
分
か
る
。

一
方
で
市
長
は
「
(緊
急
性

の
低
い
患
者
が
利
用
す
る)

コ
ン
ビ
ニ
受
診
が
増
え
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
も
述

べ
て
い
る
。
救
急
拠
点
は
人

の
命
を
救
う
場
所
だ
。
急
病

や
け
が
に
苦
し
む
人
が
1

分

で
も
早
く
た
ど
り
着
け
る
よ

う
二
人
一
人
が
心
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
9

日
(
日
)
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金山町

が
握 ん
喜 探
霊 知
職 ~

a 釜
註 業
聞 主~

47 
で

金
山
町
が2
0
1
7

年
度
か

ら
3

カ
年
計
画
で
実
施
し
て
い

る
、
「
が
ん
探
知
犬
」
を
用
い

た
が
ん
検
診
事
業
が
、
本
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
町
と
提
携
を
結
ぶ
千
葉
県

内
の
病
院
の
担
当
医
師
が
年
度

末
で
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
、

研
究
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
こ

と
が
理
由
。

検
査
は
訓
練
を
受
け
た
探
知

犬
が
、

人
の
が
ん
が
発
す
る
臭

い
を
検
体
(
尿
)
か
ら
か
キ
h
分

け
て
識
別
す
る
手
法
で
、
町
の

特
定
健
診
な
ど
を
受
け
る
ω

歳
以
上
の
住
民
の
う
ち
、
同
意

し
た
人
を
対
象
と
し
て
い
る
。

町
は
毎
年
約
1

千
万
円
の
予

算
を
組
み
、
日
本
医
科
大
千
葉

北
総
病
院
(
千
葉
県
印
西
市
)

と
単
年
度
契
約
を
結
ん
で
い

た
。全

国
的
に
も
珍
し
い
手
法
で

注
目
を
集
め
て
い
た
が
、
中
心

と
な
っ
て
い
た
同
病
院
の
医
師

が
来
年
3

月
末
で
退
職
す
る

と
、
研
究
を
型
』
継
ぐ
人
材
が

い
な
く
な
る
た
め
、
町
は
事
業

終
了
を
決
め
た
。
昨
年
度
は
9

2
1

検
体
中1
検
体
の
が
ん
を

確
定
。
本
年
度
は3
6
1

検
体

を
集
め
、
現
在、
検
査
中
。
こ

れ
ま
で
に2
検
体
の
がん
を
確

定
し
て
い
る
。

鈴
木
洋
町
長
は
山
形
新
聞
の

取
材
に
対
し
「3
年
間
は
続
け

た
か
っ
た
が
相
手
側
の
事
情
も

あ
り
、
残
念
だ
が
や
む
を
得
な

い
。
こ
れ
ま
で
に3
人
の
が
ん

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
成
果
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
」
と
話
し

た
。
町
は
年
度
明
け
に
も
町
民

向
け
報
告
会
を
開
く
予
定
。

(
日
野
稚
子
)

山
形
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
6

日

(
木
)

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
オl
ル

・

ウ
ェ
イ
(
石
川
県
野
々
市

市
)
が
昨
年
金
沢
市
に
開
設

し
た
「
金
沢
脳
梗
塞
リ
ハ
ビ

リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
脳

梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
後
遺

症
に
特
化
し
た
リ
ハ
ビ
リ
施

設
だ。
面
談
を
通
し
て
患
者

の
症
状
や
目
標
を
共
有
し
、

錨
灸
(
し
ん
き
ゅ
う
)
と
運

動
療
法
を
組
み
合
わ
せ
た
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
の
個
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定。
時
間
に
制
限

が
あ
る
保
険
治
療
で
は
十
分

医療・介護

e前線

な
成
果
が
出
な
か
っ
た
「
リ

ハ
ビ
リ
難
民
」
を
救
う
。

「
足
の
力
を
披
い
て
!

は
い
、
も
う
一度
!
」
理
学

療
法
士
の
言
葉
が
響
く
。

施

術
を
受
け
て
い
る
市
歳
の
男

性
は
補
助
を
受
け
な
が
ら
、

足
を
前
に
出
す
が
力
は
な
か

な
か
抜
け
な
い。
加
分
歩
行

の
練
習
を
繰
り
返
し
、
よ
う

や
く
足
か
ら
力
み
が
抜
け
て

き
た
。
「
先
生
の
『
ゆ
っ
た

り
大
き
く
』
と
い
う
言
葉
が

金沢脳梗塞リハビリステーション(金沢市)

予
防
医
療

良
か
っ
た
よ
」。
男
性
か
ら

笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。

男
性
は
今
年5
月
に
脳
梗

塞
に
な
り
、
左
半
身
に
ま
ひ

が
残
っ
た
。
当
時
は
床
か
ら

自
力
で
立
ち
上
が
る
こ
と
が

で
き
ず
、
腕
が
上
が
ら
な
い

た
め
ド
ラ
イ
ヤ
ー
が
か
け
ら

れ
な
い
な
ど
日
常
生
活
で
横

々
な
不
便
が
生
じ
て
い
た

。

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
は

満
室
で
、
奥
さ
ん
に
付
き
添

わ
れ
な
が
ら
片
道1
時
聞
か

け
て
金
沢
脳
梗
塞
リ
ハ
ビ
リ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
通
い
始
め

た
。
リ
ハ
ビ
リ
開
始
か
ら
1

カ
月
で
こ
た
つ
で
座
っ
て
食

事
が
で
き
、
真
っ
す
ぐ
に
足

が
出
る
よ
う
に
な
り
、
歩
け

る
距
離
が
増
え
る
ま
で
に
改

善
し
た
と
い
う
。

施
設
管
理
者
の
袴
田
裕
洋

氏
は
「個
人
の
目
標
に
治
っ

た
専
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

り
、
確
実
に
結
果
に
コ
ミ
ッ

ト
す
る
」
と
施
設
の
意
義
を

強
調
す
る。

脳
梗
塞
は
損
傷
し
た
脳
細

胞
の
場
所
に
よ
っ
て
一
人
ひ

と
り
症
状
が
異
な
る
。「仕

事
に
復
帰
し
た
い
」
「
自
然

に
歩
き
た
い
」
な
ど
、
患
者

の
目
標
を
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
聞

き
取
っ
た
う
え
で
、
「
脳
リ

ハ
式
活
脳
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

呼
ぶ
全
出
回
の
リ
ハ
ビ
リ
プ

〈施設慨要〉
i マ所在地金沢市増泉 4 の 4 の25
; マ篭話番号 076 ・ 294 ・ 0822
: マ設 立 20 1 7年
: マ定 員 1 回あたり 1 人、 1 白 8 人まで j
マ概 要脳梗塞の後遺症や個人の目標に

合わせたリハビリプログラムを i
提供

ラ
ン
を
提
案
す
る
。

鋪
灸
を
合
わ
せ
た
り
ハ
ピ

リ
は
1

回
2

時
間
1
2

時
間

半
で
そ
れ
を
週
に1、

2

回

お
こ
な
う
。
家
で
毎
日
行
う

リ
ハ
ビ
リ
の
メ
ニ
ュ
ー
も
策

定
し
、
家
族
向
け
に
リ
ハ
ビ

リ
の
補
助
指
導
も
行
う
。

日
常
生
活
の
変
化
な
ど
を

施
術
時
に
聞
き
取
っ
て
、
施

設
で
の
リ
ハ
ビ
リ
に
生
か

す
。

患
者
が
リ
ハ
ビ
リ
を
延

長
し
た
い
と
感
じ
れ
ば
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
直
し
て
期

聞
を
延
長
で
き
る
。

脳
梗
塞
の
後
遺
症
に
多
い

の
が
、
体
に
ま
ひ
が
残
る
部

分
を
硬
直
さ
せ
て
し
ま
う
症

状
だ
。

硬
直
に
よ
り
動
き
が

不
自
然
に
な
り
、
可
動
域
が

大
幅
に
下
が
る。
そ
の
た

達成を支援個別に回復目標
め
、
リ
ハ
ビ
リ
に
は
体
を
緩

め
る
た
め
の
鋪
灸
治
療
も
組

み
合
わ
せ
る。

鋪
灸
に
よ
る
刺
激
で
患
者

の
筋
肉
を
動
き
や
す
く
し
て

か
ら
、
運
動
療
法
に
入
る
こ

と
で
効
果
を
高
め
る
。

理
学

療
法
士
と
連
携
し
、
動
き
の

硬
さ
が
取
れ
な
け
れ
ば
、
運

動
療
法
中
に
錨
灸
を
行
う
場

合
も
あ
る。

完
全
予
約
制
で1
日
最
大

8

人
ま
で
受
け
付
け
て
お

り
、
費
用
は
全
凶
回
で
約
加

万
円。
同
サ
ー
ビ
ス
は
健
康

保
険
や
介
護
保
険
が
適
用
さ

れ
な
い
自
由診
療
で
、
患
者

が
費
用
を
全
額
負
担
す
る
こ

と
に
な
る。
脳
梗
塞
の
後
遺

症
に
苦
し
む
患
者
ら
の
「
保

険
の
範
囲
で
は
リ
ハ
ビ
リ
の

時
間
や
量
が
不
十
分
」
と
す

る
声
に
応
え
る

。

今
後
、
高
齢
化
の
進
行
に

よ
っ
て
脳
梗
塞
な
ど
の
患
者

は
増
加
す
る。
保
険
で
は
ケ

ア
し
き
れ
な
い
人
の
受
け
皿

と
し
て
事
業
を
展
開
す
る
。

(
金
沢
支
局
毛
芝
雄
己
)

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
8

年
ロ
月
6

日
(
木
)
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手
応
え
と
苦
悩
と

突
通
事
故
に
よ
る
脳
損
傷
で
最
重
度
の
障
害
を
負
っ
た
患
者
を

治
療
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
・
自
動
車

事
故
対
策
機
構

、

変
「
年1
月
、
藤
田
医
科
大
学
病
院
(
愛
知
県
豊

明
市
)
に
開
設
し
た
専
門
病
床
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
機
構
の

専
門
病
床
と
し
て
は
全
国
9

カ
所
目
だ
が
、
事
故
直
後
か
ら
串
著

を
受
け
入
れ
、
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
を
一
貫
し
て
行
う
初
の
施
設
。

た
だ
、
わ
ず
か5
床
の
た
め
早
く
も
満
床
と
な
り
、
新
規
患
者
の

受
け
入
れ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

【江
刺
正
嘉】

叩
月
中
旬
、
同
大
病
院
の
専

門
病
床
の
フ
ロ
ア。
中
学l
年

の
男
子
生
徒
(
ロ
)
が
理
学
療
法

土
を
支
え
に
立
つ
訓
練
を
し
て

い
た
。

生
徒
は6
月
下
旬
、
愛

知
県
内
で
自
転
車
に
乗
っ
て
い

て
乗
用
車
と
衝
突
、
意
識
不
明

の
重
体
に
な
っ
た
。

搬
送
先
の

救
急
病
院
の
紹
介
で7
月
上
旬

に
同
大
病
院
に
転
院。
集
中
治

療
室
(
I
C
U
)な
ど
で
治
療

を
受
け
、
同
下
旬
に
専
門
病
床

に
入
る
と
と
が
で
き
た
。

頭
部
以
外
に
負
傷
は
な
く
、 専

門
病
床
で
す
ぐ
に
リ
ハ
ビ
リ

を
始
め
た。
最
初
は
刺
激
に
反

応
し
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
時

折
目
を
開
け
た
り
、
眉
聞
に
し

わ
を
寄
せ
た
り
す
る
な
ど
表
情

に
変
化
も
出
て
き
た
。

専
門
病

床
の
責
任
者
で
脳
神
経
外
科
の

森
田
功
教
授
(
臼
)
は
「
寝
た
き

り
の
患
者
の
体
を
早
い
段
階
か

ら
起
こ
し
、
立
た
せ
る
訓
練
は

脳
を
刺
激
し
、
覚
醒
さ
せ
る
の

に
有
効
だ
」
と
、
早
期
の
リ
ハ

ビ
リ
の
必
要
性
を
強
調
す
る

。

機
構
の
専
門
病
床
は
自
動
車
早期治療、リハビリで回復

損
害
賠
償
責
任
(
自
賠
責
)
保
険

の
過
去
の
保
険
料
運
用
益
を
活

用
し
、
寝
た
是
り
で
意
思
疎
通

も
困
難
な「遷
延
性
意
識
障
害
」

と
呼
ば
れ
る
最
重
度
の
患
者
が

手
厚
い
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
を
最

長
3

年
間
受
け
ら
れ
る。
機
構

は
こ
れ
ま
で
「
療
護
セ
ン
タ
ー
」

(
切
ら
加
床)4カ
所
と
、
一
般

病
院
に
委
託
し
て
セ
ン
タ
ー
に

準
じ
た
治
療
を
行
う
「
委
託
病

床
」
(
ロs
m
床
)
4カ
所
を
運

営
。

計
8

施
設
に
入
院
し
た
患

者
の
お
物
が
遅
延
隻
恩
識
障
害

を
「
脱
却
」
し
た
と
さ
れ
る

。

機
構
に
よ
る
と
、
専
門
病
床

に
入
る
ま
で
の
期
間
が
短
い
ほ

ど
治
療
効
果
が
高
い
傾
向
が
あ

る
。

そ
の
た
め
、
同
大
病
院
の

専
門
病
床
は
早
期
受
け
入
れ
の

効
果
を
臨
床
的
に
実
証
し
よ
う

と
、
入
院
ま
で
の
期
間
を
短
縮

。

事
故
か
ら1
カ
月
以
内
に
受
け

わずか 5 床受け入れ困難
入
れ
て
治
療
を
し
た
後
、
併
設

の
専
門
病
床
で
リ
ハ
ビ
リ
ま
で

一
貫
し
て
行
う
。

患
者
が
複
数

の
病
院
で
治
療
を
受
砂
、
-
年

近
く
し
て
か
ら
専
門
病
床
に
入

る
従
来
の
流
れ
と
は
異
な
る
。

同
大
病
院
の
専
門
病
床
は
9

月
上
旬
で5
床
が
満
床
に
な
っ

た
。

入
院
し
た
時
期
が
早
か
っ

た
患
者3
人
は
「
脱
却」
レ
ベ

ル
で
は
な
い
も
の
の
、
簡
単
な

意
思
疎
通
が
で
き
る
ほ
ど
に
回

復
し
、
森
田
教
授
も
早
期
受
け

入
れ
に
手
応
え
を
感
じ
て
い

る
。

だ
が
、
機
構
の
予
算
上
の

制
約
で5
床
に
な
っ
た
た
め
、

既
に
満
床
を
理
由
に
入
院
を
断

っ
た
ケ1
ス
が
あ
り
、
新
規
患

者
の
希
望
に
応
え
る
と
と
が
で

き
な
い
の
が
苦
し
い
と
い
う
。

森
田
教
授
は
危
機
感
を
募
ち

せ
る。

「
入
院
を
断
り
続
り
た

ら
、
機
構
も
病
院
も
信
頼
を
失

う
。

国
は
突
通
事
故
に
よ
る
重

度
援
遺
障
害
の
深
刻
さ
と
、
専

門
病
床
の
社
会
的
意
義
を
考
慮

し
、
増
床
の
予
算
を
確
保
し
て

ほ
し
い
」

に
1
7
0
0

人
程
度
が
認

定
さ
れ
て
お
り
、
横
ば
い

傾
向
が
続
い
て
い
る
。

自
賠
責
保
険
の
運
用
益

を
活
用
す
る
機
構
は
来
年

1

月
、
病
床
を
絞
っ
た
「
小

規
模
委
託
病
床
」(5床
)

自
賠
責
の
返
還

今
年
度
幻
億
円

救
命
医
療
の
進
歩
で
、

突
通
事
故
死
者
は
減
っ
て

い
る
が
、
重
い
後
遺
症
を

抱
え
る
患
者
は
毎
年
新
た

の
第1
号
を
石
川
県
に
開

設
し
、
専
門
病
床
は
叩
カ

所
計
3
0
0

床
に
な
る。

し
か
し
、
専
門
病
床
の

運
営
な
ど
被
害
者
救
済
事

業
の
財
源
と
し
て
国
の
特

別
会
計
(
特
会
)
に
計
上
さ

れ
て
い
た
自
賠
責
保
険
料

の
運
用
益
約6
1
0
0

億

円
が
財
政
難
を
理
由
に
一

般
会
計
に
貸
し
出
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る。
交

通
事
故
被
害
者
団
体
な
ど

が
全
額
返
還
を
求
め
、
財 務

省
は
昨
年
末
、
国
土
交

通
省
と
覚
書
を
結
び
、
日

年
ぶ
り
に
返
還
を
再
開
。

2
0
1
8

年
度
に
約
お
億

円
を
特
会
に
戻
す
。

そ
れ
で
も
運
用
益
の
目

減
り
は
続
い
て
お
り
、
川
崎 年

度
末
に
は
約17
0
0

億
円
に
ま
で
減
少
す
る
見

通
し
だ。
被
害
者
は「専
門

病
院
の
運
営
な
ど
救
済
事

業
が
後
退
す
る」
と
し
て

凶
年
度
は
返
還
額
を
増
や

す
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

予
防
医
療
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記録「甲賀流」でハビ
行
動
範
囲
拡
大
に
効
果

高
齢
者
ら
に
運
動
羽
橿
を
身
に
付
け
て
も
ら
う

た
め
、
甲
賀
市
は
、
一
日
の
活
動
を
書
き
込
み
、

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
冊
子
「
甲
賀
流
忍
法
く

ら
し
の
リ
ハ
ビ
リ
ノl
ト
」
を
作
っ
た
。
市
内
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
病
院
な
ど

7

カ
所
で

配
っ
て
お
り
、
自
分
で
記
録
し
、
読
み
返
す
こ
と

が
運
動
し
よ
う
と
い
う
動
機
付
け
に
な
る
と
期
待

す
る
。

ノ
ー
ト
はA
5
判
犯
行
。
目

指
す
自
分
の
姿
や
目
標
を
記
入

す
る
欄
と
、1
年
間
分
の
月
単

位
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
掲
載
。
利

用
者
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
一
日

の
活
動
を
記
録
し
、O、

ム
、

×
で
自
己
評
価
し
た
上
で
、
月

ご
と
に
そ
の
数
を
集
計
す
る
。

市
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
冊

子
は
県
内
初
と
い
う
。

市
は
「
リ
ハ
ビ
リ
は
専
門
職

に
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
改
め
る
た
め
」
(
健
康

医
療
政
策
課
)
、20
1
4

年

に
作
成
に
着
手
。
日
年
か
ら
市 内

の
高
齢
者
健
康
教
室
や
リ
ハ

ビ
リ
施
設
で
計
初
人
に
使
っ
て

も
ら
い
、
行
動
範
囲
が
広
が
る

効
果
が
あ
っ
た
と
し
て
、
今
年

7

月
に
無
料
配
布
を
始
め
た
。

同
課
は
「
ノl
ト
に
記
入
す

る
こ
と
で
運
動
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い

た
。

高
齢
者
以
外
も
健
康
作
り

に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

(
門
田
俊
宏
)

都
(
滋
賀
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
初
日
(
日
)

-
ロ
小

使い心臓疾患解析A 
検査減、患者の負担軽く

済
生
会
熊
本
病
院
(熊

本
市
南
区)は
お
日
か
ら
、

心
臓
の
冠
動
脈
を
人
工
知

能
(A
I

)
を
使
っ
て
解

析
し
、
狭
心
症
や
心
筋
梗

塞
の
診
断
に
使
う診
療
を

始
め
た
。

ロ
月
に
健
康
保

険
が
適
用
さ
れ
、
圏
内
で

は
初
の
実
施
。

従
来
必
要

だ
っ
た
カ
テl
テ
ル
(細

い
管
)
や
放
射
性
物
質
を

使
っ
た
検
査
を
せ
ず
に診

断
で
き
る
患者
が
増
『
え
る

と
い
う
。

米
国
の
A
I

を
使
う

「F
F
R
C
T

」
と
呼
ば

れ
る
技
術。
狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
の
可
能
性
が
あ

る
、
比
較
的
状
態
が
安
定

し
た
患
者
が
対
象
と
な

る
。

冠
動
脈
の
C
T

(コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
断層
撮
影
装

置
)
で
撮
っ
た
血
管
の
画

像
を
米
国
に
送
信。
A
ー

が
最
短5
時
間
で
血
流
や

酸
素
の
量
を
解
析
し
、
治

療
が
必
要
か
ど
う
か
を
色

と
数
値
で
示
す。

従
来
はC
T

画
像
を
見

て
、
さ
ら
に
血
管
に
カ
テ

l

テ
ル
を
入
れ
る
再
検
査

な
ど
が
必
要
だ
っ
た。
同

病
院
も
参
加
し
た
治
験
で

は
、
カ
テ
l

テ
ル
検
査
の

6

割
が
不
要
と
判
断
さ
れ

た
と
い
う

。

検
査
に
よ
る
血
管
損
傷

の
お
そ
れ
も
な
く
、
一
部

の
患
者
に
必
要
だ
っ
た
検

査
入
院
も
不
要。
坂
本
知

浩
循
環
器
内
糾
部
長
は

「患
者
さ
ん
の
体
に
優
し

く
、
年
間3
0
0
1
5
0

0

件
の
検
査
が
不
要
に
な

る
可
能
性
が
あ
る」
と
話

し
て
い
る。(林

田
賢
一
郎)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
泊
日
(
土
)
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リ
，、

ビ
リ
効
果

富
士
フ
ィ
ル
ム
H
D

富
士
フ
ィ
ル
ム
ホi
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
(H
D
)は
脳
卒
中

に
よ
る
マ
ヒ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
高
め
る
薬
の

開
発
に
乗
り
出
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

l

病
治
療
薬
と
し
て
開

発
中
の
化
合
物
を
使
う
。

神
経
伝
達
を
活
性
化
す
る
働
き
が

あ
る
と
み
ら
れ
、
動
物
実
験
で
運
動
機
能
の
回
復
を
促
す
効

果
を
確
認
し
た
。
2
0
1
9

年
初
め
に
圏
内
で
臨
床
試
験
(
治

験
)
を
始
め
、
辺
年
ご
ろ
の
承
認
申
請
を
目
指
す
。

傘
下
の
富
士
フ
ィ
ル
ム
富

山
化
学
が
創
製
し
た「エ
ド

ネ
ル
ピ
ク
・

マ
レ
ア
ー
ト
」

を
リ
ハ
ビ
リ
向
け
に
開
発
す

る
。

脳
卒
中
は
血
管
が
詰
ま

る
こ
と
で
ブ
ド
ウ
糖
や
酸
素

が
届
か
ず
に
脳
細
胞
が
死
ぬ

「
脳
梗
塞
」
や、
血
管
が
破

れ
る
「
頭
蓋
内
出
血
」
が
あ

る
。
圏
内
で
年
間
却
万
人
ほ

ど
が
発
症
す
る
と
さ
れ
、
日

本
人
の
死
因
の1
割
弱
を
占

め
る
。
死
に
至
ら
な
く
て
も

手
足
に
マ
ヒ
が
生
じ
た
り
、 う

ま
く
話
せ
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
多
い。

脳
卒
中
の
治
療
は
発
症
直

後
i

お
よ
そ1
カ
月
以
内
の

「急
性
期
」
に
カ
テ
l

テ
ル
手

術
や
薬
物
治
療
を
施
し
た

後
、
運
動
機
能
を
回
復
さ
せ

る
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

す
る。

リ
ハ
ビ
リ
で
外
部
か

ら
刺
激
を与
え
る
と
、
脳
の

神
経
細
胞
で
神
経
伝
達
物
質

を
受
け
取
る
「A
M
P
A
受

容
体
」
が
増
加
。
脳
内
の
情
報

処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

アルツハイマー薬候補活用

神経伝達を活性化
共
同
研
究
で
実
施
し
た
動
物

実
験
で、
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
る

運
動
機
能
の
回
復
効
果
が
改

善
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

脳
の
一
部
を
損
傷
さ
せ
た

マ
ウ
ス
に
対
し
、
エ
ド
ネ
ル

ピ
ク
・

マ
レ
ア
ー
ト
を
投
与

し
な
が
ら
隙
聞
か
ら
前
脚
を

伸
ば
し
て
エ
サ
を
取
る
課
題

を
与
え
た
と
こ
ろ
、
損
傷
か

ら
約
印
日
で
損
傷
前
と
同
様

に
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

エ
ド
ネ
ル
ピ
ク・
マ
レ
ア
ー

ト
を
投
与
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を

し
な
か
っ
た
マ
ウ
ス
や
、
水

を
飲
ま
せ
た
マ
ウ
ス
で
は
効

果
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

細
か
い
動
作
を
評
価
す
る

た
め
、
人
間
の
よ
う
に
指
で

物
を
つ
ま
め
る
カ
ニ
ク
イ
ザ

ル
で
も
実
験
し
た
。

脳
出
血

後
に
エ
ド
ネ
ル
ピ
ク・
マ
レ

ア
ー
ト
を
投
与
し
、
指
1

本

程
度
が
入
る
隙
聞
が
あ
る
筒

か
ら
エ
サ
を
落
と
さ
ず
に
取

り
出
す
訓
練
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
約
お
日
で
出
血
前
水

準
に
回
復
し
た。

リ
ハ
ビ
リ
は
発
症
か
ら
時

聞
が
た
つ
と
効
果
が
得
に
く

く
な
る
。
治
験
は
急
性
期
後

の
「
回
復
期
」
の
患
者
を
対

象
と
す
る。
圏
内
で
良
好
な

結
果
が
得
ら
れ
れ
ば
海
外
展

開
も
検
討
す
る。

エ
ド
ネ
ル
ピ
ク
・
マ
レ
ア

ー
ト
は
「T
|
8

1
7
M
A
」

の
開
発
名
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

|
病
治
療薬
と
し
て
も
実
用

化
を
狙
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら

の
開
発
も
加
速
す
る
。

2
0

1
9

年
春
に
は
欧
州
で
ア
ル ツ

ハ
イ
マl
病
の
発
症
を
遅

ら
せ
る
薬
の
臨
床
試
験
(
治

験
)
を
始
め
る
。
原
因
た
ん

ぱ
く
質
「
タ
ウ
」
の
減
少
を

狙
い
、
幻
年
ご
ろ
の
承
認
申

請
を
目
指
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
病
は
原

因
物
質
が
脳
に
た
ま
っ
て
神

経
細
胞
が
死
ぬ
病
気
で
、
認

知
機
能
が
低
下
し
て
ア
ル
ツ

ハ
イ
マl
病
と
診
断
さ
れ
る

前
に
「
軽
度
認
知
障
害(
M

C
I
)
」
と
呼
ば
れ
る
段
階

が
あ
る
。
今
回
の
治
験
は
こ

の
患
者
を
対
象
に
す
る。
T

1

8
1
7
M
A
は
別
の
原
因

物
質
「ア
ミ
ロ
イ
ド
ベl
タ
」

を
減
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ

と
も
動
物
実
験
で
分
か
っ

た
。
脳
内
の
免
疫
細
胞
が
原

因
物
質
を
食
べ
て
い
る
と
み

リハビリで体外から刺激

神経伝達物質を受け取る rAMPA受容体J

を投薬で活性化

運動機能の回復を後押しする

傷ついた運動機能を補う(回復へ)

傷
つ
い
た
機
能
を
補
う
と
考

え
ら
れ
る。
た
だ
こ
れ
ま
で

リ
ハ
ビ
リ
効
果
を
高
め
る
薬

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た。

エ
ド
ネ
ル
ピ
ク
・
マ
レ
ア

ー
ト
は
A
M
P
A
受
容
体
の

活
性
化
を
促
す
働
き
が
あ
る

と
み
ら
れ
る。
横
浜
市
立
大

学
の
高
橋
琢
哉
教
授
らとの

脳内の情報処理がスムーズに

医
薬
品

医
薬
品
の
研
究
開
発
を
強
化
す
る

(
神
奈
川
県
開
成
町
の
先
進
研
究
所
) ら

れ
、
ヒ
ト
由
来
のip
s

細
胞
を
使
っ
た
実
験
で
も
同

様
の
効
果
が
み
ら
れ
た
。

T
1

8
1
7
M
A
は
ア
ル

ツ
ハ
イ
マl
病
治
療
薬
と
し

て
治
験
を
始
め
、
米
国
で
中

間
段
階
の
第2
相
治
験
ま
で

進
ん
だ
が
主
要
な
評
価
項
目

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

た

だ
タ
ウ
が
減
っ
た
こ
と
と
、

発
症
か
ら2
1
3

年
の
患
者

で
は
認
知
機
能
の
低
下
抑
制

を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
発
症

を
遅
ら
せ
る
の
に
有
効
と
判

断
し
た。

エ
ド
ネ
ル
ピ
ク・
マ
レ
ア

ー
ト
は
他
の
脳
神
経
が
関連

す
る
病気
に
も
効
果
を
も
た

ら
す
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
病
や

パ
l

キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
神
経

系
の
病
気
は
有
効
な
治
療
法

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
、
ア

ン
メ
ッ
ト
・

メ
デ
ィ
カ
ル
・

-
一l
ズ
(ま
だ
満
た
さ
れ
て

い
な
い
患
者
ニ
ー
ズ
)
が
高

い
領
域
だ。
富
士
フ
ィ
ル
ム

H
D

は
研
究
成
果
を
み
な
が

ら
他
の
疾
患
へ
の
適
用
も
検

討
し
て
い
く
。
(
秦
野
貫
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
刊
は
日
(
水
)
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医
薬
品

高
さ
が
う
か
が
え
る
。

従
来
の
治
療
薬
は
ウ
イ

ル
ス
が
細
胞
の
外
に
広
が

る
の
を
抑
え
る
が
、
ゾ
フ

ル
I

ザ
は
細
胞
内
で
ウ
イ

ル
ス
自
体
の
増
殖
を
抑
え

る
の
が
特
徴
だ。
そ
の
た

め
、
周
り
の
人
へ
の
感
染

を
よ
り
抑
'
え
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
。

「
ゾ
フ
ルl
ザ
の
使
用

は
も
っ
と
広
が
る
だ
ろ

う
」
。

ユ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
茶
の
水
(
墓
京
都
千
代

田
区
)
の
杉
原
桂
院
長

(
小
児
科
)
は
こ
う
話
す
。

仕
事
の
あ
る
人
は
、
服
用

が
1

回
で
済
む
薬
を
希
望

す
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多

インフルエンザ治疲薬が作用する仕組み

キ カ1
1 ん
1 治
佐 療
存 薬
選 全
効 臓
答 器

患ぎ刃
者 閥、

回初の錠剤、服用 1

イ
ン
フ
ル

新
薬
で
撃
退

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
本

格
的
な
流
行
期
を
迎
え
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
に
よ

る
と
、
お
日
ま
で
の1
週

間
の
患
者
数
は
全
国
で
推

計
出
万3
0
0
0

人
。

正

月
休
み
明
け
に
会
社
や
学

校
が
再
開
す
る
と
、
さ
ら

に
感
染
者
が
増
え
る
恐
れ

が
あ
る。
そ
ん
な
中
、
今

季
は
利
便
性
の
高
い
新
薬

「ゾ
フ
ルl
ザ
」
が
登
場

し
、
治
療
薬
の
選
摂
肢
が

広
が
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療

薬
は
主
に
4

種
類
あ
る

が
、
今
年3
月
に
発
売
さ

れ
た
ゾ
フ
ルl
ザ
は
初
の

錠
剤
で
、
服
用
は
わ
ず
か

1

因
。

製
造
元
の
塩
野
義

免
疫
の
働
き
を
利
用
す
る
M

S
D
(
墓
京
)
の
が
ん
治
療
薬

「
キ
イ
ト
ルl
ダ
」
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
は
、
細
闘
が
分
裂

データ蓄積が課題

製
薬
(
大
阪
市
)
に
よ
る

と
、
4
5
9

月
の
売
り
上

げ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬

の
邸
物
を
占
め
、
注
目
の

す
る
際
に
遺
伝
情
報
の
複
製
ミ

ス
が
起
き
て
が
ん
化
し
や
す
く

な
る
特
徴
を
持
ち
、
既
存
の
治

療
で
は
効
果
が
な
い
患
者
な -理E泊・・

名称 | 発売時期 1 服薬回数 ! 薬価

リレンザ 2000年 12月
1 日2回、

2942.0円
5日間

タミフJII 01 年 2月
1 日 2図、

2720.0円
5日間

イナピル 10年 10月 1 回のみ 4279.8円

ゾフルーザ 18年 3月 1 自のみ 4789.0円

増殖を抑える

ー・・眼目阿国圃

拡散を防ぐら
、
が
ん
が
で
き
た
臓
器
を
問

わ
ず
に
使
う
こ
と
を
認
め
た
。

従
来
は
胃
や
大
腸
な
ど
臓
器

ご
と
に
製
造
墜
窓
承
認
さ
れ

て
お
り
、

全
臓
器
を
一
度
に
対

象
に
す
る
の
は
初
。
患
者
の
遺

伝
的
特
徴
に
着
目
し
た
治
療
法

の
開
発
が
加
速
し
そ
う
だ
。

キ
イ
ト
ルl
ダ
は
、
今
年
の

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受

居
ん
じ
ょ
た

す
く

賞
し
た
本
庶
佑
・

京
都
大
特

別
教
授
の
発
見
を
基
に
し
た

「
オ
プ
ジl
ボ
」
と
同
様
に
、

免
疫
の
ブ
レ
ー
キ
を
外
し
て
が

ん
を
攻
撃
さ
せ
る
薬
。

国
内
で

は
昨
年
発
売
さ
れ
、
皮
膚
が
ん や

肺
が
ん
な
ど
に
使
わ
れ
て
き

た
。今

回
は、
遺
伝
情
報
の
複
製

ミ
ス
を
修
復
す
る
機
能
が
低
下

し
た
「
マ
イ
ク
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト

不
安
定
性
(
MS
I
)
」
が
高

い
頻
度
で
起
き
て
い
る
患
者
が

対
象
。
こ
う
し
た
異
常
は
大
腸

※製茶会社の資料老基に作成。薬代は患者の自己負担割
合によって異なる

い
と
い
う。
従
来
は
粉
末

を
吸
入
す
る
タ
イ
プ
も
あ

る
が
、
「
ゾ
フ
ルl
ザ
は

錠
剤
な
の
で
服
用
し
や
す

く
、
体
内
に
取
り
込
む
確

実
性
も
高
い
」
と
話
す
。

対
象
は
体
重m
J
以
上
だ

が
、
錠
剤
を
飲
め
な
い
子

ど
も
な
ど
は
処
方
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る
。

ゾ
フ
ルl
ザ
に
タ
ミ
フ

ル
と
間
程
度
の
治
療
効
果

が
あ
る
こ
と
は
、
成
人
を

対
象
と
し
た
国
際
共
同
試

験
で
示
さ
れ
て
い
る。
た

だ
、
発
売
か
ら
日
が
浅
く

デ
l

タ
が
少
な
い。
そ
の

た
め
、
日
本
小
児
科
学
会

は
今
シ
ー
ズ
ン
の
治
療
指

針
で
推
奨
し
て
い
な
い
。

薬
が
効
き
に
く
い
耐
性

ウ
イ
ル
ス
を
懸
念
す
る
専

門
家
も
い
る
。
国
際
共
同

試
験
で
は
、
ブ
フ
ル
1

ザ

を
投
与
し
た
成
人
の
9

・

7

傷
、
小
児
の
お・
3

必

で
耐
性
ウ
イ
ル
ス
が
確
認

さ
れ
、
い
ず
れ
も
タ
ミ
フ

ル
よ
り
高
か
っ
た
。
耐
性

ウ
イ
ル
ス
で
は
発
熱
な
ど

の
症
状
が
消
え
る
ま
で
の

時
聞
が
長
か
っ
た
。

け
い
ゅ
う
病
院
(
横
浜

市
)
の
菅
谷
憲
夫
感
染
制

御
セ
ン
タ
ー
長
は
「
重
症

の
患
者
な
ど
、
状
態
が
悪

い
人
に
使
っ
た
場
合
の
影

響
が
心
聞
だ
」
と
話
す
。

塩
野
義
製
薬
は「有
効

性
と
安
全
性
の
デ
l

タ
を

蓄
積
し
、
適
正
使
用
を
推

進
し
た
い
」
と
し
て
い
る

。

【五
昧
香
織
、
高
野
聡】

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0

1
8

年
ロ
月
幻
自
(
月
)

が
ん
、

胃
が
ん
、子
宮
頚
が
ん、

前
立
腺
が
ん
な
ど
で
患
者
の
5

1

叩
%
に
見
つ
か
る
と
い
う
。

た
だ
し
血
液
がん
は
対
象
外
と

さ
れ
た。

〈共
同
通
信
〉

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
吃
月
呂
田
(
火
)
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別疾患薬で治験ALS 
l
p
S
使
い
効
果
確
認

i
p
S

細
胞
(人
工
多
能
性
幹
細
胞)
を
使
っ
て
、
全
身
の
筋
肉

が
衰
え
る
難
病
「
筋
吾
織
性
側
索
硬
化
症

」

(A
L
S
)
圏
の
治

療
効
果
が
期
待
で
き
る
薬
を
見
つ
け
、
A
L
S
患
者
に
投
与
す
る
臨

床
試
験
(治
験
)
を
、
慶
応
大
の
研
究
チl
ム
が
始
め
る。
A
L
S

患
者
か
ら
作
っ
たi
p
S

細
胞
に
他
の
疾
患
用
の
既
存
薬
を
加
え
る

実
験
で
、
効
果
が
確
認
さ
れ
た
パl
キ
ン
ソ
ン
病
の
薬
が
投
与
さ
れ

る
。

既
存
薬
を
使
う
た
め
、
迅
速
な
治
療
が
期
待
で
き
る
と
い
う

。

慶応大チーム

治
験
の
対
象
は
、A
L
S
発

症
か
ら
5

年
以
内
の
m
i
m
歳

の
別
人。
研
究
チl
ム
は
3

日

か
ら
患
者
を
募
り
、
約1
年
半

の
問
、
安
全
性
や
効
果
な
ど
を

確
認
す
る。

A
L
S
は
、
体
を
動
か
す
た

ヨ
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
(A
L

E
S

)

身
体
を
動
か
す
た
め
の

神
経
が
徐
々
に
壊
れ
、
全
身
の
筋
肉

が
萎
縮
す
る
難
病。
病
気
が
進
行
す

る
と
、
呼
吸
も
難
し
く
な
る。
根
本

的
な
治
療
法
は
ま
だ
な
い。
厚
生
労

働
省
に
よ
る
と
、
圏
内
の
患
者
数
は

2
0
1
7

年
度
末
で9
6
3
6

人
。

め
の
神
経
が
壊
れ
て
い
く
病
気

で
、
主
に
病
気
の
進
行
を
遅
ら

せ
る
薬
に
よ
る
治
療
が
行
わ
れ

る
が
、
薬
の
選
訳
肢
は
少
な
い
。

慶
応
大
の
岡
野
栄
之
教
授

(生
理
学
)
ら
は
、
血
縁
者
に

患
者
が
い
る
「家
族
性
」
のA

L
S

患
者
3

人
の
血
液
か
ら
・
I

P
S

細
胞
を
作
り
、
神
経
細
胞

に
変
化
さ
せ
て
病
態
を
再
現。

1
2
3
2

種
類
の
既
存
薬
と
反

応
さ
せ
て
効
果
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果
、
全
員
の
細
胞
で
、

パ
l

キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
薬
と

し
て
知
ら
れ
る
錠
剤「
ロ
ピ
ニ

ロ
l

ル
塩
酸
塩
」
に
神
経
細
胞

の
死
滅
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た。
家
族
性

以
外
の
A
L
S
患
者
幻
人
の
細

胞
を
使
っ
た
実
験
で
も
、
約
7

割
の
時
人
で
効
果
が
確
認
で
き

た
岡
野
教
授
は
「
細
胞
段
階
で

は
、
既
存
のA
L
S
治
療
薬
の

2
5
3

倍
の
効
果
が
あ
っ
た」

と
話
す。
A
L
S
患
者
ら
で
つ

く
る
日
本
A
L
S
協
会
の
嶋
守

医
薬
品

思
君会
長
(日
)は
「
治
験
が
う

ま
く
い
き
、
症
状
の
進
行
が
抑

え
ら
れ
て
身
体
機
能
が
少
し
で

臨
床
応
用
迅
速
に

司
ト
a
i
p
S

細
胞
を
使
っ
て

田
区

治
療
薬
を
探
し
た
り
作

っ

た
り
す
る
手
法
は
、
「i
p

S

創
薬
」
と
呼
ば
れ
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。

患
者
の
細
胞
か
ら

作
っ
た
i
p
S

細
胞
を
使
い
、

病
気
の
原
因
と
な
る
細
胞
を
再

現
す
れ
ば
、
動
物
実
験
よ
り
人

へ
の
効
果
が
予
測
し
や
す
い
。

さ
ら
に
今
回
の
治
験
の
よ
う
に

既
存
薬
か
ら
候
補
を
選
べ
ば
、

迅
速
に
臨
床
応
用
に
つ
な
げ
ら

れ
る
か
ら
だ。
動
物
実
験
で
安

全
性
を
確
認
す
る
作
業
が
省
け

る
場
合
も
あ
る。
慶
応
大
の
研

究
チ
l

ム
は
、
細
胞
レ
ベ
ル
で

薬
効
を
確
認
し
た
論
文
の
発
表

か
ら
3

か
月
余
で
治
験
開
始
に

こ
ぎ
着
け
た。

同
様
の
手
法
で
は
、
筋
肉
が

骨
に
変
わ
る
難
病
「進
行
性
骨

化
性
線
維
異
形
成
症
(F
O

P
)
」
、
難
聴
や
め
ま
い
な
ど

を
起
こ
す
遺
伝
性
疾
患「ぺ
ン

も
残
る
こ
と
に
期
待
し
た
い」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る。

ド
レ
ッ
ド
症
候
群
」
で
も
、
効

果
が
期
待
で
き
る
薬
が
見
つ
か

り
、
治
験
が
始
ま
っ
て
い
る
。

細
胞
レ
ベ
ル
で
効
果
が
確
か
め

ら
れ
た
薬
が
、
実
際
に
治
療
薬

と
し
て
使
え
る
か
ど
う
か
は
未

知
数
だ
が
、
名
古
屋
大
の
祖
父

江
元
(げ
ん
)
特
任
教
授
(神

経
内
科
学
)
は
「i
p
S

創
薬

は
難
病
治
療
に
大
き
な
可
能
性

を
ひ
ら
く
」
と
話
す。

既
存
薬
と
は
い
え
、
新
た
な

薬
効
が
確
認
さ
れ
た
薬
が
承
認

さ
れ
る
に
は
、
時
間
を
か
け
て

効
果
を
厳
密
に
調
べ
る
必
要
が

あ
る
た
め
製
薬
企
業
の
協
力
が

欠
か
せ
な
い。

日
本
が
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
・1
P
S
創
薬
を
軌

道
に
乗
せ
る
た
め
、
多
額
の
資

金
が
か
か
る
治
験
に
企
業
の
協

力
を
促
す
体
制
作
り
を
急
ぐ
べ

き
だ
。
(科
学
部
石
川
千
佳
)

吾士

ii7i! 

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
3

日
(
月
)
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医
薬
品

大
分
医
科
大
(
当
時
)
は1

9
8
0

年
代
に
日
本
で
初
め
て

臨
床
薬
理
学
講
座
を
開
設
し

た
。

2
0
0
8

年
に
は
早
期
段

階
(
フ
ェ
ー
ズ1
)
の
臨
床
試

験
が
で
き
る
設
備
を
備
え
た
総

合
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
製
薬
会
社
の
依
頼
に
基
づ

く
創
薬
支
援
の
研
究
開
発
を

続
け
て
き
た。
口
年
4

月
に
外

Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019

大
分
大
学
医
学
部
は
医
薬
品
開
発
の
機
能
を
集
積
す
る
「
ク
ラ

ス
タ
l

構
想
」
を
推
進
し
て
い
る
。
人
に
投
与
し
て
効
果
を
見
る
早

期
段
階
の
臨
床
試
験
分
野
で
は
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
知
ら
れ
て
お

り
、
臨
床
試
験
の
前
教
と
な
る
新
薬
の
化
合
物
探
索
の
部
署
を
新
た

に
設
け
た。
地
方
で
も
最
先
端
の
研
究
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
特
色
を
出
し
、
創
薬
に
強
い
人
材
の
育
成
を
図
る

。

部
か
ら
専
門
の
人
材
を
招
き
、

病
気
の
原
因
物
質
に
作
用
す

る
右
効
物
質
を
探
索
す
る
た
め

の
研
究
室
を
学
内
に
開
設
し

た
。四

年
度
に
は
臨
床
試
験
ま
で

の
前
段
過
程
を
統
括
す
る
「
ド

肝
炎
な
ど
の

新
薬
開
発
ヘ

田の特許活用

大
分
大
学
医
学
部
が
関
わ
る
創

薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
第
3

弾
の

「A
R
T
h
a
m
T
h
e
r
a

p
e
u

t

i
c
s
(
ア
l

サ
ム
セ

ラ
ピ
ュ
l

テ
ィ
ク
ス
)
」H
本
社

・

横
浜
市H
が
、

製
薬
大
手
・

武

田
薬
品
工
業
の
協
力
を
得
て
新
薬

の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
ラ
イ
セ

ア
l

サ
ム
社
に
よ
る
と
、
医
薬

品
開
発
の
優
先
順
位
見
直
し
に
伴

い
、
武
田
薬
品
が
中
断
し
た
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す
る
特
許

の
提
供
を
受
け
た。
大
分
大
と
共

同
で
新
薬
開
発
を
進
め
る。
上
村

教
授
は
「
大
手
製
薬
会
社
が
開
発

成
果
を
大
学
の
研
究
に
提
供
す
る

こ
と
は
世
界
で
も
珍
し
い
」
と
説

チャー

ラ
ッ
グ
デ
イ
ス
カ
パ
リ
!
セ
ン

タ
ー
」
を
新
設
す
る
予
定
。
大

学
で
医
薬
品
開
発
の
初
期
段
階

か
ら
臨
床
試
験
ま
で
を
で
き
る

体
制
を
整
え
る
。

構
想
で
は
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
と
も
連
携
を
深
め
る。
口

i
m
年
の
1

年
間
で
大
分
大
医

学
部
が
関
わ
る
創
薬
ベ
ン
チ
ャ

ー
と
し
て
、
「
大
分
大
学
先
端

病
、
血
管
奇
形
な
ど
大
手
製
薬

会
社
が
着
手
し
に
く
い
治
療
薬

開
発
に
も
大
分
大
と
共
同
で
取

り
組
む。

構
想
の
推
進
を
担
雪
す
る
大

分
大
医
学
部
の
上
村
尚
人
教
授

(
臨
床
薬
理
学
)
は
「
大
分
大

学
発
で
さ
ま
ざ
ま
な
創
薬
開
発

を
目
指
す
と
と
も
に
、
新
薬
を

生
み
出
せ
る
人
材
を
育
て
た

最
先
端
の
研
究
環
境

医
学
研
究
所
」
「
エ
ポ
メ
ッ
ド
」

「
アl
サ
ム
セ
ラ
ピ
ュl
テ
ィ

ク
ス
」
の
3

社
が
誕
生
し
た
。

投
資
会
社
な
ど
民
聞
か
ら
調
達

し
た
賞
金
を
中
心
に
国
の
助
成

金
も
活
用。
醇
臓
が
ん
の
他
、

比
較
的
、
症
例
の
少
な
い
狂
犬

い
」
と
話
し
て
い
る。

(
渡
辺
大
祐
)

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
8

年
ロ
月
四
日

(
水
)

「け
|
」

ア
l

サ
ム
社
に
は
投
資
会

一J
ニ
-一
社
み
や
こ
キ
ャ
ピ
タ
ル(京

「
L
C

都
府
)を
筆
頭
に
武
田
薬
品
、

大
分
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
5

社

が
総
額6
億
5

千
万
円
を
出
資。
大
分
大

医
学
部
発
の
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
他

に
「大
分
大
学
先
端
医
学
研
究
所
」
「
エ
ポ

メ
ッ
ド

」
(い
ず
れ
も
大
分
市)が
あ
る。

治

療
薬
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

駆
的
に
臨
床
薬
理
学
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
関
連
設
備
な
ど
創
薬
支

援
の
素
地
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
共
同
研
究
に
至
っ
た。
長
袋
C

O
O
と
上
村
教
授
が
米
国
の
大
手

製
薬
会
社
で
一
緒
に
働
き
旧
知
の

間
柄
だ
っ
た
こ
と
も
あ
れY話
が
進

ん
だ
。

ア
l

サ
ム
社
は
臨
床
試
験
で
効
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ン
ス
(
持
許
)
の
一
部
の
提
供
を

受
け
、
肝
炎
な
ど
の
新
薬
作
り
に

応
用
す
る
。

来
年
1

月
か
ら
は
大

分
大
で
、
人
に
投
与
し
て
効
果
を

み
る
早
期
段
階
の
臨
床
試
験
を
始

め
る
。

ア
l

サ
ム
社
は
今
年7
月
に
設

立
。
武
田
薬
品
に
い
た
長
袋
洋
氏

が
代
表
取
締
役
目
雲
間
執
行
責
任
者

(
C
O
O
)、
大
分
大
医
学
部
の

上
村
尚
人
教
授
(
臨
床
薬
理
学
)

が
チ
l

フ
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る。

国
が
新
設
し
た「地
方
大
学・
地

域
産
業
創
生
交
付
金
」
の
配
分
先
に

選
ば
れ
た
富
山
の
医
薬
品
振
興
の
取

り
組
み
が
動
き
出
す

。

受
け
皿
と
な
る
の
は
、
産
学
官
の

連
携
に
よ
る「く
す
り
の
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ーT
O
Y
A
M
A」
創
造
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
(共
同
事
業
体)だ

。

創
薬
研
究
な
ど
の
分
野
で
成
果
を

上
げ
て
薬
都
の
存
在
感
を
高
め
、
一

層
の
振
興
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い

。

共
同
事
業
体
に
は
県
と
富
山
大
、

県
立
大
、
県
薬
業
連
合
会
、
県
商
工

会
議
所
連
合
会
な
ど
が
参
加
す
る

。

今
年6
月
に
発
足
し
た

。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
に
よ
る
と
、

2

0
2
7

年
度
に
県
内
の
医
薬
品
生
産

額
1

兆
円
の
達
成
を
目
標
に
す
る

。

バ
イ
オ
医
薬
品
や
製
剤
な
ど
を
重

点
分
野
と
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
人
材
招
鴨
や
県
内
研
究
者
の
海

明
す
る
。

ラ
イ
セ
ン
ス
の
一
つ
は
、
も
と

も
と
糖
原
病
の
治
療
に
関
連
し
て

い
る
。

ア
l

サ
ム
社
は
非
ア
ル
コ

ー
ル
性
指
肪
性
肝
炎
の
新
薬
に
活

用
。

臨
床
試
験
を
大
分
大
で
始
め

る
。
他
に
も
、
が
ん
治
療
に
効
果

が
あ
る
物
質
を
血
管
奇
形
の
新
薬

に
生
か
す
計
画
が
あ
る。
日
本
医

療
研
究
開
発
機
構
か
ら3
カ
年
度

で
最
大1
億
5

千
万
円
の
補
助
金

を
受
け
、
血
管
奇
形
の
新
薬
開
発

を
進
め
る
。

大
分
大
医
学
部
は
全
国
で
も
先

外
派
遣
に
力
を
入
れ
る

。

雇
用
面
の
目
標
も
掲
げ
る

。

医
薬

品
産
業
の
雇
用
者
は
現
在
か
ら

4

千

人
増
や
し
、
-
万
4
5
0
0

人
を
目

指
す。

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

け
る
首
都
圏
の
学
生
の
県
内
就
職
を

促
す。

富
山
大
は「メ
デ
ィ
カ
ル
デ
ザ
イ

富山産学官事業体

「アーサム社」
来月から臨床

業
体
が
負
担
す
る

。

県
は
来
年1
月
に
検
討
委
員
会
を

開
い
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
3

月
ご
ろ
に
予
定
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
県
民
に
周
知
を
図
る

。

こ
う
し
た
目
標
の
実
現
に
は
、
プ

ラ
ン
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、
具
体

的
な
肉
付
け
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

武
果
を
確
認
で
き
れ
ば
、
よ
り
大
規

模
な
試
験
を
担
え
る
大
手
製
薬
会

社
に
成
果
を
売
却
す
る。
今
後
は

他
の
研
究
機
関
な
ど
と
も
連
携

し
、
2
0
2
0

年
度
こ
ろ
の
黒
字

化
、
お
年
度
ご
ろ
の
株
式
上
場
を

目
指
す
。

北
野
正
剛
大
分
大
学
長

は
「
創
薬
の
プ
ロ
を
育
む
場
と
し

て
ア
l

サ
ム
社
と
の
共
同
研
究
は

大
き
な
意
昧
を
持
つ
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

(
渡
辺
大
祐
)

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
8

年
ロ
月
四
日
(
木
)

し
た。

だ
が
生
産
額
自
体
は
、
国
の
医
療

費
抑
制
策
に
よ
る
薬
価
引
き
下
げ
の

影
響
で6
年
ぶ
り
に
減
少
し
た
。

人
口
減
少
も
あ
り
、
今
後
も
市
場

の
縮
小
は
避
け
ら
れ
な
い

。

競
争
力
の
強
化
に
は
、
取
り
組
む

分
野
の
「選
択
と
集
中」を
加
速
す

薬
都
の
存
在
感
高
め
た
い

ン
セ
ン
タ
ー」
(仮
称)
の
設
置
、

県
立
大
は
幻
年
度
に
大
学
院
に
「生

物
・
医
薬
品
工
学
専
攻
」
(同
)
の

創
設
な
ど
を
通
し
て
研
究
、
教
育
環

境
の
充
実
を
図
る

。

県
に
よ
る
と
、
交
付
金
は
5

年
間

で
上
限
お
億
円
を
見
込
む

。

期
間
は

凶
年
程
度
で
、
前
半
の
5

年
間
は
国

が
費
用
を
補
助
し
、
後
半
は
共
同
事

が
重
要
に
な
る

。

産
学
官
が
十
分
に

相
乗
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
幅

広
い
研
究
者
、
技
術
者
ら
の
意
見
を

聴
き
、
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

。

県
内
の
四
年
の
医
薬
品
生
産
額
は

6
2
1
8

億
4
5
0
0

万
円
で
、2

年
続
け
て
全
国
1

位
と
な
っ
た
。

吋
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品(後
発
薬)
生

産
や
大
手
か
ら
の
受
託
製
造
が
寄
与

医
薬
品

る
こ
と
が
課
題
と
な
ろ
う

。

県
内
で
は
、
医
薬
品
の
審
査
や
安

全
対
策
な
ど
を
担
う
独
立
行
政
法
人

.

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
が
、

県
庁
内
に
北
陸
支
部
を
開
設

。

バ
イ

オ
医
薬
品
研
究
の
拠
点
と
な
る
県
創

薬
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
は
今
年
5

月
、
射
水
市
の
県
薬
事
総
合
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
の
隣
に
開
所
し
た

。

「と
や
ま
未
来
創
生
産
学
官
連
携

推
進
会
議」
の
特
別
顧
問
に
、
今
年

の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞

し
た
本
庶
佑
京
都
大
特
別
教
授
が
就

く
な
ど
、
県
内
の
医
薬
品
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る

。

県
内
の
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
は
、
生

き
残
り
を
懸
け
て
新
薬
や
バ
イ
オ
医

薬
品
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

市
場
拡
大
へ
海
外
展
開
や
企
業
の
合

併
・
買
収(M
&
A)
な
ど
も
視
野

に
入
れ
る

。

こ
う
し
た
成
長
戦
略
を
描
く
各
メ

ー
カ
ー
に
産
学
官
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

が
重
要
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

関
係
者
は
議
論
を
深
め
て
ほ
し
い

。

北
日

本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
沼
田
(
日
)

95 



Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019

19年度予算案

医
療
行
政

消
費
増
税
に
ら
み
充
実
策
も

総
報
酬
割
り
を
拡
大

主士

官畏
医章
董竃
1200 
官属a

I 'J 
iQJ 
需咽

政
府
が
幻
日
閣
議
決
定
し
た
2
0
1
9

年
度
予
算

案
は
、
例
年
通
り
社
会
保
障
費
の
抑
制
が
最
大
の
焦

点
だ
っ
た
。
一
方
で
、
来
年
目
月
の
消
費
税
率
叩
必

へ
の
引
き
上
げ
を
踏
ま
え
た
社
会
保
障
の
充
実
策
も

盛
り
込
ま
れ
た
。
暮
ら
し
に
関
わ
る
部
分
を
中
心
に

予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

m
s
m
年
度
は
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
費

の
伸
び
(
自
然
増
)
を
各

年
度
で5
0
0
0

億
円
と

す
る
目
安
が
あ
っ
た
が
、

四
年
度
に
関
し
て
は
、
乙

う
し
た
数
値
に
よ
る
「
基

準
」
が
な
か
っ
た
。
量
終

的
に
8

月
の
概
算
要
求
段

階
の
6
0
0
0

億
円
か
ら

約
1
2
0
0

億
円
を
圧

縮
。
自
然
増
を47
6
8

億
円
と
し
た
。

主
な
削
減
は
、
所
得
の

高
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン(
ω

3

悦
歳
)
の
介
護
保
険
料

が
高
く
な
る
「
総
報
酬
割

り
」
の
拡
大
で
約61
0

億
円
マ
来
年
叩
月
改
定
の

薬
価
引
き
下
げ
で
約
5
0

0

億
円
マ
生
活
保
護
費
の

生
活
扶
助
(
食
費
な
ど
生

活
費
相
当
分
)
削
減
で
初

億
円ー
ー

な
ど
だ
。

m
s
m
年
度
に
は1
3

0
0

億
5
1
7
0
0

億
円

圧
縮
し
た
こ
と
に
比
べ
、

今
回
の
削
減
幅
は12
0

0

億
円
と
小
さ
い
。
百
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
の
伸

1200償
抑;Þ1rl .J"""'-_ 

""-1 
側億 11議

ル
』

び由甲
J
'm

 

霞
イ
保
の
会
制
社
抑

び
帽
が
一
時
的
に
鈍
り
、

自
然
増
自
体
が
例
年
よ
り

小
さ
か
っ
た
と
と
に
加

え
、
来
年
夏
の
参
院
選

を
控
え
て
国
民
負
担
に
つ

な
が
る
制
度
の
見
直
し
に

踏
み
込
ま
な
か
っ
た
こ
と

19年度

96 

18年度17年度2016年度

円


億
一E

'
 

が
大
き
く
影
響
し
た
。
厚

生
労
働
省
幹
部
は
「
既
に

決
ま
っ
て
い
る
総
報
酬
割

り
拡
大
な
ど
過
去
の
『
貯

金
を
使
っ
た
結
果
だ
」

と
解
説
す
る
。

【阿
部
亮
介】

診
療
報
酬

M
%引
き
上
げ

医
療
機
関
や
介
護
施
設

な
ど
の
仕
入
れ
に
は
消
費

税
が
か
か
る
が
、
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
は
非
課
税
な

の
で
患
者
や
利
用
者
か
ら

消
費
税
を
取
れ
な
い
。
来

年
叩
月
の
消
費
税
率
叩
物

へ
の
引
き
上
げ
に
向
け
、

医
療
機
関
な
ぱ
の
「
持
ち

出
し
」
の
補
填
の
方
法
も

予
算
編
成
の
焦
点
の
一
つ

だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
消
費
増
税

時
に
は
報
酬
を
引
き
上
げ

る
と
別
万
円
以
下
の
約
3

8
0

万
人
は
全
員
が
収
入

増
と
な
る
。
年
金
収
入
剖

万
円
の
単
身
世
帯
の
場

合
、
介
護
保
険
料
が
8
8

0

円
下
が
り
、
支
援
金
3

9
4
0

円
が
支
給
さ
れ
、

負
担
増
と
な
る7
5
0

円

を
差
し
引
い
て
も
月40

7
0

円
の
プ
ラ
ス
と
な

る
。
百
万
円
で
は51
3

0

円
の
収
入
増
だ
。



~ki Sokuhou 

療と安全管理総集版 2019年 3号

健康づくり重点新工程表

て
対
応
し
て
き
た
。
今
回

は
診
療
報
酬
を0
・
引
物

(
国
賀2
0
0

億
円
程
度
)

引
き
上
げ
た。
こ
れ
に
よ

り
初
診
料
や
再
診
料
が
数

円
か
ら
数
十
円
増
え
る
見

込
み
だ
。
介
護
報
酬
は0

・

印
私W
(同
日
億
円
程

億
円
)
も
創
設
し
た。
…

の
人
は
後
期
医
療
の
月
額

日
本
医
師
会
の
横
倉
義…
保
険
料
(
全
国
平
均
)
が

武
会
長
は
同
日
の
記
者
会…
本
来
よ
り7
5
0

円
、
初

見
で
「
現
時
点
で
医
療
に
…
万
円
超

r
3
1
6
8

万
円
の

か
か
る
消
費
税
問
題
は
解
…
人
は
5
6
0

円
低
い
。

決
し
た
」
と
評
価
し
た。…

財
務
省
の
試
算
に
よ
る

【阿
部
亮
介】

…
と
、
支
援
金
な
ど
を
加
え

負
担
増
は
不
透
明

政
府
は
却
日
の
経
済
財
政
諮
問

会
議
で
、
社
会
保
障
分
野
を
含
む

新
た
な
改
革
工
程
表(
2
0
1
9

5

れ
年
度
)
を
決
め
た。
健
康
づ

く
り
や
医
療・
年
金
制
度
改
革
な

ど
社
会
保
障
の
項
目
を
拡
充
し

た
。

負
担
増
や
給
付
抑
制
の
具
体

案
は
示
し
て
お
ら
ず
、
財
政
再
建

を
主
導
す
る
財
務
省
と
厚
生
労
働

省
の
闘
で
、
今
後
綱
引
き
が
続
く

。

改
革
工
程
表
は
、
財
政
健
全
化

な
ど
に
向
け
、
政
策
ご
と
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
目
標
を
定
め
て
い

る
。

現
行
の
工
程
表
で
は
高
所
得

高
齢
者
の
介
護
保
険
の
自
己
負
担

増
や
ジ
ェ
ネ
リッ
ク

(後
発
医
薬

品
)
の
薬
価
引
き
下
げ
な
ど
を
実

現
し
た
が
、
局
審
で
は
「
社

会
保
障
分
野
は
進
捗
し
て
い
な

い
も
の
が
多
い
」
と
指
摘
さ
れ
て

い
た
。

新
工
程
表
で
は
、
高
齢
者
が
元

気
に
暮
ら
せ
る
「
健
康
寿
命
」
を

延
ば
す
た
め
、2
年
度
ま
で
に
糖

尿
病
患
者
を1
0
0
0

万
人
以
下

に
抑
え
る
目
標
を
示
し
た
。

女
性 一

方
、
年
金
槌
万
円
超

の
世
帯
は
支
援
金
の
対
象

外
と
な
る。
そ
れ
で
も1

2
0

万
円
ま
で
は
介
護
保

険
料
軽
減
の
効
果
で
プ
ラ

ス
に
な
る
が
、1
2
0

万

円
超3
1
5
5

万
円
以
下

の
世
帯
は
月27
0

円
、

1
5
5

万
円
超5
1
6
8

万
円
以
下
で
は5
6
0

円

の
収
入
減
に
な
る。

厚
労
省
は
、
別
万
円
超

の
世
帯
に
対
し
、
来
年
叩

月
か
ら
の1
年
聞
は
後
期

や
高
齢
者
の
就
労
を
促
す
た
め
、

短
時
間
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
適

用
範
囲
の
拡
大
や
年
金
受
給
開
始

年
齢
の
柔
軟
化
も
盛
り
込
ん
だ

。

給
付
と
負
担
の
見
直
し
は
、
介

護
保
険
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
料
や

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
は
「
在

ま
れ
た
順
番
に
よ
っ
て
子

ど
も
1

人
当
た
り
月1
万

5
0
0
0

円
ま
た
は1
万

円
が
支
給
さ
れ
る。
所
得

制
限
(
夫
婦
と
子
ど
も
2

人
の
世
帯
で
年
収96
0

万
円
)
は
あ
る
が
、
乙
れ

を
超
え
る
世
帯
に
対
し
て

も
子
ど
も1
人
当
た
り
月

医
療
行
政

医
療
保
険
料
の
軽
減
分
を

補
填
し
、
負
担
が
増
え
な

い
よ
う
に
す
る。
対
象
者

は
約3
7
0

万
人
で
、
来

年
度
予
算
案
に25
0

億

円
を
計
上
し
た。

【酒
井
雅
浩】
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り
方
な
ど
を
検
討
」
と
の
表
現
に

と
ど
ま
っ
た。
厚
労
省
幹
部
は
「
来

夏
の
参
院
選
後
ま
で
、
官
邸
は
国

民
の
負
担
増
は
打
ち
出
し
に
く

い
」
と
明
か
す。

【原
田
啓
之】

b一
帯

日

(
東
京
)・
朝
刊

5
0
0
0

円
を
支
給
し
て
の
反
対
で
実
現
し
て
い
な

児
童
手
当
の
特
例
給
付
見
直
し

、
i

i

Lv
p
日、

l
v

来
年
以
降
も
検
討
継
続

財
務
省
は
所
需
限
を
た
だ
、
「
延
長
戦
」
と

超
え
る
か
ど
う
か
の
判
定
な
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
方
法
の
見
直
し
を
主
張

。

だ
け
に
、
厚
労
省
幹
部
は

…
ど
も
に
支
給
す
る
「
児
童
現
行
は
世
帯
の
中
で
最
も
「
来
年
の
予
算
編
成
で
見

…
手
当
」
で
、
所
得
制
限
を
所
得
の
高
い
人
の
み
で
判
直
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

…超
え
る
世
帯
に
支
給
し
て
定
し
て
い
る
が
、
世
帯
の
か
も
し
れ
な
い

」
と
警
戒

…
い
る
「
特
例
給
付
」
の
見
所
得
を
合
算
す
る
よ
う
提
す
る

。

【阿
部
亮
介】

…
直
し
は
、
来
年
以
降
も
引
案
し
て
い
る

。

…
き
続
き
検
討
さ
れ
る
と
と
財
務
省
は
昨
年
の
予
算

…
に
な
っ
た。

編
成
か
ら
見
直
し
を
求
め

児
童
手
当
は
年
齢
や
生
て
き
た
が
、
公
明
党
な
ど

2
0
1
8

年
ロ
月
白
日
(
水
)
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当事者らはどう見る婦加算

医
療
行
政

ha司長話事関~~・E・・E・・E・

を付なつ取中 すをく
取表い 。 つだ現る診こ
らに患自て 。 在こ察と
な妊者身い加、とにが
い婦にはる算自が使あ
よとつ、とに身条つる
う記いおい「も件たが
に載てなう弱第だり、 ー
しせカか印者 3 か投- ・妊婦加算/:.::ついて寄せられた意見
てずルが象か子ら薬定
い、テ目」らをだしの
る加や立を奪妊 。 た時「妊娠 8 カ月。 皮膚制で指のテ}ピングをして加算さ

。 算受た持い娠 り間れ、納得できない。 少子他対策に矛盾J
東京都中央区美容師(37)

「持病で毎月の受診が必須。 妊娠後はそのたびに加算
される。 w健康体でない人間の妊娠は応援されていな
し リ と思えてシ ョ ッ ク」 北九州市専業主婦(34 )

「勤める病院では妊婦はX線撮影を最低限にし、聴診

や打診で代替したり、投薬も相談したりしている。 加
算は必要」 横浜市薬剤師(51)
「歯耕に妊婦加算はない。 麻酔などで妊婦の治療には
とても気をつかうが、医療者として当たり前。 医療費
の削減が叫ばれているなか、不要では」

沖縄市

妊
娠
中
の
女
性
が
外
来
診
療
を
受
け
る
と
追
加
料
金
が
か
か
る
「
妊
婦

加
算
」
H

図
H

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

導
入
の
背
景
に
は
、
医
療

機
関
に
妊
婦
を
敬
遠
せ
ず
、
積
極
的
に
診
て
も
ら
お
う
と
の
狙
い
が
あ
り

ま
し
た
が
、
批
判
の
高
ま
り
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
は
制
度
を
見
直
す
検

討
を
始
め
ま
し
た。

議
論
を
日
月
初
日
付
朝
刊
で
報
じ
て
以
来
、
当

事
者

や
医
療
関
係
者
ら
か
ら10
0

通
以
上
の
メl
ル
が
届
い
て
い
ま
す

。

投
稿
は
、
妊
娠
中
の
女
性
や
そ

の
家
族
、
医
師
や
看
護
師
ら
か
ら

1
1
4

通
寄
せ
ら
れ
た。

う
ち
ω

通
が
、
加
算
に
反
対
し
て
い
た
。

熱
で
も
受
診
控
え

神
戸
市
に
住
む
パl
ト
の
女
性

(詑
)は
、
4

年
間
の
不
妊
治
療
を

経
て
妊
娠4
カ
月

。

計
1
6
0

万

円
が
か
か
り
、
妊
娠
後
も
、
妊
婦

健
診
だ
け
で
な
く
、
胎
児
の
心
拍

を
確
認
す
る
ま
で
の
定
期
診
察
や

出
血
し
た
際
の
診
察
、
健
診
で
ホ

ル
モ
ン
異
常
が
出
た
際
の
再
検
査

で
、
万
単
位
の
費
用
が
か
さ
ん
で

い
る

。

9

月
、
明
細
書
に
「
妊
婦
加

算
」
と
い
う
表
記
を
見
て
、
「
負

担
が
減
る
の
か
な
、
と
思
っ
た
ら

逆
に
増
え
て
る
や
ん
」
と
驚
い

た
。
「
極
力
病
院
に
は
か
か
ら
な

い
で
お
こ
う
」
と
決
め
、
日
月
に

風
邪
で
発
熱
し
た
際
は
受
診
し
な

か
っ
た。
2

人
目
も
考
え
て
い
る

が
、
不
妊
治
療
も
含
め
て
再
度
出

費
が
重
な
る
と
思
う
と
、
家
計
と

の
見
合
い
で
迷
っ
て
し
ま
う。

細

b
.1

明
喧

日む

診療

札幌市の妊婦が呼吸器科にかかる

と、診療明細書lこ「妊婦加算」とあっ

た (画像の一部を修正しています)

e・・ 4
Il 

医
療
者
に
も
疑
問

妊
娠
中
の
医
療
従
事
者
か
ら
の

意
見
も
目
立
っ
た。

名
古
屋
市
の

皮
膚
制
医
(
訂)は
今
夏
、
診
察

後
、
看
護
師
か
ら
「
今
の
患
者
さ

ん
、
妊
娠
中
で
し
た
り
・
」
と
尋
ね

ら
れ
た。

「
そ
う
み
た
い
で
す

。

5

カ
月
と
言
っ
て
ま
し
た」
と
答

え
た
後
、
不
思
議
に
思
っ
て
聞
く

と
、
「
4

月
か
ら
妊
婦
加
算
が
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
ん
で

す
よ
」
と
の
返
答
だ
っ
た

。

制
度
を
調
べ
、
投
薬
も
治
療
も

し
な
く
て
も
加
算
さ
れ
る
と
知

り
、
納
得
で
き
な
か
っ
た

。

さ
ま

本
人
負
担
は
反
対

一
方
、2
年
前
に
妊
娠
、
出
産

を
経
験
し
た
東
京
都
新
宿
区
の
内

耕
医
(
叩
)
は
、
「
た
し
か
に
妊
娠

中
は
治
療
薬
や
症
状
の
見
極
め
が

難
し
く
、
時
間
も
か
か
る
」
と
述

べ
、
知
識
と
配
慮
の
あ
る
医
師
が

診
た
場
合
に
限
り
、
加
算
に
は
賛

成
す
る。

た
だ
、
妊
婦
本
人
に
負

歯耕医 (40)

hd是証罵Eヨ阻'.;1l~1l:回国圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

「妊娠中。 寝たきりの高齢患者が多い病院に勤務して
いたが、 1 人で介助ができなくなった。 やむなく退職
し、収入が途絶えたのに、 本人負担が増し、不合理」

広島県呉市看護師(23)

r 1 児の父。 コストのかかる診療を受けたなら、受益者
である妊婦が負担でいいのでは」 福岡市会社員(44)

※11月 30日までに、メールで114通の投稿

国
、
対
象
見
直
し
を
検
討

そ
も
そ
も
妊
婦
加
算
は
な
ぜ
、

導
入
さ
れ
た
の
か。

厚
労
省
に
よ

る
と
、
「
胎
児
に
安
全
な
薬
や
検

査
方
法
を
使
う
な
ど
の
丁
寧
な
診

療
へ
の
評
価
」
を
目
的
と
し
て
、

昨
年
目
月
、
歯
税
以
外
の
全
て
の

診
療
判
明
を
対
象
と
し
て
妊
婦
に
一

律
加
算
す
る
案
を
、
諮
問
機
関
で

あ
る
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

(
中
医
協
)
に
出
し
た
。

厚
労
省

の
担
当
者
は
「
医
療
関
係
団
体
か

ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
案
」
と
す

る
。初

診
料
や
再
診
料
な
ど
の
基
本

部
分
の
引
き
上
げ
を
求
め
て
き
た

相
次
ぐ
批
判
を
受
け
、
厚
労
省

は
日
月
、
妊
婦
や
胎
児
に
配
慮
が

い
る
診
察
に
対
象
を
絞
り
込
む
検

討
を
始
め
た。

年
内
に
中
医
協
で

結
論
が
出
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

今
回
寄
せ
ら
れ
た
意
見
で
も
、

加
算
の
意
図
は
理
解
し
つ
つ
も
、

配
慮
し
た
診
療
を
し
て
い
な
い
な

ど
の
悪
質
な
ケl
ス
の
排
除
を
望

む
意
見
が
日
通
あ
っ
た
。

ま
た
、

診
療
で
配
慮
し
た
点
を
カ
ル
テ
に

記
載
す
る
こ
と
を
加
算
条
件
に
す

る
な
ど
の
仕
組
み
を
提
案
す
る
投

稿
も
、
日
通
あ
っ
た
。

日
本
総
研
の
西
沢
和
彦・
主
席
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妊

ざ
ま
な
疾
患
の
診
療
で
加
算
が
つ

今
年
4

月
か
ら
、
妊
婦
を
診
た
場
合
、
初
診
で
7
5

0

円
、
再
診
で3
8
0

円
が
追
加
で
医
療
機
関
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た。

深
夜
や
休
日
、
診
療
時
間
外
は
さ
ら

に
上
乗
せ
さ
れ
る。

こ
れ
に
よ
り
妊
婦
側
が
負
担
す
る

額
は
、
一
般
よ
り11
0
3
6
5
0

円
増
(
3割
の
揚

合
)
と
な
っ
た。

問
診
票
で
妊
娠
中
と
答
え
る
な
ど
し

た
女
性
が
対
象
で
、
妊
婦
健
診
と
歯
軒
以
外
の
全
て
の

司
圃

診
療
で
加
算
さ
れ
る。
診
察
後
に
妊
娠
中
と
わ
か
っ
た

・
固

よ
う
な
場
合
は
対
象
で
な
い。

妊婦加算

妊
婦
加
算
凍
結

1

月
か
ら

中
医
協
了
承
新
制
度
議
論
ヘ

妊
婦
の
外
来
診
察
時
に

上
乗
せ
さ
れ
る
「
妊
婦
加

算
」
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
相
の
諮
問
機
関
、
中
央

社
会
保
険
医
療
協
議
会

(
中
医
協
)
は
四
目
、
来

年
1

月
1

日
か
ら
凍
結
す

る
こ
と
を
了
京
し
た
。

た

だ
、
妊
婦
に
配
慮
し
た
医

療
体
制
が
必
要
と
の
判
断

に
変
わ
り
は
な
く
、20

2
0

年
度
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
、
仕
切
り
直
す
形

で
新
制
度
の
あ
り
方
を
議

論
す
る
。

妊
婦
加
算
は
、
今
年
4

月
の
診
療
報
酬
改
定
で
新

設
さ
れ
た
。
胎
児
に
悪
い

影
響
を
与
、
え
る
医
薬
品
を

避
け
る
な
ど
、
処
方
や
診

療
に
専
門
的
な
知
識
が
必 要

だ
と
し
て
医
療
機
関
へ

の
報
酬
を
加
算
す
る
も

の
。

妊
婦
は
初
診
と
再
診

で
自
己
負
担
が
増
え
る
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処

方
な
ど
、
妊
娠
と
関
係
の

な
い
診
療
で
加
算
す
る
例

が
問
題
視
さ
れ
、
根
本
匠

厚
労
相
が
凍
結
を
表
明
し

て
い
た。
中
医
協
は
「
妊

婦
に
誤
解
と
不
安
が
あ
る

現
状
で
は
、
加
算
を
設
貯

た
意
図
を
実
現
で
き
な

い
」
と
し
て
、
自
己
負
担

と
医
療
機
関
へ
の
加
算
双

方
の
凍
結
を
認
め
た
。

日
本
医
師
会
の
松
本
吉

部
常
任
理
事
は
凶
日
の
定

例
記
者
会
見
で
、
凍
結
に

は
同
意
す
る
意
向
を
示

し
、
「
妊
婦
さ
ん
に
不
快
な

思
い
を
さ
せ
た
と
と
は
遺

憾
」
と
述
べ
た。
一
方
で

「
創
設
か
ら1
年
経
過
し

て
い
な
い
中
で
、
中
医
協

で
の
検
証
や
議
論
を
経
る

こ
と
も
な
く
凍
結
が
諮
問

さ
れ
た
こ
と
は
異
例
で
、

手
続
き
に
違
和
感
を
賞
え

る
」
と
不
満
を
示
し
た
。

厚
労
省
は
有
識
者
会
議

で
妊
婦
診
療
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
方
針
で
、
現
行

制
度
は
事
実
上
廃
止
と
な

る
。
中
医
協
は
有
識
者
会

議
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

初
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

新
制
度
導
入
を
議
論
す

る
。

【酒
井
雅
浩
、
野
田
武
】

h一
時

日

(
東
京
)・
朝
刊

担
を
求
め
る
の
に
は
反
対
だ
。

妊
娠
中
は
産
税
以
外
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
受
診
の
必
要
に
迫
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
妊
婦
健
診
で
高
血

圧
や
尿
た
ん
ぱ
く
が
見
つ
か
っ
て

内
和
受
診
を
指
示
さ
れ
て
来
る
患

者
も
診
る。
「
受
診
控
え
に
つ
な
が

る
と
、
胎
児
に
影
響
し
か
ね
な

い
。

妊
婦
が
払
わ
な
く
て
よ
い
仕

組
み
に
す
る
べ
き
で
す
」

オ
}¥ 

医
療
団
体
の
幹
部
は
、
「
基
本
料

の
値
上
げ
は
尉
政
規
模
が
大
き

く
、
国
と
し
て
は
の
み
づ
ら
い
の

で
、
細
か
な
加
算
で
対
応
し
よ
う

と
し
て
き
た
提
案
」
と
み
て
、

「
我
々
も
ゼ
ロ
回
答
よ
り
は
い
い

と
判
断
し
た
」
と
打
ち
明
け
る
。

原
案
通
り
決
ま
っ
た
が
、
今
年

4

月
の
開
始
後
、
妊
婦
ら
か
ら
疑

問
の
声
が
上
が
っ
た

。

研
究
員
は
、
「
見
直
す
際
は
、
医

師
が
研
修
を
受
け
た
り
産
制
と
連

携
し
た
り
し
た
場
合
の
み
加
算
で

き
る
な
ど
、
質
を
担
保
す
る
仕
組

み
も
考
え
る
べ
き
だ
」
と
話
す

。

(田
淵
紫
織)

朝

日
(
東
京
)
・

朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
3

日
(
月
)

マ
ケ
ア

「
無
効
」判
決

テ
キ
サ
ス
連
邦
地
裁

制
度
支
持
の
州
上
訴
ヘ

米
テ
キ
サ
ス
州
の
連
邦
地
裁

は
比
目
、
国
民
に
保
険
加
入
を

義
務
づ
け
る
「
医
療
保
険
制
度

改
革
(
オ
パ
マ
ケ
ア
)
」
に
つ

い
て
、
「
義
務
づ
け
は
違
憲
」

と
し
て
、
制
度
は
無
効
と
の
判

決
を
下
し
た。

無
効
が
確
定
す

れ
ば
約
1
7
0
0

万
人
が
無
保

険
に
な
る
と
の
試
算
も
あ
り
、

制
度
を
支
持
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
な
ど
は
上
訴
す
る
方
針

だ
。

争
い
は
最
高
裁
ま
で
続
く

こ
と
が
確
実
で
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
は
確
定
ま
で
制
度
は
有
効

だ
と
し
て
い
る。

オ
パ
マ
前
大
統
領
が
推
進
し

た
医
療
保
険
制
度
改
革
は
、
保

医
療
行
政

険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
低・

中
所
得
者
に
補
助
金
を
出
し
、

保
険
加
入
を
促
す
仕
組
み。

だ

が
、
自
立
を
重
ん
じ
、
公
的
補

助
に
批
判
的
な
保
守
層
の
受
け

は
悪
い。

撤
廃
を
公
約
に
掲
げ

る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
判
決
を

受
け
て
、
ツ
イ
ッ
タl
で
「
ず

っ
と
言
っ
て
き
た
よ
う
に
オ
パ

マ
ケ
ア
は
違
憲
な
災
い
だ
と
否

定
さ
れ
た
」
と
投
稿
し
た
。

裁
判
は
、
共
和
党
が
知
事
ポ

ス
ト
を
押
さ
え
る
テ
キ
サ
ス
州

な
ど
が
国
を
相
手
取
り
提
訴
し

た
。

だ
が
司
法
省
が
全
面
的
な

井
護
を
せ
ず
、
民
主
党
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
が
代
わ
り に

制
度
の
擁
護
に
回
っ
た
。

害
同
裁
は2
0
1
2

年
、
加

入
義
務
づ
け
は
議
会
の
裁
量
権

を
越
え
る
と
し
つ
つ
、
加
入
し

な
い
場
合
の
罰
金
は
「
課
税
」

に
当
た
る
と
し
て
合
憲
判
決
を

下
し
た。

今
回
の
判
決
で
は
、
昨

年
四
月
の
税
制
改
革
で
罰
金
が

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
「
課
税

と
は
言
え
な
く
な
っ
た
」
と
し

て
、
義
務
づ
け
を
違
憲
だ
と
し

た
。
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ーク
H

鵜
飼
啓)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
間
B
(日
)
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l志

望?

戦
前
の
鹿
児
島
県
は
「
男
尊
女

卑
」
の
風
が
特
に
強
か
っ
た

。

大

正
期
に
片
牧
静
江
が
生
ま
れ
た
家

は
、
岡
県
北
部
の
伊
佐
市
で
焼
酎

造
り
も
営
む
豪
農
だ
っ
た
が
、
そ
ん

な
風
ゆ
え
に
出
生
時
の
光
景
は
、

い
さ
さ
か
悲
惨
だ
っ
た

。

家
を
挙
げ
て
田
植
え
に
追
わ
れ

て
い
た
6

月
幻
日。

静
江
の
母
キ

ク
は
庭
で
産
気
づ
き
、
そ
の
ま
ま

む
し
ろ
の
上
に
静
江
を
産
み
落
と

時
々
、
本
社
ビ
ル
の
診
療
所
を
訪
れ

る
。
自
に
つ
く
場
所
に
、
公
益
財
団
法

人
「
認
知
症
予
防
財
団
」
が
発
行
す
る

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
の
財
団
報
「
新
時
代
」

が
あ
っ
た
。

し
ば
ら
く
前
、
そ
の1
面
に
興
味
深

い
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
財
団
の
評
議

員
で
、
認
知
症
研
究
の
第
一
人
者
、
長

谷
川
和
夫
医
師
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
っ

た
。
「
関
歳
認
知
症
に
な
っ
て
」
の

見
出
し
。
そ
の
後
、
毎
日
新
聞
に
も
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
。

し
た
。

し
ゅ
う
と
た
ち
は
こ
の
忙

し
い
時
に
と
苦
り
切
り
「
庭
で
生

ま
れ
た
っ
じ
ゃ
で
、
名
は
お
に
わ

で
よ
か
」
と
言
い
だ
し
た

。

キ
ク

は
そ
ん
な
名
で
は
あ
ん
ま
り
で
す

と
懇
願
し
て
静
江
に
な
っ
た

。

1

9
1
9
(大
正
8
)
年
、
第1
次

大
戦
後
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
が
調

印
さ
れ
る
前
日
の
こ
と
だ
っ
た

。

踏
ま
れ
る
と
、
麦
も
人
も
強
く

育
つ。

静
江
は
小
学
校
で
級
長
を

務
め
女
学
校
に
進
ん
だ
が
、
家
で

勉
強
す
る
と
「
炊
事
を
せ
ん
か
」

と
叱
ら
れ
る。

母
キ
ク
の
こ
き
使

わ
れ
る
姿
を
見
る
に
つ
け
て
も
、

女
と
て
自
立
せ
ね
ば
と
い
う
思
い

は
募
り
、
釘
(
昭
和
ロ
)
年
に
入

花谷寿人の

片牧静江従軍看護婦

意
見
・
社
説

っ
た
の
が
山
口
赤
十
字
病
院
の
看

護
婦
養
成
所
だ
っ
た

。

戦
時
中
は
従
軍
看
護
婦
と
し
て

2

度
召
集
さ
れ
、
ま
ず
内
蒙
古
(
内

モ
ン
ゴ
ル
)
ヘ。
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
る
と
南
方
ヘ
向
か
っ
た

。

輸

送
船
団
が
敵
潜
水
艦
に
狙
わ
れ
、

台
潜
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
聞
の
パ
シ

l

海
峡
を
行
き
つ
戻
り
つ
す
る

問
、
船
が
何
隻
か
魚
雷
で
炎
上
す

る
の
を
見
た。

や
っ
と
タ
イ
に
着

く
と
、
港
に
来
た
看
護
婦
長
が
「
あ

ん
た
た
ち
、
足
は
あ
る
ね
」
と
大

声
で
呼
び
止
め
た
と
い
う
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
病
院
で
は
、
イ

ン
パ
l

ル
作
戦
か
ら
撤
退
し
て
く

る
兵
士
ら
を
看
護
し
た

。

赤
痢
に

上別府保慶

か
か
り
汚
物
ま
み
れ
の
体
を
ド
ラ

ム
缶
に
沸
か
し
た
お
湯
で
洗
う

。

洗
っ
て
も
洗
っ
て
も
列
は
途
切
れ

な
い

。

痛
み
に
泣
く
兵
士
の
中
か

ら
生
き
延
び
る
可
能
性
が
あ
る
順

に
休
む
間
も
な
く
手
当
て
し
た
。

敗
戦
を
聞
い
た
時
、
軍
医
か
ら

「
も
う
日
本
に
帰
っ
て
も
仕
方
な

い
。

一
緒
に
と
ど
ま
っ
て
く
れ
」

と
求
婚
さ
れ
た。

「
生
き
て
い
る

姿
を
母
に
見
せ
ま
す
」
と
振
り
切

っ
た。

や
っ
と
復
員
す
る
と
、
生

家
は
農
地
解
放
で
土
地
を
手
放
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に。

人
々
が
押

し
か
け
る
中
、
家
の
男
た
ち
は
ぼ

う
ぜ
ん
と
す
る
ば
か
り

。

静
江
は

進
駐
軍
の
担
当
者
の
元
ヘ
1

人
で

編集委員

断
を
受
け
る
際
、
そ
の
検
査
は
受
け
な

か
っ
た
。
「
あ
れ
は
僕
が
作
っ
て
答
え

を
暗
記
し
ち
ゃ
っ
て
る
か
ら
役
に
立
た

な
い
ん
で
す
」
(
笑
い
)

そ
の
ユ
ー
モ
ア
と
同
時
に
、
医
師
、

科
学
者
が
自
身
を
突
き
放
し
、
客
観
的

な
視
線
で
見
つ
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
に

心
を
動
か
さ
れ
た
。

「
人
生10
0

年
時
代
」
と
い
う
言

受
け
た
。
思
い
出
す
科
学
者
が
い
る
。

素
粒
子
ニ
ュl
ト
リ
ノ
に
質
量
が
あ
る

と
と
を
発
見
し
、
受
賞
の
有
力
候
補
と

さ
れ
た
東
京
大
特
別
栄
誉
教
授
の
戸
塚

洋
二
さ
ん
で
あ
る
。
大
腸
が
ん
の
た
め
、

叩
年
前
に
船
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

ブ
ロ
グ
の
闘
病
記
に
は
究
極
の
「
科

学
者
の
目
」
を
感
じ
た
。
腫
腐
の
成
長

は
場
所
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
ど
う
違
う

病
を
得
た
医
師

談
判
に
出
か
け
、
家
族
を
守
る
よ

う
頼
ん
で
騒
ぎ
は
鎮
ま
っ
た

。

そ
の
後
は
鹿
児
島
県
の
医
療
行

政
に
携
わ
り
、
鹿
児
島
市
立
病
院

で
総
婦
長
を
務
め
た
後
は
、
趣
味

の
郷
土
史
研
究
に
打
ち
込
ん
だ

。

わ
が
伯
母
、
片
牧
静
江
、
日
月

M
日
に
老
衰
で
他
界

。

ω
歳

。

生

涯
独
身
の
た
め
に
葬
儀
は
つ
つ
ま

し
か
っ
た
が
、
妹
や
お
い
な
ど
日

人
の
昔
語
り
は
温
か
か
っ
た

。

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
日
日
(
木
)

者
の
悲
し
い
さ
が
で
す
」
と
あ
っ
た
。

。

認
知
症
を
告
白
し
た
医
師
の
長
谷
川

さ
ん
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。
「
や
は
り

体
験
す
る
の
と
、
し
な
い
の
で
は
ま
る

っ
き
り
違
う
も
の
で
す
。
他
の
患
者
と

同
じ
回
線
に
な
る
し
、
優
し
く
接
す
る

と
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

医
師
が
患
者
の
命
と
向
き
合
う
乙
と

は
、
一
人
の
人
間
で
あ
る
自
分
自
身
と

も
向
き
合
う
と
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
崇
高
な
精
神
を
思
っ
た
。
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「
私
、
実
は
認
知
症
に
な
り
ま
し
て

ね
:
:
:
」
0

初
代
、
ω
代
の
人
が
発
症

し
、
記
憶
障
害
が
起
き
た
り
、
怒
り
っ

ぽ
く
な
っ
た
り
す
る
「
晴
銀
頼
粒
性

認
知
症
」
と
診
断
さ
れ
た
と
い
う
。

「
長
谷
川
式
」
と
呼
ば
れ
る
認
知
症

の
検
査
法
を
確
立
し
た
当
の
本
人
は
診

葉
を
よ
く
聞
く
。
長
寿
は
め
で
た
い
が
、

寿
命
が
延
び
る
ほ
ど
人
は
認
知
症
の
リ

ス
ク
を
抱
え
る
。
そ
れ
で
も
、
と
う
い

う
医
師
が
い
れ
ば
心
強
い
。

。

今
年
の
ノ
ーベ
ル
賞
は
、
本
庶
佑
・

京
都
大
特
別
教
授
が
医
学
生
理
学
賞
を

作三事

Eヨ

Eヨ

5年で相殺

文
科
省

定
員
超
過
容
認
通
知

医
学
部
の
不
正
入
試
問
題
で

文
部
科
学
省
は
お
日
、
追
加
合

格
を
出
し
た
大
学
を
対
象
に
、

来
春
入
試
で
の
入
学
定
員
の
超

過
を
特
例
的
に
認
め
る
こ
と
を

決
め
、
通
知
し
た
。

受
験
生
に
配

慮
し
た
救
済
措
置
で
、
超
過
分

は
2
0
2
0

年
度
以
降
の5
年

を
上
限
に
定
員
を
減
ら
し
て
解

消
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

追
加
合
格
者
の
人
数
は
、
東

京
医
科
大
(東
京
)
、
順
天
掌

大
(同
)
な
ど
4

校
で
少
な
く

と
も
計
1
0
0

人
を
超
え
る
と

み
ら
れ
て
い
る。
入
学
定
員
が

据
え
置
き
の
ま
ま
で
は
、
来
年

の
受
験
生
が
し
わ
寄
せ
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
反
発
の
声
が

上
が
っ
て
い
た。

来
年
度
の
入
学
定
員
は
すで

に
公
表
さ
れ
て
お
り
変
更
はで

き
な
い
。

だ
が
、
今
回
の
措
置

に
よ
り
、
例
え
ば
追
加
合
格
者

が
却
人
で
、
来
春
入
試
で
特
例

的
に
定
員
を
叩
人
上
回
っ
て
入

学
さ
せ
る
大
学
の
場
合
、
受
験

生
の
募
集
枠
の
減
少
は
叩
人
に

緩
和
さ
れ
る。
翌
年
度
の
初
年

度
入
試
か
ら2
人
ず
つ
定
員
を

削
減
す
れ
ば5
年
間
で
超
過
分

が
解
消
さ
れ
る。

定
員
を
超
過
す
る
人
数
は
、

教
育
環
境
に
影
響
が
出
な
い
範

囲
で
各
大
学
が
決
め
る
。

た
だ
、

医
学
部
を
持
つ
大
学
に
対
す
る

国
の
補
助
金
(私
学
助
成
金)

支
給
の
ルl
ル
で
は
、
「
定
員

の
1

・
1

倍
以
上
を
入
学
さ
せ

た
場
合
は
補
助
金
ゼ
ロ」
と
定

め
て
お
り
、
今
回
の
措
置
で
も

適
用
さ
れ
る。
こ
の
た
め
l

割

以
上
の
大
幅
な
定
員
超
過
に
は

の
か
。
「
抗
が
ん
剤
の
本
当
の
効
果
を

判
定
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
考
え
、
自

分
の
デ
l

タ
を
分
析
し
た
グ
ラ
フ
を
公

開
し
た
。

死
が
怖
く
な
い
は
ず
が
な
い
。
そ
れ

で
も
社
会
に
伝
え
よ
う
と
す
る
思
い
に

胸
を
打
た
れ
る。
プ
ロ
グ
に
は
「研
究

※
追
加
合
格
者
が
お
人
で

、

来
春
入
試

で
定
員
を
叩
人
上
回
っ
て
入
学
さ
せ

る
場
合

(文
科
省
の
資
料
を
基
に
作
成
)

。
救
済
措
置
の
イ
メ
ー
ジ

踏
み
切
れ
な
い
大
学
が
多
い
と

み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
医
学
部
の
定
員
は
、

医
師
が
過
剰
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
通
常
は1
・
0

倍
ぎ
り
ぎ

り
と
な
る
よ
う
抑
え
ら
れ
て
い

る
た
め
、

一定
の
救
済
効
果
が

医
療
ニ
ュ

ー

ス
見
込
ま
れ
る
。

文
科
省
は
同
日
、
不
適
切
な

入
試
を
行
っ
た
こ
と
を
認
め
た

9

大
学
に
対
し
、
今
回
の
措
置

東
京
医
大
、
新
体
制
に

女
性
理
事4
人

東
京
医
科
大
(東
京
)
は
お

日
、
運
営
す
る
学
校
法
人
の
理

事
会
の
新
体
制
が
発
足
し
た
と

発
表
し
た。
新
体
制
で
は
理
事

を
1

人
増
や
し
、
日
人
と
し
た
。

不
正
入
試
問
題
の
発
覚
後
に

就
任
し
た
理
事
長
や
学
長
ら
6

人
を
除
く
叩
人
が
辞
任
し
、

日
人
が
新
た
に
選
出
さ
れ
た。

こ
れ
ま
で2
人
だ
っ
た
女
性
理

事
は
4

人
に
増
え
た
。

任
期

は
辺
日
か
ら
来
年
6

月
末
ま

で
。

(
論
説
委
員
)

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
初
日
(
木)

の
利
用
を
検
討
す
る
よ
う
打
診

し
た
。

超
過
分
を
含
め
た
来
春

の
入
学
定
員
の
公
表
は
来
年1

月
に
な
る
見
通
し。

同
大
で
は
、
女
子
差
別
な
ど

の
不
正
入
試
を
防
げ
な
か
っ
た

と
し
て
、
今
月
幻
日
付
で
全
理

事
が
い
っ
た
ん
引
責
辞
任
。

2

日
付
で
問
題
発
覚
後
に
就
任
し

た
理
事
長
ら
6

人
が
再
任
さ

れ
、
新
理
事
日
人
が
選
任
さ
れ

て
い
た
。

同
大
は
当
初
、
再
任

は
5

人
で
、
日
人
が
辞
任
す
る

と
し
て
い
た
が
、
女
性
理
事
1

人
が
再
任
さ
れ
、
最
終
的
に
辞

任
は
叩
人
と
な
っ
た。

読

士
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
吃
月
お
日
(
水
)
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県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

(
伊
奈町
)

は
、
結
核
を
見
落
と
し
た
女
性
患

者
と
の
接
触
が把握
で
き
た
人
を

現
時
点
で
職
員邸入
、
患
者白
人

と
し
て
い
る
。
女
性
の
担
当
医
や

五
轟
師
、
同
室
や
同
病
棟
に
入
院

し
て
い
た
患
者
が
含ま
れ
て
い

る
。
こ
の12
8

人
に
つ
い
て
は
、

た
。
受
診
前
か
ら
発
熱
や
血
疲
の

症
状
が
あ
り
、
喉
の
痛
み
も
訴
え

て
い
た
。
担
書
屋
が
抗
生
物
質
を

投
与
し
た
と
こ
ろ
症
状
が
改
善
し

た
た
め
、
護
と
い
う
考
え
に
至

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

実
際
は
、

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
(
伊
奈
町
)
り
、
命
に
別
条
は
な
い

。

初
診
の3
カ
月
前
に
は
発
症
し
て

は
6

目
、
多
発
性
骨
髄
腫
の
診
療
女
性
患
者
と
の
接
触
が
把
握
で
い
た
と
み
ら
れ
る

。

中
だ
っ
た
県
北
郁
在
住
の
朗
代
女
き
た
人
は
現
時
点
で
職
員
、
患
者

4

月
中
旬
に
撮
影
し
た
胸
部
の

性
患
者
の
結
核
を
見
落
と
し
て
い
計

1

2
8

人
で
、
同
セ
ン
タ
ー
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
肺
に
陰
影
が
あ

た
と
発
表
し
た
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
結
核
霊
の
有
響
調
べ
る
検
査
っ
た
が
、
担
当
医
が
気
付
か
ず
、

撮
影
し
た
が
、
担
当
の
血
液
内
科
を
始
め
た

。

結
核
の
撃
さ
な
か
っ
た
。
担

医
が
肺
の
陰
影
に
気
付
か
な
か
っ
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
女
性
当
医
は

「
(
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
)
見

た
。

女
性
は
病
状
が
悪
化
し
た
も
は
多
発
性
骨
髄
腫
の
治
療
の
た
た
覚
え
も
見
な
か
っ
た
覚
え
も
な

の
の
、
現
在
は
結
核
の
専
門
病
院
め
、
今
年

4

月
中
旬
か
ら8
月
初
い
。

明
確
な
記
憶
が
な
い
」
と
話

に
入
院
し
て
治
療
を
受
け
て
お
旬
ま
で
入
院
や
通
院
を
し
て
い
し
て
い
る
と
い
う

。

女
性
の
結
核
見
落
と
し

党
側
同
肺
の
陰
影
気
付
か
ず

同
セ
ン
タ
ー
で
は
6

月
、
手
術
会
見
し
た
坂
本
裕
彦
病
院
長
は

で
カ
テl
テ
ル
(
管
)
を
挿
入
す「患
者
や
ご
家
族
、
県
民
の
皆
さ

る
際
に
血
管
や
臓
器
を
傷
つ
け
、
ん
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
と
と
心
配

手
術
直
後
に
患
者
が
死
亡
す
る
医
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
を
お
わ

療
事
故
が
発
生
。

そ
の
た
め
同
じ
び
申
し
上
げ
る
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
を

手
術
が
同
セ
ン
タ
ー
で
は
で
き
撮
っ
て
い
る
の
に
診
断
で
き
な
か

ず
、
女
性
が8
月
初
旬
に
他
院
に
っ
た
と
い
う
体
制
の
不
備

が
あ

移
っ
た
と
こ
ろ
、
結
核
を
発
症
し
り
、
安
全
な
医
療
を
行
う
上
で
買

て
い
た
こ
と
が
叩
月
下
旬
に
判
明
任
は
大
き
い
」
と
謝
罪
し
た

。

し
た
と
い
う。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
(
坂
本
圭
)

保
健
所
か
ら
連
絡
を
受
け
て
見
落

と
し
を
把
握
し
た
。

女
性
は日
月
に
専
門
病
院
に
入

院
。

入
院
時
よ
り
結
核
の
症
状
は

改
善
し
た
が
、
多
発
性
骨
髄
腫
の

治
療
は
中
断
し
て
い
る

。

医
療
事
故

・

訴
訟

改
め
て
全
医
師
に
徹
底

。

ま
た
今
回
は
担
当
医一人
し
か

レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
を
確
認
し
な
か

っ
た
た
め
、
今
後
は
複
数
人
で
チ

ェ
ッ
ク
を
行
え
るよう
、
担
当
医

以
外
の
者
で
も
画
像
の
異
常
に
気

付
い
た
場
合
は
担
当
医
や
放
射
線

保
健
所
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
た
め
で
、
カ
ル
テ
に
は
レ
ン
ト
ゲ
科
医
に
連
絡
す
る
こ
と
と
し
た

。

結
核
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
た
め
ン
を
撮
影
し
た
と
い
う
記
録
も
な
坂
本
裕
彦
病
院
長
は
「
本
来
医

の
血
液
検
査
を
す
で
に
始
め
た
。
か
っ
た
と
い
う

。

師
の
す
べ
き
こ
と
の
原
則
を
、
十

今
の
と
こ
ろ
感
染
は
確
認
で
き
て
同
セ
ン
タ
ー
は
再
発
防
止
策
と
分
に
徹
底
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ

い
な
い。

し
て
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
画
像
診
断
と
が
今
回
の
原
因
。
画
像
診
断
結

見
落
と
し
の
原
因
は
、
レ
ン
ト
を
行
っ
た
安
居
担
当
医
が
所
見
果
を
主
治
医
が
確
認
し
て
い
な
い

ゲ
ン
を
撮
影
し
た
も
の
の
担
当
匿
を
確
認
し
、
カ
ル
テ
に
記
録
す
る
場
合
、
電
子
カ
ル
テ
に
ア
ラ

l
ト

が
肺
の
陰
影
に
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が
必
要
条
件
で
あ
る
こ
と
を
(
警
報
)
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
、

患
者
と
接
触
は
邸
入

山
町
跡
取
b
M
Mカ
ル
テ
に
撮
影
記
録
な
し
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埼
玉
新
聞
・

朝
刊

2
0
1
8

年
吃
月
7

日

(
金
)

シ
ス
テ
ム
の
改
造
も
行
い
た
い
」

と
述
べ
た。

女
性
や
女
性
の
家
族
は
、
セ
ン

タ
ー
側
の
謝
罪
に
「
こ
う
い
う
こ

と
を
繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な
い
の

で
、
全
国
の
病
隈
も
含
め
て
啓
発

の
役
に
立
て
て
ほ
し
い
」
い
う
旨

の
話
を
し
た
と
い
う
。

(
坂
本
圭
)

埼
玉
新
聞
・
朝

刊

2
0
1
8

年
ロ
月
7

日

(金
)



自治医大病院

常
勤
医
、
思
い
込
み
で
誤
認
か

下
野
市
薬
師
寺
の
自
治
医
大
付
属
病
院
で
、
婦
人
科
の
常
勤
医
が
患
者
の
右
卵
巣
の
腫
蕩
を
切
除
す
る
手
術
の
際
に
、
誤
っ

て
左
卵
巣
を
摘
出
し
て
い
た
こ
と
が
却
日
、
同
病
院
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。
す
ぐ
に
誤
り
に
気
付
い
て
元
に
戻
し
、
串
箸
の

健
康
に
問
題
は
な
い
と
い
う
。
思
い
込
み
で
左
右
を
取
り
違
え
た
可
能
性
が
あ
り
、
同
病
院
は
下
野
新
聞
社
の
取
材
に
対
し
「
手

術
チ
l

ム
の
情
報
共
有
な
ど
を
徹
底
し
て
再
発
防
止
に
努
め
る
」
な
ど
と
し
た

。

同
病
院
に
よ
る
と
、
今
年

上
半
期
、
婦
人
科
の
常
勤
医

ら
の
手
術
チl
ム
が
右
卵
巣
腫

痩
と
診
断
さ
れ
た
患
者
の
手
術

を
担
当
し
た
際
、
常
勤
医
が

誤
っ
て
左
の
卵
巣
や
卵
管
を
切

除
し
た
。
直
後
、
ミ
ス
に
気

付
い
て
切
除
部
分
を
元
に
戻
す

再
建
手
術
を
施
し
た
と
い
う
。

患
者
は
手
術
か
ら9
日
後
に
退
と う常院
し向 。 生
て病活現
第院に在

言量茎議
重大開院
責な性中
会医ぱだ
脅療いが
議事と、
置故い日

し
調
査
す
る
と
と
も
に
、
国
や

県
、
下
野
署
な
ど
に
報
告
。
同

委
員
会
は
事
故
の
原
因
と
し

て
、
過
去
の
経
験
か
ら
腫
れ
な

ど
の
あ
っ
た
左
卵
巣
を
患
部
と

と安全管理総集版 2019年 3号

熊
本
大
病
院

遅
れ
る
医
療
ミ
ス
を
し
た

と
発
表
し
た。

同
病
院
に
よ
る
と
、
見

つ
か
っ
た
の
は
勝
脱
が
ん

で
、
最
も
病
状
が
進
ん
だ

「ス
テ
ー
ジ
W
」
。現
在
、

同
病
院
で
抗
が
ん
剤
治
療

ω
代
男
性

を
受
け
て
い
る。

男
性
は2
0
1
2

年
に

同
病
院
で
前
立
腺
が
ん
の

手
術
を
受
け
た。

げ
年
2

月
の
尿
検
査
で
再
び
が
ん

が
疑
わ
れ
た
た
め
、
初
代

の
男
性
担
当
医
師H
今
年 判

明
遅
れ

4

月
か
ら
別
の
病
院
に
勤

務
H

が
、
病
理
部
に
尿
に

含
ま
れ
る
細
胞
の
検
査
を

依
頼
し
た。
し
か
し
担
当

医
師
が
失
念
し
、
検
査
結

果
を
確
認
し
な
か
っ
た
と

い
う
。

日
年
4

月
、
病
院
内
の

別
の
部
署
か
ら
の
指
摘
で

結
果
の
放
置
が
判
明
。

結

果
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

新
た
な
が
ん
が
疑
わ
れ
た

が
、
男
性
に
連
絡
が
取
れ

な
か
っ
た。
結
局
、5
月

に
男
性
が
血
尿
が
出
た
と

し
て
同
病
院
を
再
受
診

し
、
勝
脱
が
ん
と
分
か
っ

た
。

男
性
は
6

月
に
手
術

を
受
け
た。

同
病
院
に
よ
る
と
、
男

性
と
家
族
は
「今
は
前
を

向
い
て
治
療
に
専
念
し
た

医
療
事
故
・
訴
訟

誤
認
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
指

摘
し
た。

同
病
院
の
佐
田
尚
弘
院
長
は

取
材
に
対
し
「
患
者
さ
ま
に
心

理
的
、
身
体
的
な
負
担
差
掛
け

て
申
し
訳
な
い。
事
故
を
防
ぐ

シ
ス
テ
ム
が
十
分
で
な
か
っ

た
」
と
陳
謝。
今
後は
手
術
前

の
情
報
共
有
や
、
重
要
な
理
位

を
切
除
す
る
際
の
再
確
認
、
手

術
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

強
化
な
ど
で
再
発
防
止
に
努
め

る
意
向
を
示
し
た。
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熊
本
大
病
院
(
熊
本
市
)

は
幻
目
、
が
ん
の
疑
い
が

あ
る
県
内
の
印
代
の
男
性

患
者
に
実
施
し
た
検
査
の

結
果
を1
年
2

カ
月
開
放

置
し
た
た
め
、
進
行
が
ん

の
発
見
が
今
年5
月
ま
で

下
野
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
引
日
(
金
)

い
」
と
話
し
て
い
る
と
い

う
。

男
性
側
へ
の
補
償
は

今
後
、
話
し
合
う。

記
者
会
見
し
た
谷
原
秀

信
院
長
は
「男
性
や
ご
家

族
に
多
大
な
迷
惑
を
お
掛

け
し
た
」
と
謝
罪
し
た
上

で
、
「医
師
個
人
と
組
織

・

シ
ス
テ
ム
の
両
方
に
問

題
が
あ
り
、
再
発
防
止
に

努
め
る
」
と
話
し
た。

(
太
路
秀
紀
)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
泣
日
(
土
)
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院
内
の
読
影
体
制
に
問
題

特
別
調
査
委
が
報
告
書
公
表

杉
並
区
の
河
北
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
区
肺
が
ん
検
診
を
受
け
た
四
十
代
女
性
が
、

が
ん
を
見
落
と
さ
れ
死
亡
し
た
問
題
を
受
け
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
運
営
す
る
河
北
医
療

財
団
が
設
置
し
た
特
別
調
査
委
員
会
は
十
三
日
、
検
診
画
像
を
読
影
す
る
際
の
体
制

に
問
題
が
あ
っ
た
と
す
る
調
査
報
告
書
を
公
表
し
た

。

併
せ
て
、
現
行
の
検
診
制
度

の
問
題
点
も
指
摘
し
た
。

(渡
辺
聖
子
)

報
告
書
に
よ
る
と
、
ク
リ
ニ

ッ
ク
は
二O
一
五
年
秋
に
、
業

務
量
増
大
を
理
由
に
放
射
線
科

の
医
師
を
読
影
業
務
か
ら
外
し

た
。

そ
の
結
果
、
区
の
実
施
要
領

に
望
ま
し
い
と
記
さ
れ
て
い
る

呼
吸
器
科
、
放
射
線
科
の
い
ず

れ
の
医
師
も
読
影
に
関
わ
ら
な

い
状
況
が
で
き
て
い
た。

「区

医
師
会
に
報
告
す
る
こ
と
な
く

外
し
た
こ
と
は
望
ま
し
い
対
応

で
は
な
か
っ
た
」
と
し
た
。

田葺
信号是
言参
院荷

ヨ長
島司
ヨ弐E

4 
害。

東大病院

主
治
医
の
確
認
形
骸
化

東
京
大
学
病
院
で
、CT
(コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
法)

な
ど
の
画
像
を
専
門
医
が
診
断

し
て
作
成
し
た
報
告
書
の4
割

を
主
治
医
が
「未
開
封
」
だ
っ

た
こ
と
が
、
病
院
関
係
者
へ
の

取
材
で
わ
か
っ
た。
今
年
叩
月

に
実
施
さ
れ
た
1
5
8

月
作
成

分
に
対
す
る
院
内
調
査
で
判
明

し
た
。

画
像
診
断
報
告
書
の
確

認
不
足
に
よ
る
が
ん
の
見
落
と

5
0
0

件
が
叩
月
お
日
時
点
で

「未
開
封
」
だ
っ
た。
調
査
後
、

病
院
が
呼
び
か
け
る
と
、
約2

週
間
後
に
「
未
開
封」
は
約
7

5
0
0

件
に
急
減
し
た。

報
告
書
は
、
主
治
医
の
依
頼

を
受
け
て
放
射
線
科
の
専
門
医

が
画
像
す
べ
て
を
詳
しく
見
て

作
成
し
、
電
子
デl
タ
で
提
出

す
る
。

千
葉
大
や
横
浜
市
大
な

ど
で
発
覚
し
た
が
ん
の
見
落
と

内
容
を
認
識
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い。

日
本
医
学
放
射
線
学
会
は
今

年
7

月
、
報
告
書
を
必
ず
チ
ェ

ッ
ク
す
る
仕
組
み
つ
く
り
を
求

め
る
見
解
を
出
し
て
い
る。

同
学
会
理
事
の
部
酢
敏
文
・

金
沢
大
学
病
院
長
は「報
告
書

を
よ
く
確
認
せ
ず
、
主
治
医
が

自
分
で
画
像
を
見
る
だ
け
で
診

断
す
る
の
が
常
態
化
し
て
い
る

医
療
安
全

さ
ら
に
委
員
会
は
、
胸
部
エ

ッ
ク
ス
線
に
よ
る
肺
が
ん
検
査

の
問
題
点
も
指
摘。

「
肺
が
ん

死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
明
確
な

科
学
的
根
拠
が
な
い」
と
し
、

代
わ
り
に
低
線
量C
T

に
よ
る

検
査
を
提
言
し
た。

委
員
会
は
弁
護
士
や
医
師
-
り

外
部
有
識
者
五
人
で
構
成
し
、

今
年
九
月
か
ら
七
回
開
催
し
て

報
告
書
を
ま
と
め
た。

3 ~ 

河万般
~ 6229 ェ
診人ツ

行再ク
さ調ス
ぷ査線

河
北
医
療
財
団
の
河
北
博
文

理
事
長
は
十
三
日
、
河
北
健
診

ク
リ
ニ
ッ

ク
で
一
般
健
診
を
受

け
た
三
万
六
千
二
百
二
十
九
人

の
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
画
像
の
再

調
査
を
始
め
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

来
年
三
月
ま
で
か
か

る
見
込
み
で
、
精
密
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
人
に
は
案
内

を
送
る
と
し
て
い
る。

対
象
は
二
O
一
四
年
四
月
一

日
l

一
八
年
四
月
三
十
日
に
企

業
、
健
保
健
診
な
ど
を
受
け
た

人
。

既
に
一
万
四
百
七
十
四
人

の
調
査
を
終
え
、
こ
の
う
ち
五

人
に
精
密
検
査
の
必
要
が
あ
る

と
い
う
。

区
の
肺
が
ん
検
診
を
受
け
た

九
千
四
百
二
十
四
人
の
画
像
に

つ
い
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
再
調

査
を
終
え
た。
そ
し
て
再
調
査

で
も
精
密
検
査
が
不
要
と
さ
れ

な
が
ら
、
後
に
肺
が
ん
と
診
断

さ
れ
た
人
が
二
人
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
M
日
(
金
)

「お
お
悲
み
よ
、
汝
が
な
か
っ
た
な

ら
、
こ
う
も
私
は
妹
を
想
わ
な
い
で
あ
ろ

う
。

愛
を
想
い、

生
命
を
想
わ
な
い
で
あ

ろ
う
」
(
柳
宗
悦
「妹
の
死
」
、
原
文
マ

マ
)
。
先
日
上
智
大
(千
代
田
区
)
で
聞

か
れ
た
集
会
「ミ
シ
ュ
カ
の
森」
の
講
演

で
、
初
め
て
こ
の
一
文
を
知
っ
た。

悲
し
み
と
聞
け
ば
、
普
通
は
人
間
の
弱

さ
に
属
す
る
も
の
と
捉
え
が
ち
だ。
し
か

し
、
悲
し
い
と
い
う
感
情
が
あ
れ
ば
こ

そ
、
愛
や
生
命
の

得
難
さ
に
気
づ
く

契
機
と
な
る。
講

師
を
務
め
た
信
州

大
の
山
崎
浩
司
准

し
、
支
え
合
う
社
会
を
つ
く
り
た
い
」
と

説
い
た。

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
大
き
く
う
な
ず
き

な
が
ら
も
、
記
者
と
し
て
取
材
す
る
わ
が

身
は
ど
う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

医
療
過
誤
で
一
人
息
子
を
失
っ
た
父
親

と
の
電
話。
「
絶
対
に
医
者
を
殺
し
て
や

る
」
。
約
1

時
間
半
に
及
ん
だ
や
り
と
り

の
中
で
、
父
親
は
何
度
も
そ
の
言
葉
を
繰

り
返
し
た。

わ
が
子
の
命
を
理
不
尽
に
奪
わ
れ
た
父

親
の
痛
み
に
わ
似
た
悲
し
み
を
、
境
遇
の

異
な
る
他
者
が
そ
の
ま
ま
自
分
の
感
情
と

し
て
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

怒
り

や
呪
い
の
言
葉
に
形
を
変
え
た
悲
し
み

合
ω

悲しみの力

104 



海と安全管理総集版 2019年 3号

し
発
覚
が
相
次
ぐ
な
か
、
確
認

シ
ス
テ
ム
の
形
骸
化
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
こ
の8

か
月
間
に
作
成
さ
れ
た
報
告
書

は
約
5

万
2
0
0
0

件
。

各
診

療
科
の
主
治
医
は
、
パ
ソ
コ
ン

画
面
で
報
告
書
の
「開
封
」
ボ

タ
ン
を
押
し
て
内
容
を
確
認
す

る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る。

し
か
し
、
そ
の
う
ち
約1
万
9

し
は
、
主
治
医
が
報
告
書
を
十

分
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
主
な
原
因
だ
っ
た
。

病
院
に
よ
る
と
、
報
告
書
は

「
開
封
」
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
く

て
も
読
め
る。
こ
の
た
め
、
広

報
担
当
者
は
「
『未
開
封
』
で

も
見
て
い
る
ケ
l

ス
も
あ
る

し
、

『開
封
』
し
で
も
確
認
が

不
十
分
な
ケl
ス
も
あ
る
だ
ろ

う
」
と
し
、
主
治
医
が
本
当
に

病
院
は
多
く
、
こ
の
ケl
ス
も
、

問
題
に
な
っ
て
慌
て
て
開
封
ボ

タ
ン
を
押
し
た
の
で
は
な
い

か
。

報
告
書
を
確
認
し
た
う
え

で
患
者
に
説
明
す
る
こ
と
を
徹

底
す
べ
き
だ
」
と
し
て
い
る。

吾昔r

ロ冗

士
冗(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
活
日
(
金
)

千
葉
市
病
院
局
は
、
市
立
青
葉
病

院
(中
央
区)と
市
立
海
浜
病
院(美

浜
区
)
で
医
療
事
故
が
起
き
た
場
合

の
公
表
指
針
を
策
定
し
、
日
月
か
ら

運
用
を
始
め
た。
事
故
発
生
に
先
立

ち
公
表
の
基
準
を
市
民
に
公
開
し
た

姿
勢
は
評
価
で
き
る
が
、
内
容
は
行

政
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
民
の

知
る
権
利
に
応
え
る
も
の
と
は
残
念

な
が
ら
言
い
難
い。

指
針
は
趣
旨
に
「市
民
に
適
切
な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
病

院
運
営
の
透
明
性
を
高
め
」
る
な
ど

と
明
記。
そ
の
上
で
、
病
院
側
に
過

失
が
あ
っ
た
医
療
事
故
で
患
者
が
死

亡
し
た
ケl
ス
や
重
大
な
障
害・
後

遺
症
が
残
っ
た
ケl
ス
に
つ
い
て
、

書
面
に
よ
る
患
者
側
の
同
意
を
受
け
説明責任を果たせるか

個
別
に
病
院
名
、
事
故
発
生
年
月
、

患
者
の
年
代
、
事
故
発
生
の
経
過
・

結
果
概
要
、
再
発
防
止
策
を
速
や
か

に
公
表
す
る
と
し
た
。

過
失
の
有
無

は
病
院
内
の
委
員
会
が
判
断
す
る
。

し
か
し
、
患
者
側
が
同
意
し
な
か

っ
た
項
目
は
公
表
を
見
送
る

。

さ
ら

に
、
件
数
は
年1
回
の
ま
と
め
で
発

表
す
る
も
の
の
、
患
者
側
の
意
向
を

理
由
に
事
故
内
容
を
丸々公
表
し
な

い
こ
と
も
あ
る
と
し
た。

ま
た
、
事
故
が
起
き
た
診
療
税
目

や
医
療
従
事
者
の
情
報
も
非
公
表

。

同
局
は
「職
員
が
報
告
を
ち
ゅ
う
ち

ょ
し
、
再
発
防
止
を
図
れ
な
い
可
能

あと 571 日
現あうれくは章教
代る璽で、 二弱!<::境

ま悲努るおき 「 空
ぢ主霊 』 カビ悲こ
み擾とのはしの

戻をがい表なみ文

性
が
あ
る」
と
説
明
す
る。
患
者
側

の
同
意
を
得
て
事
故
の
概
要
が
公
表

さ
れ
た
場
合
、
あ
る
程
度
診
療
糾
固

な
ど
が
特
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
だ。他

に
も
疑
問
点
は
あ
る
。

独
居
の

患
者
が
事
故
に
よ
り
意
識
の
な
い
状

態
に
な
っ
た
場
合
、
公
表
の
判
断
は

誰
が
す
る
の
か。
複
数
の
串
著
の
闘

で
意
見
が
割
れ
た
場
合
は
ど
う
す
る

の
か。

同
局
は
ケl
ス
ご
と
に
検
討

す
る
と
し
た
が
、
県
病
院
局
の
指
針

の
よ
う
に
、
串
箸
側
の
同
意
が
得
ら

れ
な
く
て
も
事
故
の
一
部
の
情
報
は

発
表
す
る
と
す
れ
ば
、
混
乱
は
生
じ

な
い
と
思
う
の
だ
が

。

千
葉
市
病
院
は
患
者
側
が
公
表
を

望
ま
な
か
っ
た
事
故
で
も
、
第
三
者

医
療
安
全

を
、
ひ
た
す
ら
受
け
止
め
続
け
る
し
か
な

か
っ
た
。

「悲
し
さ
は
共
に
悲
し
む
者
が
あ
る

時
、
ぬ
く
も
り
を
覚
え
る」
(
同

「南
無

阿
弥
陀
仏
」
)
。
全
く
同
じ
悲
し
み
を
共

有
す
る
こ
と
は
な
く
と
も
、
悲
し
み
に
寄

り
添
う
こ
と
は
で
き
る
は
ず
だ。

(村
嶋
和
樹)

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
幻
自
(
月
)

調
査
委
員
会
の
検
証
結
果
は
個
人
情

報
を
除
き
公
表
の
対
象
に
な
る
と
言

及
。
「患
者
と
の
信
頼
関
係」を
理
由

に
非
公
表
と
し
た
当
初
の
対
応
と
の

聞
に
矛
盾
は
生
じ
な
い
の
だ
る
っ
か

。

病
歴
や
治
療
の
情
報
は
最
も
守
ら

れ
る
べ
き
個
人
情
報
で
あ
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い。
し
か
し
、
事
故
と

な
る
と
そ
の
情
報
の
公
共
性
は
高

い
。

市
民
の
知
る
権
利
に
、
さ
ら
に

市
民
が
病
院
を
選
択
す
る
権
利
に
応

え
る
た
め
、
同
局
に
は
説
明
責
任
が

あ
る
。

指
針
は
内
規
と
の
こ
と
。

患

者
を
含
め
た
市
民
の
権
利
に
配
慮
し

た
弾
力
的
な
運
用
、
改
変
を
望
む

。

千
葉
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
3

日
(
月
)
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群
馬
大
学
病
院
は2
0
1
9

年
1

月
か
ら
、
手
術

死
問
題
を
教
訓
と
し
た
病
院
改
革
の
一
環
で
、
入
院

患
者
が
自
分
の
電
子
カ
ル
テ
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る。

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
例
が

な
く
、
国
立
大
学
病
院
で
は
初
の
試
み
だ
。

信
頼
回

復
が
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
群
馬
大
病
院
だ

が
、
一過
性
の
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
病
院
に

も
広
が
る
実
践
例
に
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る

。

(医
療
部
高
梨
ゆ
き
子
、
社
会
部
蛭
川
裕
太
)

-
「初
の
試
み」

群
馬
大
病
院
が
改
革
の
た
め

に
設
置
し
た
「患
者
参
加
型
医

療
推
進
委
員
会」
の
2

回
目
の

会
議
が
あ
っ
た
叩
月
、「患
者

カ
ル
テ
共
有
シ
ス
テ
ム」
の
導

入
が
公
表
さ
れ
た。
登
録
し
た

入
院
患
者
や
家
族
は
、
診
療
記

録
や
検
査
結
果
、
画
像
な
ど
を

自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

病
院
に
よ
る
と
、
閲
覧
の
際

は
看
護
師
ら
に
声
を
か
け
、
病

棟
の
パ
ソ
コ
ン
に
職
員I
D
を

w群馬大学病院の
患者参加の取り組み倒

医
療
安
全

砂入院患者や家族が病棟のパ
ソコンで電子カルテを自由
に閲覧できるシステムを導
入(来年1 月~)

砂患者に検査結果を印制して
渡す

録音機能付き電子カルテで
インフォームド・コンセント
を録音し、音声データを保存

カルテ開示請求ができると
とを院内のポスター掲示で
周知

惨患者の意見を診療にとり入
れるため「患者参加型医療
推進委員会jを新設。遺旗代
表の委員2人を加え、会議を
一般公開

w群馬大学病院の患者カルテ
共有システム(イメージ)

病棟のパソコン画面で、 f患者カ
ルテ共有システムjのアイコンを
選択

看護師うに声をかけ、職員10を
入力して起動してもらった後、態
者番号とパスワ一ドを入力

大
学
位
病
院
に
対
す
る
読
売
新

聞
の
取
材
で
は
、
導
入
例
は
ほ

か
に
な
か
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、

i カルテや検査デー夕、CT画像砿
どを閲覧

は療い
懸情か
念報 」

を部
示の鹿
す村児
。 永島

診文土大
断学2学
ま副病
で部院
に長医

同
病
院
で
は
仰
年
か
ら
、
脳

神
経
外
科
の
患
者
が
、
自
分
の

検
査
結
果
や
画
像
を
自
宅
のパ

ソ
コ
ン
で
見
ら
れ
る
「I
T
カ

ル
テ
」
を
活
用
し
て
い
る。
カ

ル
テ
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
医

師
が
選
ん
だ
一
部
の
情
報
が
見

ら
れ
る
。

ほ
か
に
も
各
地
に
例

が
あ
る
の
は
、
一
部
の
診
療
情

報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
見
ら
れ
る

と
い
う
も
の
だ
。

実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
の
経
験
が

あ
る
と
い
う
医
師
も
い
る。
ω

年
、
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー

(当
時
)
の
電
子
カ
ル
テ
導
入

を
担
当
し
た
聖
路
加
国
際
大
の

宮
坂
勝
之
名
誉
教
授
だ
。

当
時
、
小
児
集
中
治
療
室
で
、

電
子
カ
ル
テ
の
一
部
を
親
が
自

由
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

た
。

あ
る
医
師
が
、
他
の
医
師

と
自
分
の
見
立
て
が
違
う
と
記

載
し
て
い
た
の
を
見
た
患
者
の

「ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ーーー寸

群馬大の手術死問題群馬大学病院で2014年、当
' 時は保険適用外だ、った鍾経鏡を使う肝切除手術を受 :

〈ろ'

けた後、患者色λの死亡が続発していたことが発覚。 ;
| 後に肝臓や蜂臓の開腹手術でも死亡が相次いでいた !
ことがわかっ た。 第三者からなる調査委員会が16年 l
にまとめた調査報告書では、患者参加を促進して診 ;

l 療の質を向上させる取り組みが提言された。
し一一一一一一ーーーーーーーーー ー ー ー ーーー ー ーーーーーーーーーーー一一ーーーー一一一一一」

が
顔
を
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
す
る
文
化
の
確
立
が

必
要
だ
」
と
話
す。A

-職
員
教
育

群
馬
大
病
院
で
は1
月
の
閲

覧
シ
ス
テ
ム
導
入
を
前
に
、
正

確
で
わ
か
り
や
す
い
カ
ル
テ
記

載
の
方
法
な
ど
、
職
員
へ
の
教

育
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

同
病
院
医
療
の
質・
安
全
管

理
部
長
の
小
松
康
宏
教
授
は

「初
め
て
の
こ
と
で
予
想
外
の
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入
力
し
て
も
ら
っ
て
画
面
を
開

く
。

そ
の
う
え
で
患
者
番
号
と

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
れ
ば
開

け
る
形
で
、
他
人
に
見
ら
れ
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
る。

一連
の
問
題
で
は
、
患
者
へ

の
説
明
不
足
や
カ
ル
テ
記
載
の

不
備
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第

三
者
に
よ
る
調
査
報
告
書
で
、

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が

提
言
さ
れ
て
い
た。

推
進
委
で
委
員
を
務
め
る
遺

族
会
の
小
野
里
和
孝
代
表(犯
)

は
「手
術
で
亡
く
な
っ
た
妹
が

入
院
し
て
い
た
と
き
は
十
分
な

情
報
提
供
が
な
か
っ
た。
電
子

カ
ル
テ
が
見
ら
れ
れ
ば
、
正
確

な
情
報
が
わ
か
り
疑
問
点
も
聞

け
る
の
で
、
信
頼
に
も
つ
な
が

る
」
と
期
待
す
る。

患
者
へ
の
カ
ル
テ
開
示
は
、

個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
医

療
機
関
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

た
だ
し
、
治
療
中
に
ほ
ぼ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
電
子
カ
ル
テ

を
閲
覧
で
き
る
病
院
は
き
わ
め

て
珍
し
い。
少
な
く
と
も
国
立

群大患者と情報
医
療
界
に
は
懐
疑
的
な
見
方
も

あ
る
。

親
が
「誤
診
か
」
と
慌
て
た。

説
明
し
て
誤
解
は
解
け
た

が
、
宮
坂
名
誉
教
授
は「そ
れ

以
来
、
医
療
者
が
説
明
し
な
が

ら

一緒
に
見
る
よ
う
に
し
た。

文
字
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い

こ
と
も
あ
る
。

医
療
者
と
患
者

は
、
疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば

可
能
性
が
低
く
て
も
検
討
さ

れ
、
カ
ル
テ
に
書
か
れ
る。
「確

定
診
断
前
の
途
中
の
記
録
を
患

者
が
閲
覧
し
、
自
分
で
解
釈
し

て
誤
診
だ
と
思
い
込
ん
だ
ら
困

る
」
と
い
う
。

問
題
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
患
者
と
の
情
報
共
有
は
、

基
本
的
に
必
要
な
こ
と
。

懸
念

材
料
を
あ
げ
る
よ
り
、
ま
ず
は

や
っ
て
み
て
、
患
者
と
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
」
と
話
し
て
い
る。

A
V「誤
解
」に
懸
念

「
診
断
の
結
論
に
至
る
ま
で

の
不
確
定
な
情
報
を
患
者
が
見

る
と
、
誤
解
さ
れ
る
の
で
は
な

支
障
が
あ
る
と
医
師
が
判
断
し
た
情
報川

与
Z

，
B
E
'
:

畠
主

Z
A
I
-
-
-
E
B
a
h
-

、

な
ど
は
、
「詳
細
記
録」
と
い
う
患
者
川

元
Z
E
F

叫
1
M

畑
区
司
、
、
白
川
い
正
両
側

に
は
見
ら
れ
な
い
欄
に
書
か
れ
る
と
川

t
k
γん
n
H
ノ
晶v
t前
h
H
m乍U
V》

ι
・
4
Z
1
l
E
A
Uい
う。

日
年
度
末
ま
で
に
計6
9
3
0

人
が

ー

カ
ル
テ
は
2
0
0
0

年
代
か
ら
電
子
ず
、
本
来
ど
こ
の
病
院
に
も
必
要
な
こ
利
用。
こ
れ
ま
で
「特
に
ト
ラ
ブ
ル
は
山

川
化
が
進
ん
だ。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
日
と
だ
」
と
説
く。

起
き
て
い
な
い」
(
同
病
院
)
。

川
年
の
調
査
で
は
、4
0
0

床
以
上
の
病
千
葉
県
鴨
川
市
の
亀
田
総
合
病
院
亀
田
信
介
院
長
は

「患
者
と
の
情
報
川

川
院
の
約
8

割
に
普
及
し
て
い
る。

は
、
早
く
か
ら
そ
の
利
点
を
積
極
的
に
共
有
は
リ
ス
ク
マ
ネジ
メ
ン
ト

(危
機

川

電
子
カ
ル
テ
に
詳
し
い
森
田
明
弁
護
活
用
し
て
き
た。
ω
年
、
希
望
し
た
患
管
理
)
と
し
て
重
要。
こ
う
い
う
こ
と

川

川
士
に
よ
る
と
、
電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
者
や
家
族
が
閲
覧
で
き
る
電
子
カ
ル
テ
の
積
み
重
ね
が
、
透
明
性
の
高
い
組
織
川

川
し
て
「患
者
と
の
共
有
の
し
や
す
さ」

を
導
入
し
た。
登
録
す
れ
ば
、
好
き
な
風
土
を
つく
る
」
と
語
る。
仮
に
問
題
川

川
が
当
初
か
ら
あ
が
っ
て
い
た
が
、
実
践
と
き
に
カ
ル
テ
を
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で
が
起
き
、
内
部
で
情
報
隠
し
が
あ
れ
ば
、

川

川
例
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た。

見
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。

遠
方
の
家
族
発
覚
し
た
と
き
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
川

森
田
弁
護
士
は
「
情
報
共
有
は
イ
ン
と
も
情
報
共
有
で
き
る
。

い
。

企
業
の
不
祥
事
に
も
例
が
あ
る。

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
(説
明
と
基
本
的
に
す
べ
て
閲
覧
対
象
だ
が
、
亀
田
院
長
は

「今
後
は
、
患
者
と
の
情
川

川
同
意
)
の
問
題
で
あ
り
、
深
刻
な
医
療

一部
に
例
外
も
あ
る。
虐
待
の
疑
い
や
、
報
共
有
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
る
」

川
事
故
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
精
神
疾
患
の
治
療
で
当
事
者
が
見
る
と
と
み
て
い
る
。

川

号士
;m 

古
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
時
日
(
日
)

医
療
安
全
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産科麻酔の専門医迎え

無
痛
分
娩

医
療
安
全

受
け
入
れ
体
制

致
死
率
の
高
い
エ
ボ
ラ
出
血
熱
な
ど
特
に
危
険
な
感
染
症
の

病
原
ウ
イ
ル
ス
を
初
め
て
輸
入
す
る
計
画
が
発
表
さ
れ
た

。

2

0
2
0

年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
や
、
訪
日
外

国
人
の
増
加
に
よ
っ
て
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら

だ
。

検
査
体
制
を
強
化
し
、
患
者
の
発
生
に
備
え
る
狙
い
が
あ

る
。

【野
田
武
】

名
市
大
病
院

き
ょ
う
セ
ン
タ
ー
開
設

無
痛
分
娩
は
、
麻
酔
で
陣
痛

の
痛
み
を
弱
め
る
出
産
方
法
。

感
覚
が
鈍
り
、
い
き
み
づ
ら
く

な
る
た
め
出
産
時
聞
が
長
引
く

傾
向
に
あ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
を
器

具
で
吸
引
す
る
処
置
が
必
要
に

な
る
リ
ス
ク
も
あ
る。

昨
年
、

事
故
が
相
次
い
で
発
覚
し
た

が
、
そ
の
多
く
が
体
制
の
手
薄

な
診
療
所
で
の
出
産
だ
っ
た。

同
病
院
は
こ
れ
ま
で
、
心
臓

病
を
抱
え
る
人
な
ど
に
限
り
無

痛
分
娩
を
行
っ
て
き
た
が
、
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
、
広
く

受
け
付
け
る
セ
ン
タ
ー
の
開
設

を
決
め
た。
9

月
に
は
、
産
科

麻
酔
が
専
門
で
、
無
痛
分
娩
を

多
く
手
が
け
て
き
た
麻
酔
科
医

の
田
中
基
教
授
(臼
)が
着
任。

産
科
婦
人
科
や
小
児
科
の
医
師

名
古
屋
市
立
大
病
院
(名
古
市
瑞
穂
区)
に
1

日
、
出
産

の
痛
み
を
和
ら
げ
る
「無
痛
銃
瓶
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。

無
痛
分
娩
は
希
望
者
が
増
え
る
一
方
、
重
大
事
故
も

相
次
い
で
い
る
が
、「出
産
時
の
疲
労
を
軽
減
し
た
い」
と
、

産
科
麻
酔
が
専
門
の
医
師
を
招
請
す
る
な
ど
安
全
に
出
産
で

き
る
体
制
を
整
え
た。
東
海
3

県
の
大
規
模
病
院
で
は
、
こ

う
し
た
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
珍
し
い
と
い
う
。
(
野
村
順
)

え
る

利
用
す
る。
例
え
ば
「エ
ラ
イ

ザ
法
」
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
検
出

法
で
は
、
検
査
用
の
た
ん
ぱ
く

質
を
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
の

血
液
と
反
応
さ
せ
て
調
べ
る

が
、
と
れ
ま
で
は一部
の
遺
伝

情
報
し
か
使
え
ず
、
た
ん
ぱ
く

質
の
種
類
が
限
ち
れ
て
い
た
。

ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
が
あ
れ

ば
、
た
ん
ぱ
く
質
を
複
数
種
類

作
っ
て
お
い
て
一
度
に
調
べ
る

国
際
標
準
の
方
法
が
可
能
と
な

り
、
よ
り
正
確
で
迅
速
に
検
査

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。 や

看
護
師
、
助
産
師
ら
と
の
連

携
体
制
を
整
え
て
き
た
。

3

日
か
ら
受
け
付
け
を
始
め

る
が
、
当
面
は
陣
痛
促
進
剤
を

使
用
し
、
計
画
出
産
す
る
形
で

対
応
。

希
望
者
に
は
ま
ず
、
産
科

婦
人
科
外
来
で
受
診
し
て
も
ら

い
、
セ
ン
タ
ー
で
出
産
が
可
能

か
ど
う
か
判
断
す
る。
実
施
す

る
場
合
、
正
常
分
娩
費
用
に
は

万
5
0
0
0

円
を
追
加
す
る。

今
年
度
内
に
数
件
、
来
年
度

は
1
0
0

件
弱
の
実
施
を
目
指

す
が
、
ニ
ー
ズ
を
見
な
が
ら
徐

々
に
体
制
を
拡
充
し
、
将
来
的

に
は
M
時
間
3
6
5

日
の
対
応

を
し
た
い
考
え
だ。

埼
玉
医
科
大
で
無
痛
分
娩
を

手
が
け
、
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

す
る
田
中
教
授
は
、
東
海3
県

一
方
、
患
者
の
容
体
を
調
べ

る
検
査
法
も
可
能
と
な
る
。

「
中

和
抗
体
法
」
と
い
い
、
回
復
途

中
の
患
者
か
ら
採
取
し
た
血
液

を
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
に
加

え
、
免
疫
反
応
の
強
さ
か
ら
治

療
効
果
や
回
復
の
度
合
い
を
調

べ
る。
こ
れ
ま
で
本
物
の
ウ
イ

ル
ス
が
な
か
っ
た
た
め
、
で
き

な
か
っ
た。

の
無
痛
分
娩
の
現
状
に
つ
い

て
、
「開
業
医
の
先
生
が
麻
酔

と
お
産
の
両
方
を
扱
う
ケl
ス

が
多
い。
一人
二
役
の
場
合
、
緊

急
事
態
が
起
こ
る
と
対
応
が
困

難
に
な
る
」
と
指
摘。
セ
ン
タ

ー
の
特
長
に
つ
い
て
「専
門
医

が
麻
酔
を
扱
う
の
で
安
全
性
が

高
い
。

合
併
症
が
起
き
て
も
す

ぐ
対
応
で
き
る」と
し
た
上
で
、

「産
科
の
麻
酔
は
効
か
せ
す
ぎ

て
も
い
け
な
い。
チ
ー
ム
と
し

て
経
験
を
積
み
あ
げ
、
市
民
に

身
近
な
病
院
と
し
て
安
全
な
医

療
を
提
供
し
た
い
」
と
話
し
た

。

せ
-
一
叫
士
冗
(
名
古
屋
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
1

日
(
土
)

ウ
イ
ル
ス
輸
入
の
利
点
に
つ

い
て
、
感
染
研
の
西
僚
政
幸

・
ウ

イ
ル
ス
第1
部
長
は
「
慎
重
な

取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
バ
イ

オ
セ
ー
フ
テ
ィl
レ
ベ
ル

(B

S
L
)
4で
の
作
業
を
性
急
に

行
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ウ

イ
ル
ス
が
入
手
で
き
て
い
れ
ば

時
間
を
か
け
て
準
備
し
て
お
く

と
と
が
で
き
る
」
と
説
明
す
る

。

最
も
危
険
性
の
高
い
「
1

類
」
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エボラ出血熱などウイルス輸入計画

発
表
し
た
の
は
、
国
立
感
染

症
研
究
所
。
計
画
に
よ
る
と
、

輸
入
す
る
の
は
、
エ
ボ
ラ
出
血

熱
マ
ラ
ッ
サ
熱
マ
ク
リ
ミ
ア
・

コ
ン
ゴ
出
血
熱
マ
南
米
出
血
熱

マ
マ
l

ル
プ
ル
グ
病
ー
ー
の
五

つ
の
感
染
症
で
、
日
種
類
の
ウ

イ
ル
ス
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
凶
年
以

降
、
西
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
発

生
し
約1
万
1
3
0
0

人
が
死

亡
。
致
死
率
は
平
均
印
物
前
後

と
高
く
、
今
年
も
コ
ン
ゴ
民
主

共
和
国
(
旧
ザ
イ
l

ル
)
で
流
行

し
て
い
る
。
ラ
ッ
サ
熱
も
西
ア

フ
リ
カ
が
主
な
流
行
地
域
で
、

年
間
叩
万
人
以
上
の
感
染
者
が

出
て
お
り
、1
9
8
7

年
に
は

ア
フ
リ
カ
か
ら
の
帰
国
者
が
日

本
で
発
症
し
た
例
が
あ
る
。

圏
内
の
感
染
者
発
生
の
リ
ス

2020年に
4000万人の
政府目標 . . . . . . 

・.
・. . 

訪日外国人数の推移
4000r (万人)

3500 

3000 

2500 

ク
は
高
ま
っ
て
い
る
。
訪
日
外

国
人
が
近
年
急
増
し
て
お
り
、

法
務
省
に
よ
る
と
昨
年
は
約
2

7
0
0

万
人
で
過
去
最
高
だ
っ

た
。
政
府
は
東
京
五
輪・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
る
却
年
に
訪

日
外
国
人
を4
0
0
0

万
人
に

増
や
す
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、

感
染
者
の
い
る
国
か
ら
の
渡
航

も
あ
り
得
る
。
感
染
研
の
脇
田

臨
苧
所
長
は
「
国
際
突
通
網
の

発
遣
や
訪
日
外
国
人
増
加
に
よ

っ
て
輸
入
感
染
症
は
増
え
て
い

る
」
と
対
策
強
化
の
必
要
性
を

訴
え
る
。

な
ぜ
危
険
な
感
染
症
の
病
原

ウ
イ
ル
ス
を
輸
入
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
。

圏
内
で
感
染
が
疑
わ
れ
る
人

が
出
た
場
合
、
既
に
判
明
し
て

い
る
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
情
報
を

2000 05 10 15 17 20 
(法務省の資料を基に作成)

95 

2000 

0 
1990年

1000 

東京五輪見据え訪日外国人増

正確・迅速に検査りよ
輸
入
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の

は
、
感
染
症
法
で
最
も
危
険
性

の
高
い
「1
類
」
に
分
類
さ
れ

た
感
染
症
の
病
原
ウ
イ
ル
ス

だ
。
圏
内
で
扱
え
る
の
は
、
感

染
研
村
山
庁
舎
(
東
京
都
武
蔵

村
山
市
)
に
あ
る
国
内
唯
一
の

B
S
L
4

の
施
設
だ
け
。
輸
入

が
実
現
し
た
場
合
、
実
際
に
は

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。

ウ
イ
ル
ス
の
保
管
や
培
養

は
、
全
てB
S
L
4

施
設
内
の

実
験
室
で
作
業
を
す
る
。
実
験

室
は
周
囲
を
廊
下
で
固
ま
れ
、

入
り
口
に
は
更
衣
室
と
シ
ャ
ワ

ー
室
、
さ
ら
に
更
衣
室
が
直
列

に
並
ぶ
。
研
究
者
は
、
最
初
の

更
衣
室
で
実
験
着
に
着
替
え
、

次
の
更
衣
室
で
専
用
ガ
ウ
ン
を

着
用
し
て
実
験
室
に
入
る
。
退

出
時
は
こ
れ
ら
を
脱
い
で
、
シ

ャ
ワ
ー
で
体
を
洗
い
流
し
て
か

ら
外
へ
出
る
。
研
究
者
を
介
し

て
ウ
イ
ル
ス
が
外
ヘ
出
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
だ
。

ウ
イ
ル
ス
は
三
重
に
な
っ
た

密
閉
容
器
に
入
れ
て
、
実
験
室

内
の
約
マ
イ
ナ
ス
初
度
の
冷
凍

庫
内
で
保
管
す
る
。
ウ
イ
ル
ス

が
熱
や
乾
燥
に
弱
く
、
常
温
下

で
は
徐
々
に
死
滅
し
て
し
ま
う

た
め
だ
。
培
養
な
ど
は
、
外
気
と

遮
断
さ
れ
手
袋
越
し
に
作
業
が

で
き
る
箱
「
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク

ス
」
へ
、
密
奥
富
ご
と
ウ
イ

医
療
安
全

ル
ス
を
移
し
て
作
業
を
す
る
。

ウ
イ
ル
ス
は
空
気
中
を
浮
遊

す
る
こ
と
は
な
い
が
、
万
一
に

備
え
、
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
と

実
験
室
の
空
調
設
備
に
は
そ
れ

ぞ
れ
、
「
ヘ
パ
フ
ィ
ル
タ
ー
」

と
い
う
極
め
て
細
か
い
目
で
ウ

イ
ル
ス
を
捕
ら
え
る
高
性
能
フ

ィ
ル
タ
ー
が
使
わ
れ
て
い
る
。

厳
重
に
扱
わ
れ
る
施
設
だ

が
、
村
山
庁
舎
の
地
元
で
は
戸

惑
い
の
声
も
聞
か
れ
る
。

先
月
日
日
に
村
山
庁
舎
で
あ

っ
た
周
辺
住
民
や
自
治
体
と
の

連
絡
協
議
会
で
計
画
が
公
表
さ

れ
た
が
、
自
治
会
代
表
者
の
男

性
(
目
)
は
「
必
要
性
は
分
か
る

が
、
今
よ
り
も
リ
ス
ク
は
高
ま

ウイルスが外部に
漏れないように室内は
外より気圧が低い

• 

8
5
L
4

施
置
の
イ
メ
ー

ジ

る
。
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
が

で
き
て
い
る
と
思
え
ず
、
納
得

で
き
な
い
」
と
反
対
を
表
明
し

た
。
別
の
自
治
会
の
男
性(
η
)

は
「
仕
方
が
な
い
と
思
う
」
と

理
解
を
示
し
つ
つ
、
「
正
確
で

親
切
な
説
明
を
し
て
ほ
し
い
」

と
注
文
を
つ
け
た
。

感
染
症
法
で
は
、1類
感
染

症
の
病
原
ウ
イ
ル
ス
を
輸
入
・

所
持
す
る
施
設
に
は
厚
生
労
働

相
の
指
定
か
必
要
だ
。
感
染
研

の
施
設
は
、
日
年
に
所
持
が
可

能
と
な
る
指
定
だ
け
を
受
け

た
。
感
染
研
は
今
後
、
岡
市
の
同

意
を
得
た
上
で
、
厚
労
相
の
指

定
を
受
け
た
い
考
え
だ
。

き今

滅
菌
、
消
毒

排水司令

内
壁

外
壁

日 (東京) ・ 朝干IJ I 201 8年12月 12 日(水) I |毎
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長
崎
大
B
S
L
4

施
設

年
明
け
に
も
着
工
J¥ 

建
築
確
認
の
手
続
き
終
了

危
険
度
の
高
い
病
原
体を
扱

う
「
バ
イ
オセ
ー
フ
テ
ィ
1
レ

ベ
ル
(
B
S
L
)
4施
設
」
の

建
設
を
計
画
す
る
長
崎
大
は
お

目
、
長
崎
市
に
申
請
し
て
い
た

施
設
の
建
築
確
認
の
手
続
き
を

終
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

年
明
け
に
も
着
工
す
る
。

施
設
は
、
世
界
保
健
機
関

(
W
H
O
)の
基
準
で
最
も
危

険
な
病
原
体
で
あ
る
エ
ボ
ラ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
で
き
る

。

医
学
部
の
あ
る
市
内
の
坂
本
キ

ャ
ン
パ
ス
に
建
設
す
る
計
画

で
、
2
0
2
1
年
度
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る。

大
学
に
よ
る
と
、
日
月
に
市

に
出
し
て
い
た
建
築
基
準
法
に

基
づ
く
建
築
計
画
の
審
査
が
終

わ
り
、
幻
自
に
確
認
済
み
証
が

交
付
さ
れ
た
。
初
日
に
は
業
者

と
の
工
事
契
約
も
済
ま
せ
、
建

設
の
条
件
が
整
っ
た
と
い
う
。

予
定
地
周
辺
は
住
宅
密
集

地
。

周
辺
の
住
民
に
は
建
設
へ

の
反
発
も
根
強
い。
住
民
ら
が

大
学
な
ど
を
相
手
取
り
、
施
設

で
扱
う
病
原
体
な
ど
の
情
報
開

示
を
求
め
て
起
こ
し
た
裁
判
が

長
崎
地
裁
で
争
わ
れ
て
い
る

。

(
森
本
類
)

朝

日

(
福
岡
)・
朝
刊

2

0
1
8

年
吃
月
却
日
(
土
)

|処方された抗生物質

園国 医
療
安
全「

全
部
飲
み
切
る
」

5
割

「
途
中
で
や
め
る
」

医
療
機
関
な
ど
で
処
方
さ
れ
た
抗
菌
薬
や
抗
生
物
質
を
医
師
の
指
示

通
り
最
後
ま
で
飲
み
切
っ
て
い
る
人
が

5

割
程
度
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
、

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
A
M
R
臨
床
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
症
状
が
良
く
な
っ
た
時
点
で
服
用
を
や
め

た
り
、
余
っ
た
薬
を
保
管
し
た
り
す
る
人
が
多
く
、
薬
の
不
適
切
な
使

用
を
懸
念
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

「
適
切
な
服
用
心
が
け
て
」

調
査
は
2
0
1
8
年
8
1

9

月
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
m
i
m
代
の
男
女7
2
1

人
を
対
象
と
し
た
。
「
処
方

さ
れ
た
抗
菌
薬・
抗
生
物
質

を
飲
み
切
っ
て
い
ま
す
か
」 と

い
う
質
問
で
は
「
最
後
ま

で
飲
み
切
っ
て
い
る
」
が
回

%
で
、
「
治
っ
た
ら
途
中
で

飲
む
の
を
や
め
る
」
(
M
%
)

や
「
最
初
か
ら
で
き
る
だ
け

飲
ま
な
い
」
(
8
%
)
な
ど

処方された抗菌薬・抗生物質を
どうしているか

途中で忘れてしまい
飲み切っていない

(注)国立国際医療研究センター病院AMR臨床
リファレンスセンター調査

が
続
い
た
。

処
方
さ
れ
た
分
を
飲
み
切

っ
て
い
る
人
の
割
合
は
年
齢

が
上
が
る
に
つ
れ
て
高
く
な

る
傾
向
で
、
印
歳
以
上
は
日

%
だ
っ
た
一
方
、
日
j

四
歳

は
必
%
と
最
低
だ
っ
た
。

飲
み
残
し
た
抗
生
物
質
を

ど
う
し
て
い
る
か
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
「
全
て
捨
て
て
い

る
」
が
必
%
と
最
多
。
「
い

つ
か
使
お
う
と
と
っ
て
あ

る
」
(
叩
%
)
や
「
体
調
が

悪
い
時
に
飲
ん
だ
こ
と
が
あ

る
」
(
幻
%
)
な
ど
再
利
用

し
て
い
る
人
も
一
定
数
み
ら

れ
た
。

ま
た
家
族
や
他
人
か
ら
も

3 
害。

ら
っ
た
抗
生
物
質
を
飲
ん
だ

こ
と
が
あ
る
人
は
2
割
程
度

だ
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

た
と
え
症
状
が
良
く
な
っ
て

も
途
中
で
抗
生
物
質
や
抗
菌

薬
の
服
用
を
や
め
る
と
感
染

症
が
完
治
し
な
い
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
最
後
ま
で
飲
み
切

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

余
っ
た
薬
を
保
管
し
た

り
、
別
の
機
会
に
使
用
し
た

り
す
る
と
効
果
が
出
な
か
っ

た
り
症
状
が
悪
化
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
い
い
、
担
当
者

は
「
医
師
の
指
示
通
り
適
切

な
薬
の
使
用
を
心
が
け
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
。日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
日
日
(
木
)
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妊
婦
に
は
「
使
つ
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
き
た

3

種
類
の
免
疫
抑
制
剤
が
、
医
師
の

判
断
で
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

。

聞
か
設
置
し
た
「
妊
娠
と
薬
情
報
セ
ン
タ
ー
」
が
国
内
外

の
使
用
実
績
な
ど
を
調
査
し
「
胎
児
の
異
常
を
増
や
す
証
拠
は
な
い
」
と
判
断
さ
れ
た
た
め

だ
。

セ
ン
タ
ー
は
今
後
も
妊
婦
に
使
え
る
薬
を
増
や
し
た
い
考
え

。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

治
療
で
薬
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
女
性
の
希
望
に
な
る
と
し
て
歓
迎
さ
れ
て
い
る

。

臓器移植後や自己免疫疾患治療に投与

免
疫
抑
制
剤
3

種

妊
婦
も
使
用
可
に

3

剤
は
「
ア
ザ
チ
オ
プ
リ
ン
」

「
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
」
「
タ
ク

ロ
リ
ム
ス
」。
臓
器
移
植
を
受

け
た
人
は
拒
絶
反
応
を
抑
え
る

た
め
に
ず
っ
と
飲
み
続
け
る
必

要
が
あ
る
ほ
か
、
免
疫
が
自
分

の
体
を
攻
撃
し
て
し
ま
う
自
己

免
疫
疾
患
の
治
療
に
も
使
わ
れ

る
。い

ず
れ
の
薬
も
、
専
門
学
会

な
ど
の
診
療
指
針
は
妊
娠
中
の

投
与
を
認
め
て
お
り
、
腎
臓
移

植
後
に
妊
娠・
出
産
し
た
人
は

国
内
に5
0
0

人
以
上
い
る
と

さ
れ
る。
だ
が
、
使
用
上
の
注

意
な
ど
を
記
し
た
薬
の
添
付
文 書

で
は
、
妊
婦
は
使
用
を
避
け

る
べ
き
「
禁
思
」
と
さ
れ
て
き

た
。

「
こ
の
子
た
ち
が
い
る
喜
び

を
日
々
か
み
し
め
て
い
ま
す」
。

腎
臓
移
植
を
受
け
た
大
阪
府
枚

方
市
の
山
口
律
子
さ
ん(位
)

は
、
2
0
1
2

年
生
ま
れ
の
長

男
を
筆
頭
に2
男
1

女
を
授
か

っ
た。
山
口
さ
ん
に
と
っ
て
、

免
疫
抑
制
剤
を
飲
み
な
が
ら
の

妊
娠
は
「
賭
け
」
だ
っ
た

。

高
校1
年
の
時
、
腎
臓
が
小

さ
く
な
る
病
気
が
見
つ
か
り
、

年
齢
と
と
も
に
発
熱
や
疲
労
感

に
も
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

実績調べ添付文書改訂

国内で把握されて
いる臓器移植後の
妊娠・出産慨

腎擁移植 500人以上

肝麓移植 30人以上

欝臓移植 2人

(自本移様学会の資料から)

た
。

悦
年
に
結
婚
し
た
後
は
、

立
っ
て
家
事
を
す
る
の
も
困
難

な
ほ
ど
に
病
状
が
進
ん
だ
。

ω
年
、
母
親
か
ら
提
供
さ
れ

た
片
方
の
腎
臓
を
移
植
し
体
調

が
安
定。
手
術
後1
年
半
経
過

し
た
と
こ
ろ
で
妊
娠
の
希
望
を

医
師
に
伝
え
る
と
「
子
ど
も
に

異
常
が
出
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
こ
の
薬
な
ら
、
普
通
の
妊

婦
さ
ん
が
病
気
の
子
を
出
産
す

る
確
率
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
」
と
、
免
疫
抑

制
剤
を
ア
ザ
チ
オ
プ
リ
ン
に
変

え
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
た
。

幸
い
、
ア
ザ
チ
オ
プ
リ
ン
は

山
口
さ
ん
に
合
い
、
子
ど
も
は

3

人
と
も
元
気
に
生
ま
れ
、
す

く
す
く
育
っ
た。

山
口
さ
ん
は
「
移
植
後
の
妊

娠
出
産
は
体
調
面
で
乗
り
越
え

な
い
と
い
け
な
い
壁
が
多
い

。

医
薬
品
の
安
全

妊
婦
に
も
大
丈
夫
な
薬
だ
と
分

か
っ
て
飲
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
安
心
感
は
全
く
違
う
。

妊

娠
に
挑
戦
し
よv
?と
思
う
人
が

増
え
る
の
で
は
」
と
話
し
、
今

回
の
H

解
禁u
を
歓
迎
す
る。

薬
を
開
発
す
る
際
に
は
、
健

康
な
人
や
串
箸
を
対
象
に
効
果

と
安
全
性
を
調
べ
る
臨
床
試
験

(治
験
)
が
行
わ
れ
る
が
、
妊

婦
が
対
象
の
治
験
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。

こ
の
た
め
妊
婦
へ
の
使

用
を
禁
己
安
エ
9
る
か
ど
う
か
は

主
に
動
物
実
験
の
結
果
で
決
め

ら
れ
る。

本
当
に
危
険
な
の
か
を
判
断

す
る
に
は
、
実
際
に
妊
婦
に
使

用
さ
れ
た
情
報
を
集
め
る
し
か

な
い
。

厚
生
労
働
省
は
的
年
、

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

(墓
京
)
に
「
妊
娠
と
薬
情
報

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。

主
に
海

外
の
使
用
害
事
網
や
研
究
論
文
な

ど
を
幅
広
く
調
査
し
て
き
た
。

そ
う
し
て
リ
ス
ク
を
再
評
価

し
た
結
果
を
基
に
、
厚
労
省
は

今
年6
月
、
3

種
の
薬
に
つ
い

て
妊
婦
へ
の
禁
忌
を
外
し
、
薬

を
服
用
す
る
利
益
か
危
険
性
を

上
回
る
と
医
師
が
判
断
す
る
場 合

に
は
投
与
を
認
め
る
と
決

定
。

添
付
文
書
が
改
訂
さ
れ
た

。

病
院
内
に
「
妊
娠
と
薬
」
外

来
を
設
け
、
妊
婦
ら
か
ら
の
薬

の
相
談
に
早
く
か
ら
応
じ
て
き

た
虎
の
門
病
院(墓
京
)
の
林

昌
洋
薬
剤
部
長
は
「
用
心
深
く

使
え
な
い
こ
と
に
し
て
い
た
薬

が
、
根
拠
を
積
み
重
ね
て
大
丈

夫
と
判
断
さ
れ
た
意
義
は
大
き

い
。

治
療
を
続
け
る
必
要
が
あ

る
串
箸
さ
ん
に
幸
せ
を
提
供
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
話
し

て
い
る
。

「妊
娠
と
薬
情
報
セ
ン
タ
ー
」

は
今
後
も
、
調
査
結
果
を
添
付

文
書
の
見
直
し
に
つ
な
げ
た
い

と
し
て
い
る。

具
体
的
に
は
、

免
疫
抑
制
剤
に
続
い
て
「
カ
ル

シ
ウ
ム
括
抗
薬」と
呼
ば
れ
る

降
圧
剤
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

を
予
定
し
て
い
る
。

〈共
同
通
信
〉

秋
田
魁
新
報

・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
日
日
(
土
)

1
 

1
 

1
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第
22年完成新校舎ヘリポート利用

災害時に被災地ヘ

薬
科
大
「
空
飛
ぶ
調
剤
所
」

第
一
薬
科
大
(南
区
)
の
都
築
仁
子
学
長
は
日

目
、
2
0
2
2

年
ご
ろ
完
成
す
る
新
校
舎
屋
上
に

設
け
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
使
い
、
災
害
時
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
薬
剤
師
や
薬
品
を
搭
載
し
て
被
災
地
へ

運
ぶ
「
空
飛
ぶ
調
剤
所
」
構
想
を
明
ら
か
に
し
た

。

実
現
す
れ
ば
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
今
後
は
行
政

機
関
と
運
用
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
方
針
だ

。

【蓬
田
正
志】

移動薬局車は来秋に導入
フて被種剤キ要
ア 機 災 類師ャ請同
l 能地のやンを大
マすで薬 1 ピ受は
シる移晶 O ンけ市
]--，動を O グ、薬
」モ薬搭 3 カ改剤
を パ 局載 1 ]造師
1 イとし 5 にし会
5 ルし、 O 薬たの

0
0

万
3
2
0
0
0

万
円

か
け
て
来
秋
、
導
入
す
る

。

日
目
、
活
用
に
関
す
る
協

定
を
市
、
市
薬
剤
師
会
と

結
ん
だ。

車
両
は
平
時
は
学
生
の

実
習
な
ど
に
使
う。
一方
、

災
害
時
は
市
な
ど
と
連
携

し
、
地
震
や
浸
水
で
薬
局

が
被
災
し
た
地
域
に
出
向

き
、
避
難
所
な
ど
で
仮
設

調
剤
所
と
し
て
活
用
し
、

被
災
者
の
薬
相
談
に
の

る
。

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
l

マ
シ
l
は
ロ
年
に
宮
城
県

薬
剤
師
会
が
導
入
し
た
の

を
皮
切
り
に
全
国
的
に
導

入
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
。

一
方
、
「
空
飛
ぶ
調
剤

所
」
構
想
は
、
開
学
的
周

年
を
迎
え
る2
0
2
0

年

に
着
工
す
る
日
階
建
て
新

校
舎
屋
上
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
利
用。
災
害
時
に
へ
リ

災
害
に
備
え
る

構
想

を
リ
ー
ス
し
、
車
両
移
動

が
で
き
な
い
地
域
や
離
島

に
飛
ば
す
と
と
を
検
討
し

て
い
る
。
都
築
学
長
は
「へ

リ
フ
ァ
1

マ
シ
l

で
医
薬

品
が
供
給
で
き
れ
ば
」
と

話
し
た。

毎

日

(
福
岡
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
刊
は
臼
(
水
)

病
院
2

割
災
害
設
備
不
十
分

全
国
の
拠
点
な
ど
非
常
用
発
電
や
給
水

全
国
の
災
害
拠
点
病
院
な
ど

主
な
病
院
の
約2
割
が
、
診
療

機
能
を3
日
程
度
維
持
す
る
の

に
必
要
な
発
電
や
給
水
設
備
を

備
え
て
い
な
い
こ
と
が
、
厚
生

労
働
省
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。

西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
地
震

な
ど
大
災
害
が
相
次
い
だ
た

め
、
政
府
は
重
要
イ
ン
フ
ラ

(社
会
基
盤
)
の
緊
急
点
検

を
実
施
。

7
3
6

か
所
の
災

害
拠
点
病
院
に
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
と
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
を
加
え
た8
2
2

病
院
を

調
べ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
必
要
な
非

常
用
自
家
発
電
設
備
を
も
っ
て

い
な
い
の
は
1
5
7

病
院
(う

ち
災
害
拠
点
病
院
1
2
5

か

所
)
。給
水
設
備
で
は2
0
7

病

院
(同
1
7
9

か
所
)だ
っ
た
。

災
害
拠
点
病
院
は2
0
1
2

年
に
指
定
要
件
が
改
正
さ
れ
、

3

日
分
程
度
の
燃
料
確
保
や
適

切
な
容
量
の
受
水
槽
の
保
有
が

義
務
付
け
ら
れ
た。
政
府
は
今

後
、
設
備
の
増
設
に
必
要
な
経

費
を
補
助
す
る
予
定。

東
京
医
科
歯
科
大
の
大
友
康

裕
教
授
(救
急
災
害
医
学)
は

「
改
正
前
に
指
定
さ
れ
た
病
院

で
、
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
多
い
の
だ
ろ
う
。

こ

の
機
会
に
必
要
な
設
備
を
整

え
る
べ
き
だ
」
と
話
し
て
い

る
。

読

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
包
日
(
土
)
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7

月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
南
予
を
中
心
に
多
く
の
医
療
機
関
で
浸

水
や
断
水
、
停
電
な
ど
が
発
生
し
、
十
分
な
診
療
が
で
き
ず
、
水
害
対

策
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
広
域

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
新
居
浜
・

西
条
圏
域
は
、
災
害
時
に
医
療
機
能
を

維
持
し
て
患
者
の
生
命
を
守
る
た
め
の
対
策
の
検
討
を
進
め
て
い
る

。

浸
水
域
に
あ
る
医
療
機
関
と
自
治
体
、
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
で

つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
、
2
0
1
9

年
度
ま
で
に
病
院
職
員

の
初
動
対
応
や
各
機
関
と
連
携
し
た
搬
送
計
画
を
作
成
す
る
予
定
だ

。

ki Sokuhou 

擦と安全管理総集版 2019 年 3 号

新居浜・西条圏域
医療機関の浸水対策

免
震
装
置
を
備
え
、
先
進
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
た
め
だ

。

視
察
し
た
病
院
で
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
で
約5
M
の
津
波

が
押
し
寄
せ
る
想
定
で
、
毎
年

数
百
人
規
模
の
災
害
対
応
訓
練

を
重
ね
て
い
る。
参
加
者
は
、

昨
年
新
設
し
た
西
棟
2

階
の
備

蓄
倉
庫
や4
階
の
自
家
発
電
装

置
、
近
隣
住
民
約
千
人
が
一
時

避
難
で
き
る
屋
上
と
避
難
階
段

な
ど
を
見
て
回
っ
た。

徳
島
赤
土
子
病
院
の
福
田
靖

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
は

「備
蓄
は
最
低3
日
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
浸
水
の
長
期
化
を

考
え
る
と1
週
間
は
必
要
だ」

と
力
説
す
る。
備
蓄
倉
庫
を
業

者
に
開
放
し
て
商
品
を
保
管
し

て
も
ら
い
、
緊
急
時
に
飲
料
水
と

し
て
使
え
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

水
1
2
0
0

本
を
確
保
し
て
い

る
。

職
員
が
各
自
で1
日
分
の
非

常
食
を
ロ
ッ
カ
ー
に
常
備
す
る

作成ヘ初動搬送計画
取
り
組
み
な
ど
も
紹
介
し
た
。

参
加
し
た
西
条
中
央
病
院
の

看
護
師
高
田
真
美
さ
ん
は「設

備
や
機
材
が
整
っ
て
い
て
、
病

院
全
体
で
対
策
が
進
ん
で
い

る
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

「
自
分
た
ち
も
備
蓄
を
進
め
て

は
い
る
が
、
課
題
は
尽
き
な
い
」

と
話
し
た。

V
入
院
側
人
孤
立
も

愛
媛
県
の
地
震
被
害
想
定
調

査
に
よ
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
新
居
浜

・

西
条
圏
域
は
最
大
震
度
7

の

高
ま
り
、
県
東
予
地
方
局
が
汀

年
度
に
医
療
機
関
広
域
浸
水
対

策
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。

緊
急

時
に
病
院
職
員
や
各
部
署
が
取

る
べ
き
行
動
を
簡
潔
に
記
し
た

「ア
ク
シ
ョ
ン
カ
!
ド」
の
作

成
支
援
や
患
者
搬
送
体
制
な
ど

関
係
機
関
の
役
割
を
示
し
た

「地
域
行
動
計
画」を
策
定
し
、

ソ
フ
ト
面
の
強
化
を
図
る

。

「院
内
に
災
害
発
生
を
宣
言

す
る
」
「電
子
カ
ル
テ
の
シ
ス

テ
ム
ダ
ウ
ン
に
備
え
る」
な
ど

の
行
動
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て

お
く
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
!
ド
は
、

る
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
浸
水

時
の
出
入
り
口
の
確
保
と
い
っ

た
医
療
機
関
固
有
の
補
強
も
必

要
と
な
る。

4

病
院
を
対
象
に
し
た
実
態

調
査
で
は
、
い
く
つ
か
の
病
院

で
搬
送
手
段
が
確
保
で
き
な
い

こ
と
、
浸
水
位
置
よ
り
低
い
場

所
に
自
家
発
電
装
置
や
医
薬
品

保
管
庫
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た。

水
上
搬
送
用
の
ボ

ー
ト
や
衛
星
電
話
の
設
置
が
検

討
さ
れ
る
が
、
費
用
の
問
題
か

ら
整
備
に
は
時
間
が
か
か
り
そ

う
だ。

発
災
直
後
入
院
継
続
が
鍵

揺
れ
で
海
岸
の
堤
防
が
決
壊
す

る
と
さ
れ
る。
想
定
で
は
、
発

災
か
ら
数
時
間
の
う
ち
に
新
居

浜
市
で
約9
・
6

平
方
キ
ロ
、
土

地
の
低
い
西
条
市
で
は
県
内
最

大
の
約
幻・
6

平
方
キ
ロ
が
1
1

3
M
の
高
さ
ま
で
浸
水
す
る
。

西
条
の2
病
院
が2
1
3
M
水

に
漬
か
り
、
新
居
浜
で
も
2

病

院
で
浸
水
や
周
辺
道
路
が
冠
水

す
る
た
め
、
入
院
患
者
計
約
8

0
0

人
が
数
日
か
ら
数
週
間
孤

立
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

圏
域
の
災
害
医
療
を
検
討
す

る
中
で
浸
水
対
応
の
重
要
性
が

災
害
に
備
え
る

緊
急
時
の
指
揮
系
統
の
確
立
と

役
割
分
担
に
役
立
つ
と
さ
れ

る
。

各
病
院
が
実
態
に
即
し
た

カ
ー
ド
作
り
を
進
め
て
お
り
、

凶
年
度
に
訓
練
を
実
施
し
、
内

容
を
検
証
す
る
予
定
だ
。

V
ハ
l

ド
整
備
遅
れ

ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
欠
か
せ

な
い
。

浸
水
ま
た
は
孤
立
の
可

能
性
が
あ
る4
病
院
は
、
い
ま

あ
る
施
設
を
維
持
し
な
が
ら
対

策
を
講
じ
る
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

す
べ
て
の
病
院
の
建
物

が
新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

圏
域
の
災
害
拠
点
病
院
で
あ

る
県
立
新
居
浜
病
院
の
明
比
俊

外
斜
部
長
は
、
災
害
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
!
の
立
場
か
ら

「発
災
後
す
ぐ
に
複
数
の
病
院

で
患
者
を
す
べ
て
避
難
さ
せ
る

の
は
現
実
的
で
は
な
い」と
指

摘
す
る。
ラ
イ
ア
ラ
イ
ン
を
保

っ
て
支
援
が
来
る
ま
で
、
い
か

に
入
院
治
療
を
継
続
す
る
か
が

重
要
だ
と
強
調
し
て
い
る
。

(中
井
美
歩)

愛
媛
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
9

日
(
日
)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チl
ム
の
メ

ン
バ
ー
ら
お
人
は
日
月
初
日
、

徳
島
赤
十
字
病
院(徳
島
県
小

松
島
市)を
視
察
し
た。
災
害
拠

点
病
院
で
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
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被災者と歩む熊本、真備

西
日
本
豪
雨
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岡
山
県
倉
敷
市
島
僻
町
の

避
難
所
で
、
被
災
者
と
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
支
援
を
続
け
る
看
護

師
の
女
性
が
い
る
。
今
年
7
月
ま
で
熊
本
地
震
の
被
災
地
で
約
2
年

間
活
動
し
、
災
害
後
の
避
難
生
活
で
亡
く
な
る
「
災
害
関
連
死
」
を

多
く
見
て
き
た
。
「
み
ん
な
が
元
の
生
活
に
戻
れ
る
日
ま
で
支
え
続

け
る
」
。
固
い
決
意
で
避
難
所
の
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

神
戸
出
身
看
護
師

恩
師
の
教
え
守
り

日
月
末
、
被
災
者
約
加
人
が
身

を
寄
せ
る
真
備
町
市
場
の
老
人
福

祉
施
設
「
ま
き
び
荘
」
。
看
護
師

の
山
中
弓
子
さ
ん
(
印)
H神
戸
市

出
身
H

は
「
家
の
改
修
が
進
ま
な

い
」
と
こ
ぼ
す
高
齢
夫
婦
の
話
に

じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
た
。
「
大

工
さ
ん
も
忙
し
い
ん
か
な
。
私
も

こ
こ
で
年
越
し
す
る
か
ら
、
お
せ

ち
を
作
り
ま
し
ょ
う
か
」
。
そ
の

言
葉
に
夫
婦
は
「
山
中
さ
ん
の
料

理
は
お
い
し
い
か
ら
楽
し
み
じ
ゃ

わ
」
と
表
情
を
和
ら
げ
た
。

山
中
さ
ん
は
1
9
9
5
年
の
阪

神
大
震
災
で
自
宅
が
被
災
。
知
人

に
誘
わ
れ
て
避
難
所
で
救
護
な
ど

を
手
伝
っ
た
。
「
被
災
者
に
感
謝

さ
れ
る
の
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

た
め
に
経
験
を
生
か
し
た
い
」
と

N
P
O
法
人
「
九
州
キ
リ
ス
ト
災

害
支
援
セ
ン
タ
ー
」
(
本
部
・
福

岡
市
)
の
職
員
に
転
身
。
熊
本
県

内
の
避
難
所
で
母
子
や
妊
婦
ら
の

ケ
ア
に
あ
た
っ
て
き
た
。

新
た
な
転
機
は
今
年
7
月
。
西

日
本
豪
雨
の
大
き
な
被
害
を
受
け

た
真
備
町
に
被
災
者
支
援
の
た

め
に
入
っ
て
い
た
セ
ン
タ
ー
関
係

者
か
ら
、
「
手
伝
い
に
来
て
」
と

依
頼
さ
れ
た
。
駆
け
つ
け
た
小
学

校
は
被
災
者
約
3
5
0
人
が
通

路
で
雑
魚
寝
を
す
る
な
ど
ひ
し
め

き
合
っ
て
い
た
。
頭
を
よ
ぎ
っ

た
の
は
熊
本
の
被
災
地
。
亡
く
な

っ
た
約
2
6
0
人
の
う
ち
8割

が
、
長
引
く
避
難
生
活
で
体
や
心

を
む
し
ば
ま
れ
た
災
害
関
連
死
だ

災
害
に
備
え
る

場
を
移
す
と
、
行
政
に
掛
け
合
っ

て
衛
生
面
な
ど
の
環
境
の
改
善
を

図
る
と
と
も
に
、
体
調
の
異
変
を

知
ら
せ
る
ナl
ス
コ
ー
ル
の
ボ
タ

ン
を
複
数
設
置
。
ボ
タ
ン
を
押
せ

ば
夜
中
で
も
す
ぐ
に
顔
を
見
せ
る

山
中
さ
ん
を
、
被
災
者
も
「
避
難

所
の
お
母
さ
ん
み
た
い
」
と
信
頼

を
寄
せ
る
。

そ
ん
な
山
中
さ
ん
が
理
想
と
す

る
の
は
、
阪
神
大
震
災
の
仮
設
住

宅
で
被
災
者
を
見
守
り
続
け
たN

P
O

法
人
「
阪
神
高
齢
者
・
障
害

者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
(
解
散
)

元
理
事
長
で
看
護
師
の
黒
田
裕
子

さ
ん
(
凶
年
に
ね
歳
で
死
去
)
だ
。

看
護
学
校
時
代
、
黒
田
さ
ん
か
ら

「
被
災
者
が
抱
え
る
問
題
を
一
緒

に
な
っ
て
考
え
、
解
決
の
た
め
に

動
く
こ
と
が
大
切
」
と
教
え
ら
れ

た
。
今
も
「
黒
田
さ
ん
な
ら
ど
う

す
る
だ
ろ
う
」
と
思
い
を
巡
ら
せ

な
が
ら
床
に
就
く
。

被
災
か
ら
5
か
月
が
過
ぎ
、
季

節
は
夏
か
ら
冬
に
変
わ
っ
た
。

「
避
難
生
活
が
長
期
化
し
て
い
る

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
」
。
被
災
者

全
員
を
送
り
出
す
固
ま
で
、
山
中

さ
ん
は
ま
き
び
荘
に
残
る
と
い

-
っ
。

と医療の拡充伝ザフ「 も
富岡への帰還意向調査

復
興
庁
は
初
日
、
原
発
事
故
に
よ
る

避
難
指
示
が
帰
還
困
難
区
域
を
除
い
て

解
除
さ
れ
た
富
岡
町
の
住
民
意
向
調
査

の
結
果
を
発
表
し
た
。
帰
還
を
判
断
す

る
た
め
に
必
要
な
要
素
に
つ
い
て
「
医

療
機
関
(
診
療
科
)
の
拡
充
」
が
印
・

7
%
と
最
も
高
く
、
4
月
に
2
次
医
療

拠
点
「
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
開

院
し
て
も
医
療
へ
の
住
民
ニ

1

ズ
が
高

い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

医
療
の
充
実
は
、
既
に
帰
還
し
た
人

が
「
今
後
の
生
活
に
必
要
だ
と
感
じ
て

い
る
こ
と
」
で
も
∞
∞

・

4
%
(
前
年
比

四
・

9
博
増
)
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

帰
還
に
関
し
「
戻
ら
な
い
と
決
め
て

い
る
」
と
答
え
た
の
が
最
多
の
必
・
1

%
(
同
1
・
3
静
増
)
。
そ
の
理
由
と

し
て
原
発
事
故
か
ら
7
年
が
経
過
し
、

「
既
に
生
活
基
盤
が
で
き
て
い
る
た
め
」

が
6
割
を
占
め
た
。

避
難
指
示
解
除
か
ら
1
年
を
経
て
、

「
既
に
町
内
で
暮
ら
し
て
い
る
」
が
5

.
2
%
(
同
2
・
3
W
増
)
に
伸
、
ひ
た
。

「
戻
り
た
い
が
、
戻
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
はm
・
4
%
(
同
1
・
8
W
減
)
で
ほ

ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。
帰
還
を
判
断
す
る

要
素
に
つ
い
て
は
、
医
療
に
次
い
で
「
商

業
施
設
の
充
実
」
「
ど
の
程
度
の
住
民
が

戻
る
か
」
が
約
4
割
と
な
り
、
介
護

・

福

祉
施
設
や
働
く
場
の
確
保
が
続
い
た
。

復
興
庁
と
県
、
町
の
共
同
調
査
は
7

回
目
。
8
5
9
月
、
6
7
4
8
世
帯
の

代
表
を
対
象
に
行
わ
れ
、
2
9
9
2
世

帯
が
回
答
し
た
。
回
答
率
は
叫

・
3
%
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胆振東部地震発生時の札幌市消防

看
護
師
と
し
て
京
都
の
病
院
に

勤
め
て
い
た2
0
1
6

年
、
熊
本

地
震
が
発
生
し
た
。「被
災
者
の

っ
た
。「

真
備
で
は
関
連
死
を
出
し
た

く
な
い
」
。
ま
き
び
荘
に
活
動
の

119 
111 

吾士

ii7i: 

士
冗
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
7

日
(
金
)

3 
時
間
--(;~ 

平
時
の
却
倍
出
動
は
半
数

9月6自の胆振東部地震発生から3時間の主な通報内容
(札幌市消防局)

通報時間 場 pfT 通報内容

3時10分 北区拓北?の1 タンスが倒れ頭部を打撲した

3時11分 東区北28*15 タンスの下敷きになり、顔面から出血した

3"寺ω分 西区琴似1の3 エレベーター内に3人が閉じ込められている

4時07分 南区真駒内 落下物が左下肢に当たり、療みで動けない | 

4時幻分 清岡区里塚Iの2 土砂が流れてきて、 1 階の玄関が聞かない

4時38分 東区北28東18 ホームタンクが倒れ、灯油が漏えいした

5時23分 滞留区北聖子1の2
自転車で走行中、道路の隆起にハンドルをと
られて転倒し頭を打った

5時28分 北区新1115の3 住宅の煙突が倒れ、落下の危険がある

5Ø寺48分 東区北26東1 外壁がはがれでぶら下がり、危険な状態だ

胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
た
9

月
6

日
午
前3
時
7

分
か
ら

同
6

時
ま
で
の
約3
時
間
に
、
札
幌
市
消
堕
周
へ
の
1
1
9

番

が
、
平
常
時
の
約ω
倍
に
当
た
る7
3
5

件
を
受
理
し
て
い
た

こ
と
が
お
日
、
分
か
っ
た
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
通
報
内
容

が
変
わ
り
、
市
民
の
混
乱
ぶ
り
が
う
か
が
え
る

。

液
状
化
の
被

害
が
集
中
し
た
清
田
区
か
ら
は
、
土
砂
流
出
や
道
路
隆
起
に
よ

る
被
害
な
ど
の
通
報
が
目
立
っ
た
。
(

久
保
吉
g

北
海
道
新
聞
の
請
求
に
市
消

防
局
が
開
示
し
た。
そ
れ
に
よ

る
と
、
地
震
が
発
生
し
た
9

月

6

日
の
通
報
は
午
前3
時
台
が

2
4
4

件
、
4

時
台
が2
9
0

麗
量

胆
振
東
部
地
震
の
札
幌

E
国

市
の
被
害
東
区
で
最
穴

震
度
6

弱
を
観
測
し
た
。
市
内
の

被
害
状
況
は
、
人
的
被
害
カ
死
者

l

人
、
重
傷1
人
、
軽
傷2
9
6

人
。
建
物
被
害
は5
千
棟
で
、
内

訳
は
全
壊
鮒
棟
、
半
壊
6
8
4

棟
、

一
部
損
壊4
2
2
0

棟
。

市
内
で

件
、
5

時
台
が2
0
1

件
。

午

前
3
1
5

時
台
の
1
1
9

番
は

通
常
、1
時
間
当
た
り6
件
前

後
し
か
な
い。

7
3
5

件
の
う
ち
、
実
際
に

最
も
建
物
被
害
が
多
か
っ
た
の

は
、
液
状
化
現
象
に
よ
る
大
規
模

陥
没
が
発
生
し
た
清
田
区
の
2
0

4
8

棟
で
、
全
体
の
約4
割
を
占

め
、
次
い
で
東
区
の94
1

棟
。

断
水
は
最
大1
万
5
9
4
1

世
帯

に
弐
ひ
、
解
消
ま
で1
カ
月
ほ
ど

要
し
た。

災
害
に
備
え
る

福
島
民
友
・
朝
刊

消
防
隊
員
が
現
場
に
向
か
っ
た

の
は
半
数
近
い3
4
5

件
。

他

の
3
9
0

件
は
「
停
電
で
困
っ

て
い
る
」
「
復
旧
の
見
通
し
を

知
り
た
い
」
な
ど
相
談
や
情
報

の
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
。

午
前
3

時
台
の
主
な
通
報

は
、
室
内
で
の
被
害
に
関
す
る

も
の
が
目
立
っ
た。
「
タ
ン
ス

の
下
敷
き
に
な
り
、
顔
か
ら
出

血
し
た
」
(
東
区
の
初
代
女
性
)

な
ど
倒
れ
た
家
慰
埠
具
に
よ
る

け
が
な
ど
が
多
か
っ
た
。

4

時
台
に
な
る
と
、
野
外
で

の
被
害
に
関
す
る
通
報
が
増
加
え

始
め
る。
地
震
発
生
か
ら1
時

間
初
分
経
過
し
た4
時
幻
分
に

は
、
清
田
区
里
塚
の
住
民
か
ら

「
土
砂
が
流
れ
て
き
て
1

階
の

玄
関
が
聞
か
な
い
」
と
連
絡
が

あ
っ
た
。

里
塚
で
は
水
道
管
が

破
損
し
、
水
道
水
が
地
上
に
あ

ふ
れ
た
ほ
か
、
液
状
化
し
た
土

砂
が
傾
斜
に
沿
っ
て
流
れ
出
し

て
い
た
。

負
傷
者
の
発
生
が
な

(
同1
・
8

湾
減
)
。

2
0
1
8

年
ロ
月
1

日
(
土
)

い
こ
と
か
ら
、
消
防
隊
員
は
別

の
現
場
へ
向
か
っ
た
が
、
被
害

の
出
た
場
所
の
状
況
把
握
や
対

応
は
、
市
土
木
セ
ン
タ
ー
と
市

水
道
局
の
職
員
が
担
っ
た
こ
と

が
消
防
局
の
記
録
に
残
っ
て
い

る
。

一
方
、
震
度6
弱
を
観
測
し

た
東
区
か
ら
は
「
屋
外
の
灯
油

タ
ン
ク
が
倒
れ
て
灯
油
が
漏
れ

た
」
な
ど
の
通
報
が
増
え
た

。

日
の
出
時
間
の5
時
台
に
な

る
と
、
清
田
区
北
野
か
ら
「
自

転
車
で
走
行
中
、
道
路
の
隆
起

部
分
に
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
て

転
倒
し
た
」
な
ど
屋
外
の
イ
ン

フ
ラ
被
害
に
伴
う
通
報
が
目
立

ち
始
め
た。

市
消
防
局
消
防
救
助
課
の
太

田
正
一
郎
消
防
係
長
は
「
通
報

が
殺
到
す
る
中
、
電
話
を
受
け

た
担
主
著
は
命
の
危
険
が
あ
っ

た
り
、
傷
病
者
が
い
る
現
場
佐

優
先
し
た。
限
ら
れ
た
人
員
で

対
処
し
た
た
め
、
傷
病
者
が
い

な
い
現
場
の
対
応
は
後
に
な
っ

た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
白
日
(
月
)
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災
害
に
備
え
る

災
害
時
の
情
報
伝
達
を
確
認

諏訪郡医師会

諏
訪
日
赤
拠
点
に
無
線
通
信
訓
練

茅
野
市
、
下
諏
訪
町
、
富
士
見

町
、
原
村
の
医
師
で
つ
く
る
諏
訪

郡
医
師
会
(
鈴
木
正
会
長
)
は

1

日
、
無
線
通
信
訓
練
を
諏
訪
市
の

諏
訪
赤
十
字
病
院
を
拠
点
と
す
る

諏
訪
地
方
の
各
医
療
機
関
で
行
っ

た
。

諏
訪
、
岡
谷
市
の
両
医
師
会

の
協
力
を
得
て
、
諏
訪
地
方
の

6

病
院
、
県
、
各
市
町
村
、
消
防
、

嘗
察
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
関
係
者

か
ら
約1
0
0

人
が
参
加
。
無
線

や
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
使
い
地

震
発
生
時
の
被
災
情
報
の
伝
達
・

共
有
方
法
を
確
認
し
た
。

同
訓
練
は
諏
訪
地
方
の
医
師

会
が
持
ち
回
り
で
毎
年
実
施
し
、

今
年
で3
回
目
。
災
害
時
は
情
報

が
錯
綜
し
、
医
師
ら
が
傷
病
者
の

受
け
入
れ
や
手
当
て
を
迅
速
に

行
え
な
い
場
合
が
あ
る
。

患
者
搬

神
戸
大
学
寮
火
復
興
支
援
・
災
害
想
T研
究
推
進
室
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
の
ち
を
守
る
学
び
継
ぐ
」
(
神
戸
新
聞

社
な
ど
後
援
)
が
初
日
、
神
戸
市
灘
区
の
同
大
学
六
甲
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
研
究
者
ら
が
緊
急
医
療
や
防
災
教
育
の
現
状

に
つ
い
て
発
表
し
た
。
(
太
中
麻
美
)

務

各
部
署
が
迅
速
に
被
室
疾
況
を

報
t
p
k
臨
機
応
変
に
ト
リ
ア

l

ジ
エ
リ
ア
を
設
置
す
る
な
ど

し
た
石
巻
赤
十
字
病
院
の
対
応

送
時
に
必
要
な
道
路
状
態
や
傷
病

者
の
重
篤
度
、
受
け
入
れ
病
院

の
被
災
状
況
な
ど
を
把
握
し
、
患

者
を
適
切
に
医
療
機
関
へ
運
べ
る

よ
う
に
し
よ
う
と
、
情
報
網
を
整

理
し
て
連
絡
体
制
の
強
化
を
図

る
。被

災
時
は
固
定
電
話
な
ど
が
不

通
に
な
る
と
し
て
、
無
線
の
ほ
か

に
、
離
れ
た
医
療
機
関
の
被
災
状 況

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
伝
え
合

う
「
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
」(
E
M
I
S
)を活
用
し

て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

諏
訪
地
方
が
震
度7の
揺
れ
に

襲
わ
れ
た
と
の
想
定
で
行
っ
た

。

各
医
療
機
関
は
け
が
人
の
情
報
や

停
電
、
道
路
陥
没
な
ど
の
状
況
や

情
報
を
順
次
、
伝
達
・
共
有
し

た
。

諏
訪
地
域
災
害
時
医
療
対
策

本
部
の
諏
訪
日
赤
に
は
、
各
医
療

機
関
や
警
察
、
消
防
な
ど
か
ら
無

線
で
傷
病
者
や
被
災
状
況
な
ど
の

情
報
が
次
々
と
寄
せ
ら
れ
た

。

E

M
I
Sに
は
各
病
院
で
断
水
や
医

療
装
置
使
用
不
可
な
ど
の
被
災
状

呪
か
順
次
書
き
込
ま
れ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
関
係
者
同
士

大
規
模
災
害
の
発
生
時
、
身
元
不
明
遺
体
に
つ
い
て
、
歯
の
治
療
痕

や
か
み
合
わ
せ
な
ど
の
歯
牙
鑑
定
に
よ
っ
て
身
元
を
割
り
出
す
方
法
が

有
効
と
な
る。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
懸
念
さ
れ
る
県
内
で
も
津
波
な
ど

で
数
千
人
規
模
の
死
者
が
出
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
県
警
は
県
歯
科
医

師
会
と
協
力
し
身
元
確
認
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
る

。

十
六
日
に
は

警
察
署
の
遺
体
安
置
所
で
、
全
国
初
と
な
る
実
際
に
近
い
状
況
で
の
研

修
も
行
う
。
(

須
江
政
仁
)

で
患
者
の
受
け
入
れ
が
可
能
か
な

ど
を
判
断
し
た

。

鈴
木
会
長
(
臼
)

リ

下
諏
訪
町H

は
「
(
こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
は
)
無

線
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、
情
報
が

正
確
に
届
か
な
か
っ
た
り
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
も
反
省
点
を
ま
と

め
、
来
年
以
降
の
訓
練
や
実
際
の

災
害
の
時
に
生
か
し
て
い
く
」
と

話
し
て
い
た
。

長
野
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
2

日
(
日
)

県警察歯科医会

で
通
用
し
な
い
」
と
感
じ
た
と

い
う
。

そ
の
経
験
を
基
に
同
会
は
一

六
年
か
ら
会
員
ら
を
対
象
に
研

修
会
を
実
施。
熊
谷
さ
ん
ら
が

講
師
と
な
り
、
遺
体
の
口
の
筋

肉
の
ほ
ぐ
し
方
や
、
口
内
の
血

液
の
除
去
方
法
に
つ
い
て
説
明
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南海トラフ地震に備え最新研究紹介

災害医療人材育成急
神大で市民向けシンポ

東
日
本
大
震
を
教
訓
に
進

化
し
て
い
る
防
災
の
取
り
組
み

を
、
市
民
に
発
信
す
る
の
が
目

的
。
神
戸
大
や
東
北
大
な
ど
の

6

人
が
、
講
演
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

東
北
大
病
院
の
石
井
正
教
授

は
、

東
日
本
大
震
災
発
生
時
、

を
紹
介
。
「
災
害
対
応
す
べ
て

を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
の
は
不

能
。
想
定
外
の
こ
と
に
対
応
で

き
な
い
」
と
指
摘
し
、
課
題
が

起
こ
る
た
び
に
把
握
、
分
析
し
、

解
決
策
立
案
と
実
行
を
繰
り
返

す
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
は
来
る
か
も
し

れ
な
い
で
は
な
く
、
必9来
る
」

と
、
人
材
育
成
な
ど
備
え
の
確

立
を
呼
び
掛
け
た
。

神
戸
大
の
沖
本
天
太
准
教
授

は
、
人
工
知
能
(
A
I
)を
用

い
た
災
害
派
遣
医
療
チl
ム

(
D
M
A
T
)編
成
に
つ
い
て

発
表
。
開
発
し
たD
M
A
T
編

成
ソ
フ
ト
で
複
数
の
医
療
機
関

か
ら
メ
ン
バ
ー
を
選
ぶ
実
験
を

行
っ
た
結
果
、
東
日
本
大
震
火

で
派
遣
さ
れ
た
数
の
2

倍
に
あ

た
る
6
8

0

チ
l

ム
を
、
-
秒

以
内
で
編
成
で
き
る
と
し
た
。

香
川
大
の
長
谷
川
修
一
教
授

は
、
大
学
の
授
業
で
防
災
士
の

養
成
講
座
を
開
い
て
い
る
こ
と

や
、
学
生
で
災
害
時
に
避
難
者

を
受
け
入
れ
る
消
防
団
を
結
成

し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

神

戸

新

聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
1

日
(
土
)

ト 「市海トラフ地震で多-数の死おJ怨定 l 

歯
型
で
身
元
確
認

き
ょ
う
実
践
的
研
修

歯
牙
鑑
定
に
よ
る
身
元
確
認

は
、
一
九
八
五
年
に
日
航
ジ
ャ

ン
ボ
機
が
群
馬
県
上
野
村
の
御

巣
鷹
の
尾
根
に
墜
落
し
た
事
故

で
有
効
性
が
証
明
さ
れ
た
。

翌

年
か
ら
全
国
の
警
察
、
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
共
同
で
「
警

察
医
会
」
設
立
が
進
み
、
三
重

県
で
も
設
立。

二
O
一
五
年
に

県
警
と
県
歯
科
医
師
会
で
つ
く

る
「
県
警
察
歯
科
医
会
」
が
新

設
さ
れ
、
現
在
県
内
の
歯
科
医

師
四
十
三
人
が
登
録
し
て
い

る
。昨

今
、
D
N
A

型
鑑
定
で
の

身
元
確
認
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ

が
、
同
会
理
事
の
熊
谷
渉
さ
ん

(
五
一
)
は
「
歯
牙
鑑
定
は
速
さ
と

費
用
の
安
さ
が
特
徴
」
と
話

す
。

D
N
A
型
鑑
定
は
結
果
が

出
る
ま
で
一
週
間
ほ
ど
要
す
る

が
、
歯
牙
鑑
定
は
か
か
り
つ
け

医
に
歯
型
な
ど
の
デl
タ
が
あ

れ
ば
三
十
分
以
内
で
結
果
が
出

る
。

費
用
も
十
分
の
一
ほ
ど

で
、
遺
体
が
多
数
出
る
突
発
的

な
大
規
模
災
害
で
有
効
だ
と
い

『
つ。県

警
捜
査
一
課
に
よ
る
と
、

今
年
は
十
一
月
末
ま
で
に
発
見

さ
れ
た
身
元
不
明
遺
体
百
九
体

の
う
ち
、
十
九
体
の
身
元
が
歯

牙
鑑
定
で
判
明。
同
課
担
当
者

は
「
特
に
津
波
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
、
家
も
流
さ
れ
る
た
め

D
N
A
型
鑑
定
を
す
る
た
め
の

対
象
資
料
が
な
い
こ
と
も
多

い
」
と
話
す。

同
会
は
、
二
年
の
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
に
も
会
員
を

派
遣
し
身
元
確
認
作
業
を
担
っ

た
。

チ
ー
ム
を
率
い
た
熊
谷
さ

ん
は
「
遺
体
は
口
が
聞
き
に
く

く
、
圧
死
の
場
合
は
口
内
に
血

液
が
た
ま
っ
て
い
る。
普
段
の

歯
科
治
療
経
験
だ
け
で
は
現
場

災
害
に
備
え
る

し
て
き
た
。

十
六
日
は
津
南
署
(
津
市
)

の
遺
体
安
置
所
で
研
修
会
を
聞

き
、
歯
科
医
師
ら
五
十
人
ほ
ど

が
参
加
予
定。
警
察
が
鑑
定
依

頼
し
た
白
骨
遺
体
を
使
っ
て
、

よ
り
災
害
時
に
近
い
状
況
を
設

定
し
身
元
確
認
の
技
術
を
高
め

る
。

熊
谷
さ
ん
は
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
恐
れ
が
あ
る
三
重
で

は
、
歯
科
医
師
も
い
つ
で
も
対

応
で
き
る
態
勢
を
整
え
る
必
要

が
あ
る。

こ
れ
か
ら
も
実
践
的

な
訓
練
を
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
話
す。

中

日

(
三
重
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
時
日
(
日
)
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日本の歴史がスタートしました。 |少部数……き恥リーズ読者間

JNSE ・読み比べシリーズ
月刊切抜き速報@シリーズと連動し、テーマ別に編集。 朝日 ・産経・日経・毎日・読売の全国紙に加え、
北海道から沖縄までのブロック紙 ・地方紙、専門紙、合計85紙より、局面の「今」をタイムリーに
まとめて発行します。 月刊切抜き速報@シリーズとあわせることで、より深く読み比べできます。

KS ・月刊切抜き速報@シリーズと併せて読みたいオススメの

JNSE・読み比べシリーズ
0単冊販売/施時発行 O既刊販売中I お求め・詳細は弊社ホームページへ。

各JNSEのテーマの最新記事につきましては、各別冊元の月刊切彼き速報@シリ ズをご覧ください。

なぜ!児童虐待遇告患多 3 万 7000 件。 全国の新間報道から 、 新しい施策のヒン ト に ! 児童虐待 ・ 児童福祉報道の主要記事を収録!

| シリーズ第 9弾子どもの虐待記事読み比べ⑨ | 
毎年増え続ける児童虐待-
2018 年 1-6月、警察の児童相談所への児童虐待遇告件

数は過去最多の 3 万 7000 件. その年、その年に起こる児

童虐待は、どの新聞社も社会問題として大きく取り上げてい

ます.

さまざまな視点から児童虐待に関する「今J を掴み、「乙

れからJ を考えるため、全国 85 紙すべてを く まなく丁寧に

チェ ッ ク、 1 冊の本としてまとめました.

全国で行われる「日本子ども虐待防止学会J に合わせて、

毎年発刊し、シリーズ第9弾となりました。

町署璽冨~~J2iP.1I~歪寵享曹司lZ!I

月刊切鍍き速報.. r福祉ニュース高齢福祉編』 別冊

. 旬事掲銭期間/ 2015/2/ 14-2018/2/23

・ A4判 120 頁本体 2.000 円+税

・ 2018 年 4 月 12 日発刊

E曹関曹明言司胃震歪寵重曹司-;m・

月刊切銭き速報" r医療と安全管理総集版JJlIJ冊

. 記事掲載期間/ 2011 /3/25-201217/24 

・ A4判 72頁本体 1 .528 円+ 税

・ 2013年 1 月 1 日発刊

-E単車率亙面圭孟温æJi藍週・
月刊切鍍き速報.. r福祉ニュース高齢福祉編j 別冊

・ 記事掲載期間/ 2015/4/ 12-2017/3/ 12

・ A4判 120 頁本体 2.000 円 +税

・ 2017 年 4 月 14 日発刊

Ei1Zi.JBi!þí2~f~罷需調ヨ

月刊切抜き速報⑩『福祉ニュース障害福祉編JllIJ冊

・ 記事掲議期間/ 2015/2/24-2018/9/ 15

e A4~J 96 頁 本体 1 .800 円+税

・ 2018 年 10 月 17 日発刊

「新開 ・朝刊1 面コラム」と「社説・論説」を総集 ! +PLUS KSで魅力UP! .4l1li・，~~~堕ι一

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ司詰棚・…

毎年発行11

1 年を締めくくり、新年の流れを掴む

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ

大晦日&元日版

新聞コラム読み比べ 22日程黒版

月刊切銭き速報.. r教育版J jjlJ冊

e A5 判 128 頁

・ 本体 1.157 円+税

・ 2019 年 1 月 18 日発刊 -コラムニス卜の着目毘点や地域性豊かな年末年始の

情景を読み比べ l 表現力 ・文章力の向上にも役立

つ 1 冊です。

私たち日本人は「大晦日と元日」に特別な思いが

ありますが、各新聞社の報道にも特別感があります。

大晦日と元日という特別な 2 日間の「新聞 ・ 朝刊
1 面コラム」と「社説・論説」を括リ、その年の時

代背景を表現した文章をお楽しみいただけます。

社説・論説読み比べ 22bqz喜男晶

月刊切抜き速報.. r教育版J jjlJ冊

・ A4~当IJ 160 頁
・ 本体 2.778 円+税
・ 2019 年 1 月 18 日発刊

各新聞社の主張や見方などを読み比べ!大晦日
と元日という局面を新たな展望と幅広い視点から

ご覧いただけます。

- 記事掲載期間/ 2017/ 10/6-2018/ 10/ 15

・ A4判 152頁本体 2.315 円+税

・ 2018 年 11 月 22 日発刊

・ 月予j 切抜き速報 I!Þ r保育と幼児教育版j 別冊

・ 収録コンテンツ

調査データ / しつけと虐待 / 児童相談所ー司法

警察のいま / 医療機関の取り組み / 内密出産の

是非 / 児童養護施設社会的養護の施設のいま /

退所後支援の取り組み /里親・特別養子縁組の

いま / :社説ー論説 / 連載

向 子どもの虐待犯..み比べ①~⑨
好野発売中
1988 年-2017 年までの新聞報通をご買いただけます.

-・~~る重量司躍霊視沼t宿直-

月刊切抜き速報.. r福祉ニュース高齢福祉編j 別冊

. 記事掲載期間/ 2015/4/ 16-2016/5/20

・ A4~J 120頁本体 2.000 円+税
・ 2016 年 7 月 11 日発刊

-E亙亘-歪蓋翠，;c
月刊切飯き速報.. r健康りてらしい』 別冊

・ 記事掲裁期間/ 199617/20-2018/6/26

・ A4判 120頁本体 2.000 内+税

・ 2018 年 7 月 26 臼発刊

。 講話の知恵袋に O 就活に

。 受験小論文対策に O 待合室に

日本の祝日から 「過去J r今J rこれから」を読む

新聞コラム読み比べ /社説・論説読み比べ

日本の祝日版
日本の祝日から厳選して総集し、各新聞社の 「新聞 ・

朝刊 1 面コラムJ と「社説・論説J から M 祝日"報道

の読み比べをお楽しみいただける特別本です。

「成人の臼J r憲法記念日J rとどもの日」の 3つの祝

日を年毎に読み比べる楽しみをお届けいたします。

月刊切放き速報@シリーズと併せてお読みいただく
ことでさらに魅力 UPl

JNSE・読み比べシリーズについての詳しい内容 ・最新情報は |http://www.nihon-mic.co.jp/ C 1 [ニホンミツク 検察則 的mrMR;



日本の新聞***新しい魅力、提案します。

Nihon-Miと Co.，Ltd.
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